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図2　徳川本　阿弥陀如来 面貌部分

図3-1　徳川本
　　　　阿弥陀如来 編衫袖・大衣文様部分

図4　徳川本　観音菩薩 面貌部分

図3-2　徳川本
　　　　阿弥陀如来 裳裾・大衣裏文様部分
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図7　徳川本　観音菩薩 臂釧部分

図10　徳川本　光背 唐草部分 図8　徳川本　光背 化仏部分

図9　徳川本　方座 上面部分

加藤祥平　狩野探幽周辺の戯画製作について─徳川美術館蔵本を中心に─

図1　徳川本 上1 正月風景

図2　徳川本 上7 西行の兎殺
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図3-1　徳川本 下1 大黒や天狗らの武術

図3-2　徳川本 下1 

図3-3　徳川本 下1 
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善
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阿
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三
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絵
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る
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論

一

善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
絵
像
に
関
す
る
試
論

安
　
藤
　
香
　
織

─
徳
川
本
を
起
点
に
─

緒　
　
　

言

一　

徳
川
本
の
詳
細

二　

絵
像
の
作
例
と
図
様
概
要

　

①
中
世
の
作
例

　

②
図
様
の
概
要

三　

光
背
に
み
る
絵
像
の
系
統

四　

月
蓋
長
者
夫
妻
像

　

①
月
蓋
長
者
夫
妻
像
の
意
味

　

②
根
津
本
縁
起
絵
の
検
討

　

③
札
類
に
お
け
る
月
蓋
長
者
夫
妻
像
成
立
の
試
論

　

④
徳
川
本

五　

善
光
寺
信
仰
に
お
け
る
絵
像
の
位
置
付
け

結　
　
　

語

　
　
　

緒　
　
　

言

信
濃
国
善
光
寺
は
長
野
県
長
野
市
に
所
在
す
る
大
寺
院
で
あ
る
。
そ
の
本
尊
で
秘
仏

と
さ
れ
る
阿
弥
陀
三
尊
像
は
、
天
竺
の
月
蓋
長
者
が
、
現
前
し
た
阿
弥
陀
如
来
の
姿
を

写
し
鋳
た
生
身
仏
で
あ
り
、
百
済
を
経
て
日
本
へ
最
初
に
伝
来
し
た
三
国
伝
来
の
本
師

如
来
で
あ
る
と
い
う
縁
起
と
と
も
に
、
鎌
倉
時
代
以
降
、
篤
く
信
仰
さ
れ
た
。
こ
の
善

光
寺
信
仰
の
拡
大
に
は
、
善
光
寺
本
尊
の
霊
験
を
各
地
で
説
い
て
回
っ
た
聖
の
伝
道
活

動
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
聖
が
笈
に
収
め
て
持
ち
運
び
、
あ
る
い
は
各
地
に

建
立
さ
れ
た
新
善
光
寺
の
本
尊
と
な
す
べ
く
、
善
光
寺
本
尊
の
模
刻
、
い
わ
ゆ
る
善
光

寺
式
阿
弥
陀
三
尊
像
が
造
顕
さ
れ
た
。
聖
の
活
動
と
深
い
関
わ
り
を
指
摘
さ
れ
て
い
る

浄
土
宗
・
浄
土
真
宗
・
時
宗
も
そ
れ
ぞ
れ
善
光
寺
信
仰
を
取
り
込
み
布
教
し
た
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
。
善
光
寺
信
仰
の
流
行
と
広
が
り
は
、
全
国
に
約
六
百
件
の
模
刻
が
存

す
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
り
、
数
は
少
な
い
も
の
の
、
絵
像
の
作
例
も
報
告
さ
れ
て
い

る
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

薄田大輔　狩野典信にみる江戸狩野派の探幽学習─狩野典信筆「西湖図」を中心に─
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善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
絵
像
に
関
す
る
試
論

二

本
稿
で
は
徳
川
美
術
館
に
伝
来
し
た
絵
像（
以
下
、「
徳
川
本
」
と
略
称
す
る
／
図
1
）一

幅
を
取
り
上
げ
る
。
徳
川
本
は
、
現
存
す
る
数
少
な
い
中
世
の
絵
像
で
あ
り
、
山
本

泰
一
氏
に
よ
っ
て
、
根
津
美
術
館
の
所
蔵
す
る
掛
幅
の
善
光
寺
縁
起
絵（
重
要
文
化
財
。

以
下
、「
根
津
本
縁
起
絵
」
と
略
称
す
る
）と
と
も
に
簡
潔
に
紹
介
さ
れ
た
。
山
本
氏
は
根
津

本
縁
起
絵
に
画
中
本
尊
と
し
て
善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
像
が
描
か
れ
る
こ
と
を
指
摘

し
、
そ
の
製
作
年
代
を
鎌
倉
時
代
と
断
じ
た
一
方
で
、
徳
川
本
に
つ
い
て
は
製
作
年
代

を
十
五
世
紀
半
ば
過
ぎ
頃
と
結
論
付
け
ら
れ
た
。
こ
の
他
、
絵
像
に
関
す
る
論
考
は
展

覧
会
図
録
の
作
品
解
説
等
に
と
ど
ま
り
、
模
刻
に
比
べ
て
研
究
が
遅
れ
て
い
る
。
根
津

本
縁
起
絵
に
つ
い
て
は
山
本
氏
の
後
、
内
田
啓
一
氏
に
よ
っ
て
も
研
究
が
発
表
さ
れ
た

が
、
あ
く
ま
で
も
大
幅
の
縁
起
絵
で
あ
り
、
他
の
絵
像
と
は
製
作
意
図
が
異
な
る
た

め
、
両
者
を
一
括
り
に
論
じ
る
に
は
注
意
を
要
し
よ
う
。

本
論
で
は
、
徳
川
本
の
図
様
を
細
部
に
わ
た
っ
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
他
の
絵
像

と
も
比
較
し
て
、
絵
像
を
で
き
る
限
り
系
統
立
て
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
検
討
す
る
。
ま

た
絵
像
に
加
え
ら
れ
る
月
蓋
長
者
夫
妻
像
を
取
り
上
げ
、
そ
の
成
立
に
つ
い
て
試
論
を

提
示
す
る
と
と
も
に
、
善
光
寺
信
仰
に
お
け
る
絵
像
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
追
考
す

る
。

　
　
　

一　

徳
川
本
の
詳
細

本
図
は
、
一
光
三
尊
形
式
の
阿
弥
陀
三
尊
を
描
い
た
絹
本
著
色
の
掛
軸
で
あ
る
。

表
装
は
中
廻
・
風
帯
を
萌
黄
地
牡
丹
唐
草
文
金
襴
と
し
、
上
下
を
茶
地
波
文
銀
襴
と

す
る
。
軸
首
は
寸
切
で
、
魚
々
子
地
に
蓮
華
文
様
が
彫
ら
れ
た
金
銅
製
で
あ
る
。
絹

地
は
一
鋪
か
ら
な
り
、
縦
七
九
・
六
糎
、
横
三
五
・
〇
糎（
総
縦
一
四
三
・
九
糎
、
総
横

四
九
・
四
糎
）で
あ
る
。
画
面
の
上
端
は
図
様
か
ら
の
推
測
が
困
難
で
あ
る
が
、
左
右
お

よ
び
下
部
は
図
様
が
途
中
で
切
れ
て
い
る
た
め
、
伝
来
の
途
次
で
切
り
詰
め
ら
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

三
尊
は
立
ち
姿
で
、
中
央
の
阿
弥
陀
如
来
が
像
高
三
四
・
八
糎
、
左
右
の
脇
侍
菩
薩

は
像
高
各
二
六
・
〇
糎
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
皆
金
色
像
で
、
肉
身
は
金
泥
、
肉
身
線
は

肥
痩
の
な
い
褐
色
の
鉄
線
描
、
衣
は
、
現
状
で
は
黄
褐
色
を
呈
す
る
地
に
、
太
め
の
截

金
線
で
衣
襞
を
表
し
、細
い
截
金
線
に
よ
っ
て
多
様
な
文
様
が
施
さ
れ
る（
図
2
・
3
）。

截
金
は
擦
れ
て
剥
落
し
て
い
る
部
分
も
多
く
、
膠
と
み
ら
れ
る
線
が
露
出
し
、
光
沢
の

あ
る
淡
い
褐
色
を
呈
し
て
い
る
。
三
尊
と
も
に
頭
髪
に
は
髪
繡
が
用
い
ら
れ
る
。
ま
た
、

三
尊
の
唇
、
両
脇
侍
の
瓔
珞
・
腰
帯
な
ど
に
は
朱
・
白
・
緑
な
ど
で
彩
色
が
施
さ
れ
て

い
る
が
、
剥
落
が
進
ん
で
お
り
、
現
状
で
は
絹
地
の
ヤ
ケ
を
手
掛
か
り
に
図
様
を
追
う

し
か
な
い
部
分
も
あ
る
。

中
尊
か
ら
像
容
の
詳
細
を
み
て
い
き
た
い
。
阿
弥
陀
如
来
は
、
善
光
寺
式
の
典
型
的

な
印
相
で
、
右
手
は
施
無
畏
印
、
左
手
は
第
二
・
三
指
を
伸
ば
す
刀
印
を
結
ぶ
。
螺
髪

は
髪
繡
で
、
二
〜
三
本
の
髪
を
束
ね
、
纏
り
繡
い
の
繡
い
目
を
重
ね
て
螺
髪
状
に
表
す

（
挿
図
1
）。
肉
髻
珠
を
朱
の
彩
色
で
表
す
。
面
相
は
や
や
面
長
で
あ
る
。
白
毫
は
剥
落

の
た
め
定
か
に
は
確
認
で
き
な
い
。
眉
は
張
り
の
強
い
弓
形
、
眼
は
切
れ
上
が
り
気
味

で
虹
彩
を
褐
色
と
す
る
。
鼻
梁
線
を
表
す
。
唇
に
は
朱
を
差
し
、
口
髭
と
渦
を
巻
く
顎

鬚
を
描
く
。
三
道
を
表
す
。
服
制
は
、
右
肩
に
編
衫
を
付
け
大
衣
と
裳
を
ま
と
う
。
衣

に
施
さ
れ
た
截
金
文
様
は
、
大
衣
は
卍
字
繋
で
裾
は
唐
草
文（
蓮
華
か
）、
翻
っ
た
裏
面

は
斜
め
格
子
文
、
編
衫
は
麻
葉
繋
で
裾
は
半
切
の
立
涌
文
、
裏
面
は
斜
め
格
子
文
、
裳

は
格
子
と
斜
め
格
子
文
の
組
み
合
わ
せ
、
裾
は
剥
落
の
た
め
不
明
瞭
だ
が
、
段
に
分
け

ら
れ
異
な
る
文
様
が
配
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る（
図
3
─

2
・
挿
図
2
）。
同
じ
く
剥

落
に
よ
り
不
明
瞭
で
あ
る
が
、
僧
祇
支
を
表
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
阿
弥
陀
の
立
つ

台
座
は
蓮
肉
に
返
花
が
二
段
で
、
黄
褐
色
の
地
に
截
金
で
蕊
と
葉
脈
を
表
す
。
最
下
段

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）



善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
絵
像
に
関
す
る
試
論

三

挿図1　徳川本　阿弥陀如来 髪繡部分挿図2　徳川本　阿弥陀如来 大衣裾・裳文様部分

挿図4　徳川本　観音菩薩 髪繡部分

挿図3　徳川本　勢至菩薩 面貌部分



善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
絵
像
に
関
す
る
試
論

四

の
框
座
は
剥
落
が
激
し
く
、
詳
細
を
確
認
し
が
た
い
が
、
二
ヵ
所
の
入
隅
が
表
さ
れ
、

区
画
が
分
割
さ
れ
た
内
に
文
様
が
あ
り
、
甲
面
に
は
緑
青
が
残
留
し
て
い
る
。

両
脇
侍
は
ほ
ぼ
同
様
の
形
式
で
描
か
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
胸
前
で
左
右
の
掌
を
重

ね
る
梵
篋
印
を
結
ぶ
が
、
向
か
っ
て
右
の
観
音
は
左
手
が
上
、
左
の
勢
至
は
右
手
が
上

で
描
か
れ
、
左
右
対
称
に
な
っ
て
い
る
。
山
形
の
宝
冠
は
絹
表
か
ら
の
金
切
箔
押
し

で
、
墨
線
に
よ
っ
て
描
き
起
こ
さ
れ
て
お
り
、
観
音
菩
薩
は
阿
弥
陀
の
化
仏
、
勢
至

菩
薩
は
水
瓶
を
戴
く（
図
4
・
挿
図
3
）。
頭
髪
は
髪
繡
で
、
中
尊
と
同
様
に
二
〜
三
本

を
束
ね
、
纏
り
縫
い
で
表
す（
挿
図
4
）。
耳
の
後
ろ
か
ら
白
い
冠
帯
を
肘
下
ま
で
垂
ら

す
。
面
相
は
面
長
で
、
白
毫
を
表
し
、
阿
弥
陀
と
同
様
に
、
眉
は
張
り
の
強
い
弓
形

で
、
眼
は
切
れ
上
が
り
気
味
に
描
か
れ
、
瞳
の
虹
彩
は
褐
色
と
す
る
。
鼻
梁
線
を
描

き
、
唇
に
朱
を
差
す
。
服
制
は
、
天
衣
・
条
帛
・
腰
布
・
裳
か
ら
な
る
。
天
衣
は
両
肩

を
覆
い
、
腹
前
を
通
っ
て
腕
に
か
か
り
垂
下
す
る
。
条
帛
は
左
肩
か
ら
右
脇
に
か
け
て

付
け
、
胸
前
で
交
差
さ
せ
る
。
腰
布
は
両
腿
を
覆
う
長
さ
で
、
裳
を
付
け
た
姿
で
あ

る
。
衣
の
截
金
文
様
は
、
天
衣
・
条
帛
は
斜
め
格
子
文
、
腰
布
は
唐
草
文（
蓮
華
か
）、

裳
は
格
子
と
斜
め
格
子
文
の
組
み
合
わ
せ
で
、
裾
は
剥
落
で
不
明
瞭
だ
が
流
線
文
と
み

え
る（
図
5
・
6
）。
腰
帯
は
剥
落
が
激
し
く
定
か
で
は
な
い
が
、
一
部
に
緑
青
が
残
る

の
に
加
え
、
下
地
の
ヤ
ケ
の
具
合
か
ら
、
も
と
は
腰
か
ら
垂
れ
た
二
条
を
膝
前
で
結

び
、
足
元
ま
で
垂
ら
す
形
で
、
緑
青
で
賦
彩
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る（
図
6
）。
胸

飾
・
臂
釧
・
腕
釧
を
、
宝
冠
と
同
様
に
金
切
箔
押
し
に
墨
線
描
き
起
こ
し
で
表
す
。
胸

飾
の
中
央
と
両
肩
付
近
か
ら
は
瓔
珞
が
長
く
垂
れ
、
腹
前
の
輪
宝
に
一
度
集
約
さ
れ
、

さ
ら
に
左
右
の
足
元
ま
で
達
し
て
い
る
。
瓔
珞
は
大
方
が
剥
落
し
て
墨
の
下
描
き
線
が

露
出
し
て
い
る
が
、
一
部
に
や
や
厚
み
の
あ
る
彩
色
の
跡
が
黒
化
し
て
残
っ
て
い
る
の

が
認
め
ら
れ
る
。
臂
釧
に
は
花
形
装
飾
に
細
帯
が
付
属
し
て
お
り
、
腰
帯
と
同
じ
く
緑

青
で
描
か
れ
て
い
た
よ
う
で
、
そ
の
痕
跡
が
一
部
に
み
ら
れ
る（
図
7
）。
腕
釧
は
二
重

で
素
文
で
あ
る
。
台
座
は
前
面
に
二
ヵ
所
入
隅
の
あ
る
蓮
肉
と
、
返
花
一
段
か
ら
な

り
、
黄
褐
色
の
地
に
截
金
で
蕊
と
葉
脈
を
表
し
て
い
る
。

三
尊
の
光
背
は
舟
形
で
、
白
地
に
切
箔
・
墨
線
描
き
起
こ
し
に
よ
っ
て
頭
身
光
・
化

仏
・
雲
烟
な
ど
を
描
く
。
ま
ず
、
中
央
の
阿
弥
陀
の
頭
光
・
身
光
は
、
二
条
の
帯
二
本

を
間
隔
を
と
っ
て
巡
ら
し
、
圏
帯
を
表
す
。
内
部
は
剥
落
し
て
い
る
も
の
の
、
緑
青
を

塗
り
こ
め
て
い
た
と
み
え
る
。
圏
帯
外
周
の
帯
に
蓮
華
唐
草
を
絡
ま
せ
る
。
両
脇
侍
に

は
、
一
条
の
帯
で
頭
光
が
配
さ
れ
る
。
阿
弥
陀
の
上
方
か
ら
左
右
に
か
け
て
蓮
華
唐
草

の
蔓
が
伸
び
、
七
体
の
化
仏
の
坐
す
開
敷
蓮
華
に
結
ば
れ
る
。
化
仏
七
体
は
、
そ
れ

ぞ
れ
通
肩
の
衣
に
拱
手
す
る
姿
で
、
頭
身
光
の
周
囲
に
は
蓮
弁
形
の
装
飾
帯
が
巡
り
、

頭
光
の
頂
点
は
や
や
尖
頭
形
に
な
っ
て
い
る（
図
8
）。
光
背
周
縁
部
に
は
雲
烟
が
表
さ

れ
、
雲
脚
は
外
縁
・
上
方
に
向
か
っ
て
伸
び
る
。
光
脚
に
は
蓮
弁
を
表
す
。
三
尊
を
安

ん
ず
る
方
座
は
、
上
面
は
赤
色
で
、
花
文
が
描
か
れ
た
白
色
の
痕
跡
が
十
数
ヵ
所
確
認

さ
れ
る（
図
9
）。
散
華
と
い
う
よ
り
は
図
案
化
さ
れ
た
文
様
の
よ
う
で
あ
り
、
褥
を
表

現
し
て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
。
方
座
側
面
は
墨
色
で
、
上
框
を
表
し
、
束
に
よ
っ
て
三

分
割
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
格
狭
間
が
設
け
ら
れ
る
。
各
束
の
上
部
に
は
黄
褐
色
で
金
具

が
表
さ
れ
、
束
の
両
脇
に
は
朱
線
で
縁
取
ら
れ
た
白
い
柱
状
の
装
飾
が
描
か
れ
る
。
格

狭
間
は
朱
線
で
縁
取
ら
れ
、
内
部
は
無
文
で
現
在
で
は
明
る
い
褐
色
を
呈
し
て
い
る
。

三
尊
の
表
現
方
法
は
、
鎌
倉
時
代
以
降
に
盛
行
し
た
皆
金
色
像
の
ほ
ぼ
通
例
通
り
と

言
っ
て
よ
い
。
皆
金
色
で
表
さ
れ
た
像
は
、
乾
元
元
年（
一
三
〇
二
）の
銘
記
が
あ
る
東

京
・
金
剛
寺
蔵
の
如
意
輪
観
音
像
が
初
例
で
あ
る
が
、
そ
の
形
式
化
し
た
表
現
か
ら
、

皆
金
色
の
技
法
自
体
は
十
三
世
紀
後
半
頃
に
は
完
成
し
、
十
三
世
紀
末
に
は
定
着
し
て

い
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
三
尊
の
鼻
梁
線
を
表
す
宋
風
の
顔
立
ち
や
、
衣
に
使
用
さ
れ

る
文
様
の
種
類
も
、
鎌
倉
時
代
以
降
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
髪
繡
は
、
記
録
の

上
で
は
『
玉
葉
』
文
治
四
年（
一
一
八
八
）年
五
月
二
十
九
日
条
が
古
く
、
実
際
の
遺
例

（
8
）
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五

も
、
鎌
倉
時
代
以
降
の
作
例
が
多
数
知
ら
れ
て
い
る
。
本
図
の
よ
う
に
髪
繡
を
尊
像
の

頭
髪
部
分
の
み
と
す
る
用
法
、
お
よ
び
二
〜
三
本
の
髪
を
束
ね
る
技
法
、
螺
髪
な
ど
の

繡
い
方
は
、
鎌
倉
時
代
以
降
、
中
世
の
繡
仏
の
通
例
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、

表
現
方
法
に
お
け
る
特
徴
は
い
ず
れ
も
鎌
倉
時
代
に
遡
る
が
、
全
体
的
に
形
式
化
し
た

用
い
ら
れ
方
を
し
て
お
り
、
時
代
は
降
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
前
述
の
山
本
氏

の
見
解
に
よ
る
十
五
世
紀
半
ば
過
ぎ
頃
の
製
作
と
す
る
の
は
い
さ
さ
か
降
り
過
ぎ
の
感

が
あ
る
。
絵
絹
の
織
目
が
比
較
的
詰
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
南
北
朝
時
代
十
四

世
紀
頃
の
作
と
す
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
が
、
製
作
年
代
に
つ
い
て

は
ひ
と
ま
ず
置
い
て
お
き
、
論
を
次
に
進
め
た
い
。

伝
来
に
つ
い
て
は
、
山
本
氏
の
述
べ
ら
れ
た
寛
政
三
年（
一
七
九
一
）よ
り
遡
っ
て
判

明
し
た
部
分
が
あ
る
た
め
、
簡
単
に
紹
介
す
る
。
本
図
の
も
と
も
と
の
伝
来
は
不
明
で

あ
る
が
、
明
和
五
年（
一
七
六
八
）、
そ
れ
ま
で
御
小
納
戸
向（
御
側
御
道
具
）で
あ
っ
た
本

図
を
含
む
仏
像
・
仏
画
類
が
、
一
括
し
て
尾
張
徳
川
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
建
中
寺
に
預

け
置
か
れ
た
。
そ
の
後
、
寛
政
三
年
に
こ
れ
ら
を
改
め
て
城
下
の
浄
土
宗
五
ヵ
寺
に
配

分
す
る
に
あ
た
り
、
本
図
は
尾
張
徳
川
家
初
代
義
直
の
生
母
お
亀
の
方（
相
応
院
）の
た

め
に
建
立
さ
れ
た
相
応
寺
へ
移
さ
れ
た
。
文
化
十
四
年（
一
八
一
七
）、こ
れ
ら
の
仏
像
・

仏
画
類
は
尾
張
徳
川
家
へ
戻
さ
れ
、
ま
も
な
く
一
括
し
て
建
中
寺
・
相
応
寺
に
次
ぐ
寺

格
の
曹
洞
宗
寺
院
で
あ
る
万
松
寺
へ
収
め
ら
れ
た
。
明
治
八
年（
一
八
七
五
）に
は
再
び

尾
張
徳
川
家
へ
移
さ
れ
、
昭
和
六
年（
一
九
三
一
）に
設
立
さ
れ
た
財
団
法
人
尾
張
徳
川

黎
明
会
に
寄
贈
さ
れ
て
、
現
在
に
至
る
。

　
　
　

二　

絵
像
の
作
例
と
図
様
概
要

①
中
世
の
作
例

（
9
）

（
10
）

（
11
）

こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
掛
幅
の
絵
像
の
う
ち
、
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
ま
で
の

成
立
と
み
ら
れ
る
作
例
を
通
覧
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

・
本
覚
寺
本（
滋
賀
県
甲
賀
市
）�

絹
本
著
色　

南
北
朝
時
代　
　

・
徳
川
本�

絹
本
著
色　

南
北
朝
時
代　
　

・
長
野
市
立
博
物
館
本�

絹
本
著
色　

室
町
時
代　
　
　

・
善
光
寺
大
勧
進
本（
長
野
県
長
野
市
）�

絹
本
著
色　

室
町
時
代　
　
　

・
フ
リ
ー
ア
美
術
館
本（
米
国
・
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
）�

絹
本
著
色　

室
町
時
代　
　
　

以
上
に
加
え
、
鎌
倉
時
代
初
頭
に
成
立
し
た
『
覚
禅
抄
』（
勧
修
寺
蔵
）所
収
の
善
光
寺

本
尊
の
図
像
、
鎌
倉
時
代
十
四
世
紀
の
成
立
と
さ
れ
る
根
津
本
縁
起
絵
の
画
中
本
尊
が

絵
画
作
例
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
中
世
以
来
発
行
さ
れ
続
け
た
善
光
寺
式
阿
弥
陀
三

尊
像
を
印
刷
し
た
札
類
も
視
野
に
入
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

②
図
様
の
概
要

善
光
寺
本
尊
の
像
容
の
実
際
は
秘
仏
で
あ
る
た
め
不
明
で
あ
る
が
、
先
行
す
る
模
刻

の
研
究
で
は
、
一
光
三
尊
の
光
背
で
返
り
花
座
に
立
ち
、
中
尊
の
印
相
は
右
手
が
施
無

畏
印
、
左
手
が
刀
印
で
、
脇
侍
は
梵
篋
印
で
あ
る
こ
と
、
脇
侍
は
筒
形
冠
か
山
形
冠
を

戴
く
こ
と
、
中
尊
は
一
尺
五
寸（
約
四
五
糎
）、
脇
侍
は
一
尺（
約
三
〇
糎
）の
大
き
さ
で
あ

る
こ
と
、
そ
し
て
金
銅
仏
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
中
世
の
絵
像
か
ら
大
よ
そ
の
共
通
項
を
抽
出
す
る
と
、
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

Ⓐ
一
光
三
尊
の
光
背
で
、
返
り
花
座
に
立
つ
。

Ⓑ
中
尊
の
印
相
は
右
手
が
施
無
畏
印
、
左
手
が
刀
印
で
、
脇
侍
は
梵
篋
印
で
あ
る
。

Ⓒ
脇
侍
は
山
形
冠
を
戴
く
。

Ⓓ
中
尊
の
像
高
は
三
五
糎
前
後
、
脇
侍
は
二
五
糎
前
後
の
大
き
さ
で
あ
る
。

（
12
）
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六

Ⓔ
皆
金
色
像
で
あ
る
。

Ⓕ
方
座
は
側
面
に
三
ヵ
所
格
狭
間
を
配
し
、
甲
面
に
赤
地
の
褥
を
表
す
。

Ⓖ
三
尊
の
足
元
に
、
月
蓋
長
者
お
よ
び
夫
人
像
が
描
か
れ
る
。

以
上
の
う
ち
、
Ⓐ
に
つ
い
て
は
、
光
背
に
配
さ
れ
た
雲
烟
・
唐
草
の
形
状
に
共
通
性

の
み
ら
れ
る
群
が
あ
り
、
次
章
で
詳
述
す
る
。

Ⓑ
・
Ⓒ
に
注
目
す
る
と
、
善
光
寺
大
勧
進
本
・
フ
リ
ー
ア
美
術
館
本（
挿
図
5
）は
、

い
わ
ゆ
る
刀
印
で
は
な
く
、
左
手
を
屈
臂
し
胸
前
ま
で
上
げ
て
い
る
。
こ
の
印
相
は
元

禄
五
年（
一
六
九
二
）か
ら
宝
永
三
年（
一
七
〇
六
）に
行
わ
れ
た
善
光
寺
出
開
帳
の
際
、
開

帳
先
の
寺
院
へ
配
布
さ
れ
た
木
版
著
色
の
絵
像
で
あ
る
荘
厳
寺
本（
熊
本
県
八
代
市
）・

正
覚
寺
本（
福
井
県
越
前
市
）と
類
似
し
て
い
る
。
ま
た
、
脇
侍
が
山
形
宝
冠
で
は
な
く
、

三
面
頭
飾
を
戴
く
こ
と
も
、
こ
の
二
例
と
共
通
し
て
い
る
。
荘
厳
寺
本
・
正
覚
寺
本

は
、
出
開
帳
を
主
導
し
た
大
勧
進
方
の
指
導
す
る
図
像
で
あ
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
て
お

挿図5　善光寺式阿弥陀三尊像
フリーア美術館蔵

挿図6　善光寺式阿弥陀三尊像　本覚寺蔵
画像提供：滋賀県立琵琶湖文化館

挿図7　善光寺式阿弥陀三尊像
長野市立博物館蔵

挿図8　善光寺縁起絵　第三幅
画中本尊部分　根津美術館蔵
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七

り
、
善
光
寺
大
勧
進
本
・
フ
リ
ー
ア
美
術
館
本
も
同
様
の
製
作
背
景
が
想
定
で
き
よ
う

が
、
ま
ず
は
こ
う
し
た
一
群
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
。

Ⓓ
の
像
高
は
、
根
津
本
縁
起
絵
を
論
じ
た
内
田
氏
に
よ
っ
て
初
め
て
指
摘
さ
れ
、

追
っ
て
長
野
市
立
博
物
館
本
が
紹
介
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
に
よ
る
と
、
根
津
本
縁
起
絵
は

中
尊
の
像
高
が
約
三
五
糎
、
脇
侍
が
約
二
五
糎
、
長
野
市
立
博
物
館
蔵
本
は
中
尊
が

三
六
・
〇
糎
、
脇
侍
が
二
七
・
〇
糎
で
あ
る
。
徳
川
本
も
先
に
記
し
た
通
り
、
中
尊
が

三
四
・
八
糎
、
脇
侍
が
各
二
六
・
〇
糎
で
、
こ
れ
ら
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
と
言
え
る
。

絵
像
に
お
け
る
共
通
性
を
認
め
た
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
例
え
ば
、
本
覚
寺
本
は
作

品
全
体
の
法
量
が
縦
一
二
九
・
〇
糎
、
横
五
四
・
五
糎
の
大
型
の
作
品
で
あ
り
、
各
尊

の
像
高
も
徳
川
本
等
に
比
べ
高
い
こ
と
は
必
定
で
あ
る
。
像
高
に
お
け
る
規
範
性
の
有

無
に
つ
い
て
は
、
他
本
の
調
査
結
果
を
待
ち
改
め
て
論
じ
た
い
。

Ⓔ
の
皆
金
色
像
に
つ
い
て
は
、
様
式
の
細
か
な
差
異
は
あ
れ
、
先
に
示
し
た
中
世
の

絵
像
す
べ
て
に
共
通
す
る
。
肉
身
・
衣
を
金
泥
ま
た
は
黄
と
し
、
衣
を
截
金
文
様
で
埋

め
、
徳
川
本
・
長
野
市
立
博
物
館
本
な
ど
で
は
瓔
珞
な
ど
一
部
に
彩
色
が
施
さ
れ
る
。

像
全
体
が
金
色
を
呈
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
金
銅
造
の
模
刻
と
共
通
す
る
が
、
現
存
す
る
善

光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
の
模
刻
を
み
る
と
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
三
尊
と
も
衣
を
無
文
と
し

て
い
る
。
絵
像
は
、
当
時
の
絵
画
に
お
け
る
皆
金
色
の
様
式
を
採
り
入
れ
る
こ
と
で
、

善
光
寺
本
尊
の
絵
画
に
よ
る
具
現
化
と
荘
厳
に
努
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。

Ⓕ
に
つ
い
て
は
、
比
較
的
古
い
鎌
倉
時
代
の
模
刻
に
お
い
て
当
初
の
方
座
が
残
っ
て

お
ら
ず
、
善
光
寺
本
尊
を
推
し
量
る
に
は
、
絵
像
お
よ
び
札
類
に
み
ら
れ
る
方
座
の
図

様
が
要
と
な
る
。
本
覚
寺
本（
挿
図
6
）が
格
狭
間
を
一
ヵ
所
と
し
大
き
く
獣
面
を
配
す

る
以
外
、
諸
本
で
格
狭
間
を
三
ヵ
所
と
す
る
が
、
格
狭
間
の
意
匠
は
蓮
華
や
鳳
凰
な
ど

一
致
を
み
な
い
。
甲
面
の
褥
と
み
ら
れ
る
表
現
は
、
徳
川
本
の
他
、
長
野
市
立
博
物
館

本（
挿
図
7
）、
根
津
本
縁
起
絵
の
画
中
本
尊（
挿
図
8
）に
み
ら
れ
、
長
野
市
立
博
物
館

（
13
）

（
14
）

本
に
は
唐
草
文
様
が
表
さ
れ
る
。

Ⓖ
の
月
蓋
長
者
お
よ
び
夫
人
像
は
、
模
刻
に
は
例
が
な
く
、
絵
像
お
よ
び
札
類
に
多

く
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
図
像
の
意
図
と
成
立
の
背
景
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
章
を
改
め
詳
し
く
述
べ
る
。

　
　
　

三　

光
背
に
み
る
絵
像
の
系
統

徳
川
本
の
光
背
の
詳
細
は
先
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
三
つ
の
部
分
に
絞
っ
て

諸
本
と
の
比
較
を
試
み
た
い
。

Ⅰ　

雲
烟

徳
川
本
で
は
光
背
の
化
仏
と
唐
草
の
間
を
埋
め
る
よ
う
に
雲
烟
が
配
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
雲
烟
は
、
渦
を
巻
く
先
頭
部
か
ら
雲
脚
が
上
方
へ
向
か
う
だ
け
で
な
く
、

角
度
も
急
で
、
よ
り
上
方
へ
の
動
き
が
強
調
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
加
え

て
、
二
菩
薩
の
頭
上
に
配
さ
れ
た
雲
烟
が
真
上
に
伸
び
る
縦
に
長
い
形
態
で
表
さ
れ
る

挿図9　徳川本　菩薩上方の雲烟部分
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八

こ
と
に
注
目
し
た
い（
挿
図
9
）。
こ
の
徳
川
本
の
雲
烟
の
形
状
・
位
置
と
も
に
大
よ
そ

一
致
す
る
の
が
、
本
覚
寺
本
で
あ
る
。
長
野
市
立
博
物
館
本
は
上
方
が
切
り
詰
め
ら
れ

て
い
る
も
の
の
、
現
存
部
分
に
お
い
て
は
徳
川
本
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

雲
烟
が
や
や
痩
せ
気
味
に
な
り
隙
間
が
広
が
っ
て
、
地
色
の
部
分
が
多
く
な
っ
て
い
る

点
で
は
変
化
が
み
ら
れ
る
。
フ
リ
ー
ア
美
術
館
本
も
隙
間
が
広
が
っ
て
い
る
が
、
徳
川

本
と
大
ま
か
に
は
一
致
し
て
い
る
。
た
だ
し
二
菩
薩
の
頭
上
の
雲
烟
は
横
向
き
に
描
か

れ
て
い
る
。
善
光
寺
大
勧
進
本
は
、
光
背
の
外
周
に
雲
烟
を
並
べ
、
脚
部
が
上
方
に
向

か
っ
て
い
く
形
式
で
あ
り
、
こ
れ
は
先
に
も
紹
介
し
た
江
戸
時
代
の
荘
厳
寺
本
・
正
覚

寺
本
と
共
通
し
て
お
り
、
の
ち
に
詳
述
す
る
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
の
善
光
寺
式
阿
弥
陀

三
尊
像
勧
進
札（
以
下
、「
奈
良
博
本
勧
進
札
」
と
略
称
）や
、
妙
法
寺
蔵（
茨
城
県
桜
川
市
）の

善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
像
御
影
札（
以
下
、「
妙
法
寺
本
御
影
札
」
と
略
称
）な
ど
に
も
そ
れ

に
類
す
る
表
現
が
み
ら
れ
る（
挿
図
10
）。
根
津
本
縁
起
絵
の
画
中
本
尊
は
、
諸
本
に
比

べ
隙
間
が
よ
り
狭
く
、
雲
烟
の
形
を
化
仏
や
尊
像
に
沿
わ
せ
る
よ
う
に
細
か
く
変
化
さ

せ
て
お
り
、
先
頭
部
は
必
ず
し
も
渦
状
に
表
さ
な
い（
挿
図
11
）。
ま
た
、
二
菩
薩
の
頭

上
の
雲
烟
は
表
さ
な
い
。

Ⅱ　

唐
草

挿図10-1　善光寺勧進札　奈良国立博物館蔵
画像提供：奈良国立博物館

（撮影　森村欽司）

挿図10-2　善光寺御影札　妙法寺蔵
画像提供：栃木県立博物館

挿図11　根津本縁起絵　画中本尊
菩薩周辺の雲烟部分
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九

徳
川
本
の
中
尊
の
頭
身
光
の
外
周
に
設
け
ら
れ
た
圏
帯
に
は
唐
草
の
蔓
が
巻
き
付

き
、
そ
こ
か
ら
七
化
仏
が
坐
す
蓮
華
座
に
枝
分
か
れ
す
る
。
頂
上
付
近
に
注
目
す
る

と
、
圏
帯
に
絡
ま
り
上
方
ま
で
到
達
し
た
唐
草
は
、
中
尊
の
頭
光
上
に
配
さ
れ
た
蓮
華

へ
と
集
約
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
上
方
と
左
右
へ
蔓
が
伸
び
、
頂
上
お
よ
び
左
右
二

段
目
の
化
仏
に
至
る（
図
10
）。
こ
の
よ
う
に
阿
弥
陀
頭
上
の
蓮
華
に
唐
草
が
集
約
さ
れ

る
形
式
は
、
本
覚
寺
本
と
共
通
し
て
お
り
、『
覚
禅
抄
』
所
収
の
善
光
寺
本
尊
図
像
で

も
類
似
す
る
表
現
が
み
ら
れ
る
ほ
か
、
奈
良
博
本
勧
進
札
で
も
こ
の
集
合
部
を
表
し
て

い
る
。
長
野
市
立
博
物
館
本
は
切
り
取
ら
れ
て
お
り
不
明
、
善
光
寺
大
勧
進
本
・
フ

リ
ー
ア
美
術
館
本
お
よ
び
根
津
本
縁
起
絵
で
は
集
合
部
を
表
さ
な
い
。

Ⅲ　

二
菩
薩
の
頭
光

徳
川
本
の
二
菩
薩
に
は
一
重
の
円
光
が
配
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は

他
本
に
は
み
ら
れ
な
い
特
徴
で
あ
る
。

Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
を
通
観
す
る
と
、
Ⅲ
に
は
特
異
性
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て

徳
川
本
の
光
背
に
み
ら
れ
る
特
徴
は
、
特
に
本
覚
寺
本
、
さ
ら
に
は
長
野
市
立
博
物
館

本
と
共
通
項
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
、
鎌
倉
時
代
の
模
刻
の
作
例
に
類
似
性

が
見
出
せ
る
か
ど
う
か
確
認
し
て
み
た
い
。
製
作
当
初
の
光
背
が
残
っ
て
い
る
例
は
少

な
い
が
、
文
永
八
年（
一
二
七
一
）銘
の
円
覚
寺
像（
神
奈
川
県
鎌
倉
市
・
重
要
文
化
財
）、
文

永
十
一
年
銘
の
安
国
寺
像（
広
島
県
福
山
市
・
重
要
文
化
財
）、
永
仁
三
年（
一
二
九
五
）頃

造
立
の
石
造
十
三
重
塔
納
入
品
で
あ
る
個
人
蔵
の
小
像
、
嘉
元
二
年（
一
三
〇
四
）銘
の

い
わ
き
市
像（
福
島
県
い
わ
き
市
・
重
要
文
化
財
／
挿
図
12
）、
ほ
か
に
龍
華
寺
像（
神
奈
川
県

横
浜
市
）・
松
江
善
光
寺
像（
島
根
県
松
江
市
・
重
要
文
化
財
）・
園
城
寺
像（
滋
賀
県
大
津
市
）

な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。
模
刻
の
最
古
例
は
建
久
六
年（
一
一
九
五
）銘
の
甲
斐
善
光
寺

像（
山
梨
県
甲
府
市
・
重
要
文
化
財
）で
あ
り
、
そ
の
後
、
十
三
世
紀
半
ば
以
降
に
は
模
刻

造
像
が
数
多
く
な
り
、
南
北
朝
時
代
に
は
現
存
作
例
が
減
じ
る
た
め
、
こ
こ
に
挙
げ
た

（
15
）

作
例
は
そ
の
興
隆
期
に
製
作
さ
れ
た
像
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
。

順
に
み
て
い
く
と
、
Ⅰ
雲
烟
に
つ
い
て
、
徳
川
本
と
類
す
る
形
式
を
示
す
模
刻
は
、

安
国
寺
像
・
個
人
像
・
い
わ
き
市
像
・
龍
華
寺
像
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
渦
を
巻
く
先
頭

部
か
ら
雲
脚
が
上
方
へ
伸
び
る
形
で
表
さ
れ
、
隙
間
が
広
く
地
の
み
え
る
部
分
が
多

い
。
雲
烟
の
位
置
・
数
は
一
致
し
な
い
も
の
の
、
二
脇
侍
の
上
方
に
真
上
へ
向
か
う
縦

長
の
雲
烟
が
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
共
通
す
る
。
円
覚
寺
像
も
雲
烟
の
形
態
は
類
似
す

る
が
、
両
菩
薩
の
頭
上
の
雲
烟
は
雲
脚
が
斜
め
上
方
に
向
か
う
形
で
あ
る
。
松
江
善
光

寺
像
・
園
城
寺
像
は
雲
烟
各
々
が
独
立
し
て
お
ら
ず
、
光
背
全
体
が
覆
わ
れ
る
よ
う
に

表
さ
れ
る
。
次
に
Ⅱ
唐
草
に
つ
い
て
は
、
円
覚
寺
像
・
安
国
寺
像
・
個
人
像
・
龍
華
寺

像
・
園
城
寺
像
の
唐
草
に
集
合
部
が
み
ら
れ
、
い
わ
き
市
像
・
松
江
善
光
寺
像
も
こ
れ

ら
に
類
す
る
表
現
を
採
る
が
、
左
右
二
段
目
の
化
仏
へ
至
る
蔓
の
伸
び
方
に
違
い
が
み

ら
れ
る
。
Ⅲ
に
つ
い
て
は
、
松
江
善
光
寺
像
が
二
菩
薩
に
頭
光
を
表
す
が
、
二
重
円
相

で
外
周
に
は
火
炎
を
表
す
な
ど
、
徳
川
本
と
は
趣
が
異
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
て
模
刻
も
含
め
て
み
る
と
、
Ⅲ
は
や
は
り
特
異
な
形
式
で
あ
る
よ
う
だ
が
、

（
16
）

挿図12　善光寺式阿弥陀三尊像　いわき市蔵
挿図12　画像提供：東京国立博物館
挿図12　Image: TNM Image Archives
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〇

Ⅰ
・
Ⅱ
に
関
し
て
は
、
徳
川
本
は
鎌
倉
時
代
十
三
世
紀
半
ば
以
降
の
模
刻
の
様
式
と
共

通
性
が
あ
る
と
言
え
る
。
こ
こ
で
再
び
各
模
刻
の
雲
烟
に
注
目
し
た
い
。
先
に
共
通
性

を
指
摘
し
た
模
刻
の
う
ち
、
小
像
で
あ
る
個
人
像
を
除
き
、
雲
烟
は
一
つ
一
つ
独
立
し

て
作
ら
れ
て
光
背
に
留
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
種
の
独
立
し
た
雲
烟
の
形
を
も
と
に
し

て
絵
画
化
さ
れ
た
の
が
、
徳
川
本
な
い
し
本
覚
寺
本
系
統
の
雲
烟
の
形
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
中
尊
頭
上
の
唐
草
の
集
合
部
に
つ
い
て
も
、
ほ
と
ん
ど

の
模
刻
に
み
ら
れ
る
形
式
を
、
変
容
も
少
な
く
留
め
て
い
る
の
が
本
覚
寺
本
・
徳
川
本

系
統
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

前
章
冒
頭
で
絵
像
の
特
性
Ⓐ
〜
Ⓖ
を
通
覧
し
た
際
、
善
光
寺
大
勧
進
本
・
フ
リ
ー
ア

美
術
館
本
は
印
相
お
よ
び
二
菩
薩
の
宝
冠
が
通
常
と
異
な
る
こ
と
を
確
認
し
、
ま
た
本

章
に
お
い
て
も
本
覚
寺
本
・
徳
川
本
と
は
共
通
性
に
乏
し
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
現
段

階
に
お
い
て
、
絵
像
は
本
覚
寺
本
・
徳
川
本
・
長
野
市
博
物
館
本
系
統
と
、
善
光
寺
大

勧
進
本
・
フ
リ
ー
ア
美
術
館
本
系
統
と
に
分
け
ら
れ
、
特
に
前
者
は
隆
盛
期
の
模
刻
の

形
式
を
採
り
入
れ
た
図
像
が
も
と
に
な
っ
て
お
り
、
善
光
寺
本
尊
の
模
造
と
し
て
正
統

的
に
描
こ
う
と
す
る
姿
勢
が
看
取
で
き
る
。
な
か
で
も
徳
川
本
は
、
第
一
章
で
述
べ
た

通
り
入
念
に
彩
色
が
施
さ
れ
て
装
飾
性
が
高
く
、
像
容
も
品
格
が
あ
る
。
本
章
で
論
じ

た
図
像
の
特
性
を
考
え
併
せ
て
も
、
徳
川
本
の
製
作
年
代
は
南
北
朝
時
代
十
四
世
紀
と

す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

四　

月
蓋
長
者
夫
妻
像

①
月
蓋
長
者
夫
妻
像
の
意
味

次
に
模
刻
に
は
例
が
な
く
、
絵
像
・
札
類
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
月
蓋
長
者
夫
妻
像

に
つ
い
て
論
じ
た
い
。
後
に
詳
述
す
る
通
り
、
現
状
か
ら
み
て
徳
川
本
に
は
月
蓋
長
者

夫
妻
が
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
図
像
の
意
味
を
探
る
こ
と
が
徳
川
本
へ
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
に
繋
が
る
と
思
わ
れ
る
。

月
蓋
長
者
は
善
光
寺
信
仰
の
根
幹
に
か
か
わ
る
人
物
で
あ
る
。
縁
起
に
よ
れ
ば
、
天

竺
で
国
中
に
病
が
流
行
し
、
月
蓋
の
娘
も
病
床
に
臥
し
た
。
月
蓋
は
釈
尊
に
救
い
を
求

め
、
阿
弥
陀
如
来
を
念
じ
た
と
こ
ろ
、
阿
弥
陀
三
尊
が
現
前
し
、
娘
は
も
と
よ
り
国
中

か
ら
病
が
去
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
月
蓋
は
こ
の
生
身
の
阿
弥
陀
三
尊（
本
仏
）を
閻
浮

檀
金
に
よ
っ
て
写
し
鋳
て
、
新
仏
が
成
っ
た
。
こ
の
新
仏
が
日
本
へ
渡
来
し
て
善
光
寺

本
尊
と
な
っ
た
と
い
う
。

根
津
本
縁
起
絵
の
画
中
本
尊
を
論
じ
た
内
田
氏
は
、
月
蓋
長
者
夫
妻
像
が
配
さ
れ
る

理
由
は
三
国
伝
来
の
強
調
で
あ
る
と
し
、
か
つ
夫
人
は
女
人
救
済
の
具
体
的
な
イ
メ
ー

ジ
で
あ
り
、
女
性
の
参
詣
促
進
の
上
で
必
要
で
あ
っ
た
と
述
べ
ら
れ
た
。
ま
た
根
津
本

縁
起
絵
が
絵
像
お
よ
び
札
類
の
形
式
の
初
出
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
夫
人
の
図
様

は
、
根
津
本
縁
起
絵
の
、
善
光
寺
如
来
が
鋳
造
さ
れ
る
場
面
に
描
か
れ
た
合
掌
す
る
夫

人
の
姿
が
採
り
入
れ
ら
れ
た
可
能
性
を
示
唆
さ
れ
た
。
月
蓋
長
者
夫
妻
が
三
国
伝
来
お

よ
び
女
人
救
済
を
象
徴
す
る
と
い
う
点
に
は
異
論
な
く
賛
意
を
表
す
る
が
、
こ
の
図
像

が
根
津
本
縁
起
絵
で
成
立
し
た
と
す
る
の
は
疑
問
で
あ
る
。
主
と
な
る
尊
像
と
と
も
に

供
養
者
を
描
き
込
む
図
様
は
、
善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
の
絵
像
に
特
有
で
は
な
く
、
古

来
比
較
的
よ
く
み
ら
れ
る
形
式
で
あ
る
。
で
は
月
蓋
長
者
夫
妻
像
の
成
立
に
は
ど
の
よ

う
な
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
根
津
本
縁
起
絵
を
起
点
に
し
て
再
考

し
て
み
た
い
。

②
根
津
本
縁
起
絵
の
検
討

根
津
本
縁
起
絵
は
三
幅
対
で
、
天
竺
の
月
蓋
長
者
の
発
願
に
よ
り
阿
弥
陀
三
尊
を
写

し
た
像
が
出
現
し
、
そ
の
後
、
新
仏
が
百
済
へ
渡
る
ま
で
が
第
一
幅
、
日
本
へ
渡
っ
た

（
17
）



善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
絵
像
に
関
す
る
試
論

一
一

新
仏
の
受
難
が
第
二
幅
、
善
光
に
よ
る
信
濃
へ
の
勧
請
と
そ
れ
以
降
の
霊
験
譚
が
第
三

幅
に
描
か
れ
る
。
画
中
本
尊
は
第
三
幅
に
、
下
三
分
の
一
を
占
め
る
善
光
寺
の
伽
藍
と

と
も
に
表
さ
れ
る（
挿
図
13
）。

改
め
て
先
行
研
究
を
確
認
し
て
お
く
と
、
根
津
本
縁
起
絵
の
画
中
本
尊
に
つ
い
て
、

山
本
氏
は
、
本
尊
が
な
く
と
も
礼
拝
で
き
る
よ
う
描
か
れ
た
と
し
、
ま
た
鎌
倉
時
代
後

期
に
は
善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
の
模
造
が
絵
画
で
行
わ
れ
る
例
が
少
な
く
な
く
、
そ
れ

が
縁
起
絵
中
に
採
り
入
れ
ら
れ
た
と
論
じ
ら
れ
た
。
こ
の
指
摘
は
示
唆
に
富
む
が
、
現

存
作
例
を
み
る
限
り
、
絵
像
は
南
北
朝
時
代
以
降
に
み
ら
れ
、
数
も
少
な
く
、
再
考

の
余
地
が
あ
ろ
う
。
続
く
内
田
氏
は
、
根
津
本
縁
起
絵
が
鎌
倉
時
代
十
四
世
紀
初
頭

の
成
立
で
あ
る
と
述
べ
た
上
で
、
後
世
に
な
っ
て
描
か
れ
た
絵
像
お
よ
び
札
類
の
形
式

の
初
出
で
あ
り
、
根
津
本
縁
起
絵
の
画
中
本
尊
が
後
の
絵
画
形
式
の
規
範
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
示
さ
れ
た
。
製
作
年
代
に
は
同
意
で
き
る
も
の
の
、
前
章
で
述
べ
た
通
り
、

二
系
統
と
み
ら
れ
る
絵
像
の
各
様
式
は
、
い
ず
れ
も
根
津
本
縁
起
絵
と
は
近
似
性
が
希

薄
で
あ
り
、
根
津
本
縁
起
絵
が
絵
像
の
規
範
に
な
っ
て
い
る
と
は
考
え
難
い
。
ま
た
、

（
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）

（
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）

初
出
と
す
る
点
に
つ
い
て
も
、
現
存
作
品
だ
け
を
対
象
と
す
れ
ば
そ
う
な
る
が
、
後
述

す
る
通
り
、
札
類
は
こ
れ
に
先
行
す
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
、
縁
起
絵
な
ら
で
は
の
構
成
に
目
を
向
け
た
い
。
善
光
寺
の
縁
起
を
題
材
と

し
た
善
光
寺
縁
起
絵
ま
た
善
光
寺
如
来
絵
伝
は
、
根
津
本
縁
起
絵
の
ほ
か
、
中
世
に
遡

る
古
例
と
し
て
、
本
證
寺
本
善
光
寺
如
来
絵
伝（
愛
知
県
安
城
市
・
鎌
倉
時
代
・
重
要
文
化

財
）・
妙
源
寺
本
善
光
寺
如
来
絵
伝（
愛
知
県
岡
崎
市
・
南
北
朝
時
代
・
重
要
文
化
財
）・
満

性
寺
本
善
光
寺
如
来
絵
伝（
愛
知
県
岡
崎
市
・
南
北
朝
時
代
）・
淵
之
房
本
善
光
寺
如
来
絵

伝（
長
野
県
長
野
市
・
室
町
時
代
）・
太
子
堂
本
善
光
寺
如
来
絵
伝（
滋
賀
県
高
島
市
・
室
町
時

代
）な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
大
画
面
の
掛
幅
形
式
で
あ
り
、
二
〜
四
幅
対

で
、
絵
解
き
に
用
立
て
ら
れ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
根
津
本
縁
起
絵
に
み
ら

れ
る
よ
う
な
画
中
本
尊
は
、
他
の
作
例
で
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、
天
竺
か
ら
話
が

始
ま
り
、
最
終
幅
に
善
光
寺
の
伽
藍
を
配
す
る
構
成
は
共
通
す
る
。

言
う
ま
で
な
く
、
絵
解
き
は
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
る
多
数
の
人
々
に
絵
を
用
い
て
縁

起
・
教
義
を
説
き
、
教
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
善
光
寺
縁
起
絵
・
善
光
寺

如
来
絵
伝
も
順
に
語
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
善
光
寺
信
仰
の
正
当
性
が
強
調
さ
れ
て
い

く
内
容
で
あ
る
。
そ
の
最
後
に
配
さ
れ
た
善
光
寺
伽
藍
は
、
縁
起
の
結
び
に
あ
た
る
善

光
寺
建
立
の
場
面
で
あ
り
、
絵
解
き
は
こ
こ
で
大
団
円
を
迎
え
る
が
、
さ
ら
に
実
際
の

絵
解
き
の
場
で
は
、
話
は
絵
伝
の
内
容
に
留
ま
ら
ず
、
教
化
へ
向
け
て
多
様
な
論
を
展

開
し
て
い
く
。
根
津
本
縁
起
絵
に
表
さ
れ
た
画
中
本
尊
は
、
絵
解
き
の
語
り
が
阿
弥
陀

如
来
の
霊
験
、
ひ
い
て
は
仏
教
の
功
徳
に
ま
つ
わ
る
多
様
な
展
開
を
み
せ
る
間
、
民
衆

の
視
線
と
意
識
を
一
処
に
集
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
縁
起
絵
と
い
う
前
提
に
立
ち
返
る
と
、
仮
に
根
津
本
縁
起
絵
の
画
中
本
尊

に
お
い
て
月
蓋
長
者
夫
妻
像
が
成
立
し
た
と
し
た
場
合
、
根
津
本
縁
起
絵
に
は
第
一
幅

に
お
い
て
月
蓋
長
者
の
功
徳
を
解
く
場
面
が
存
在
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
た
上

（
20
）

（
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）

挿図13　根津本縁起絵　第三幅



善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
絵
像
に
関
す
る
試
論

一
二

で
、
第
三
幅
の
画
中
本
尊
を
拝
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
と
さ
ら
に
月
蓋
長
者
夫
妻
を
描

き
添
え
る
必
要
は
な
い
こ
と
に
気
付
く
。
根
津
本
縁
起
絵
に
お
い
て
こ
の
図
様
が
成
立

し
た
と
考
え
る
に
は
、
必
然
性
に
欠
け
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
む
し
ろ
山
本
氏
説

の
よ
う
に
、
製
作
の
時
点
で
、
す
で
に
月
蓋
長
者
夫
妻
を
含
む
定
形
化
し
た
図
様
が
成

立
し
て
お
り
、
そ
れ
が
採
り
入
れ
ら
れ
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
る
。

③
札
類
に
お
け
る
月
蓋
長
者
夫
妻
像
成
立
の
試
論

そ
れ
で
は
、
こ
の
図
様
の
成
立
は
ど
こ
に
想
定
さ
れ
得
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
注

目
し
た
い
の
が
、
印
仏
・
摺
仏
の
札
類
で
あ
る
。
尊
像
を
摺
り
表
し
た
札
類
は
、
使
用

目
的
に
応
じ
て
分
類
さ
れ
て
い
る
。
善
光
寺
に
関
わ
り
が
深
い
の
は
、
堂
舎
の
造
営
や

造
像
の
た
め
の
勧
進
を
目
的
に
配
布
さ
れ
た
勧
進
札
、
そ
し
て
結
縁
の
証
と
し
て
現
在

も
各
地
の
善
光
寺
で
発
行
さ
れ
て
い
る
御
影
札
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
札
類
は
広
く
庶
民

に
配
布
さ
れ
る
性
格
か
ら
、
製
作
年
代
の
早
い
実
例
は
少
な
い
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
唯

一
、
鎌
倉
時
代
に
遡
る
と
み
ら
れ
て
い
る
の
が
、
奈
良
博
本
勧
進
札
で
あ
る
。
印
文
に

は
「
善
光
寺
」「
六
万
躰
内
」「
本
願
主
賢
暁
」「
□

（
勧
）進

成
阿
弥
」
と
あ
り
、
い
つ
の
、

何
を
目
的
と
し
た
勧
進
か
明
確
で
な
い
も
の
の
、「
賢
暁
」
な
る
人
物
を
本
願
主（
発
願
）

と
し
、
六
万
体
の
配
布
、
す
な
わ
ち
六
万
人
の
結
縁
を
目
指
し
て
「
成
阿
弥
」
が
勧
進

を
行
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

善
光
寺
の
勧
進
聖
が
広
く
活
動
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
一
般
に
善
光
寺

聖
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
中
世
の
善
光
寺
隆
盛
の
起
点
と
考
え
ら
れ
て
い
る
、
治
承
三
年

（
一
一
七
九
）の
火
災
で
焼
失
し
た
伽
藍
の
、
源
頼
朝
に
よ
る
復
興
に
お
い
て
も
活
動
が

確
認
で
き
る
。『
吾
妻
鏡
』
文
治
三
年（
一
一
八
七
）七
月
二
十
七
日
条
に
は
、
信
濃
国
の

御
家
人
に
、
善
光
寺
造
営
の
土
木
人
夫
を
出
し
て
助
成
す
る
旨
を
命
じ
た
下
文
が
記
録

さ
れ
て
お
り
、
一
味
同
心
し
て
勧
進
上
人
に
与
力
す
る
よ
う
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に

こ
の
時
、
勧
進
聖
に
よ
っ
て
勧
進
札
が
使
用
さ
れ
た
か
は
定
か
で
な
い
が
、
度
々
火
災

な
ど
に
見
舞
わ
れ
た
善
光
寺
の
復
興
に
、
こ
う
し
た
勧
進
札
が
用
い
ら
れ
た
可
能
性
は

高
い
。

勧
進
札
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
、
他
寺
院
の
勧
進
札
を
参

照
す
る
と
、
印
文
の
年
紀
か
ら
製
作
年
代
が
判
明
す
る
作
例
は
、
十
三
世
紀
半
ば
頃
か

ら
確
認
さ
れ
る
。
十
三
世
紀
半
ば
と
い
う
と
、
善
光
寺
本
尊
の
模
刻
の
隆
盛
期
の
始
ま

り
に
符
合
し
て
お
り
、
善
光
寺
聖
の
活
発
な
勧
進
活
動
に
よ
っ
て
善
光
寺
信
仰
が
全
国

に
広
め
ら
れ
、
各
地
で
模
刻
が
造
顕
さ
れ
た
頃
で
あ
っ
て
、
勧
進
札
も
こ
の
頃
に
は
使

用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
想
像
に
難
く
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
勧
進
札
を
用
い
た
善
光

寺
聖
の
活
動
は
、
遅
く
と
も
十
三
世
紀
後
半
に
は
拡
大
・
定
着
し
て
い
た
と
推
定
で
き

よ
う
。
御
影
札
も
こ
れ
に
準
ず
る
と
察
せ
ら
れ
る
。

月
蓋
長
者
夫
妻
の
図
像
は
右
の
よ
う
な
勧
進
札
に
お
い
て
成
立
し
た
と
考
え
た
い
。

と
い
う
の
も
、
善
光
寺
聖
に
よ
る
勧
進
は
三
国
伝
来
・
生
身
仏
・
本
師
如
来
そ
し
て
女

人
救
済
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
な
る
縁
起
を
説
く
こ
と
で
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
際
に

配
る
札
に
、
こ
れ
ら
善
光
寺
如
来
の
由
緒
を
象
徴
す
る
月
蓋
長
者
夫
妻
が
描
か
れ
て
い

れ
ば
、
よ
り
効
果
的
に
伝
わ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
こ

の
二
者
の
図
様
の
成
立
に
つ
い
て
、
本
尊
と
と
も
に
描
か
れ
る
必
然
性
を
考
え
た
と

き
、
多
く
の
説
話
的
要
素
を
描
き
込
む
こ
と
が
可
能
な
大
画
面
の
縁
起
絵
で
は
な
く
、

限
ら
れ
た
大
き
さ
の
画
面
に
限
定
さ
れ
た
モ
チ
ー
フ
を
描
き
込
む
必
要
の
あ
る
勧
進
札

が
よ
り
相
応
し
い
と
理
解
さ
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
勧
進
聖
の
活
動
が
活
発
化
す
る
な

か
で
、
善
光
寺
信
仰
を
よ
り
効
果
的
に
広
め
る
た
め
に
、
縁
起
の
根
本
で
あ
る
月
蓋
長

者
夫
妻
を
三
尊
に
添
え
た
図
様
が
成
立
し
、
そ
れ
が
ま
た
勧
進
聖
に
よ
っ
て
広
め
ら

れ
、
各
種
の
札
類
・
絵
像
・
縁
起
絵
に
も
取
り
込
ま
れ
て
い
っ
た
と
想
定
で
き
る
の
で

あ
る
。
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善
光
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式
阿
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三
尊
絵
像
に
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す
る
試
論

一
三

改
め
て
奈
良
博
本
勧
進
札（
挿
図
10
─

1
）に
視
線
を
戻
す
と
、
こ
の

図
に
は
月
蓋
長
者
夫
妻
は
配
さ
れ
ず
、
二
者
が
図
様
に
現
れ
る
以
前

の
古
態
を
留
め
た
図
様
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
現
存
す
る
月
蓋
長
者

夫
妻
が
描
か
れ
た
札
類
は
、
南
北
朝
時
代
の
妙
法
寺
本
御
影
札（
挿

図
10
─

2
）ま
で
降
る
が
、
先
述
の
通
り
実
際
に
は
、
十
三
世
紀
後
半

に
は
善
光
寺
聖
の
発
行
す
る
勧
進
札
が
定
着
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
た
め
、
そ
う
遠
く
な
い
時
期
に
月
蓋
長
者
夫
妻
像
の
成
立
が
想
定

さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

④
徳
川
本

徳
川
本
に
つ
い
て
は
、
山
本
氏
の
紹
介
さ
れ
た
通
り
、
画
面
下
端

に
絹
切
れ
が
あ
り
、
現
状
で
は
月
蓋
長
者
ら
が
描
か
れ
て
い
た
か
ど

う
か
は
確
認
で
き
な
い
。
本
稿
で
は
、
こ
の
部
分
を
も
う
少
し
掘
り

下
げ
て
考
え
た
い
。
本
図
の
下
端
は
、
方
座
の
側
面
が
途
中
で
切
れ

て
い
る
状
況
で
あ
る（
挿
図
14
）。
た
だ
し
、
格
狭
間
の
上
部
を
火
灯

形
、
下
部
を
椀
形
で
表
す
形
態
に
注
目
す
る
と
、
下
辺
へ
向
か
う
左

右
の
曲
線
ま
で
は
確
認
で
き
る
。
上
框
と
対
称
に
下
框
が
配
さ
れ
て

い
た
と
し
て
も
、
方
座
下
端
ま
で
に
現
状
と
か
け
離
れ
た
距
離
が

あ
っ
た
と
は
想
定
し
難
い
。

こ
こ
で
再
び
根
津
本
縁
起
絵
の
図
様
に
注
目
し
て
み
る
と
、
唐
風

の
装
束
で
描
か
れ
た
月
蓋
長
者
と
夫
人
は
と
も
に
坐
し
、
鑑
賞
者
に

は
背
を
見
せ
る
格
好
で
阿
弥
陀
三
尊
を
拝
す
る（
挿
図
15
）。
月
蓋
長

者
は
笏
を
と
り
合
掌
す
る
姿
で
観
音
の
下
方
に
、
夫
人
は
華
籠
を
掲

げ
る
姿
で
勢
至
の
下
方
に
描
か
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
脇
侍
の
蓮
華
座
に

（
27
）

挿図15-2　根津本縁起絵　画中本尊夫人部分 挿図15-1　根津本縁起絵　画中本尊月蓋長者部分

挿図14-1　徳川本　方座（右方）部分図14-2　徳川本　方座（左方）部分



善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
絵
像
に
関
す
る
試
論

一
四

頭
部
が
掛
か
る
位
置
に
配
さ
れ
て
お
り
、
従
っ
て
方
座
に
も
二
者
の
図
様
が
重
な
っ
て

い
る
。
長
野
市
立
博
物
館
本
・
善
光
寺
大
勧
進
本
・
フ
リ
ー
ア
美
術
館
本
・
妙
法
寺
本

御
影
札
を
は
じ
め
と
す
る
諸
本
で
も
、
二
者
の
位
置
が
や
や
下
方
へ
ず
ら
さ
れ
る
こ

と
は
あ
る
が
、
大
よ
そ
同
様
の
位
置
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
定
型
と
す
る
と
、
徳

川
本
の
該
当
位
置
に
は
月
蓋
長
者
と
夫
人
の
描
か
れ
た
痕
跡
は
確
認
で
き
な
い
。
同
じ

く
、
本
覚
寺
本
で
も
現
状
で
は
二
者
が
描
か
れ
て
い
た
痕
跡
が
窺
え
な
い
。
こ
こ
で
、

徳
川
本
と
本
覚
寺
本
の
図
様
の
特
徴
に
つ
い
て
振
り
返
る
と
、
こ
れ
ら
は
基
本
的
な
像

様
は
も
ち
ろ
ん
、
光
背
に
至
っ
て
も
鎌
倉
時
代
の
隆
盛
期
の
模
刻
の
形
式
と
共
通
項
が

多
か
っ
た
。
善
光
寺
本
尊
の
模
造
と
し
て
古
様
を
と
ど
め
て
い
る
と
言
え
る
。
先
述
の

通
り
、
月
蓋
長
者
夫
妻
は
、
善
光
寺
本
尊
の
縁
起
を
象
徴
す
る
効
果
的
な
説
話
的
モ

チ
ー
フ
と
し
て
、
札
類
・
絵
像
の
図
像
に
加
え
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
徳
川
本
・
本
覚

寺
本
に
当
初
か
ら
こ
の
二
者
が
描
か
れ
て
い
な
か
っ
た
と
す
る
と
、
奈
良
博
本
勧
進
札

に
つ
い
て
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
徳
川
本
・
本
覚
寺
本
も
、
そ
う
し
た
説
話
的
モ
チ
ー
フ

が
描
か
れ
な
い
原
初
的
な
表
現
を
と
ど
め
た
図
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。

　
　
　

五　

善
光
寺
信
仰
に
お
け
る
絵
像
の
位
置
付
け

最
後
に
、
善
光
寺
信
仰
に
お
け
る
絵
像
の
位
置
付
け
、
役
割
に
つ
い
て
概
観
し
稿
を

終
え
た
い
。
山
本
氏
は
徳
川
本
に
つ
い
て
は
全
般
に
優
美
な
趣
が
認
め
ら
れ
、
地
方
作

的
な
か
げ
り
が
全
く
み
ら
れ
な
い
こ
と
、
か
つ
徳
川
本
の
髪
繡
か
ら
、
絵
像
は
都
の
高

貴
な
夫
人
の
発
願
に
な
る
と
推
定
さ
れ
た
。
ま
た
降
幡
浩
樹
氏
は
善
光
寺
大
勧
進
本
を

解
説
す
る
中
で
、「
善
光
寺
の
阿
弥
陀
如
来
は
彫
像
の
模
刻
物
だ
け
で
な
く
絵
画
と
し

て
も
描
か
れ
、
私
宅
な
ど
に
掛
け
ら
れ
て
そ
の
普
及
に
利
用
さ
れ
た
」
と
述
べ
ら
れ

た
。
両
者
の
説
で
示
さ
れ
た
、
絵
像
を
個
人
的
な
発
願
に
結
び
付
け
る
向
き
を
、
今
少

し
明
確
に
示
し
た
い
。

こ
れ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
通
り
、
絵
像
は
札
類
・
縁
起
絵
と
図
様
の
点
で
近
し
い
間

柄
に
あ
る
が
、
札
類
は
広
範
に
頒
布
が
企
図
さ
れ
て
量
産
さ
れ
、
縁
起
絵
は
民
衆
へ
向

け
た
絵
解
き
の
た
め
に
大
幅
と
し
て
製
作
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
絹
本
に
皆
金
色
で
入
念

に
荘
厳
を
施
さ
れ
た
像
高
三
五
糎
前
後
の
絵
像
と
は
い
ず
れ
も
製
作
背
景
に
隔
た
り
が

あ
る
。
で
は
模
刻
は
と
い
う
と
、
こ
ち
ら
も
絵
像
と
は
相
容
れ
な
い
製
作
背
景
が
あ

る
。
冒
頭
で
述
べ
た
通
り
、
善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
の
現
存
作
例
は
、
こ
れ
ま
で
お
よ

そ
六
百
件
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
模
刻
で
あ
る
。
先
述
の
通
り
模
刻

は
建
久
六
年
銘
の
甲
府
善
光
寺
像
を
最
古
例
と
し
、
そ
の
後
十
三
世
紀
半
ば
以
降
に
造

顕
が
増
え
、
現
存
作
例
か
ら
し
て
造
像
の
最
盛
期
は
鎌
倉
時
代
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
比
べ
絵
像
の
現
存
作
例
は
圧
倒
的
に
少
な
く
、
製
作
年
代
が
遅
れ

る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
模
刻
と
絵
像
と
に
は
別
の
造
像
背
景
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
最
も
重
要
な
観
点
と
し
て
、
善
光
寺
信
仰
に
お
い
て
、
善
光
寺
本
尊
の
模
造
は
彫

刻
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
強
い
規
範
が
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

平
安
時
代
末
期
に
成
立
し
た
『
扶
桑
略
記
』
所
収
の
「
善
光
寺
縁
起
」
で
は
、
善
光

寺
本
尊
は
、
天
竺
の
月
蓋
長
者
の
発
願
に
よ
り
現
前
し
た
阿
弥
陀
三
尊
を
金
銅
で
鋳
写

し
た
像
で
あ
る
と
し
て
い
た
。
一
方
、
時
代
と
と
も
に
内
容
に
豊
か
な
肉
付
け
が
さ

れ
大
部
と
な
っ
た
縁
起
の
一
つ
、『
続
群
書
類
従
』
所
収
「
善
光
寺
縁
起
」（
応
安
三
年

〈
一
三
七
〇
〉〜
応
永
三
十
四
年〈
一
四
二
七
〉頃
成
立
）に
は
、
釈
迦
如
来
と
、「
本
仏
」
と
称

さ
れ
る
来
現
し
た
阿
弥
陀
如
来
の
霊
験
に
よ
っ
て
、
目
連
尊
者
が
龍
宮
か
ら
持
ち
帰
っ

た
閻
浮
檀
金
が
溶
け
、
印
が
与
え
ら
れ
て
、
本
仏
と
少
し
も
違
わ
ぬ
「
新
仏
」
が
顕
れ

た
と
あ
る
。
ま
た
文
安
三
年（
一
四
四
六
）成
立
の
『
壒
嚢
抄
』
に
抄
録
さ
れ
た
「
善
光

寺
縁
起
」
で
は
、「
其
時
仏　

此
（
閻
浮
提
金
）

金
ヲ
以　

鋳
師
ノ
鑪
ヲ
造
リ　

壬
午
ノ
日　

湯
ニ
成

テ　

鋳
潟
ニ
サ
ツ
ト
入
給
テ　

一
光
三
尊
ノ
弥
陀
ヲ
現
シ
給
ヘ
リ
」
と
あ
り
、
鋳
造
の

（
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）

（
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）

（
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）

（
31
）

（
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）
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光
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絵
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す
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試
論

一
五

様
子
が
一
層
具
体
的
に
描
か
れ
て
い
る
。
時
代
を
経
て
も
鋳
造
の
過
程
を
示
し
、
一
貫

し
て
金
銅
仏
で
の
造
像
を
説
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
金
銅
仏
で
あ
る
こ
と
は
善
光
寺
本

尊
の
模
造
に
お
け
る
根
幹
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
こ
こ
に
絵
像
が
本
尊
と
し
て
本
流
た

り
え
な
い
要
因
が
あ
る
。

善
光
寺
本
尊
の
模
造
が
金
銅
仏
で
行
わ
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
絵
像
の

造
顕
に
は
特
殊
な
環
境
が
想
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
確
か
に
私
的
な
空
間
に
用
い
る

た
め
の
個
人
的
な
発
願
と
す
る
説
も
首
肯
さ
れ
る
。
こ
こ
で
徳
川
本
に
用
い
ら
れ
た
髪

繡
に
注
目
し
た
い
。
髪
繡
は
、
鎌
倉
時
代
以
降
に
興
隆
し
た
繡
仏
の
う
ち
多
く
の
現
存

作
例
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
製
作
目
的
は
追
善
に
あ
っ

た
と
さ
れ
る
。
徳
川
本
の
髪
繡
が
故
人
の
追
善
を
意
図
し
て
施
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
絵

像
が
私
的
な
空
間
で
用
い
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
造
像
さ
れ
た
と
す
る
説
の
傍
証
に
も

な
ろ
う
。

　
　
　

結　
　
　

語

以
上
、
尾
張
徳
川
家
に
伝
来
し
た
善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
絵
像
に
つ
い
て
、
そ
の
図

様
の
詳
細
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
絵
像
全
般
に
つ
い
て
図
様

を
確
認
・
分
類
し
、
月
蓋
長
者
夫
妻
の
図
様
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

徳
川
本
の
表
現
方
法
は
、
十
三
世
紀
末
に
は
定
着
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
皆
金
色
像

の
ほ
ぼ
通
例
通
り
で
あ
り
、
宋
風
の
顔
立
ち
や
、
衣
に
使
用
さ
れ
る
文
様
の
種
類
、
ま

た
髪
繡
の
用
法
・
技
法
に
つ
い
て
も
鎌
倉
時
代
に
遡
る
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
全
体
的

に
形
式
化
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
南
北
朝
時
代
十
四
世
紀
頃
ま
で
製
作
年
代
が
遡
る
可

能
性
を
述
べ
た
。

次
に
、
現
存
す
る
中
世
の
作
例
を
基
軸
に
絵
像
の
図
様
の
特
徴
に
つ
い
て
確
認
し
、

（
33
）

特
に
印
相
と
二
菩
薩
の
宝
冠
お
よ
び
光
背
の
形
式
か
ら
、
絵
像
は
現
段
階
で
は
本
覚
寺

本
・
徳
川
本
・
長
野
市
博
物
館
本
系
統
と
、
善
光
寺
大
勧
進
本
・
フ
リ
ー
ア
美
術
館
本

系
統
と
に
分
け
ら
れ
、
特
に
前
者
は
十
三
世
紀
半
ば
以
降
の
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
隆
盛

期
の
模
刻
の
形
式
を
取
り
入
れ
た
図
像
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た
。
ま
た

徳
川
本
の
製
作
年
代
は
、
こ
の
隆
盛
期
の
模
刻
の
図
像
を
変
容
も
少
な
く
留
め
て
い
る

点
を
考
え
併
せ
て
も
、
南
北
朝
時
代
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
と
指
摘
し
た
。

絵
像
に
共
通
す
る
月
蓋
長
者
夫
妻
像
に
つ
い
て
は
、
根
津
本
縁
起
絵
に
お
い
て
成
立

し
た
と
す
る
説
が
提
示
さ
れ
て
い
た
が
、
絵
解
き
の
た
め
の
大
画
面
形
式
の
絵
伝
に
お

い
て
二
者
を
描
き
こ
む
必
然
性
は
低
く
、
勧
進
聖
の
用
い
た
小
画
面
の
勧
進
札
に
お
い

て
、
三
国
伝
来
と
女
人
救
済
と
い
う
縁
起
の
根
本
を
象
徴
す
る
必
要
最
小
限
の
モ
チ
ー

フ
と
し
て
採
り
入
れ
ら
れ
、
そ
れ
が
絵
伝
や
絵
像
に
も
流
用
さ
れ
た
可
能
性
を
論
じ

た
。
善
光
寺
聖
の
勧
進
札
を
用
い
た
活
動
は
遅
く
と
も
十
三
世
紀
後
半
に
は
拡
大
・
定

着
し
て
い
た
と
推
定
で
き
、
月
蓋
長
者
夫
妻
像
も
そ
れ
か
ら
遠
く
な
い
時
期
に
成
立
し

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
指
摘
し
た
。
そ
し
て
徳
川
本
及
び
本
覚
寺
本
に
月
蓋
長
者

夫
妻
像
が
描
か
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
両
者
は
説
話
的
要
素
を
描
か

な
い
、
模
造
と
し
て
原
初
的
な
表
現
を
と
ど
め
た
図
で
あ
る
と
論
じ
た
。

最
後
に
、
絵
像
の
役
割
を
考
察
す
る
た
め
、
平
安
時
代
か
ら
室
町
時
代
ま
で
の
縁
起

を
概
観
し
、
善
光
寺
本
尊
を
模
造
す
る
際
に
は
金
銅
仏
で
あ
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
た
。
そ
し
て
髪
繡
が
追
善
を
目
的
と
す
る
個
人
的
な
造
像
に

用
い
ら
れ
た
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
髪
繡
を
用
い
る
徳
川
本
は
、
絵
像
を
私
的
な
空
間

で
用
い
た
と
考
え
る
説
の
傍
証
と
も
捉
え
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

絵
像
の
作
例
は
少
な
く
、
全
般
を
論
じ
る
に
は
情
報
が
不
足
し
て
お
り
、
推
論
に
推

論
を
重
ね
た
感
が
否
め
な
い
。
諸
本
に
関
す
る
よ
り
充
実
し
た
報
告
と
、
新
た
な
る
作

例
の
発
見
に
よ
り
、
本
稿
が
是
正
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。



善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
絵
像
に
関
す
る
試
論

一
六

聞
社　

平
成
二
十
一
年
十
一
月
三
十
日
）。

・
前
掲
註（
3
）古
幡
氏
論
文
。

　〈
目
録
・
展
覧
会
図
録
〉

・『
全
国
善
光
寺
如
来
展
』　

長
野
県
信
濃
美
術
館　

昭
和
四
十
二
年
四
月
十
日
。

・『
善
光
寺
絵
伝
展
』　

長
野
県
信
濃
美
術
館　

昭
和
四
十
八
年
四
月
八
日
。

・『
滋
賀
県
指
定
文
化
財
─
美
術
工
芸
品
─
図
録
』　

滋
賀
県
琵
琶
湖
文
化
館　

昭
和
六
十
二

年
十
月
。

・『
女
た
ち
と
善
光
寺
』　

長
野
市
立
博
物
館　

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
。

・『
善
光
寺
御
開
帳
記
念
〝
い
の
り
〟
の
か
た
ち
─
善
光
寺
信
仰
展
』　

長
野
県
信
濃
美
術
館

平
成
二
十
一
年
四
月
四
日
。

・『
長
野
市
立
博
物
館
収
蔵
資
料
目
録　

歴
史
14　

善
光
寺
信
仰
関
係
資
料
』　

長
野
市
立
博

物
館　

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日
。

（
7
）　

前
掲
註（
6
）内
田
氏
論
文
。

（
8
）・
泉
武
夫
「
仏
画
の
身
体
表
現
─
皆
金
色
表
現
を
め
ぐ
る
試
論
─
」（『
研
究
発
表
と
座
談
会

仏
教
美
術
に
お
け
る
身
体
観
と
身
体
表
現
』　

仏
教
美
術
研
究
上
野
記
念
財
団
助
成
研
究

会　

平
成
十
四
年
三
月
三
十
一
日
）。

・
泉
武
夫
「【
研
究
ノ
ー
ト
】金
の
誘
惑
─
日
本
仏
画
の
個
性
に
つ
い
て
─
」（『
美
術
史
学
』

第
三
十
七
号　

東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
美
術
史
学
講
座　

平
成
二
十
八
年
三
月

三
十
一
日
）。

（
9
）　

伊
藤
信
二
「
髪
繡
に
つ
い
て
」（『
日
本
の
美
術
』
第
四
七
〇
号　

至
文
堂　

平
成
十
五
年

七
月
十
五
日
）。

（
10
）　

前
掲
註（
9
）伊
藤
氏
論
文
。

（
11
）　

安
藤
香
織
「
春
日
曼
荼
羅
の
一
遺
例
」（『
金
鯱
叢
書
』
第
四
十
二
輯　

徳
川
黎
明
会　

平

成
二
十
七
年
三
月
三
十
日
）。

（
12
）　

こ
れ
ま
で
に
報
告
さ
れ
て
い
る
室
町
時
代
以
降
の
作
品
は
次
の
通
り
。

・
来
迎
寺
本（
青
森
県
八
戸
市
）　　
　

松
岡
北
翠
筆　

紙
本
著
色　

江
戸
時
代

・
信
州
善
光
寺
本（
長
野
県
長
野
市
）　

海
北
友
水
筆　

紙
本
著
色　

江
戸
時
代

・
個
人
蔵
本（
大
阪
府
大
阪
市
）　　
　

絹
本
著
色　
　
　
　
　
　
　

江
戸
時
代

・
荘
厳
寺
本（
熊
本
県
八
代
市
）　　
　

紙
本
版
本
著
色　
　
　
　
　

宝
永
元
年（
一
七
〇
四
）

註（
1
）　

現
存
す
る
善
光
寺
縁
起
諸
本
に
つ
い
て
は
倉
田
治
夫
・
倉
田
邦
雄
「
善
光
寺
縁
起
研
究

（
一
）「
善
光
寺
縁
起
」
の
諸
本
と
月
蓋
説
話
」（『
説
話
』
第
九
号　

説
話
研
究
会　

平
成
三

年
三
月
三
十
一
日
）が
詳
し
い
。

（
2
）　

善
光
寺
聖
に
関
す
る
主
要
参
考
文
献
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・
五
来
重
『
増
補
＝
高
野
聖
』　

角
川
書
店　

昭
和
五
十
年
六
月
二
十
五
日
。

・
五
来
重
『
善
光
寺
ま
い
り
』　

平
凡
社　

昭
和
六
十
三
年
五
月
二
十
日
。

・
金
井
清
光
「
善
光
寺
聖
と
そ
の
語
り
物
」（『
時
衆
文
芸
研
究
』　

風
間
書
房　

昭
和
四
十
二

年
十
一
月
三
十
日
）。

・
金
井
清
光
「
善
光
寺
参
詣
の
旅
」（『
時
衆
文
芸
と
一
遍
法
語
─
中
世
民
衆
の
信
仰
と
文
化

─
』　

東
京
美
術　

昭
和
六
十
二
年
二
月
二
十
五
日
）。

（
3
）　

古
幡
昇
子
「
善
光
寺
式
阿
弥
陀
お
よ
び
脇
侍
像
現
存
作
例
一
覧
概
要
」（『
仏
教
芸
術
』

三
〇
七
号　

毎
日
新
聞
社　

平
成
二
十
一
年
十
一
月
三
十
日
）。
こ
の
一
覧
は
、
そ
れ
ま
で

発
表
さ
れ
た
諸
氏
の
調
査
結
果
の
集
大
成
で
あ
る
が
、
徳
川
本
を
は
じ
め
と
す
る
い
く
つ
か

の
作
例
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

（
4
）　

以
下
、
絵
像
お
よ
び
絵
伝
の
作
品
名
は
特
に
註
記
す
る
こ
と
な
く
所
蔵
者
名
を
冠
し
て

「
〜
本
」
と
略
記
す
る
。
個
人
・
寺
院
の
場
合
、
適
宜（　

）中
に
所
在
を
註
記
す
る
。

（
5
）　

山
本
泰
一
「
善
光
寺
縁
起
絵
と
善
光
寺
如
来
画
像
─
根
津
美
術
館
蔵
善
光
寺
縁
起
絵
に
描

か
れ
た
如
来
像
を
め
ぐ
っ
て
─
」（『
金
鯱
叢
書
』
第
三
輯　

徳
川
黎
明
会　

昭
和
五
十
一
年

三
月
三
十
日
）。

（
6
）　

絵
像
に
関
わ
る
主
な
調
査
・
研
究
報
告
・
目
録
・
展
覧
会
図
録
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　〈
調
査
・
研
究
報
告
〉

・
た
な
か
し
げ
ひ
さ
「
信
濃
善
光
寺
如
来
原
像
の
銅
造
等
身
説
─
付
・
善
光
寺
式
如
来
像

分
布
一
覧
表
お
よ
び
在
銘
該
像
年
表
と
今
昔
物
語
の
日
本
寺
名
索
引
─
」（『
仏
教
芸
術
』

八
十
二
号　

毎
日
新
聞
社　

昭
和
四
十
六
年
十
一
月
五
日
）。

・
前
掲
註（
5
）山
本
氏
論
文
。

・『
日
本
自
転
車
振
興
会
補
助
事
業
に
よ
る　
前
近
代
に
お
け
る
地
方
間
文
化
交
流
の
研
究
調

査
報
告
書
』　

元
興
寺
文
化
財
研
究
所　

平
成
十
年
三
月
三
十
一
日
。

・
内
田
啓
一
「
根
津
美
術
館
蔵
善
光
寺
如
来
縁
起
絵
」（『
仏
教
芸
術
』
三
〇
七
号　

毎
日
新



善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
絵
像
に
関
す
る
試
論

一
七

・
正
覚
寺
本（
福
井
県
越
前
市
）　　
　

紙
本
版
本
著
色　
　
　
　
　

江
戸
時
代

・
浄
真
寺
本（
東
京
都
世
田
谷
区
）　　

絹
本
著
色　
　
　
　
　
　
　

未
詳

・
個
人
蔵
本（
東
京
都
八
王
子
市
）　　

未
詳

・
保
志
仏
教
美
術
館（
福
島
県
）　　
　

未
詳　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
戸
時
代

・
報
恩
寺
本（
岡
山
県
）　　
　
　
　
　

未
詳

・
宝
性
寺
本（
愛
知
県
）　　
　
　
　
　

未
詳

・
興
隆
寺
本（
滋
賀
県
）　　
　
　
　
　

未
詳

　

こ
の
う
ち
荘
厳
寺
・
正
覚
寺
の
二
件
は
、
元
禄
五
年（
一
六
九
二
）か
ら
宝
永
三
年

（
一
七
〇
六
）に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
善
光
寺
出
開
帳
の
際
、
開
帳
先
の
寺
院
へ
配
布
さ
れ

た
、
牛
王
の
御
印
文
と
本
尊
阿
弥
陀
三
尊
の
小
御
影
を
押
印
し
た
木
版
著
色
の
絵
像
の
実
例

で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る（
前
掲
註（
6
）『
日
本
自
転
車
振
興
会
補
助
事
業
に
よ
る　

前
近
代
に
お
け
る
地
方
間
文
化
交
流
の
研
究
調
査
報
告
書
』）。
絵
像
と
札
類
の
融
合
し
た
新

し
い
形
式
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
13
）　

前
掲
註（
6
）『
日
本
自
転
車
振
興
会
補
助
事
業
に
よ
る　
前
近
代
に
お
け
る
地
方
間
文
化
交

流
の
研
究
調
査
報
告
書
』。

（
14
）・
前
掲
註（
6
）内
田
氏
論
文
。

・「
作
品
解
説　

阿
弥
陀
三
尊
像（
善
光
寺
式
）」（
前
掲
註（
6
）『
長
野
市
立
博
物
館
収
蔵
資
料

目
録　

歴
史
14　

善
光
寺
信
仰
関
係
資
料
』）。

（
15
）　

以
下
、
模
刻
の
作
品
名
は
特
に
註
記
す
る
こ
と
な
く
所
蔵
者
名
を
冠
し
て
「
〜
像
」
と
略

記
し
、
適
宜（　

）中
に
所
在
を
註
記
す
る
。

（
16
）　

倉
田
文
作
「
善
光
寺
如
来
考
」（『
國
華
』
八
六
六
号　

國
華
社　

昭
和
三
十
九
年
五
月
一

日
）。

　

現
存
作
例
の
年
代
別
に
み
る
遺
例
は
、
前
掲
註（
3
）古
幡
氏
論
文
に
よ
る
と
、
鎌
倉
時
代

の
製
作
と
わ
か
る
作
例
が
百
九
十
九
件
、
南
北
朝
時
代
が
十
九
件
、
室
町
時
代
が
六
十
九
件

と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

（
17
）　

前
掲
註（
6
）内
田
氏
論
文
。

（
18
）　

前
掲
註（
5
）山
本
氏
論
文
。

（
19
）　

前
掲
註（
6
）内
田
氏
論
文
。

（
20
）・
吉
原
浩
人
「〈
翻
刻
〉岡
崎
市
満
性
寺
蔵
『
善
光
寺
如
来
伝
私
考
』」（『
絵
解
き
研
究
』
第
二

号　

絵
解
き
研
究
会　

昭
和
五
十
九
年
九
月
三
十
日
）。

・
吉
原
浩
人
「〈
台
本
翻
刻
〉岡
崎
市
満
性
寺
蔵
『
善
光
寺
如
来
伝
』」（『
絵
解
き
─
資
料
と
研

究
』　

三
弥
井
書
店　

平
成
元
年
七
月
二
十
日
）。

・
吉
原
浩
人
「『
善
光
寺
如
来
絵
伝
』
の
絵
解
き
」（『
語
り
紡
ぐ　

絵
解
き
の
ふ
る
さ
と
信

濃
』　

笠
間
書
院　

平
成
十
二
年
四
月
十
五
日
）。

（
21
）　

延
享
二
年（
一
七
四
五
）成
立
の
絵
解
き
台
本
で
あ
る
『
善
光
寺
如
来
伝
』（
満
性
寺
蔵
）に

よ
る
と
、
こ
の
後
、
源
頼
朝
・
武
田
信
玄
ら
著
名
人
の
名
と
と
も
に
中
世
の
善
光
寺
本
尊
の

霊
験
が
語
ら
れ
、
更
に
三
国
に
お
け
る
仏
法
そ
の
も
の
の
利
益
や
、
邪
魔
に
対
す
る
優
越
性

な
ど
に
も
言
及
が
あ
る（
前
掲
註（
20
）吉
原
氏
翻
刻
）。
昭
和
五
十
七
年
の
絵
解
き
に
お
い
て

も
、
や
は
り
絵
伝
に
従
っ
て
縁
起
が
語
ら
れ
た
後
、
善
光
寺
関
係
の
説
話
を
交
え
な
が
ら
仏

教
そ
の
も
の
の
あ
り
が
た
さ
が
説
か
れ
て
い
る（
吉
原
浩
人
「
現
行
絵
解
き　

善
恵
寺
今
井

祐
成
師
『
善
光
寺
如
来
絵
伝
』
絵
解
き
」『
絵
解
き
─
資
料
と
研
究
』　

三
弥
井
書
店　

平
成

元
年
七
月
二
十
日
）。

（
22
）　

伽
藍
の
上
方
に
本
尊
を
配
す
る
構
図
は
、
内
田
氏
が
指
摘
す
る
通
り
、
宮
曼
荼
羅
を
想
起

さ
せ
る（
前
掲
註（
6
）内
田
氏
論
文
）。
宮
曼
荼
羅
は
平
安
時
代
末
期
に
は
文
献
に
現
れ
、
鎌

倉
時
代
十
三
世
紀
に
数
例
が
確
認
で
き
、
十
四
世
紀
以
降
は
作
例
も
増
え
定
型
化
が
み
ら
れ

る
。
宮
曼
荼
羅
か
ら
の
直
接
の
影
響
と
は
考
え
に
く
い
が
、
伽
藍
の
上
方
に
諸
尊
を
描
く
意

識
が
当
時
の
社
会
に
は
あ
り
、そ
の
一
端
が
根
津
美
術
館
本
に
も
表
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
23
）　

前
掲
註（
2
）参
照
。

（
24
）　

内
田
啓
一
『
日
本
仏
教
版
画
史
論
考
』　

法
蔵
館　

平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
日
。

（
25
）　

前
掲
註（
24
）内
田
氏
論
文
。

（
26
）　

前
掲
註（
16
）倉
田
氏
論
文
。

（
27
）　

前
掲
註（
6
）内
田
氏
論
文
。

（
28
）　

時
代
は
降
る
が
、
個
人
蔵
本（
大
阪
府
大
阪
市
）で
は
、
月
蓋
長
者
と
夫
人
の
図
様
が
さ
ら

に
引
き
下
げ
ら
れ
、
二
者
の
頭
部
が
方
座
の
下
端
に
か
か
る
程
度
の
位
置
に
描
か
れ
て
い

る
。
こ
の
絵
像
は
阿
弥
陀
三
尊
の
上
方
に
天
蓋
を
配
す
る
た
め
、
縦
長
の
構
図
に
合
わ
せ
て

二
者
の
図
様
を
下
方
へ
ず
ら
し
、
構
図
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
御
影

札
に
は
二
者
を
表
さ
な
い
場
合
も
散
見
さ
れ
る
。

（
29
）　

前
掲
註（
5
）山
本
氏
論
文
。



善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
絵
像
に
関
す
る
試
論

一
八

（
30
）　

降
幡
浩
樹
「
阿
弥
陀
三
尊
像
」（
前
掲
註（
6
）『
女
た
ち
と
善
光
寺
』）。

（
31
）　

前
掲
註（
3
）古
幡
氏
論
文
。

（
32
）　

前
掲
註（
16
）参
照
。

（
33
）　

繡
仏
・
髪
繡
に
関
す
る
主
要
参
考
文
献
は
下
記
の
通
り
。

・
石
田
茂
作
「
日
本
仏
教
と
繡
仏
」（『
繡
仏
』　

角
川
書
店　

昭
和
三
十
九
年
四
月
十
日
）。

・
前
掲
註（
9
）伊
藤
氏
論
文
。

　

伊
藤
氏
は
、
髪
繡
に
関
す
る
最
も
早
い
記
録
と
し
て
、
九
条
兼
実
の
日
記
『
玉
葉
』
文
治

四
年（
一
一
八
八
）五
月
二
十
九
日
条
に
、
女
房
三
位
の
局
が
小
善
を
修
す
る
な
か
で
、
亡
者

の
遺
髪
を
も
っ
て
阿
弥
陀
の
種
子
を
繡
っ
た
と
い
う
記
事
を
挙
げ
ら
れ
た
。
ま
た『
吾
妻
鏡
』

や
『
沙
石
集
』
に
も
亡
く
な
っ
た
他
者
の
供
養
の
た
め
に
遺
髪
や
発
願
者
の
毛
髪
を
用
い
て

梵
字
を
繡
っ
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
こ
の
よ
う
な
追
善
の
意
図
は
、
種
子
を

表
す
以
外
の
作
例
で
も
基
本
的
に
は
同
様
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
た
。

　

な
お
、
内
田
啓
一
氏
は
「
仏
画
に
お
け
る
生
身
性
に
つ
い
て
─
五
色
糸
と
髪
繡
」（『
早
稲

田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
五
十
七
輯
第
三
分
冊　

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科　

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
六
日
）に
お
い
て
、
髪
繡
を
絵
像
に
お
け
る
生
身
性
と

解
さ
れ
た
が
、
善
光
寺
如
来
に
関
し
て
だ
け
言
え
ば
、
生
身
性
は
縁
起
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ

て
い
る（
長
岡
龍
作
「
高
清
水
善
光
寺
阿
弥
陀
如
来
像
と
中
世
の
生
身
観
」　
『
仏
教
芸
術
』

三
〇
七
号　

毎
日
新
聞　

平
成
二
十
一
年
十
一
月
三
十
日
）。
従
っ
て
、
髪
繡
で
生
身
性
を

表
出
す
る
必
要
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
個
人
的
に
造
顕
し
た
絵
像
が
、
後
世
に
ど
う

見
ら
れ
る
か
は
ま
た
別
の
問
題
で
あ
り
、
そ
の
段
階
で
生
身
性
が
見
出
さ
れ
て
い
た
と
考
え

る
こ
と
は
で
き
よ
う
。

［
付
記
］　

本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
諸
先
学
に
御
指
導
・
御
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。
根
津
美
術
館

に
は
作
品
調
査
の
貴
重
な
機
会
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
ま
た
図
版
掲
載
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
御

所
蔵
者
な
ら
び
に
関
係
諸
機
関
の
御
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。�

（
美
術
館　

學
藝
員
）



狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

一
九

狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

加
　
藤
　
祥
　
平

─
徳
川
美
術
館
蔵
本
を
中
心
に
─

緒　
　
　

言

一　

徳
川
本
の
作
品
概
要

二　

徳
川
本
の
収
録
場
面
と
主
題
分
類

　
　
（
一
）各
場
面
の
登
場
人
物
の
典
拠
と
主
題

　
　
（
二
）主
題
の
分
類

三　

戯
画
図
巻
諸
本
の
比
較
検
討

四　

戯
画
図
巻
の
祖
本
筆
者
と
製
作
時
期
に
つ
い
て

結　
　
　

語

　
　
　

緒　
　
　

言

蜘
蛛
の
巣
に
か
か
る
費
長
房
に
、
鉄
炮
を
構
え
る
白
衣
観
音
、
カ
ル
タ
に
ふ
け
る
孔

子
や
文
殊
菩
薩
。
時
代
の
異
な
る
道
釈
人
物
や
日
本
の
古
典
文
学
・
説
話
・
史
実
で
知

ら
れ
る
人
物
た
ち
を
、
そ
の
典
拠
と
な
っ
た
文
脈
を
揶
揄
・
転
換
し
た
主
題
の
元
で
組

み
合
わ
せ
描
く
「
戯
画
図
巻
」
と
も
言
う
べ
き
作
品
群
が
あ
る
。
狩
野
派
に
よ
っ
て
描

か
れ
た
「
戯
画
図
巻
」
は
、
こ
れ
ま
で
似
た
内
容
を
持
つ
作
例
が
複
数
点
紹
介
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
幾
度
か
検
討
が
加
え
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
中
で
、「
戯
画
図
巻
」
は

能
や
狂
言
・
誹
諧
・
狂
歌
と
い
っ
た
武
家
の
教
養
文
化
の
影
響
下
、
狩
野
派
内
で
粉
本

に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
定
型
の
図
様
に
ひ
ね
り
を
加
え
生
ま
れ
た
と
位
置
づ
け
ら

れ
て
き
た
。

こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ
て
き
た
「
戯
画
図
巻
」
の
内
、
作
者
あ
る
い
は
伝
称
作
者
と

し
て
最
も
遡
り
う
る
の
は
、
狩
野
安
信（
一
六
一
四
〜
八
五
）の
門
人
で
あ
り
黒
田
家
御

用
絵
師
の
狩
野
昌
運（
一
六
三
七
〜
一
七
〇
二
）、
あ
る
い
は
京
狩
野
家
三
代
目
の
狩
野
永

納（
一
六
三
一
〜
九
七
）で
あ
っ
た
。

本
稿
で
は
、
原
本
筆
者
を
狩
野
探
幽（
一
六
〇
二
〜
七
四
）と
す
る
未
紹
介
の
尾
張
徳

川
家
伝
来
の
模
本
「
化
物
絵
」（
徳
川
美
術
館
蔵
、以
下
、「
徳
川
本
」
と
略
称
す
る
）を
中
心
に
、

「
戯
画
図
巻
」
に
収
録
さ
れ
る
画
面
の
主
題
と
「
戯
画
図
巻
」
の
祖
本
筆
者
に
つ
い
て

再
検
討
す
る
。

（
1
）



狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

二
〇

上5　空海と文覚の足相撲上6　鷲に運ばれる風神 上4　懶瓚の蛤焼

上9　蜘蛛の巣にかかる費長房 上8　張果老と虹吹きモグラ

上11　韋駄天の凧揚げ

上2　孔明と一寸法師の曲技 上1　正月風景 挿図1─1　徳川本　上巻



狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

二
一

上6　鷲に運ばれる風神上7　西行の兎殺

上10　鶯と蛙の歌合と通円・楽阿弥

上12　白衣観音の射撃

上3　蛙の舞楽



狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

二
二

上14　善導大師と鯰上15　普賢菩薩の鵜飼漁

下1　大黒や天狗らの武術、仁王と地蔵菩薩の相撲 挿図1─2　徳川本　下巻

下2　雙六とカルタの賭博

上13　福禄寿の龍釣



狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

二
三

上16　阿弥陀如来らの漁

上17　阿難たちの酒宴



狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

二
四

下14　浄瑠璃御前とをくり

下10　日蓮と法然の腕相撲下11　蟹に挟まれる雷神

下8　乙御前の行列 下7　翁

下4　隠元の蜘蛛舞 下3　不動明王の逆立ち

下6　弁慶と一寸法師



狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

二
五

下15　網にかかる琴高仙人

下13　六祖・天神らの風流踊 下12　迦陵頻伽と鳥さし

下9　龐居士一家と太公望の蜻蛉釣

下5　猩々・酒呑童子らの酒宴



狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

二
六

　
　
　

一　

徳
川
本
の
作
品
概
要

ま
ず
、
徳
川
本
の
基
本
情
報
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
材
質
は
紙
本
淡
彩
、
形
状
は

巻
子
装
、
表
装
は
表
紙
を
墨
流
楮
紙
、
見
返
を
切
箔
金
砂
子
撒
楮
紙
と
し
、
軸
は
桐

木
地
溜
塗
角
寸
切
、
巻
緒
は
白
萌
黄
地
の
啄
木
紐
で
あ
る
。
箱
は
杉
二
方
桟
蓋
造
で
、

蓋
表
に
「
探
幽
筆
之
写　

化
物
繪　

二
巻
」
と
あ
り
、
蓋
裏
に
は
四
枚
の
紙
札
が
貼

ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
「
別
ロ
印［
ろ
印
六
］」・「［
三
］二
十［
人
］」・「［
二
番
］拾
八
番
」・

「［
人
拾
八
号
］」
と
墨
書
さ
れ
る（［　
］内
は
朱
書
）。
現
在
徳
川
美
術
館
に
遺
る
尾
張
徳

川
家
蔵
帳
の
内
、
十
二
代
斉
荘（
一
八
一
〇
〜
四
五
）ご
ろ
の
当
主
の
私
的
所
有
作
品
を

ま
と
め
た
と
さ
れ
る
「
御
側
御
道
具
帳
」（
什
器
旧
原
簿
第
三
号
）の
「
艮（
櫓
）三
番
二
十
」

に
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
後
期
に
は
「
源
氏
物
語
絵
巻
」（
国
宝　

徳
川
美
術
館

蔵
）や
、「
歌
舞
伎
図
巻
」（
重
要
文
化
財　

同
蔵
）、「
元
和
御
成
之
記
」（
同
蔵
）な
ど
と
と

も
に
、
名
古
屋
城
二
之
丸
の
艮

う
し
と
ら（

東
北
）櫓
内
に
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。

二
巻
で
構
成
さ
れ
、
上
下
巻
の
区
別
を
示
す
書
付
な
ど
は
な
い
が
、
近
年
で
は
便
宜
的

に
正
月
風
景
を
巻
頭
に
置
く
巻
を
上
巻
と
し
て
展
示
・
保
管
し
て
き
た
。
法
量
は
上
巻

が
本
紙
縦
三
六
・
三
糎
、
長
一
三
三
九
・
〇
糎
、
下
巻
が
本
紙
縦
三
六
・
四
糎
、
長

一
三
二
四
・
七
糎
で
あ
る
。

款
記
・
印
章
は
な
い
も
の
の
、
箱
書
は
十
七
世
紀
に
お
い
て
狩
野
派
の
画
風
を
一
変

さ
せ
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
繁
栄
し
た
狩
野
派
の
経
営
基
盤
を
つ
く
っ
た
と
さ
れ
る
狩

野
探
幽
を
原
本
筆
者
と
し
て
伝
え
る
。

裏
打
ち
を
一
層
施
し
た
簡
易
な
装
丁
と
な
っ
て
お
り
、
短
い
間
隔
で
継
が
れ
た
料
紙

や
著
色
を
指
示
す
る
書
き
込
み
、
文
様
を
省
略
し
て
描
い
た
様
子
な
ど
か
ら
、
粉
本
と

し
て
製
作
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
大
半
の
人
物
の
横
に
人
物
名
が
墨
書
さ
れ
て

お
り
、
人
物
が
特
定
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
後
に
掲
げ
る
「
戯
画
図

巻
」
諸
本
の
内
、
粉
本
と
し
て
描
か
れ
た
作
品
だ
け
で
は
な
く
、
本
画
と
し
て
描
か
れ

た
作
品
で
も
同
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
戯
画
図
巻
」
の
特
徴
の
一
つ
と
言
え
る
。
ま

た
、
土
坡
や
雲
・
流
水
等
の
背
景
に
、
場
面
が
変
わ
る
料
紙
の
継
ぎ
目
で
途
切
れ
る
箇

所
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
料
紙
二
〜
四
枚
ご
と
に
継
い
で
か
ら
描
か
れ
、
後
に
巻
子

装
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
部
の
場
面
の
左
上
部
の
紙
継
際
に
は
順
序
を
示
す
と

思
わ
れ
る
漢
数
字
や
記
号
が
墨
書
さ
れ
る
が
、
欠
損
や
紙
継
の
際
の
重
な
り
な
ど
に
よ

り
全
て
の
場
面
に
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
現
状
の
順
序
に
沿
っ
て
連
続
す
る
漢
数

字
は
見
ら
れ
な
い
た
め
、
錯
簡
あ
る
い
は
部
分
的
な
欠
失
が
生
じ
て
い
る
と
判
る
。
筆

致
は
数
手
見
ら
れ
る
が
、
全
体
的
に
統
一
さ
れ
て
お
り
、
原
本
の
筆
致
を
留
め
よ
う
と

し
た
意
識
が
う
か
が
え
る
。

　
　
　

二　

徳
川
本
の
収
録
場
面
と
主
題
分
類

　
　
　
　
　
（
一
）各
場
面
の
登
場
人
物
の
典
拠
と
主
題

次
に
徳
川
本
に
収
録
さ
れ
る
三
十
二
場
面（
挿
図
1
）に
つ
い
て
、
登
場
人
物
の
典
拠

と
場
面
の
主
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
徳
川
本
は
「
戯
画
図
巻
」
諸
本
の
な
か
で
最
も

収
録
場
面
が
多
く
、
ま
た
す
で
に
紹
介
さ
れ
た
場
面
で
も
補
足
す
べ
き
内
容
等
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
石
田
佳
也
氏
お
よ
び
郷
司
泰
仁
氏
の
解
釈
を
適
宜
参
照
し
な
が
ら
、
左
の

と
お
り
登
場
人
物
の
典
拠
と
場
面
の
主
題
を
検
討
し
た
。

な
お
、［　

］内
の
上
・
下
と
数
字
は
、
巻
と
そ
の
内
の
収
録
順
を
示
す
。
典
拠
に
関

し
て
は
、
場
面
の
主
題
選
択
と
登
場
人
物
の
典
拠
が
関
わ
る
場
合
に
限
り
、
適
宜
掲
げ

た
。
動
物
や
虫
に
つ
い
て
は
、「
鳥
獣
人
物
戯
画
」（
国
宝　

高
山
寺
蔵
）や
「
十
二
類
絵

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）



狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

二
七

巻
」（
個
人
蔵
ほ
か
）な
ど
の
先
例
が
あ
り
、
主
題
に
積
極
的
に
関
わ
る
と
い
う
よ
り
も
滑

稽
さ
を
引
き
立
て
る
か
た
ち
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
、
と
い
う
石
田
氏
に
よ

る
指
摘
に
則
り
、
特
に
主
題
に
関
わ
ら
な
い
限
り
検
討
は
不
要
と
し
た
。

　
　
［
上
1
］　

正
月
風
景（
図
1
）

正
月
飾
り
の
門
前
を
、
ぶ
り
ぶ
り
を
曳
い
た
栗
鼠
と
亀
や
、
羽
子
板
に
興
じ
る
白
手

長
猿
、
手
に
し
た
ぶ
り
ぶ
り
に
戯
れ
る
黒
手
長
猿
、
破
魔
弓
を
手
に
し
た
蟷
螂
、
地
面

で
口
を
開
け
る
蝙
蝠
が
祝
賀
の
に
ぎ
わ
い
を
演
出
し
て
い
る
。
そ
の
横
を
中
啓
を
持
っ

た
日
本
猿
と
小
鼓
を
持
っ
た
猫
の
萬
歳
が
通
り
過
ぎ
る
。

巻
頭
を
飾
る
の
は
、
正
月
の
風
景
で
あ
る
。
江
戸
時
代
初
期
の
絵
画
に
お
い
て
正
月

風
景
を
描
い
た
作
品
で
は
、
伝
土
佐
光
吉
筆
「
十
二
ヶ
月
風
俗
図
帖
」（
重
要
文
化
財　

山
口
蓬
春
記
念
館
蔵
）や
、「
十
二
ヶ
月
風
俗
図
巻
」（
個
人
蔵
）、
伝
狩
野
吉
信
筆
「
京
風
俗

十
二
ヶ
月
図
巻
」（
個
人
蔵
）な
ど
の
い
わ
ゆ
る
「
月
次
絵
」
と
よ
ば
れ
る
作
品
が
想
起

さ
れ
る
。
こ
れ
ら
に
描
か
れ
る
、
ぶ
り
ぶ
り
に
戯
れ
る
子
供
や
門
前
に
や
っ
て
く
る
萬

歳
が
、「
鳥
獣
人
物
戯
画
」
以
来
の
擬
人
化
表
現
の
伝
統
下
、
動
物
主
体
に
描
か
れ
て

い
る
。
主
題
自
体
は
古
典
画
題
と
い
う
よ
り
も
近
世
初
期
風
俗
画
に
近
し
く
、
同
時
代

の
風
俗
を
絵
画
化
す
る
立
場
か
ら
描
か
れ
た
と
言
え
よ
う
。

　
［
上
2
］　

孔
明
と
一
寸
法
師
の
曲
技

文
房
具
飾
り
の
机
を
背
に
諸
葛
孔
明（
一
八
一
〜
二
三
四
）が
枕
返
し
の
曲
技
を
行
い
、

並
ん
で
一
寸
法
師
が
筑
子（
小
切
子
）と
豆
の
手
品
の
曲
技
を
す
る
。

枕
返
し
は
、
正
徳
年
間（
一
七
一
一
〜
一
六
）刊
行
の
寺
島
良
安
著
『
和
漢
三
才
図
會
』

巻
十
六
「
弄
丸
」
に
、
積
み
重
ね
た
木
枕
十
個
を
一
本
の
柱
の
よ
う
に
扱
っ
た
り
、
部

分
を
抜
き
取
っ
た
り
す
る
雑
技
で
あ
っ
た
様
子
が
記
さ
れ
る
。
枕
返
し
は
江
戸
時
代
以

前
に
は
な
く
寛
永
年
間（
一
六
二
四
〜
四
四
）に
京
都
で
善
次
郎
と
武
蔵
と
い
う
人
物
が

演
じ
た
の
を
端
緒
と
し
、
正
保
年
間（
一
六
四
五
〜
四
八
）に
は
江
戸
堺
町
で
の
興
行
が

始
ま
り
、
寛
文
か
ら
延
宝
年
間（
一
六
六
一
〜
八
一
）に
か
け
て
三
都
に
広
ま
っ
た
と
い

う
。手

品
と
は
室
町
時
代
に
散
楽
か
ら
発
展
し
た
庶
民
芸
能
で
あ
る
放
下
の
一
種
で
あ

る
。
放
下
の
内
容
は
品
玉
や
手
鞠
と
い
っ
た
曲
技
に
幻
戯
を
加
え
、
小
切
子（
筑
子
）を

回
し
鳴
ら
し
た
、
今
で
言
う
と
こ
ろ
の
大
道
芸
に
あ
た
る
。
そ
の
流
行
は
、「
七
十
一

番
職
人
歌
合
」
に
放
下
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
や
、
放
下
に
扮
し
た
兄
弟
が
仇
討
ち
を

果
た
す
能
「
放
下
僧
」
に
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
十
七
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
放

下
の
内
、
物
を
手
玉
の
よ
う
に
扱
う
芸
が
手
品
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
、

本
場
面
の
一
寸
法
師
の
よ
う
に
、
小
切
子
と
鎌
、
豆
な
ど
を
扱
う
芸
は
「
文
織
」
と
よ

ば
れ
た
。

で
は
、
な
ぜ
こ
れ
ら
の
曲
技
を
孔
明
と
一
寸
法
師
が
演
じ
て
い
る
の
か
。
孔
明
に
つ

い
て
は
、
石
田
氏
が
「
出
師
表
を
作
っ
た
こ
と
で
名
高
く
、
古
来
武
人
の
尊
崇
の
的
で

あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
諸
葛
孔
明
が
ま
ず
先
の
場
面
に
登
場
す
る
こ
と
は
武
家
を
享
受

者
に
想
定
す
れ
ば
実
に
ふ
さ
わ
し
い
選
択
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
一
方
、一
寸
法
師
は
、

お
伽
草
子
の
英
雄
譚
の
主
人
公
が
想
起
さ
れ
る
が
、
そ
の
場
合
「
小
男
の
草
子
」（
国
文

学
研
究
資
料
館
蔵
）の
直
垂
姿
な
ど
武
家
装
束
で
描
か
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
本
場
面
で
描

か
れ
る
小
袖
姿
は
あ
ま
り
適
さ
な
い
。
孔
明
が
、
朱
舜
水
賛
・
狩
野
探
雪
筆
「
諸
葛
亮

図（
漢
五
傑
像
の
内
）」（
前
田
育
徳
会
蔵
）な
ど
の
江
戸
初
期
狩
野
派
に
よ
る
絵
画
作
品
と
同

様
の
頭
巾
と
羽
毛
扇
を
身
に
つ
け
て
い
る
の
と
対
照
的
で
あ
る
。
本
場
面
中
の
一
寸
法

師
は
、
説
話
上
の
人
物
と
し
て
で
は
な
く
、
同
時
代
風
俗
の
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。『
和
漢
三
才
図
會
』
巻
十
「
侏
儒　

俗
云
一
寸
法
師
」
に
は
、延
宝

年
間（
一
六
七
三
〜
八
一
）に
当
時
三
十
歳
の
甫
春
と
い
う
身
長
二
尺
足
ら
ず
の
人
物
が

い
た
と
あ
る
。
こ
う
し
た
人
物
は
、
当
時
見
世
物
と
し
て
三
都
の
興
行
で
好
評
を
博
し

た
よ
う
で
あ
る
。
本
場
面
に
は
、
十
七
世
紀
後
半
の
市
井
を
賑
わ
せ
た
、
い
わ
ゆ
る
見

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
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）

（
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）

（
12
）



狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

二
八

世
物
の
場
が
投
影
さ
れ
て
い
る
。

　
［
上
3
］　

蛙
の
舞
楽

薄
や
菊
・
藤
袴
と
い
っ
た
秋
草
が
鮮
や
か
に
彩
る
広
野
の
中
、
蛙
た
ち
に
よ
る
演
奏

が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。
大
太
鼓
・
篳
篥
・
笙
・
箏
・
琵
琶
・
龍
笛
・
鞨
鼓
・
三
ノ
鼓
と

い
っ
た
よ
う
に
三
管
・
三
鼓
・
二
絃
が
揃
い
、
中
央
で
は
鳥
甲
を
被
っ
た
蛙
の
舞
人
が

扇
を
広
げ
、
一
団
の
脇
か
ら
一
匹
の
狸
が
そ
れ
を
見
守
る
。

主
人
公
の
蛙
は
、
本
場
面
が
「
鳥
獣
人
物
戯
画
」
の
強
い
影
響
下
に
あ
る
こ
と
を
示

す
が
、「
鳥
獣
人
物
戯
画
」
の
作
例
に
蛙
が
雅
楽
を
演
奏
す
る
場
面
は
な
い
。
石
田
氏

は
、
舞
楽
と
い
う
場
面
が
描
か
れ
た
理
由
に
、
舞
楽
が
幕
府
の
儀
式
で
演
じ
ら
れ
る
こ

と
が
多
く
、
探
幽
や
狩
野
安
信（
一
六
一
四
〜
八
五
）ら
狩
野
派
に
「
舞
楽
図
屏
風
」
な

ど
の
作
例
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

　
［
上
4
］　

懶
瓚
の
蛤
焼

蛙
た
ち
に
よ
る
舞
楽
が
添
え
ら
れ
た
儀
式
か
ら
抜
け
出
し
た
の
か
、
束
帯
姿
に
太
刀

を
佩
い
た
狐
が
画
面
左
を
向
き
立
っ
て
い
る
、
懶
瓚（
生
歿
年
未
詳
）が
蛤
を
焼
く
。

唐
時
代
、
十
二
代
皇
帝
徳
宗（
七
七
九
〜
八
〇
五
）か
ら
参
政
を
求
め
遣
わ
さ
れ
た
使

者
に
対
し
て
、
芋
を
焼
き
食
い
な
が
ら
地
位
へ
の
無
関
心
を
語
っ
た
懶
瓚
の
説
話
は
、

『
碧
巌
録
』
第
三
十
四
則�

頌
の
評
唱
に
収
録
さ
れ
、
禅
画
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
、
狩
野

一
溪
重
良
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
元
和
九
年（
一
六
二
三
）の
跋
文
を
も
つ
画
題
集
『
後
素

集
』
に
も
含
ま
れ
た
好
画
題
で
あ
る
。
本
場
面
で
は
、
そ
の
懶
瓚
が
芋
で
は
な
く
蛤
を

焼
い
て
お
り
、
傍
ら
に
は
魚
を
盛
っ
た
皿
が
置
か
れ
る
。
禅
画
題
の
典
拠
を
部
分
的
に

代
替
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
表
現
と
捉
え
ら
れ
る
。

　
［
上
5
］　

空
海
と
文
覚
の
足
相
撲

鎌
倉
幕
府
八
代
執
権
北
条
時
宗（
一
二
五
一
〜
八
四
）立
ち
会
い
の
も
と
、
空
海（
七
七
四

〜
八
三
五
）と
文
覚（
一
一
三
九
〜
一
二
〇
三
）が
臑
の
内
側
を
押
し
付
け
合
っ
て
い
る
。
空

海
の
傍
ら
に
は
三
鈷
杵
と
三
鈷
鈴
が
転
が
り
、
文
覚
は
払
子
を
手
に
し
て
い
る
。

正
徳
二
年（
一
七
一
二
）の
跋
文
を
も
ち
、
享
保
六
年（
一
七
二
一
）に
刊
行
さ
れ
た
林
守

篤
著
『
画
筌
』
巻
五
に
も
同
様
の
趣
向
の
図
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
臑
推
之
戯（
す
ね

を
し
の
た
は
む
れ
）」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
臑
を
押
し
て
力
を
競
べ
る
足
相
撲
が
主
題
と

判
る
。
石
田
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
同
様
の
力
競
べ
の
遊
戯
で
あ
る
「
首
引
き
」
や

「
腕
押
し
」
が
、「
鳥
獣
人
物
戯
画
」
や
狂
言
「
首
引
」
に
み
ら
れ
、
時
代
が
異
な
る
人

物
に
力
競
べ
を
さ
せ
る
趣
向
は
戯
画
の
特
色
と
言
え
、
本
場
面
も
そ
れ
に
従
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
。

な
お
、
空
海
と
文
覚
は
互
い
に
全
く
無
関
係
で
は
な
く
、
と
も
に
神
護
寺
に
接
点
を

持
つ
。
空
海
は
当
時
和
気
氏
の
私
寺
で
あ
っ
た
高
雄
山
寺
に
住
し
、
文
覚
は
後
白
河
法

皇
や
源
頼
朝
ら
の
援
助
を
得
て
神
護
寺
を
再
興
し
て
い
る
。
単
に
無
関
係
な
人
物
が
組

み
合
わ
さ
れ
て
、
戯
画
よ
ろ
し
く
力
競
べ
を
し
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
史
実
が
元
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

　
［
上
6
］　

鷲
に
運
ば
れ
る
風
神

風
神
が
鷲
に
腰
帯
を
掴
ま
れ
な
が
ら
両
手
で
風
袋
の
口
を
開
け
、
勢
い
よ
く
風
を
吹

か
せ
る
。
風
下
に
は
、
風
神
の
身
に
つ
け
て
い
た
一
条
の
天
衣
が
た
な
び
い
て
い
る
。

後
に
掲
げ
る
狩
野
永
納
筆
「
滑
稽
図
絵
巻
」（
個
人
蔵
）に
も
同
様
の
場
面
が
収
録
さ

れ
、
五
十
嵐
公
一
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
本
場
面
に
は
「
執
金
剛
神
縁
起
絵

巻
」（
東
大
寺
蔵
）の
影
響
が
見
出
せ
る
。
具
体
的
に
は
、
上
巻
第
二
段
で
の
ち
に
東
大
寺

初
代
別
当
と
な
る
幼
少
の
良
弁（
六
八
九
〜
七
七
四
）が
鷲
に
さ
ら
わ
れ
る
場
面
で
あ
る
。

良
弁
は
仰
向
け
で
さ
ら
わ
れ
、
鷲
の
姿
も
徳
川
本
ほ
か
「
戯
画
図
巻
」
諸
本
に
そ
の
ま

ま
用
い
ら
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
が
、
本
場
面
の
諧
謔
表
現
が
い
わ
ゆ
る
古
絵
巻
の
図

様
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。

　
［
上
7
］　

西
行
の
兎
殺（
図
2
）

（
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）

（
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狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

二
九

富
士
を
背
景
に
、
薄
や
萩
の
秋
草
の
中
、
猿
や
狐
、
兎
が
駆
け
、
そ
の
向
か
う
先
で

西
行（
一
一
一
八
〜
九
〇
）が
仰
向
け
に
し
た
兎
の
首
に
数
珠
を
か
け
る
。

『
新
古
今
和
歌
集
』
雑
歌
中
に
収
録
さ
れ
る
西
行
の
和
歌
「
風
に
な
び
く
富
士
の
け

ぶ
り
の
空
に
消
え
て
ゆ
く
へ
も
し
ら
ぬ
わ
が
思
ひ
か
な
」
を
基
に
し
た
、
い
わ
ゆ
る
富

士
見
西
行
が
主
体
と
な
っ
た
場
面
と
言
え
る
。
し
か
し
、
西
行
は
富
士
に
目
も
く
れ
ず

仰
向
け
に
し
た
兎
に
跨
が
り
、
数
珠
を
兎
の
首
に
か
け
今
に
も
絞
め
殺
そ
う
と
し
て
い

る
。
も
が
く
兎
に
対
し
て
、
西
行
の
顔
に
は
笑
み
が
こ
ぼ
れ
、
そ
の
残
忍
さ
を
際
立
た

せ
て
い
る
。
西
行
が
富
士
を
見
て
い
な
い
だ
け
で
も
諧
謔
味
が
成
り
立
つ
分
、
西
行
の

典
拠
の
一
つ
で
あ
る
和
歌
の
翻
意
が
本
場
面
の
主
意
に
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
兎
が
手

を
か
け
ら
れ
る
理
由
は
未
詳
で
あ
る
が
、
食
用
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
場
面
の
主
題

を
狩
猟
と
し
て
描
こ
う
と
し
た
た
め
と
見
な
せ
る
だ
ろ
う
か
。

　
［
上
8
］　

張
果
老
と
虹
吹
き
モ
グ
ラ

唐
六
代
皇
帝
玄
宗（
七
一
二
〜
五
六
）期
の
仙
人
張
果
老（
生
歿
年
未
詳
）が
猪
に
乗
り
、

大
き
な
瓢
簞
か
ら
太
刀
を
佩
い
た
魚
を
吹
き
出
す
。
魚
は
、
地
中
か
ら
顔
を
出
し
た
モ

グ
ラ
の
噴
き
出
す
虹
に
交
差
す
る
。

張
果
老
は
、
北
宋
時
代
に
成
立
し
た
『
太
平
廣
記
』
な
ど
に
記
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
「
瓢

簞
か
ら
駒
」
の
説
話
の
応
用
で
あ
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
が
、
駒
の
代
わ
り
に
出
た
魚

が
太
刀
を
佩
い
て
い
る
典
拠
は
未
詳
で
あ
る
。

一
方
、
虹
を
吐
き
出
す
モ
グ
ラ
に
は
直
接
的
な
典
拠
を
見
出
す
こ
と
が
難
し
い
。
虹

に
つ
い
て
の
江
戸
時
代
の
認
識
を
た
ど
れ
ば
、『
和
漢
三
才
図
會
』
巻
三
「
虹
蜺
」
の

項
で
は
、
虹
の
仕
組
み
と
伝
承
に
つ
い
て
、
虹
が
水
を
吸
う
と
い
う
伝
説
を
紹
介
し

た
後
に
、
虹
が
日
光
を
反
射
し
て
で
き
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
そ
の
伝
説
を
否
定
し
て

い
る
。
続
け
て
、
明
代
に
鎦
績
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
『
霏
雪
録
』
か
ら
虹
を
吐
き
出
す

蝦
蟇
の
説
話
を
紹
介
し
、
私
見
と
し
て
蝦
蟇
と
虹
の
関
係
を
否
定
し
て
い
る
。
さ
ら

（
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に
、『
和
漢
三
才
図
會
』
巻
三
十
九
の
「
鼢

う
こ
ろ
も
ち」（

モ
グ
ラ
）の
項
に
は
、
モ
グ
ラ
は
太
陽
や

月
の
光
を
浴
び
る
と
死
ん
で
し
ま
う
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
虹
を
吐
く
モ
グ
ラ
は
蝦
蟇
が
虹
を
吐
く
と
い
う
伝
承
に
擬
え
ら
れ
て
お

り
、
蝦
蟇
の
代
わ
り
に
、
日
の
下
に
出
ら
れ
ず
虹
と
は
本
来
同
じ
空
間
を
共
有
す
る
こ

と
の
出
来
な
い
モ
グ
ラ
が
選
ば
れ
た
と
解
釈
で
き
る
。

　
［
上
9
］　

蜘
蛛
の
巣
に
か
か
る
費
長
房

樹
の
幹
と
枝
に
め
ぐ
ら
さ
れ
た
蜘
蛛
の
巣
に
か
か
る
後
漢
の
仙
人
費
長
房（
生
歿
年
未

詳
）。
乗
っ
て
い
た
鶴
は
蜘
蛛
の
巣
に
脚
を
取
ら
れ
、
費
長
房
の
持
っ
て
い
た
経
巻
が

落
ち
広
が
る
。

中
本
大
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
費
長
房
は
元
来
中
国
の
文
献
に
飛
行
す
る
仙
人
と

し
て
は
記
述
さ
れ
ず
、
鶴
に
乗
っ
た
と
さ
れ
る
王
子
喬
や
丁
令
威
な
ど
の
仙
人
と
の
交

錯
に
よ
っ
て
、
鶴
に
乗
っ
た
仙
人
と
し
て
図
像
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
鶴
に
乗
っ
た
費
長

房
の
図
像
は
、
既
に
室
町
時
代
後
期
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
日
本
の
文
献
で

は
、
費
長
房
は
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
第
十
二
話
に
飛
行
の
術
を
体
得
し
た
仙
人
と
し

て
記
さ
れ
、『
曽
我
物
語
』
巻
一
「
費
長
房
が
事
」
や
説
教
節
『
さ
ん
せ
う
太
夫
』
に

よ
う
や
く
鶴
に
乗
っ
た
仙
人
と
し
て
の
記
述
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
。

本
場
面
は
、
石
田
氏
に
よ
っ
て
「
若
い
女
の
脛
を
見
て
神
通
力
を
失
い
墜
落
し
た
久

米
仙
人
の
伝
説
」
が
着
想
に
つ
な
が
る
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
久
米
仙
人
の

こ
の
説
話
は
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
一
第
二
十
四
話
「
久
米
仙
人
始
造
久
米
寺
語
」
に

収
録
さ
れ
て
い
る
。
お
な
じ
く
『
今
昔
物
語
集
』
に
記
さ
れ
る
費
長
房
に
対
し
て
、
本

場
面
で
久
米
仙
人
の
イ
メ
ー
ジ
が
付
加
さ
れ
た
可
能
性
は
高
い
だ
ろ
う
。

　
［
上
10
］　

鶯
と
蛙
の
歌
合
と
通
円
・
楽
阿
弥

満
開
に
咲
き
誇
る
桜
と
松
の
下
を
流
れ
る
遣
水
を
追
っ
て
い
く
と
、
大
き
な
御
殿
が

建
っ
て
い
る
。
御
殿
の
広
間
で
は
、
中
央
で
蛙
と
鶯
が
向
か
い
合
い
、
牛
若
丸（
源
義

（
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）
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狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

三
〇

経　

一
一
五
九
〜
八
九
）・
乙
御
前
・
西
王
母
・
蒼
頡
が
そ
れ
を
取
り
囲
む
。
縁
側
に
は
、

梅
枝
を
手
に
し
た
林
和
靖（
九
六
七
〜
一
〇
二
八
）、
菊
枝
を
手
に
し
た
陶
淵
明（
三
六
五
〜

四
二
七
）、
唐
銅
花
生
に
活
け
ら
れ
た
蓮
を
見
つ
め
る
周
茂
叔（
一
〇
一
七
〜
七
三
）、
鉢

に
植
え
ら
れ
た
蘭
を
傍
ら
に
置
く
黄
山
谷（
一
〇
四
五
〜
一
一
〇
五
）、
山
羊
を
連
れ
た
蘇

武（
生
年
未
詳
〜
前
六
〇
）が
坐
る
。
奥
の
小
間
で
は
、
笛
を
吹
く
楽
阿
弥
に
、
通
円
が
風

炉
の
前
で
茶
を
点
て
よ
う
と
す
る
。

石
田
氏
は
、
広
間
の
様
子
を
単
に
歌
会
と
解
釈
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
中
央
の
鶯

と
蛙
の
組
み
合
わ
せ
に
注
目
し
た
い
。
蛙
と
鶯
は
、『
曽
我
物
語
』
巻
五
「
五
郎
が
情

か
け
し
女
出
家
の
事
」
の
一
節
に
お
い
て
、
歌
を
詠
む
存
在
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
く
だ
り
は
『
古
今
和
歌
集
』「
仮
名
序
」
の
「
花
に
な
く
う

ぐ
ひ
す
、
水
に
す
む
か
は
づ
の
こ
ゑ
を
き
け
ば
、
い
き
と
し
い
け
る
も
の
、
い
づ
れ
か

う
た
を
よ
ま
ざ
り
け
る
。」
が
元
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
く
『
曽
我
物
語
』
巻

五
「
鶯
と
蛙
の
歌
の
事
」
で
は
、
鶯
と
蛙
が
和
歌
を
詠
ん
だ
説
話
を
伝
え
て
い
る
。
江

戸
時
代
を
通
じ
て
親
し
ま
れ
た
画
題
で
あ
り
、
後
に
述
べ
る［
下
1
］仁
王
と
地
蔵
菩
薩

の
相
撲
に
も
関
連
が
う
か
が
え
る
『
曽
我
物
語
』
が
参
考
と
な
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難

く
な
い
。

つ
ま
り
、
本
場
面
の
主
題
は
蛙
と
鶯
の
歌
合
で
あ
り
、
そ
れ
を
牛
若
丸
・
乙
御
前
・

西
王
母
が
見
守
り
、
黄
帝
に
仕
え
漢
字
を
発
明
し
た
と
い
う
蒼
頡
が
巻
子
に
記
録
を
と

る
、
と
い
う
構
成
と
判
る
。
さ
ら
に
縁
側
と
い
う
一
歩
引
い
た
位
置
か
ら
、
四
愛
の
四

詩
人
、
石
川
丈
山
と
林
羅
山
に
よ
っ
て
撰
ば
れ
た
三
十
六
詩
仙
の
一
人
蘇
武
と
い
っ
た

中
国
漢
詩
人
た
ち
が
見
守
る
の
は
、
分
野
の
異
な
る
和
歌
の
歌
合
で
あ
る
が
故
な
の
だ

ろ
う
。
た
だ
し
、
主
題
で
あ
る
歌
合
と
蛙
・
鶯
以
外
の
登
場
人
物
の
関
連
性
は
高
い
と

は
言
え
な
い
。
つ
ま
り
、
歌
合
を
主
題
と
し
て
詩
歌
に
関
連
す
る
典
拠
の
あ
る
動
物
や

人
物
を
選
び
、
群
像
的
な
表
現
を
成
し
た
と
解
釈
で
き
る
。

奥
の
小
間
の
通
円
と
楽
阿
弥
に
つ
い
て
は
、
石
田
氏
に
よ
っ
て
「
尺
八
を
吹
き
死
に

し
た
楽
阿
弥
と
、
茶
を
点
て
死
に
し
た
通
円
と
い
う
、
い
ず
れ
も
舞
狂
言
で
あ
る
と
い

う
共
通
性
」
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
狂
言
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
言
え
る
。

　
［
上
11
］　

韋
駄
天
の
凧
揚
げ

韋
駄
天
が
宝
棒
を
置
き
凧
を
揚
げ
る
の
を
横
目
に
、
捷
疾
鬼
が
仏
舎
利
を
持
ち
去
ろ

う
と
す
る
。
韋
駄
天
の
持
物
で
あ
る
金
剛
杵
は
、
地
面
に
転
が
っ
て
い
る
。

若
那
跋
陀
羅
訳
『
大
般
涅
槃
經
後
分
』「
大
般
涅
槃
經
聖
軀
廓
潤
品
第
四
」
に
記
さ

れ
る
、
釈
迦
の
入
滅
後
、
帝
釈
天
が
天
上
に
仏
塔
を
建
て
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
二
人
の

捷
疾
鬼
が
そ
の
仏
牙
舎
利
を
奪
っ
て
逃
げ
た
、
と
い
う
説
話
が
あ
る
。
こ
の
説
話
か
ら

発
展
し
た
、
捷
疾
鬼
か
ら
韋
駄
天
が
仏
牙
舎
利
を
取
り
戻
し
た
と
い
う
俗
説
が
、
本
場

面
の
基
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
で
は
、
南
北
朝
時
代
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
太
平

記
』
に
も
こ
の
俗
説
は
含
ま
れ
て
お
り
、
能
「
舎
利
」
で
は
仏
舎
利
を
拝
む
旅
僧
の
前

で
、
捷
疾
鬼
と
韋
駄
天
の
や
り
取
り
が
交
わ
さ
れ
る
。
既
に
石
田
氏
が
指
摘
す
る
と
お

り
、
狩
野
探
幽
筆「
韋
駄
天
図（
学
古
帖
の
内
）」（
個
人
蔵
）に
も
描
か
れ
る
画
題
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
本
場
面
で
は
韋
駄
天
が
凧
揚
げ
に
夢
中
と
な
り
、
捷
疾
鬼
が
ま
ん
ま
と

仏
舎
利
を
持
ち
去
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
凧
揚
げ
は
、
当
時
「
紙い

か
の
ぼ
り鳶

」
と
呼
ば
れ

『
和
漢
三
才
図
會
』
巻
十
七
「
紙
鴟
」　

に
は
、
正
月
の
子
供
の
遊
び
で
あ
り
つ
つ
、
大

人
に
も
親
し
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

本
場
面
は
、
登
場
人
物
の
典
拠
に
当
時
の
遊
び
を
組
み
合
わ
せ
て
創
作
さ
れ
て
い
る
。

　
［
上
12
］　

白
衣
観
音
の
射
撃

瀑
布
を
背
景
に
白
衣
観
音
が
火
縄
銃
を
構
え
、
龍
女
が
火
縄
を
持
ち
侍
る
。
白
衣
観

音
の
構
え
る
火
縄
銃
の
火
ば
さ
み
に
仕
組
ま
れ
た
火
縄
と
龍
女
が
息
を
吹
き
か
け
火
を

保
と
う
と
す
る
火
縄
の
先
端
は
、
朱
が
塗
ら
れ
火
が
く
す
ぶ
っ
て
い
る
。
龍
女
の
足
下

に
は
、
発
射
薬
と
弾
を
容
れ
る
胴
薬
入
・
玉
袋
が
描
か
れ
て
い
る
。
標
的
近
く
で
は
幣

（
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狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

三
一

の
よ
う
な
物
を
持
っ
た
木
菟
が
見
守
る
。
標
的
の
裏
に
は
白
梅
が
植
わ
っ
て
い
る
。

観
音
が
火
縄
銃
を
撃
つ
と
い
う
本
場
面
は
、
石
田
氏
が
「
ま
さ
し
く
意
表
を
突
く
組

合
せ
で
あ
り
、
全
巻
を
通
じ
て
も
そ
の
落
差
が
鑑
賞
者
に
新
鮮
な
驚
き
を
与
え
る
」
と

言
及
す
る
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
全
く
の
創
造
に
よ
る
作
図
で
は
な
い
。

「
鳥
獣
人
物
戯
画
」
甲
巻
に
は
、
兎
と
蛙
が
賭
弓
に
興
じ
る
様
が
描
か
れ
て
お
り
、

絵
巻
の
中
で
的
が
先
に
現
れ
て
来
る
こ
と
も
、「
戯
画
図
巻
」
と
「
鳥
獣
人
物
戯
画
」

と
の
関
連
性
を
う
か
が
わ
せ
る
。
し
か
し
、
本
場
面
は
、
江
戸
時
代
の
大
名
家
等
で
行

わ
れ
て
い
た
射
撃
の
鍛
錬
が
直
接
の
要
素
と
な
っ
て
い
る
。
射
撃
は
、
一
町（
百
九
米
）

以
上
の
遠
距
離
射
撃
「
町
打
ち
」
に
対
し
て
、
標
的
と
の
距
離
を
通
例
十
五
間
取
っ
た

「
角
場
」
と
い
う
射
撃
場
で
行
わ
れ
た
た
め
、「
角
場
打
ち
」
と
称
さ
れ
た
。「
角
」
と

称
さ
れ
た
標
的
は
、
通
例
八
寸（
二
十
四
糎
）四
方
の
白
地
の
四
角
の
中
心
に
「
星
」
と

（
32
）

よ
ば
れ
た
直
径
二
寸（
六
糎
）の
黒
点
を
描
き
、
割
竹
に
挟
ん
で
立
て
ら
れ
た
。
元
禄
三

年（
一
六
九
〇
）刊
『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』　

巻
二
「
鉄
炮
」
に
は
角
場
打
ち
と
思
わ
れ
る
挿

絵
が
確
認
で
き（
挿
図
2
）、
徳
川
本
の
標
的
の
描
写
は
そ
れ
に
符
合
し
て
い
る
。
ま
た
、

角
の
後
ろ
の
射
垜
で
御
幣
を
も
っ
た
木
菟
は
、
着
弾
点
を
旗
で
合
図
す
る
「
旗
手
」
で

あ
る
。
白
衣
観
音
の
姿
は
、
江
戸
時
代
初
期
に
製
作
さ
れ
た
稲
富
流
ほ
か
の
砲
術
書
な

ど
で
描
か
れ
る
、
火
縄
銃
を
持
っ
た
腕
の
肘
を
膝
か
ら
浮
か
せ
る
「
浮
台
」
と
い
う
射

撃
姿
勢
を
と
っ
て
い
る（
挿
図
3
）。

こ
う
し
た
画
面
全
体
の
構
成
と
細
部
描
写
か
ら
、
本
場
面
の
白
衣
観
音
は
、
単
に
火

縄
銃
を
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
大
名
家
等
の
「
角
場
打
ち
」
を
再
現
し
て
い
る
と

見
る
の
が
相
応
し
い
だ
ろ
う
。
た
だ
、
白
衣
観
音
が
な
ぜ
選
ば
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と

に
関
し
て
は
未
詳
で
あ
る
。

　
［
上
13
］　

福
禄
寿
の
龍
釣

盥
に
乗
っ
た
福
禄
寿
が
龍
を
釣
り
、
盥
に
同
乗
す
る
伊
勢
海
老
が
櫂
を
漕
ぐ
。
櫂
に

は
栄
螺
と
帆
立
貝
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

本
場
面
は
、
後
ろ
に
続
く
水
辺
に
ま
つ
わ
る
場
面
の
幕
開
け
と
も
な
る
箇
所
で
あ
る

が
、
七
福
神
の
一
人
福
禄
寿
と
釣
・
龍
に
は
関
連
性
が
見
出
せ
な
い
。

　
［
上
14
］　

善
導
大
師
と
鯰

浄
土
教
の
大
成
者
で
あ
る
唐
時
代
の
高
僧
善
導（
六
一
三
〜
八
一
）が
水
面
を
泳
ぐ
大

鯰
に
乗
り
立
っ
て
い
る
。
善
導
が
称
名
す
る
と
、
念
仏
が
蛙
の
阿
弥
陀
三
尊
と
な
る
。

石
田
氏
の
指
摘
す
る
と
お
り
、
合
掌
し
て
称
名
念
仏
す
る
と
、
念
仏
が
阿
弥
陀
の
化

仏
に
変
じ
た
と
い
う
説
話
に
基
づ
い
て
善
導
は
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
善
導
が
乗
る

鯰
に
つ
い
て
は
、
石
田
氏
が
念
仏
の
「
念
」
と
「
鯰
」
と
い
う
「
詞
レ
ベ
ル
」
で
の
諧

謔
を
指
向
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
［
上
15
］　

普
賢
菩
薩
の
鵜
飼
漁

（
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狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

三
二

白
象
に
乗
っ
た
普
賢
菩
薩
が
鵜
飼
漁
を
し
て
い
る
。
象
の
牙
に
縄
で
括
り
付
け
た
普

賢
菩
薩
の
持
物
で
あ
る
如
意
に
は
、
水
面
を
照
ら
す
為
の
篝
火
が
か
け
て
あ
る
。
普
賢

菩
薩
や
白
象
の
典
拠
に
鵜
飼
や
漁
と
の
接
点
は
な
く
、
本
場
面
は
後
続
の
漁
を
主
題
と

し
た
場
面
を
先
行
す
る
役
割
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
気
に
な
る
の
は
『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』
巻
三
「
鵜
遣
」
に
、
鵜
飼
が
罪
深
い

職
能
と
し
て
語
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
罪
深
い
業
を
普
賢
菩
薩
に
さ
せ
る
と
い
う
理
由
と

も
捉
え
ら
れ
る
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
次
の
場
面
で
述
べ
る
。

　
［
上
16
］　

阿
弥
陀
如
来
ら
の
漁

阿
弥
陀
如
来
が
漁
舟
で
四
手
網
を
張
り
、
釈
迦
と
そ
の
弟
子
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
に
網

を
持
っ
て
す
く
い
網
漁
を
す
る
。
陸
の
上
で
は
、
承
応
二
年（
一
六
五
三
）に
来
日
し
た

黄
檗
僧
独
立
性
易（
一
五
九
六
〜
一
六
七
二
）が
竿
で
釣
り
糸
を
水
面
に
垂
ら
す
。
独
立
の

背
後
に
広
が
る
樹
林
を
抜
け
る
と
、
先
ほ
ど
の
漁
で
捕
れ
た
物
で
あ
ろ
う
か
、
蛸
や
魚

を
小
僧
が
画
面
左
へ
と
運
ん
で
行
く
。
そ
れ
を
小
橋
の
上
で
目
連
が
迎
え
る
。

本
場
面
で
は［
上
13
］福
禄
寿
の
龍
釣
か
ら
の
流
れ
と
し
て
漁
を
全
面
に
描
い
て
お

り
、
芸
能
に
全
く
関
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
異
彩
を
放
っ
て
い
る
。
ま
た
、
漁
に

従
事
し
て
い
る
の
が
仏
教
に
ま
つ
わ
る
人
物
だ
け
で
構
成
さ
れ
て
い
る
点
は
、
前
に
見

た
普
賢
菩
薩
と
と
も
に
注
目
さ
れ
る
。

仏
教
で
は
、
近
世
ま
で
狩
猟
や
漁
撈
が
殺
生
と
し
て
禁
じ
ら
れ
て
き
た
。
中
世
の
絵

画
作
品
で
は
、
掃
部
助
久
国
筆
「
真
如
堂
縁
起
絵
巻
」（
重
要
文
化
財　

真
正
極
楽
寺
蔵
）

下
巻
に
、
青
蓮
院
門
跡
の
弟
子
蓮
門
院
光
誉
に
仕
え
た
虎
若
と
い
う
人
物
の
、
参
籠
中

に
門
前
の
白
河
で
魚
を
捕
っ
た
こ
と
が
逆
縁
と
な
っ
た
の
か
、
真
如
堂
の
如
来
だ
け
が

見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
説
話
が
描
か
れ
て
い
る（
挿
図
4
）。
さ
ら
に
『
人
倫
訓
蒙
図

彙
』
巻
三
で
見
開
き
の
挿
絵
に
と
も
に
示
さ
れ
る
「
蜑
人
」・「
漁
人
」
で
は
、「
蜑
人
」

の
本
文
に
和
歌
に
も
詠
ま
れ
な
い
苦
し
い
生
業
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

（
34
）

（
35
）

（
36
）

（
37
）

（
38
）

ま
た
、
本
場
面
の
主
題
が
あ
く
ま
で
漁
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
け
ば
、
同
時
代
風

俗
が
元
に
な
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。［
上
1
］正
月
風
景
や［
上
12
］白
衣
観
音
の

射
撃
と
い
っ
た
よ
う
な
市
井
や
大
名
屋
敷
で
の
風
景
で
は
な
く
、
山
村
や
漁
村
の
様
子

な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
［
上
17
］　

阿
難
た
ち
の
酒
宴

紅
葉
の
盛
り
も
過
ぎ
た
楓
の
下
、
幔
幕
を
張
り
、
酒
宴
が
催
さ
れ
て
い
る
。
傍
ら
で

従
者
に
調
理
を
さ
せ
つ
つ
阿
難
が
俎
板
で
魚
を
さ
ば
き
、
そ
れ
を
横
で
親
鸞
が
額
に
手

を
当
て
な
が
ら
見
守
り
、
迦
葉
が
さ
ば
か
れ
た
魚
の
切
り
身
を
持
ち
上
げ
口
に
入
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。
周
り
に
は
、
鉢
や
酒
瓶
・
銚
子
が
置
か
れ
て
い
る
。

釈
迦
の
十
大
弟
子
で
あ
る
阿
難
と
迦
葉
が
登
場
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
前
の
阿
弥
陀

如
来
ら
の
漁
を
承
け
た
食
事
と
い
う
の
が
主
題
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
阿
難
と
親
鸞
の
姿

態
を
見
れ
ば
、
伝
狩
野
元
信
筆
「
酒
飯
論
絵
巻
」（
文
化
庁
ほ
か
蔵
）の
人
物
の
姿
を
写
し

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
第
四
段
の
調
理
場
で
鯛
を
さ
ば
く
人
物
と
第
二
段
の
広
間
右
方
で

（
39
）

挿図4　真如堂縁起絵巻　下巻　部分



狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

三
三

額
に
手
を
当
て
な
が
ら
笑
う
僧
侶
の
姿
が
元
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。

模
本
の
多
く
伝
存
す
る
「
酒
飯
論
絵
巻
」
は
後
世
の
絵
画
作
品
の
中
で
盛
ん
に
引
用

元
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
近
世
狩
野
派
で
は
、
狩
野
探

幽
筆
「
義
朝
最
期
・
頼
朝
先
考
供
養
図
」（
大
御
堂
寺
蔵
）の
宴
や
調
理
の
場
面
で
引
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
ま
た
狩
野
派
が
直
接
関
与
し
な
い
近
世
初
期
風
俗
画
に
も

用
い
ら
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。「
酒
飯
論
絵
巻
」
を
下
敷
き
と
し
た
本
場
面

も
、
こ
う
し
た
近
世
初
期
に
お
け
る
風
俗
表
現
の
流
れ
に
属
す
る
と
言
え
る
。

　
［
下
1
］　

大
黒
や
天
狗
ら
の
武
術
、
仁
王
と
地
蔵
菩
薩
の
相
撲

松
や
梅
の
樹
林
を
過
ぎ
、
開
け
た
視
界
の
中
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
の
は
、
大
黒
と
天

狗
、
恵
比
寿
と
布
袋
、
達
磨
と
毘
沙
門
の
武
術
の
取
組
で
あ
る
。
大
黒
は
そ
の
寓
意
と

も
な
る
俵
と
宝
珠
と
小
槌
を
、
布
袋
は
名
の
元
で
あ
る
布
袋
を
置
き
、
鍛
錬
に
夢
中
に

な
っ
て
い
る
。
剣
戟
の
終
わ
り
を
老
柳
が
告
げ
る
と
、
軍
配
を
も
っ
た
老
子
が
仁
王
と

地
蔵
菩
薩
の
相
撲
の
行
司
を
つ
と
め
る
。
後
方
で
は
、
地
蔵
の
錫
杖
を
手
に
し
た
子
供

と
仁
王
の
冠
を
被
っ
た
子
供
が
こ
の
勝
負
を
見
て
笑
う
。

前
半
の
場
面
は
、
一
見
チ
ャ
ン
バ
ラ
の
ご
と
く
ふ
ざ
け
合
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
見

え
る
が
、
武
術
と
解
釈
す
る
の
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
恵
比
寿
と
布
袋
の
姿
に
着
目
し
て

み
る
と
、
貞
享
二
年（
一
六
八
五
）の
奥
書
を
有
す
る
「
飯
綱
古
武
道
絵
巻
」（
個
人
蔵
／
挿

図
5
）の
「
冠
入
」
に
同
様
の
型
の
組
が
見
ら
れ
る
。
同
絵
巻
は
、「
天
狗
に
よ
る
鑓
指

南
の
有
様
を
伝
え
る
免
状
」
と
さ
れ
、
天
狗
と
人
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
槍
術
の
指

南
を
説
い
て
い
る
。
恵
比
寿
と
布
袋
の
姿
と
次
の
天
狗
の
存
在
は
、
本
場
面
が
兵
法
書

を
下
敷
き
と
し
て
い
る
こ
と
を
明
示
す
る
。

『
大
日
經
疏
』
巻
十
に
説
か
れ
る
よ
う
に
元
々
戦
闘
神
で
あ
る
大
黒
と
組
み
合
わ
さ

れ
た
天
狗
は
、
頭
巾
を
つ
け
背
中
か
ら
羽
を
生
や
し
鼻
高
と
な
っ
て
お
り
、「
飯
綱
古

武
道
絵
巻
」
に
描
か
れ
る
天
狗
の
容
姿
に
近
似
す
る
。
さ
ら
に
太
刀
を
引
き
片
足
を
上

（
40
）

（
41
）

（
42
）

（
43
）

（
44
）

（
45
）

（
46
）

げ
た
そ
の
姿
は
、
狩
野
元
信
筆
「
酒
伝
童
子
絵
巻
」（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
）下
巻
第
六

段
中
央
に
描
か
れ
る
、
胴
切
り
で
倒
し
た
鬼
の
側
で
大
門
か
ら
突
入
し
て
き
た
鬼
に
身

を
構
え
る
武
士（
挿
図
6
）を
転
用
し
て
い
る
。

次
に
達
磨
が
描
か
れ
る
理
由
は
未
詳
な
が
ら
、
相
手
の
毘
沙
門
天
は
、
天
狗
の
源
流

と
し
て
考
え
ら
れ
る
有
翼
鬼
神
を
制
圧
し
眷
属
と
し
て
従
え
た
と
さ
れ
、「
辟
邪
絵
」

（
国
宝　

奈
良
国
立
博
物
館
蔵
）は
じ
め
、
有
翼
鬼
神
と
と
も
に
絵
画
化
さ
れ
て
き
た
。
毘

沙
門
天
を
祀
る
鞍
馬
寺
が
天
狗
信
仰
の
場
で
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
天
狗
と
毘
沙
門
天
の

関
係
は
密
接
で
あ
り
、
本
場
面
に
は
最
適
な
典
拠
を
有
す
る
仏
神
で
あ
る
。

仁
王
は
金
剛
力
士
と
も
よ
ば
れ
、
力
士
が
相
撲
の
力
士
と
も
取
れ
る
こ
と
か
ら
本

場
面
に
選
ば
れ
た
の
だ
ろ
う
。
地
蔵
菩
薩
の
腕
の
中
、
地
蔵
菩
薩
の
首
に
腕
を
巻
き
付

け
、
さ
ら
に
内
股
に
脚
を
絡
め
よ
う
と
す
る
仁
王
の
姿
は
、
俵
屋
宗
達
筆
「
風
神
雷
神

挿図6　狩野元信筆　酒伝童子絵巻　
下巻第六段　部分

挿図5　飯綱古武道絵巻　部分　神奈川県立歴史博物館提供



狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

三
四

図
」（
国
宝　

建
仁
寺
蔵
）の
雷
神
の
姿
態
を
想
起
し
や
す
い
。
し
か
し
、
先
に
見
た
観
音

の
角
場
打
ち
や
大
黒
と
天
狗
ら
の
武
術
と
似
た
観
点
で
考
え
る
と
、
近
似
性
を
指
摘
す

る
の
に
よ
り
適
し
た
作
品
が
浮
か
ぶ
。
吉
田
瑛
二
氏
に
よ
っ
て
慶
長
十
年（
一
六
〇
五
）ご

ろ
の
製
作
と
い
う
見
解
が
出
さ
れ
て
い
る
「
相
撲
遊
楽
図
屏
風
」（
堺
市
博
物
館
蔵
）に
は
、

同
様
の
姿
態
で
持
ち
上
げ
ら
れ
る
力
士
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
元
禄
年
間
頃
の
製

作
と
推
定
さ
れ
て
い
る
「
四
十
八
手
絵
巻
」（（
財
）日
本
相
撲
協
会
相
撲
博
物
館
蔵
）に
は
、

「
か
わ
ず
が
け（
河
津
掛
け
）」
と
い
う
決
ま
り
手
と
し
て
、
同
様
の
姿
態
が
見
ら
れ
る（
挿

図
7
）。
な
お
、「
河
津
掛
け
」
は
、『
曽
我
物
語
』
巻
一
「
同
じ
く
相
撲
の
事
」
で
語
ら

れ
る
、
河
津
三
郎
と
俣
野
五
郎
が
相
撲
を
と
り
、
河
津
が
俣
野
を
負
か
し
た
際
の
決
め

手
で
あ
っ
た
こ
と
が
由
来
と
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
先
の
武
術
に
続
く
相
撲
の
場
面
は
、
主
題
に
関
連
性
の
あ
る
名
称
を
冠
し

た
登
場
人
物
を
選
び
描
か
れ
た
場
面
で
あ
り
、
作
図
に
は
同
時
代
の
相
撲
の
様
子
が
あ

（
47
）

（
48
）

（
49
）

る
程
度
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
［
下
2
］　

雙
六
と
カ
ル
タ
の
博
奕

先
の
地
蔵
の
錫
杖
を
手
に
持
っ
た
子
供
と
仁
王
の
冠
を
被
っ
た
子
供
の
横
を
流
れ
る

小
川
を
た
ど
っ
て
い
く
と
、
そ
の
横
を
鬼
が
背
後
を
指
差
し
な
が
ら
駆
け
て
行
く
。
鬼

の
指
の
方
向
に
は
、
紅
葉
し
た
楓
の
散
る
中
、
六
曲
一
隻
の
柳
雁
図
屏
風
を
前
に
、
鍾

馗
と
奪
衣
婆（
三
途
川
姥
）が
博
奕
雙
六
を
行
い
、
鬼
た
ち
が
観
戦
し
て
い
る
。
そ
の
奥

で
は
、
孔
子
・
観
音
・
六
方
・
維
摩
・
文
殊
菩
薩
・
神
農
が
カ
ル
タ
博
奕
を
行
な
っ
て

い
る
。
各
々
の
膝
下
に
は
、
賭
け
金
や
酒
盃
、
煙
草
盆
が
散
ら
ば
り
、
熱
狂
ぶ
り
を
演

出
し
て
い
る
。
傍
ら
で
は
、
そ
の
胴
元
で
あ
ろ
う
か
、
閻
魔
が
銅
銭
を
纏
め
る
た
め
の

紐
を
撚
っ
て
い
る
。

雙
六
は
、
養
老
四
年（
七
二
〇
）に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
日
本
書
紀
』
の
朱
鳥
三
年

（
六
八
九
）に
「
雙
六
禁
断
」
と
あ
る
の
を
嚆
矢
に
、
古
く
か
ら
日
本
で
愛
好
さ
れ
て
き

た
。
平
安
時
代
に
は
既
に
貴
賤
を
問
わ
ず
流
行
し
、
賽
の
目
に
よ
る
偶
然
性
が
勝
敗
を

左
右
し
た
こ
と
も
多
か
っ
た
た
め
賭
物
を
と
も
な
っ
て
い
た
。
中
世
に
は
、
石
の
運
用

に
一
定
の
伎
倆
が
要
さ
れ
た
た
め
、
雙
六
は
芸
道
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。と

こ
ろ
が
、
近
世
に
な
る
と
同
じ
盤
上
遊
戯
で
あ
っ
た
囲
碁
や
将
棋
が
、
技
法
の
蓄

積
と
と
も
に
そ
の
難
解
さ
が
認
識
さ
れ
、
芸
道
と
し
て
の
立
場
を
高
め
て
い
く
の
に
対

し
て
、
雙
六
は
賭
博
性
が
相
対
的
に
よ
り
顕
著
に
な
っ
た
。
相
国
寺
住
持
の
鳳
林
承
章

の
日
記
『
隔
蓂
記
』（
鹿
苑
寺
蔵
）に
、
様
々
な
遊
興
の
一
つ
と
し
て
行
わ
れ
た
り
大
量
の

賭
物
を
投
じ
た
り
と
雙
六
の
当
時
の
記
事
が
散
見
さ
れ
る
一
方
で
、
近
世
初
期
風
俗
画

に
は
、
町
人
た
ち
が
雙
六
に
熱
中
し
て
い
た
様
子
が
描
き
遺
さ
れ
て
お
り
、「
彦
根
屏

風
」（
国
宝　

彦
根
城
博
物
館
蔵
）や
「
邸
内
遊
楽
図
屏
風（
相
応
寺
屏
風
）」（
重
要
文
化
財　

徳

川
美
術
館
蔵
）な
ど
、
多
く
の
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
作
例
を
総
覧
し
た
増
川
宏

（
50
）

（
51
）

挿図7　四十八手絵巻　部分



狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

三
五

一
氏
は
、
屋
内
外
を
問
わ
ず
雙
六
は
愛
好
さ
れ
、
花
見
や
紅
葉
狩
に
も
携
行
さ
れ
て

い
っ
た
と
す
る
。

雙
六
の
場
面
は
、
こ
う
し
た
近
世
初
期
の
町
人
に
よ
る
雙
六
愛
好
が
背
景
と
な
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
六
曲
一
隻
の
屏
風
を
背
景
に
し
た
情
景
や
、（
鍾
馗
が
右
手
で
筒

を
上
げ
賽
を
振
ろ
う
と
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
陰
に
一
部
隠
れ
て
は
い
る
も
の
の
）盤
面
は
そ
れ

ぞ
れ
地
が
十
二
区
画
描
か
れ
、
ま
た
石
は
白
が
十
五
個
、
黒
が
十
四
個
配
置
さ
れ（
残

一
個
は
鍾
馗
の
陰
に
あ
る
の
だ
ろ
う
）、
実
際
の
雙
六
の
ル
ー
ル
に
反
し
て
い
な
い
点
か
ら

も
裏
付
け
ら
れ
る
。

で
は
、
鍾
馗
と
奪
衣
婆
が
本
場
面
に
選
ば
れ
た
の
は
な
ぜ
か
。
三
途
川
姥（
奪
衣
婆
）

は
、
中
国
で
作
ら
れ
た
『
預
修
十
三
生
七
經
』
を
基
に
、
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時

代
初
期
に
か
け
て
日
本
で
作
ら
れ
た
と
さ
れ
る
偽
経
『
佛
説
地
蔵
菩
薩
發
心
因
縁
十

王
經
』
を
典
拠
と
す
る
。
奪
衣
婆
は
、
懸
衣
翁
と
と
も
に
三
途
の
川
の
脇
で
衣
を
奪
い

衣
領
樹
に
掛
け
罪
の
重
さ
を
計
る
と
い
う
。
こ
の
衣
を
奪
う
と
い
う
行
為
が
、
勝
敗
に

よ
っ
て
賭
物
を
奪
う
博
奕
雙
六
に
結
び
つ
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
鍾
馗
は
同
じ

盤
上
遊
戯
の
「
将
棋
」
か
ら
の
連
想
と
思
い
た
く
も
な
る
が
、
奪
衣
婆
が
地
獄
か
ら
連

れ
出
し
た
鬼
と
の
相
性
か
ら
な
の
だ
ろ
う
。
な
お
、
鬼
な
ど
の
異
形
の
者
と
博
奕
雙
六

を
組
み
合
わ
せ
て
描
く
先
例
は
、「
長
谷
雄
草
紙
」（
重
要
文
化
財　

永
青
文
庫
蔵
）に
既
に

知
ら
れ
る
。

次
の
カ
ル
タ
博
奕
も
、「
カ
ル
タ
遊
楽
図
」（
藤
井
永
観
文
庫
蔵
）ほ
か
近
世
初
期
風
俗

画
に
あ
ら
わ
れ
る
主
題
で
、「
邸
内
遊
楽
図
屏
風（
相
応
寺
屏
風
）」
や
「
遊
興
風
俗
図
屏

風
」（
エ
ツ
コ
＆
ジ
ョ
ー
・
プ
ラ
イ
ス
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
）な
ど
、
し
ば
し
ば
共
に
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
。
カ
ル
タ
博
奕
は
、
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
南
蛮
貿
易
を
通

じ
て
渡
来
し
、
寛
永
年
間（
一
六
二
四
〜
四
四
）に
は
、
京
都
で
安
価
な
木
版
カ
ル
タ
が

製
作
さ
れ
爆
発
的
な
人
気
に
な
っ
た
。
慶
安
年
間
に
は
カ
ル
タ
博
奕
に
対
し
、
禁
令
が

（
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（
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）

（
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）

出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
流
行
は
一
向
に
変
わ
ら
ず
、
元
禄
年
間
に
は
大
流
行
を
迎

え
た
と
い
う
。

徳
川
本
で
カ
ル
タ
博
奕
に
参
加
し
て
い
る
の
は
、
孔
子
・
六
方
・
文
殊
・
神
農
の
四

人
が
各
四
枚
の
札
を
持
つ
こ
と
か
ら
確
か
だ
が
、
観
音
が
加
わ
っ
て
い
る
の
か
は
孔
子

の
陰
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
判
然
と
し
な
い
。
札
に
つ
い
て
は
、
交
差
す
る
緑
の

二
本
線
が
描
か
れ
た
札
や
丸
を
斜
め
に
三
つ
連
ね
た
札
が
、天
正
カ
ル
タ
の
「
ハ
ウ（
棍

棒
）」
や
「
オ
ウ
ル（
貨
幣
）」
ら
し
く
も
見
え
る
が
、
そ
れ
以
外
は
漫
然
と
描
か
れ
た
感

が
あ
り
、
枚
数
も
観
音
の
手
札
と
膝
元
の
札
を
考
慮
し
て
も
、
合
計
四
十
枚
を
正
確
に

数
え
描
い
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
江
橋
崇
氏
が
「
時
代
が
下
る
と
カ
ル
タ
の
描
写
が

不
正
確
に
な
」
る
と
指
摘
す
る
近
世
初
期
風
俗
画
の
流
れ
に
従
う
の
だ
ろ
う
。

カ
ル
タ
博
奕
に
配
さ
れ
る
孔
子
・
観
音
・
六
方
・
維
摩
・
文
殊
菩
薩
・
神
農
・
閻
魔

は
、
六
方
の
典
拠
は
未
詳
で
あ
る
も
の
の
、
カ
ル
タ
博
奕
と
い
う
主
題
で
の
群
像
表
現

を
目
的
に
儒
教
・
仏
教
・
道
教
か
ら
無
作
為
に
選
出
さ
れ
た
向
き
が
あ
る
。
カ
ル
タ
博

奕
と
関
わ
り
あ
る
典
拠
を
徴
す
る
と
、
閻
魔
と
獄
卒
鬼
が
地
獄
に
落
と
そ
う
と
し
た
博

奕
打
と
の
勝
負
に
負
け
、
と
う
と
う
博
奕
打
を
極
楽
へ
行
か
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
、

と
い
う
室
町
時
代
の
博
奕
流
行
の
中
で
生
ま
れ
た
と
さ
れ
る
狂
言
「
博
奕
十
王
」
に
当

た
る
。「
博
奕
十
王
」
の
中
で
の
博
奕
は
、
カ
ル
タ
で
は
な
く
賽
で
あ
る
た
め
直
接
の

典
拠
と
は
な
ら
な
い
が
、
十
王
を
博
奕
の
場
面
に
据
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
近
世
初
期
風
俗
画
に
頻
出
す
る
主
題
を
描
き
つ
つ
も
、
関
連
す
る
典
拠
を
も

つ
人
物
を
一
部
の
登
場
人
物
と
し
て
選
び
、
文
学
的
な
奥
行
き
の
あ
る
諧
謔
表
現
を
成

立
さ
せ
て
い
る
。

　
［
下
3
］　

不
動
明
王
の
逆
立
ち

遠
山
を
背
景
に
、
萩
や
薄
・
桔
梗
と
い
っ
た
秋
草
が
咲
く
。
そ
の
中
を
中
啓
を
持
ち

侍
烏
帽
子
を
被
っ
た
白
兎
と
持
枝
を
手
に
し
赤
頭
を
被
っ
た
狐
が
歩
く
と
こ
ろ
を
一

（
55
）

（
56
）



狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

三
六

匹
の
蛙
が
迎
え
る
。
蛙
が
指
差
す
先
で
は
、
不
動
明
王
が
石
の
上
で
逆
立
ち
を
し
て
い

る
。
傍
ら
で
は
兎
が
不
動
明
王
の
三
鈷
剣
を
預
か
り
、
さ
ら
に
後
方
で
は
狸
が
構
え
る
。

逆
立
ち
は
、「
鳥
獣
人
物
戯
画
」
丙
巻
に
、
逆
立
ち
す
る
猿
を
め
ぐ
っ
て
猿
と
蛙
が

神
通
力
を
競
い
合
う
験
競
べ
の
場
面
が
描
か
れ
て
お
り
、
本
場
面
が
作
図
さ
れ
た
要
因

の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

不
動
明
王
は
、
安
然
著
『
不
動
明
王
立
印
儀
軌
修
行
次
第
胎
蔵
行
法
』
が
造
形
の
基

と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
同
書
に
挙
げ
ら
れ
る
十
九
観
に
基
づ
く
「
不
動
明
王
二
童
子
像

（
青
不
動
）」（
国
宝　

青
蓮
院
蔵
）の
よ
う
に
、
本
場
面
の
不
動
明
王
は
、
童
子
体
型
で
、

頭
頂
に
七
莎
髻
が
あ
り
、
左
に
一
弁
髪
を
垂
ら
し
、
右
下
歯
で
上
唇
を
喫
み
左
上
歯
で

下
唇
を
噛
み
、
憤
怒
の
表
情
を
あ
ら
わ
し
、
口
を
閉
じ
、
体
の
色
は
青
黒
く
、
遍
身
に

迦
楼
羅
炎
を
ま
と
い
、
大
盤
石
の
上
に
倒
立
し
、
傍
ら
の
兎
は
不
動
明
王
の
従
え
る
矜

羯
羅
童
子
あ
る
い
は
制
吒
迦
童
子
の
よ
う
に
剣
を
執
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。

不
動
明
王
が
、
本
場
面
の
登
場
人
物
に
選
ば
れ
た
の
は
、
典
拠
に
記
さ
れ
る
と
お
り

の
動
か
な
い
「
不
動
」
の
存
在
が
逆
立
ち
す
る
こ
と
に
よ
る
諧
謔
味
を
狙
っ
た
か
ら
な

の
だ
ろ
う
。

　
［
下
4
］　

隠
元
の
蜘
蛛
舞

前
の
場
面
の
草
む
ら
の
外
れ
か
ら
、
画
面
左
上
方
に
向
か
っ
て
真
っ
直
ぐ
に
綱
が
張

ら
れ
る
。
そ
の
綱
に
乗
っ
て
下
り
て
く
る
の
は
、
払
子
と
日
の
丸
扇
を
持
っ
た
隠
元

隆
琦（
一
五
九
二
〜
一
六
七
三
）で
あ
る
。
隠
元
の
下
で
は
被
っ
て
い
た
赤
頭
が
落
ち
て
い

く
。
隠
元
を
見
て
笑
う
二
人
の
童
子
の
横
に
は
、
隠
元
の
渡
っ
て
い
た
綱
の
柱（
梯
子
）

が
描
か
れ
る
。
さ
ら
に
、
三
人
の
人
物
が
太
鼓
・
横
笛
・
小
鼓
を
演
奏
し
、
そ
の
傍
ら

に
は
奏
者
の
い
な
い
三
味
線
が
転
が
る
。
後
に
掲
げ
る
伝
狩
野
探
幽
筆
「
探
幽
狂
画
」

（
個
人
蔵
）に
も
同
様
の
場
面
が
収
録
さ
れ
、
そ
の
画
中
の
添
書
に
よ
り
、
彼
ら
の
う
ち

頭
巾
を
被
っ
た
二
人
は
木
庵
性
瑫（
一
六
一
一
〜
八
四
）・
即
非
如
一（
一
六
一
六
〜
七
一
）

と
判
る
。

隠
元
が
興
じ
る
の
は
、
室
町
時
代
末
期
か
ら
江
戸
時
代
中
期
に
か
け
て
行
な
わ
れ

た
、
一
本
の
綱
の
上
や
灯
呂
木
の
上
で
自
在
に
動
い
て
回
る
蜘
蛛
舞
で
あ
り
、
寛
永

年
間（
一
六
二
四
〜
四
五
）以
後
三
都
で
好
評
を
博
し
、
特
に
京
都
で
は
禁
裏
や
市
井

で
盛
ん
に
演
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
な
に
よ
り
承
応
三
年

（
一
六
五
四
）か
ら
明
暦
三
年（
一
六
五
七
）に
か
け
て
来
日
し
た
と
い
う
黄
檗
僧
が
描
か
れ

る
の
は
、
既
に
見
て
き
た
同
時
代
の
風
俗
や
文
物
を
描
写
す
る
こ
と
が
本
場
面
の
主
題

で
あ
っ
た
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。

　
［
下
5
］　

猩
々
・
酒
呑
童
子
ら
の
酒
宴

柿
本
人
麻
呂
は
じ
め
、
慧
遠
法
師（
三
三
四
〜
四
一
六
）・
猩
々
・
菊
慈
童
・
酒
呑
童

子
・
西
行
・
小
野
小
町（
生
歿
年
未
詳
）が
酒
宴
を
繰
り
広
げ
る
。
猩
々
が
酒
を
汲
み
出

す
酒
壺
の
横
に
は
、
島
台
や
枇
杷
・
桃
の
乗
っ
た
鉢
等
が
置
か
れ
る
。
後
方
で
は
、
二

人
の
鬼
が
「
南
都
諸（
白
）」
と
書
か
れ
た
酒
樽
を
運
ん
で
い
る
。

一
見
、
無
作
為
に
登
場
人
物
を
並
べ
た
群
像
表
現
に
過
ぎ
な
い
よ
う
だ
が
、
石
田
氏

が
「
い
わ
ば
謡
本
の
題
簽
を
貼
り
並
べ
た
よ
う
な
趣
向
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、「
三
笑
」

の
慧
遠
・「
大
江
山
」
の
酒
呑
童
子
・「
西
行
桜
」
の
西
行
・「
卒
都
婆
小
町
」
の
小
町
、

「
猩
々
」・「
枕
慈
童
」（
観
世
流
の
み
「
菊
慈
童
」）と
い
っ
た
よ
う
に
、
能
に
も
取
り
上
げ

ら
れ
る
人
物
が
本
場
面
の
大
勢
と
な
っ
て
い
る
。
能
に
お
い
て
酒
に
ま
つ
わ
る
人
物
を

中
心
に
選
び
酒
宴
を
主
題
と
し
て
構
成
さ
れ
た
場
面
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

な
お
、
酒
呑
童
子
は
、
狩
野
元
信
筆
「
酒
伝
童
子
絵
巻
」（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
）中

巻
第
七
段
、
酒
に
酔
っ
た
童
子
の
姿（
挿
図
8
）が
転
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
柿
本
人
麻

呂
は
、［
上
17
］阿
難
た
ち
の
酒
宴
で
も
確
認
さ
れ
た
「
酒
飯
論
絵
巻
」
第
二
段
の
広
間

右
方
で
額
に
手
を
当
て
な
が
ら
笑
う
僧
侶
の
姿
が
元
と
な
っ
て
い
る
。

　
［
下
6
］　

弁
慶
と
一
寸
法
師

（
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（
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）
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（
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）



狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

三
七

『
義
経
記
』
巻
三
「
弁
慶
洛
中
に
於
い
て
人
の
太
刀
奪
い
取
る
事
」
で
は
太
刀

九
百
九
十
九
振
を
集
め
て
い
た
と
語
ら
れ
る
武
蔵
坊
弁
慶（
生
年
未
詳
〜
一
一
八
九
）が
、

背
中
に
棍
棒
や
熊
手
・
鋸
・
槌
・
斧
・
鎌
を
背
負
い
、
長
刀
を
手
に
画
面
右
へ
と
逃
げ

て
い
る
。
弁
慶
の
振
り
向
く
先
に
は
、
刀
を
腰
に
差
し
た
直
垂
姿
の
小
柄
な
人
物
が
長

い
棒
を
持
ち
追
い
か
け
て
来
る
。

牛
若
丸（
一
一
五
九
〜
八
九
）の
代
わ
り
に
描
か
れ
る
小
柄
な
人
物
は
、
後
に
掲
げ
る

狩
野
昌
運
筆
「
異
代
同
戯
図
巻
」（
福
岡
市
美
術
館
蔵
）で
は
「
一
寸
ほ
う
し
」
と
添
書
さ

れ
る
。
先
に［
上
2
］孔
明
と
一
寸
法
師
で
述
べ
た
一
寸
法
師
の
絵
画
表
現
を
考
慮
す
れ

ば
、
こ
の
添
書
は
正
し
い
と
解
釈
さ
れ
る
。
牛
若
丸
を
一
寸
法
師
に
変
え
た
の
は
、
両

（
63
）

者
が
英
雄
譚
の
主
人
公
で
あ
る
こ
と
、
能
「
橋
弁
慶
」
で
牛
若
丸
が
十
二
、
三
歳
の
若

者
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
役
者
に
子
方
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
等
に
よ
る
の
だ
ろ
う
。
登

場
人
物
の
典
拠
を
利
用
し
た
揶
揄
表
現
と
見
な
せ
る
。

　
［
下
7
］　

翁

白
式
尉
を
つ
け
翁
扇
を
手
に
し
た
翁
と
、
黒
式
尉
を
つ
け
鈴
と
翁
扇
を
持
っ
た
三
番

三（
叟
）が
描
か
れ
る
。
千
歳
の
み
描
か
れ
な
い
が
、
能
や
狂
言
よ
り
も
古
く
に
成
立
し

た
と
さ
れ
、
天
下
泰
平
・
国
土
安
穏
・
千
秋
萬
歳
お
よ
び
五
穀
豊
穣
を
祈
り
祝
祷
す
る

能
「
翁
」
を
描
い
た
場
面
で
あ
る
。
他
の
場
面
と
一
線
を
画
し
、
典
拠
と
異
な
る
表
現

や
諧
謔
表
現
が
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
絵
巻
に
描
か
れ
る
こ
と
自
体
が
諧
謔
と
い
う
の
だ

ろ
う
か
。

　
［
下
8
］　

乙
御
前
の
行
列

画
面
左
へ
と
進
む
行
列
に
は
、
右
か
ら
丁
稚
と
し
て
乙
御
前
の
履
物
を
持
ち
随
う
全

身
青
ざ
め
た
才
六
に
は
じ
ま
り
、
大
形
の
鳥
に
乗
り
鏡
を
手
に
し
た
乙
御
前
、
右
肩
に

担
い
だ
天
秤
棒
で
海
老
と
乙
御
前
の
鏡
台
を
運
ぶ
蜆
子
和
尚
が
先
ず
登
場
す
る
。
次
に

奴
二
人
に
綱
で
引
か
れ
た
虎
に
豊
干
が
乗
り
、
そ
れ
に
片
箱
の
挟
箱
を
担
い
だ
寒
山
と

長
刀
を
持
っ
た
拾
得
が
先
導
す
る
。

本
場
面
は
、
婚
礼
行
列
等
の
大
名
行
列
を
パ
ロ
デ
ィ
化
し
た
よ
う
で
あ
る
。
醜
女
で

あ
る
乙
御
前
の
婚
礼
を
示
す
と
す
れ
ば
、
乗
物
で
は
な
く
大
き
な
鳥
に
乗
っ
て
い
る
の

が
滑
稽
さ
の
演
出
な
の
だ
ろ
う
か
。

一
見
、
鶴
の
よ
う
に
も
見
え
る
こ
の
鳥
は（
挿
図
9
）、
全
体
的
に
灰
色
が
か
り
、
脚

は
太
く
指
は
二
本
、
嘴
と
頸
は
太
く
短
く
、
目
は
円
で
は
な
く
上
部
が
眉
弓
に
隠
れ
三

白
眼
の
よ
う
な
力
強
い
印
象
で
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
十
七
世
紀
に
お
け
る
狩
野

派
の
鶴
の
表
現
に
そ
ぐ
わ
ず
、
鶴
を
意
図
し
た
表
現
と
は
考
え
が
た
い
。
石
田
氏
の
指

摘
す
る
と
お
り
、
こ
の
鳥
は
駝
鳥
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
江
戸
時
代
に
駝
鳥
と
し
て

（
64
）
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狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

三
八

描
か
れ
た
図
の
多
く
は
、「
ヒ
ク
イ
ド
リ
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
中
、
萬
治
元

年（
一
六
五
八
）正
月
十
五
日
に
、
参
府
し
た
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
が
献
上
し
た
「
ほ
う
よ

ろ
す
と
れ
い
す
」（
当
時
のvogelstruis

の
和
読
と
訛
化
）一
羽
の
み
が
、
江
戸
時
代
に
来
日

し
た
唯
一
の
駝
鳥
で
あ
り
、
そ
の
駝
鳥
を
描
い
た
と
さ
れ
る
土
佐
山
内
家
旧
蔵
「
駝
鳥

（
65
）

（
66
）

図
」（
高
知
県
立
高
知
城
歴
史
博
物
館
蔵　

挿
図
10
）が
遺
さ
れ
て
い
る
。「
駝
鳥
図
」
に
つ
い

て
は
実
見
の
機
会
を
得
て
い
な
い
が
、
写
真
を
見
る
か
ぎ
り
、
特
に
太
く
描
か
れ
た
脚

と
嘴
の
色
以
外
、
特
徴
を
ほ
ぼ
同
じ
く
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
姿
態
に
は
鶴
と
似
た

表
現
も
見
ら
れ
る
が
、
当
時
ほ
と
ん
ど
の
日
本
人
が
駝
鳥
の
実
物
を
見
て
い
な
い
状
況

と
、
近
世
以
前
の
日
本
で
多
く
の
虎
が
猫
か
ら
描
か
れ
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
乙
御

前
が
乗
る
鳥
は
駝
鳥
と
断
じ
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。

乙
御
前
の
前
を
歩
く
蜆
子
和
尚
は
、
蝦（
海
老
）と
蜆
採
り
用
の
網
を
持
ち
、
豊
干
は

虎
に
乗
り
、
寒
山
・
拾
得
は
そ
れ
ぞ
れ
箒
と
巻
子
を
左
腰
に
提
げ
る
。
こ
こ
で
は
そ
れ

ぞ
れ
が
誰
で
あ
る
か
を
示
す
よ
う
に
、
典
拠
に
合
わ
せ
て
各
々
の
持
物
が
き
ち
ん
と
添

え
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
徳
川
本
で
は
、
拾
得
の
持
つ
長
刀
の
柄
先
が
紙
継
と
と
も
に
切
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
。「
異
代
同
戯
図
巻
」
で
は
、
続
け
て
提
灯
を
持
っ
た
の
ろ
ま
が
描
か
れ
る
。

こ
の
の
ろ
ま
と
本
場
面
先
頭
の
才
六
と
い
う
青
黒
い
肌
で
描
か
れ
た
両
者
に
つ
い
て

は
、
石
田
氏
が
野
呂
間（
松
）人
形
と
の
関
連
を
指
摘
し
て
い
る
。
野
呂
間
人
形
は
寛
文

か
ら
延
宝
年
間（
一
六
六
一
〜
八
一
）ご
ろ
に
江
戸
の
野
呂
松
勘
兵
衛
が
使
い
始
め
た
青

黒
い
顔
貌
を
し
た
道
化
人
形
で
あ
り
、
人
形
浄
瑠
璃
の
あ
い
だ
に
間
狂
言
を
演
じ
た
と

い
う
。

　
［
下
9
］　

龐
居
士
一
家
と
太
公
望
の
蜻
蛉
釣

柳
の
下
、
龐
居
士（
生
年
未
詳
〜
八
一
五
）と
妻
が
竹
籠
を
編
み
、
娘
で
あ
る
霊
照
女
が

完
成
し
た
竹
籠
を
手
に
す
る
。
龐
居
士
の
目
線
の
先
に
は
、
そ
の
籠
を
使
っ
て
か
、
太

公
望（
呂
尚　

生
歿
年
未
詳
）が
水
辺
で
蜻
蛉
釣
に
励
み
、
釣
り
糸
に
は
一
匹
の
蜻
蛉
が
繋

が
れ
て
い
る
。
そ
の
対
岸
に
は
、
猿
が
蓮
の
上
で
巻
子
を
広
げ
る
。

唐
代
に
生
き
た
龐
居
士
は
、
富
豪
で
あ
っ
た
が
全
財
産
を
捨
て
、
丹
霞
天
然
と
と

も
に
儒
教
か
ら
禅
へ
身
を
移
し
、
石
頭
希
遷（
七
〇
〇
〜
九
〇
）や
馬
祖
道
一（
七
〇
九
〜

（
67
）

（
68
）

（
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）

（
70
）

（
71
）
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狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

三
九

八
八
）に
参
禅
し
、
竹
籠
を
編
み
娘
の
霊
照
女
が
そ
れ
を
売
っ
て
生
計
を
立
て
た
と
い

う
。
禅
画
題
と
し
て
好
ま
れ
、
岩
佐
又
兵
衛
筆
「（
旧
金
谷
屏
風
）龐
居
士
図
」（
福
井
県
立

美
術
館
蔵
）は
じ
め
多
く
の
絵
画
・
画
賛
作
品
が
遺
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
う
し

た
作
例
同
様
、
典
拠
ど
お
り
の
表
現
と
な
っ
て
い
る
。

周
の
太
公
望
は
、
渭
水
の
ほ
と
り
で
釣
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
を
周
の
文
王（
周
祖
太

公
）に
見
出
さ
れ
、
そ
の
師
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
特
に
釣
り
の
際
の
様
子
は
、
元
代

に
成
立
し
『
封
神
演
義
』
の
元
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
『
武
王
伐
紂
平
話
』
に
は
、
餌
を

付
け
ず
に
水
面
か
ら
針
を
三
尺
離
し
て
い
た
と
記
さ
れ
る
。
ま
た
、
蜻
蛉
釣
は
、『
和
漢

三
才
図
會
』
巻
五
十
二
「
蜻
蛉
」
に
、
子
供
が
雌
を
糸
に
繋
ぎ
雄
を
釣
っ
て
遊
ん
で
い

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
本
場
面
は
、
典
拠
に
則
し
、
当
時
の
遊
び
を
組
み
合
わ
せ

て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
る
。

　
［
下
10
］　

日
蓮
と
法
然
の
腕
相
撲

二
人
の
僧
侶
が
腕
相
撲
を
し
、
僧
侶
や
裃
姿
の
武
士
が
取
り
囲
む
。

一
見
主
題
が
わ
か
り
づ
ら
い
が
、
同
様
の
場
面
が
「
探
幽
狂
画
」
に
収
録
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
郷
司
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
腕
相
撲
を
す
る
二
人
の
僧
侶
の

内
、
向
か
っ
て
右
側
の
僧
侶
に
「
日
れ
ん
」、
も
う
一
方
に
「
ほ
う
ね
ん
」、
ま
た
「
日

れ
ん
」
の
後
ろ
の
人
垣
に
「
ほ
つ
け
衆
」、「
ほ
う
ね
ん
」
の
後
ろ
に
「
し
や
う
と
し

ゆ
」
と
添
書
が
あ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
日
蓮（
一
二
二
二
〜
八
二
）と
法
然（
一
一
三
三
〜

一
二
一
二
）が
そ
れ
ぞ
れ
法
華
宗
と
浄
土
宗
を
背
負
っ
て
、
腕
相
撲
を
し
て
い
る
と
判

る
。
こ
の
主
題
は
言
う
ま
で
も
な
く
狂
言
「
宗
論
」
で
あ
り
、
曲
中
で
僧
同
士
が
数
珠

を
頂
か
せ
る
の
に
な
ら
っ
て
浄
土
宗
衆
徒
が
杖
に
か
け
た
数
珠
を
日
蓮
の
頭
上
に
か
ざ

し
て
い
る
。
加
え
て
、
法
華
衆
徒
が
法
華
経
と
見
ら
れ
る
巻
物
を
抱
え
て
い
る
の
を
見

る
と
、
天
正
七
年（
一
五
七
九
）五
月
二
十
七
日
に
行
な
わ
れ
た
安
土
宗
論
の
際
に
、
妙

顕
寺
の
大
蔵
坊
が
法
華
経
八
巻
を
持
ち
込
み
、
法
華
宗
が
負
け
た
後
に
見
物
衆
に
よ
っ

て
法
華
経
が
破
り
裂
か
れ
た
、
と
い
う
史
実
を
絵
画
化
し
て
い
る
。
肝
要
な
の
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
宗
祖
で
あ
る
日
蓮
と
法
然
が
登
場
人
物
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
い
わ
ゆ

る
「
四
箇
格
言
」
で
知
ら
れ
る
と
お
り
、
日
蓮
は
法
然
の
浄
土
宗
批
判
を
行
な
っ
て
い

る
が
、
生
歿
年
が
重
な
ら
な
い
両
者
に
宗
論
は
叶
わ
ず
、
後
世
の
両
宗
に
引
き
継
が
れ

る
事
と
な
っ
た
。
そ
う
し
た
意
味
で
待
望
の
対
決
が
本
場
面
で
は
実
現
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
肝
心
の
宗
論
で
は
な
く
腕
相
撲
を
土
俵
に
し
て
争
っ
て
い
る
と
い
う
点

が
諧
謔
味
を
与
え
て
い
る
。
本
場
面
は
、
史
実
を
取
り
入
れ
た
狂
言
の
パ
ロ
デ
ィ
と
見

な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
［
下
11
］　

蟹
に
挟
ま
れ
る
雷
神

先
に［
上
6
］に
登
場
し
た
風
神
と
対
を
な
す
雷
神
が
、
滝
壺
で
蟹
に
足
を
挟
ま
れ

る
。
そ
れ
を
巌
上
か
ら
蟷
螂
が
見
下
ろ
す
。

雷
神
と
蟹
が
関
係
を
持
つ
典
拠
は
見
当
た
ら
な
い
。
雷
神
は
狂
言
「
神
鳴
」
に
登
場

す
る
。
突
然
の
雷
で
医
師
の
前
に
落
ち
た
雷
神
は
、
痛
め
た
腰
を
医
師
に
治
し
て
も
ら

う
が
薬
代
が
な
く
、
代
わ
り
に
天
候
を
守
る
こ
と
を
約
束
す
る
。
一
方
、
蟹
は
狂
言

「
蟹
山
伏
」
に
蟹
の
精
と
し
て
登
場
し
、
旅
途
中
の
山
伏
二
人
を
襲
う
。
有
力
な
典
拠

や
背
景
は
未
詳
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
狂
言
を
組
み
合
わ
せ
て
構
成
さ
れ
た
場
面
と
見

な
し
て
お
き
た
い
。
蟷
螂
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
主
題
に
関
わ
ら
ず
画
面
の

物
語
を
膨
ら
ま
せ
る
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
［
下
12
］　

迦
陵
頻
伽
と
鳥
さ
し

松
の
枝
先
に
止
ま
る
迦
陵
頻
伽
め
が
け
て
、
幹
の
陰
か
ら
鳥
さ
し
が
鳥
黐
を
塗
っ
た

黐
竿
を
差
し
向
け
る
。
想
像
上
の
鳥
で
極
楽
浄
土
に
住
み
美
し
い
声
で
鳴
い
た
と
い
う

迦
陵
頻
伽
は
蓮
の
花
を
手
に
し
て
お
り
、
そ
の
下
に
は
蓮
池
が
広
が
る
。

鳩
摩
羅
什
訳
『
佛
説
阿
弥
陀
經
』
ほ
か
、
迦
陵
頻
伽
に
鳥
さ
し
と
関
連
す
る
典
拠
は

な
い
。
鳥
さ
し
を
行
な
っ
て
い
る
の
が
古
典
画
題
の
登
場
人
物
で
は
な
く
当
代
の
人
物

（
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）

（
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）

（
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）



狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

四
〇

と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
場
面
の
主
題
は
鳥
さ
し
と
考
え
ら
れ
る
。
鳥
さ

し
は
、
室
町
時
代
に
成
立
し
た
「
三
十
二
番
職
人
歌
合
絵
」
に
、
三
番
左
の
鶯
飼
と
と

も
に
三
番
右
に
黐
竿
を
傍
ら
に
置
き
鳥
を
手
に
取
っ
た
姿
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
江
戸

時
代
に
は
、
鷹
匠
に
仕
え
餌
用
の
小
鳥
を
捕
ま
え
て
い
た
と
い
う
。

既
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
久
隅
守
景
筆
「
鷹
狩
図
屏
風
」（
日
東
紡
績
株
式
会
社
蔵
）

の
左
隻
第
八
扇
に
、
樹
上
の
鳥
を
黐
竿
で
狙
う
鳥
さ
し
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
人

物
の
姿
態
は
異
な
る
が
、『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』
巻
三
に
は
、
近
い
構
図
で
鳥
を
火
縄
銃

で
狙
う
猟
師
が
収
録
さ
れ
る（
挿
図
11
）。
興
味
深
い
の
は
、
本
書
の
猟
師
に
つ
い
て
の

解
説
で
猟
師
は
殺
生
を
す
る
こ
と
か
ら
忌
避
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
点
で
あ

る
。［
上
16
］で
見
た
漁
同
様
に
殺
生
に
関
わ
る
職
能
が
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は

看
過
し
が
た
い
。

（
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）

　
［
下
13
］　

六
祖
・
天
神
ら
の
風
流
踊

杵
を
担
い
だ
六
祖
慧
能（
六
三
八
〜
七
一
三
）、
松
枝
を
担
い
だ
五
祖
弘
忍（
六
〇
二
〜

七
五
）、
棒
で
茶
碗
を
廻
し
右
手
に
梅
枝
を
持
つ
天
神（
菅
原
道
真　

八
四
五
〜
九
〇
三
）、

鉄
枴
仙
人（
李
鉄
枴　

生
歿
年
未
詳
）が
撥
を
持
ち
叩
く
太
鼓
を
抱
え
る
蝦
蟇
仙
人（
劉
海

蟾　

生
歿
年
未
詳
）と
蝦
蟇
、
袖
を
上
げ
踊
る
蘇
東
坡（
一
〇
三
六
〜
一
一
〇
一
）、
横
笛
を

吹
く
張
良（
生
年
未
詳
〜
前
一
八
六
）、
腰
鼓
を
打
つ
樊
噲（
生
年
未
詳
〜
前
一
八
九
）、
扇

を
持
っ
て
舞
う
渡
辺
綱（
九
五
三
〜
一
〇
二
五
）、
小
鼓
を
打
つ
明
恵
上
人（
一
一
七
三
〜

一
二
三
二
）、
縦
笛
を
吹
く
朝
比
奈
義
秀（
一
一
七
六
〜
歿
年
未
詳
）、
拍
子
木
を
打
つ
義
経

伝
説
上
の
熊
坂
長
範
が
描
か
れ
る
。

石
田
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
そ
れ
ぞ
れ
が
能
狂
言
、
幸
若
舞（
中
略
）な
ど
の
芸

能
や
文
学
で
特
に
親
し
ま
れ
た
英
雄
、
主
人
公
ば
か
り
で
あ
る
」。
こ
れ
ま
で
見
て
き

た
傾
向
か
ら
言
え
ば
、
群
像
表
現
で
描
か
れ
る
本
場
面
は
、［
下
5
］猩
々
・
酒
呑
童
子

ら
の
酒
宴
に
比
べ
、
登
場
人
物
の
典
拠
は
風
流
踊
と
い
う
主
題
に
あ
ま
り
関
係
が
な

い
。
細
か
に
見
て
み
る
と
、
天
神
が
行
な
っ
て
い
る
の
は
、
茶
碗
廻
し
で
あ
る
。
江
戸

時
代
初
期
に
編
ま
れ
た
軍
書
「
甲
陽
軍
艦
」
八
品
「
判
兵
庫
星
占
之
事
、
付
長
坂
長
閑

面
目
ヲ
失
事
」
に
は
、
鼻
の
先
に
載
せ
た
矢
の
二
、
三
倍
の
長
さ
の
棒
の
上
に
茶
碗
を

置
き
、く
る
く
る
と
回
し
落
ち
な
い
よ
う
に
す
る
放
下
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
人

倫
訓
蒙
図
彙
』
巻
七
に
は
、
同
様
の
皿
廻
し
の
放
下
が
描
か
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

近
世
初
期
風
俗
画
に
描
か
れ
る
よ
う
な
当
時
の
風
流
踊
を
描
く
こ
と
が
本
場
面
の
眼
目

な
の
だ
ろ
う
。

　
［
下
14
］　

浄
瑠
璃
御
前
と
を
く
り

浄
瑠
璃
御
前
が
照
手
の
代
わ
り
に
、
餓
鬼
阿
弥
姿
の
を
く
り（
小
栗
）を
車
で
曵
く
。

後
ろ
に
続
く
三
人
の
子
供
ら
の
内
一
人
の
手
に
は
、
笹
が
握
ら
れ
る
。

浄
瑠
璃
御
前
と
を
く
り
は
そ
れ
ぞ
れ
、
岩
佐
又
兵
衛
筆
「
上
瑠
璃
物
語
絵
巻
」（
Ｍ

（
80
）

（
81
）

（
82
）

（
83
）

挿図11　人倫訓蒙図彙　巻三　挿絵
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Ｏ
Ａ
美
術
館
蔵
）や
同
筆
「
小
栗
判
官
絵
巻
」（
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）に
も
描
か
れ
る
、

浄
瑠
璃
「
浄
瑠
璃
物
語
」
と
説
教
節
「
を
く
り
」
の
主
人
公
で
あ
る
。
子
供
ら
の
手
に

笹
が
描
か
れ
る
の
は
、
照
手
が
餓
鬼
阿
弥
姿
の
を
く
り
を
曳
く
際
、
狂
女
の
姿
に
擬
し

て
い
た
こ
と
に
因
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
。
浄
瑠
璃
お
よ
び
説
教
節
は
、
十
七
世
紀
の
市

井
に
お
い
て
、
と
も
に
人
形
を
用
い
た
大
道
芸
め
い
た
展
開
を
み
せ
高
い
人
気
を
誇
っ

た
と
さ
れ
、
細
部
に
物
語
が
反
映
さ
れ
た
本
場
面
も
そ
の
影
響
下
で
生
ま
れ
た
と
見
な

せ
る
。

［
下
15
］　

網
に
か
か
る
琴
高
仙
人

舟
か
ら
漁
師
の
投
げ
た
投
網
に
、
鯉
に
乗
っ
た
琴
高
仙
人
が
亀（
ス
ッ
ポ
ン
か
）と
と

も
に
引
っ
か
か
る
。
舟
の
上
で
は
、
そ
の
様
子
を
見
て
、
漁
師
は
呆
れ
笑
い
、
三
人
の

子
供
た
ち
は
指
差
し
笑
う
。

涿
水
に
潜
り
龍
の
子
を
取
っ
て
来
る
と
弟
子
に
言
い
遺
し
た
あ
と
、
約
束
の
日
に
赤

い
鯉
に
乗
っ
て
現
れ
た
と
い
う
琴
高
仙
人（
生
歿
年
未
詳
）の
典
拠
を
素
直
に
転
じ
て
作

ら
れ
た
と
言
え
る
。
ま
た
、
一
方
で
、［
上
16
］阿
弥
陀
如
来
ら
の
漁
と
同
様
に
、
漁
も

主
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
当
時
の
山
村
の
漁
撈
実
態
を
反
映
し
て
い
た
可
能
性
が
あ

る
。
製
作
時
期
よ
り
も
百
年
ほ
ど
後
の
史
料
に
な
る
が
、
宝
暦
四
年（
一
七
五
四
）に
刊

行
さ
れ
た
『
日
本
山
海
名
物
図
会
』
巻
五
、「
淀
鯉
」
の
項
に
は
、
舟
に
乗
っ
た
漁
夫
が

投
網
で
鯉
漁
を
す
る
図
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
投
網
と
琴
高
仙
人
と
い
う
組
み
合
わ
せ

が
、
鯉
を
投
網
で
捕
ら
え
る
と
い
う
当
時
の
漁
撈
事
情
を
下
敷
き
に
し
て
い
た
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
（
二
）主
題
の
分
類

こ
れ
ま
で
、「
戯
画
図
巻
」
の
諧
謔
表
現
に
関
し
て
は
、
石
田
氏
に
よ
っ
て
次
の
三

点
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

一
、
動
物
の
擬
人
化
と
、
特
定
人
物
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
滑
稽
さ
を
引
き

出
す
。

二
、
故
事
人
物
の
風
貌
に
脚
色
を
加
え
、「
や
つ
し
」
の
趣
向
に
よ
っ
て
滑
稽
さ
を

表
す
。
曲
技
な
ど
に
つ
い
て
は
、「
鳥
獣
人
物
戯
画
」
を
先
例
と
す
る
。

三
、
和
漢
・
聖
俗
・
古
今
・
公
武
に
わ
た
る
人
物
を
組
み
合
わ
せ
た
群
像
表
現
を
多

用
す
る
。

し
か
し
、
徳
川
本
に
含
ま
れ
る［
上
2
］孔
明
と
一
寸
法
師
の
曲
技
や
、［
上
12
］白
衣

観
音
の
射
撃
な
ど
、
十
七
世
紀
当
時
の
風
俗
を
元
に
し
た
場
面
は
石
田
氏
の
想
定
か
ら

は
外
れ
て
し
ま
う
。
こ
れ
ら
は
全
体
の
ど
れ
ほ
ど
を
占
め
る
の
か
。

そ
こ
で
、
前
章
で
行
な
っ
た
登
場
人
物
の
典
拠
と
場
面
の
主
題
の
検
討
を
基
に
、

「
戯
画
図
巻
」
の
主
題
を
分
類
す
る
と
、［
表
1
］徳
川
本
の
主
題
分
類
表
の
よ
う
に
な

る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
放
下
な
ど
の
曲
技
や
武
家
の
武
術
・
砲
術
と
い
っ
た
十
七
世
紀

当
時
の
文
物
は
、
徳
川
本
の
中
で
は
約
四
割
を
占
め
、
最
も
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
判
る
。
つ
ま
り
、
石
田
氏
が
狩
野
昌
運
筆
「
異
代
同
戯
図
巻
」
に
お
い
て
指
摘
し

た
、「
式
楽
と
し
て
能
楽
、
狂
言
を
た
し
な
み
、
俳
譜
、
狂
歌
」
を
享
受
し
、「
和
漢
の

古
典
常
識
を
共
有
」
し
た
「
武
家
の
教
養
文
化
」
と
の
密
接
な
関
連
性
に
加
え
、
同
時

代
の
文
物
を
描
く
こ
と
も
「
戯
画
図
巻
」
の
眼
目
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
指
摘
で
き
る
。

同
時
に
、
正
月
風
景
と
い
う
「
月
次
絵
」
初
め
の
主
題
を
冒
頭
に
置
く
巻
が
上
巻
に
相

応
し
い
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
る
。

　
　
　

三　

戯
画
図
巻
諸
本
の
比
較
検
討

次
に
諸
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
類
本
の
基
本
情
報
を
列
挙
し
、
比
較
検
討
か
ら
諸

本
間
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
な
お
、
収
録
場
面
数
に
つ
い
て
は
、
内
容
の
再
検

（
84
）

（
85
）

（
86
）

（
87
）

（
88
）



狩
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討
に
際
し
、
場
面
の
区
切
り
を
再
考
し
た
た
め
、
こ
れ
ま
で
報
告
さ
れ
た
場
面
数
と
若

干
異
な
る
。

①　

徳
川
本（
前
述
の
と
お
り
）

②　

筆
者
未
詳
「
滑
稽
仏
画
」
一
巻　

東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
蔵（
以
下
「
東
京
藝

大
本
」
と
略
称
す
る
）

法
量
：
縦
三
四
・
〇
糎　

長
六
八
四
・
七
糎

材
質
：
紙
本
淡
彩

収
録
場
面
数
‥
十
一
場
面

③　

筆
者
未
詳
「
聖
賢
漫
画
」
二
巻　

武
蔵
野
美
術
大
学
美
術
資
料
図
書
館
蔵（
以
下

「
武
蔵
美
本
」
と
略
称
す
る
）

法
量
：
上
巻　

縦
三
七
・
五
糎　

長
二
七
九
・
六
糎

下
巻　

縦
三
八
・
一
糎　

長
一
〇
五
〇
・
八
糎

材
質
：
紙
本
淡
彩

備
考
：
款
記
・
印
章
は
な
い
が
、
下
巻
末
に
「
天
明
元
年（
一
七
六
一
）日
閏
五
月

一
三
日
」
の
墨
書
あ
り
。

収
録
場
面
数
：
十
七
場
面

④　

狩
野
昌
運
筆
「
異
代
同
戯
図
巻
」
一
巻　

福
岡
市
美
術
館
蔵（
以
下
「
昌
運
本
」
と

略
称
す
る
）

法
量
：
縦
二
八
・
六
糎　

長
一
三
三
四
・
八
糎

材
質
：
紙
本
淡
彩

款
記
：「
狩
野
昌
運
季
信
圖
之
」

印
章
：「
釣
深
斎
」
朱
文
方
印

収
録
場
面
数
：
二
十
三
場
面

（
89
）

（
90
）

主題分類 該当場面 検討の余地
を残す場面 合計場面数 全体に占め

る割合（％）

17世紀当時
の文物

風俗画題材 上1、上11、上17、下2、下9、下13

19（2）

6

40.4

12.8
狩猟・漁撈に関する職能 上15、上16、下12、下15 上7、上13 6（2） 12.8
曲技 上2、下4、下13 3 6.4
武芸 上12、下1 2 4.2
渡来物 下4、下8 2 4.2

登場人物の典拠の翻案 上4、上7、上8、上9、上10、上11、
下1、下3、下6、下9、下15 下2 12（1） 25.5

能・狂言 上3、上12、下5、下7、下10 下2、下11 7（2） 14.9
鳥獣人物戯画 上3、上5、上12、下3 4 8.5
史実 上5、下10 2 4.3
古絵巻の図様 上6 1 2.1
浄瑠璃・説教節 下14 1 2.1
舞楽 上3 1 2.1

（総計） 47（5） 99.9

［表1］徳川本の主題分類表

凡例：本表は、徳川本の収録場面での検討で得られた分析を元に、徳川本の主題を分類し、場面数を示した表である。
場面によっては、複数の要素から成っているため、複数の主題に同一場面が重複することがある。
鳥獣人物戯画の項目については、特に主題に「鳥獣人物戯画」が関わっている場合につき、計上した。

「検討の余地を残す場面」には分類に当てはまる可能性があるものの、強く判断出来ない場面を記入した。
合計場面数は、該当場面数と検討の余地を残す場面数を足した数であり、検討の余地を残す場面数については（　）内に
記した。
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⑤　

伝
狩
野
探
幽
筆
「
探
幽
狂
画
」
二
巻　

個
人
蔵（
以
下
「
暁
斎
本
」
と
略
称
す
る
）

法
量
：
上
巻　

縦
二
八
・
〇
糎　

長
一
〇
七
一
・
九
糎

下
巻　

縦
二
七
・
八
糎　

長
九
三
六
・
〇
糎

材
質
：
紙
本
淡
彩

備
考
：
款
記
・
印
章
な
し
。
河
鍋
暁
斎
旧
蔵
。

収
録
場
面
数
：
二
十
場
面

⑥　

狩
野
永
納
筆
「
滑
稽
図
絵
巻
」
一
巻　

個
人
蔵（
以
下
「
永
納
本
」
と
略
称
す
る
）

法
量
：
二
九
・
三
糎　

長
八
六
九
・
四
糎

材
質
：
紙
本
著
彩

款
記
：「
永
納
筆
」

印
章
：「
山
静
」
白
文
方
印
、「
永
納
」
朱
文
方
印

収
録
場
面
数
‥
十
二
場
面
収
録
。

⑦　

狩
野
為
信
筆
「
戯
画
図
巻
」
二
巻　

ギ
メ
東
洋
美
術
館
蔵（
以
下
「
為
信
本
」
と
略

称
す
る
）

法
量
：
上
巻　

縦
三
一
・
四
糎　

長
一
〇
七
一
・
五
糎

　
　
　

下
巻　

縦
三
一
・
八
糎　

長
一
〇
九
一
・
七
糎

材
質
：
絹
本
淡
彩

款
記
：
上
巻
「
狩
野
為
信
筆
」、
下
巻
「
狩
野
為
信
筆
」

印
章
：
上
巻
「
狩
野
主
水
」
白
文
円
印
・「
狩
野
為
信
」
朱
文
壺
印

　
　
　

下
巻
「
狩
野
主
水
」
白
文
円
印
・「
狩
野
為
信
」
白
文
方
印

収
録
場
面
数
：
未
詳

⑧　

狩
野
如
川
周
信
筆
「
戯
画
図
巻
」
一
巻　

大
英
博
物
館
蔵（
以
下
「
周
信
本
」
と
略

称
す
る
）

法
量
：
縦
三
一
・
二
糎　

長
五
〇
九
・
一
糎

材
質
：
絹
本
淡
彩

款
記
：「
周
信
筆
」

印
章
：「
如
川
斎
」
朱
文
方
印

収
録
場
面
数
：
十
場
面

ま
ず
、
②
東
京
藝
大
本
は
、
麻
布
一
本
松
狩
野
家
伝
来
資
料
の
内
の
一
つ
で
、
粉
本

で
あ
る
。［
表
2
］諸
本
収
録
場
面
一
覧
表
に
示
し
た
と
お
り
、
①
徳
川
本
の［
上
6
］か

ら［
上
17
］を
写
し
た
内
容
で
、［
上
6
］韋
駄
天
の
凧
揚
げ
が
凧
の
尾
の
み
が
次
の
場
面

上
部
に
遺
さ
れ
て
い
る
の
と
同
様
に
、［
上
13
］福
禄
寿
の
龍
釣
の
み
欠
失
し
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
③
武
蔵
美
本
同
様
に
、
①
徳
川
本
と
雲
や
花
卉
の
形
状
が
一
致
す
る
箇
所

が
多
い
こ
と
か
ら
、
①
徳
川
本
も
し
く
は
同
内
容
の
原
本
を
基
に
し
た
粉
本
と
言
え
る
。

③
武
蔵
美
本
は
、
尾
張
藩
士
の
家
に
生
ま
れ
た
川
崎
千
虎（
一
八
三
六
〜
一
九
〇
二
）と

そ
の
孫
小
虎（
一
八
八
六
〜
一
九
七
七
）が
蒐
集
し
た
絵
巻
の
一
つ
で
あ
る
。
今
回
は
、
先

述
の
と
お
り
、
正
月
風
景
が
「
戯
画
図
巻
」
の
巻
頭
に
相
応
し
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
今
回
は
正
月
の
場
面
を
収
め
る
短
巻
を
上
巻
と
し
た
。
寄
贈
の
時
点
で
は
ま
く

り
の
状
態
で
あ
り
、
そ
の
後
裏
打
ち
を
施
し
巻
物
に
改
装
し
た
と
い
う
。
現
在
別
々
の

箱
で
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、
筆
致
か
ら
同
時
期
に
製
作
さ
れ
た
粉
本
と
考
え
ら
れ
る
。

粉
本
で
あ
る
が
、
明
度
の
高
い
絵
具
で
付
彩
さ
れ
て
お
り
、
他
に
較
べ
色
彩
豊
か
な

印
象
を
受
け
る
。［
表
2
］に
示
し
た
と
お
り
、
収
録
場
面
は
①
徳
川
本
を
部
分
的
に
省

い
た
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
①
徳
川
本［
上
7
］西
行
の
兎
殺
の
場
面
に
描
か
れ
る
雲
の

形
を
は
じ
め
、
細
部
の
表
現
も
一
致
す
る
箇
所
が
多
い
。
た
だ
し
、［
上
3
］蛙
の
舞
楽

を
細
か
に
見
る
と
、
①
徳
川
本
と
異
な
る
花
卉
の
描
き
込
み
も
見
ら
れ
る（
挿
図
12
）。

ま
た
、［
上
12
］白
衣
観
音
の
射
撃
で
は
、
①
徳
川
本
と
②
東
京
藝
大
本
が
百
衣
観
音
の

背
景
の
瀧
を
ほ
ぼ
同
一
の
寒
巌
と
し
た
景
色
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
③
武
蔵
美
本

（
91
）

（
92
）

（
93
）

（
94
）

（
95
）

（
96
）
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順序
内容
①徳川本 ②東京芸大本 ③武蔵美本 ④昌運本 ⑤暁斎本 ⑥永納本 ⑧周信本

上1 正月風景 上6 上1 上1 上6（富士を背景にした猿
の親子が添景に続く）

上6（風神は鷲にさらわれ、続いて富士の麓に開いた穴か
ら、武士がその様子を見上げる） 眉毛を蟹に引っ張られる寿老人

上2 孔明と一寸法師の曲技 上7 上10 上2 下5 下2（雙六の博奕のみ） 琴高仙人と鯉の世話をする猩々

上3 蛙の舞楽 上8 上8 上3 下6 下1（仁王と地蔵菩薩の相撲のみ） 水面に浮かぶ布袋と杖、それを近くの岩洞から見つめ
る布袋

上4 懶瓚の蛤焼 上9 上4 下7 下2（カルタの博奕のみ） 陸地に上がった蛸を、韃靼人の騎馬二騎が弓矢と槍で
狙う

上5 空海と文覚の足相撲 上10 上5 下8 落武者と兎の首綱引 鹿と猫と狸が、酒宴とともに三味線や笛を吹く

上6 鷲に運ばれる風神 上11（凧の尾のみが次の
場面上部に遺る） 上10 下9 上15 琵琶法師含む盲人たちと犬とのじゃれ合い

上7 西行の兎殺 上12 上11 文覚の荒行 陸上の辨慶が海中の岩の上の蛸に薙刀を取られる 大きな瓢箪に戯れる白黒二匹の手長猿と兎
上8 張果老と虹吹きモグラ 上14 上12 下10 下10 鍾馗の足に灸を据える猩々、猪に乗る梟と小禽
上9 蜘蛛の巣にかかる費長房 上15 上13 下11 上11（捷疾鬼が糸巻きを持ち、韋駄天の凧揚げを手伝う） 富士を背に放電する雷神と驚き逃げる烏天狗
上10 鶯と蛙の歌合と通円・楽阿弥 上16 上14 下12 上4 宇治川の先陣争い
上11 韋駄天の凧揚げ 上17 上15 下13 上3（添景として唐子二人と布袋の布袋のみが続く）

上12 白衣観音の射撃 下15 下14（山羊に乗った手長
猿が続く） 下15

上13 福禄寿の龍釣 下12 下15
上14 善導大師と鯰 下5
上15 普賢菩薩の鵜飼漁 下6
上16 阿弥陀如来らの漁 下7
上17 阿難たちの酒宴 下13
上18 下14
上19 上8
上20 下8
上21 下9
上22 下11
上23 上9

下1 大黒や天狗らの武術、仁王と
地蔵菩薩の相撲 上6 寿老人と猿の首綱引

下2 雙六とカルタの博奕 上2 下3
下3 不動明王の逆立ち 上3 下4
下4 隠元の蜘蛛舞 上4 上16
下5 猩々・酒呑童子らの酒宴 上5 上17
下6 弁慶と一寸法師 上17 下1
下7 翁 上11 下2
下8 乙御前の行列 上12
下9 龐居士一家と太公望の蜻蛉釣 上13
下10 日蓮と法然の腕相撲 上14
下11 蟹に挟まれる雷神 上15
下12 迦陵頻伽と鳥さし 上16
下13 六祖・天神らの風流踊 上7
下14 浄瑠璃御前とをくり 上9
下15 網にかかる琴高仙人

構図や人物といった微細な異同については特に記さないが、各場面の主題および解釈に差異が生じうる異同について
は、表現を変えたり（　）内に文言を加えたり等して適宜補った。
⑥狩野為信筆「戯画図巻」については、全図を確認する事が出来なかったため、図版で得られた場面の情報を本文中に
記すのみとした。
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順序
内容
①徳川本 ②東京芸大本 ③武蔵美本 ④昌運本 ⑤暁斎本 ⑥永納本 ⑧周信本

上1 正月風景 上6 上1 上1 上6（富士を背景にした猿
の親子が添景に続く）

上6（風神は鷲にさらわれ、続いて富士の麓に開いた穴か
ら、武士がその様子を見上げる） 眉毛を蟹に引っ張られる寿老人

上2 孔明と一寸法師の曲技 上7 上10 上2 下5 下2（雙六の博奕のみ） 琴高仙人と鯉の世話をする猩々

上3 蛙の舞楽 上8 上8 上3 下6 下1（仁王と地蔵菩薩の相撲のみ） 水面に浮かぶ布袋と杖、それを近くの岩洞から見つめ
る布袋

上4 懶瓚の蛤焼 上9 上4 下7 下2（カルタの博奕のみ） 陸地に上がった蛸を、韃靼人の騎馬二騎が弓矢と槍で
狙う

上5 空海と文覚の足相撲 上10 上5 下8 落武者と兎の首綱引 鹿と猫と狸が、酒宴とともに三味線や笛を吹く

上6 鷲に運ばれる風神 上11（凧の尾のみが次の
場面上部に遺る） 上10 下9 上15 琵琶法師含む盲人たちと犬とのじゃれ合い

上7 西行の兎殺 上12 上11 文覚の荒行 陸上の辨慶が海中の岩の上の蛸に薙刀を取られる 大きな瓢箪に戯れる白黒二匹の手長猿と兎
上8 張果老と虹吹きモグラ 上14 上12 下10 下10 鍾馗の足に灸を据える猩々、猪に乗る梟と小禽
上9 蜘蛛の巣にかかる費長房 上15 上13 下11 上11（捷疾鬼が糸巻きを持ち、韋駄天の凧揚げを手伝う） 富士を背に放電する雷神と驚き逃げる烏天狗
上10 鶯と蛙の歌合と通円・楽阿弥 上16 上14 下12 上4 宇治川の先陣争い
上11 韋駄天の凧揚げ 上17 上15 下13 上3（添景として唐子二人と布袋の布袋のみが続く）

上12 白衣観音の射撃 下15 下14（山羊に乗った手長
猿が続く） 下15

上13 福禄寿の龍釣 下12 下15
上14 善導大師と鯰 下5
上15 普賢菩薩の鵜飼漁 下6
上16 阿弥陀如来らの漁 下7
上17 阿難たちの酒宴 下13
上18 下14
上19 上8
上20 下8
上21 下9
上22 下11
上23 上9

下1 大黒や天狗らの武術、仁王と
地蔵菩薩の相撲 上6 寿老人と猿の首綱引

下2 雙六とカルタの博奕 上2 下3
下3 不動明王の逆立ち 上3 下4
下4 隠元の蜘蛛舞 上4 上16
下5 猩々・酒呑童子らの酒宴 上5 上17
下6 弁慶と一寸法師 上17 下1
下7 翁 上11 下2
下8 乙御前の行列 上12
下9 龐居士一家と太公望の蜻蛉釣 上13
下10 日蓮と法然の腕相撲 上14
下11 蟹に挟まれる雷神 上15
下12 迦陵頻伽と鳥さし 上16
下13 六祖・天神らの風流踊 上7
下14 浄瑠璃御前とをくり 上9
下15 網にかかる琴高仙人

凡例：本表は、作品概要で列挙した戯画図巻の諸本に収録される場面を一覧にした。
順序の列に振った数字については、上・下は収録巻を示し、単巻の場合は上のみとした。数字は各巻の中での収録順序
を示す。
①徳川本に関しては、場面内容を記し、それ以外の諸本については、徳川本と共通する場面の順序を記し、欠失や主題
に関わる異同がある場合は内容を（　）内に追記した。

［表2］諸本収録場面一覧表
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は
葉
叢
を
と
も
な
う
樹
木
を
添
え
、
そ
の
雰
囲
気
を
違
え
て
い
る
。
よ
っ
て
、
②
と
同

様
、
①
徳
川
本
と
近
し
い
同
内
容
の
原
本
を
基
に
し
た
粉
本
と
言
え
る
。

④
昌
運
本
は
、
本
画
と
し
て
描
か
れ
た
作
品
で
あ
り
、
画
面
の
省
略
な
ど
は
な
く
、

完
成
品
の
場
面
順
序
を
考
え
る
上
で
基
準
と
な
る
。
本
画
で
あ
り
な
が
ら
、
徳
川
本
と

同
様
に
、
各
人
物
の
脇
に
人
物
名
を
墨
書
す
る
。
石
田
氏
は
、
狂
歌
を
主
題
と
し
て
製

作
さ
れ
「
右
之
画
図
者
狩
野
季
信
筆
也　

慶
友
法
師
自
詠
自
筆
書
之
寛
文
六
年
午
霜
月

十
一
日（
花
押
）」
と
い
う
半
井
卜
養（
一
六
〇
七
〜
七
九
）に
よ
る
奥
書
を
有
す
る
、
半
井

卜
養
賛
・
狩
野
昌
運
筆
「
卜
養
狂
歌
絵
巻
」（
所
在
不
明
）に
昌
運
本
と
の
関
係
性
を
見
出

し
、「
卜
養
狂
歌
絵
巻
」
が
昌
運
本
に
先
行
す
る
と
し
た
。
ま
た
、
昌
運
の
法
橋
叙
任

が
福
岡
黒
田
藩
の
画
用
を
勤
め
始
め
た
元
禄
三
年（
一
六
九
〇
）よ
り
遡
る
と
し
、
昌
運

本
が
寛
文
六
年（
一
六
六
六
）か
ら
元
禄
三
年
の
間
に
製
作
さ
れ
た
と
し
た
。

収
録
場
面
は
、
す
べ
て
①
徳
川
本
に
含
ま
れ
て
い
る
。
前
半
は
①
徳
川
本
の［
上
1
］

（
97
）

か
ら［
上
5
］、［
上
10
］か
ら［
上
15
］、［
下
15
］で
、
後
半
は［
下
12
］、［
下
5
］か
ら［
下

7
］、［
下
13
］［
下
14
］、［
上
8
］、［
下
8
］［
下
9
］、［
下
11
］［
上
9
］で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
①
徳
川
本
を
組
み
替
え
て
製
作
さ
れ
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
①
徳

川
本
で
は
、
西
行
が［
上
7
］西
行
の
兎
殺
と［
下
5
］猩
々
・
酒
呑
童
子
ら
の
酒
宴
両
方

に
、
ま
た
観
音
が［
上
12
］白
衣
観
音
の
射
撃
と［
下
2
］カ
ル
タ
の
博
奕
両
方
に
重
複
し

て
登
場
し
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
④
昌
運
本
で
は
そ
の
重
複
が
解
消
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
本
来
一
対
で
あ
り
同
時
に
構
想
さ
れ
て
い
る
べ
き
風
神
・
雷
神
や
普
賢
・
文
殊
菩
薩

が
、
①
徳
川
本
と
⑤
暁
斎
本
に
共
に
含
ま
れ
る
の
に
対
し
て
、
④
昌
運
本
は
⑥
永
納
本

同
様
に
、
片
方
し
か
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

で
は
、
①
徳
川
本
と
の
先
後
関
係
は
ど
う
で
あ
る
の
か
。
①
徳
川
本
・
②
東
京
藝
大

本
・
③
武
蔵
美
本
が
各
場
面
の
人
物
配
置
・
構
図
・
筆
致
を
ほ
ぼ
同
じ
く
す
る
の
に
対

し
て
、
④
昌
運
本
で
は
人
物
配
置
と
構
図
を
大
方
共
通
さ
せ
つ
つ
も
、
筆
致
を
変
え
、

そ
れ
に
と
も
な
い
背
景
表
現
や
人
物
の
姿
態
を
改
め
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
模
本
製
作

に
お
い
て
生
じ
る
写
し
崩
れ
や
改
変
に
着
目
し
比
較
検
討
す
る
。
①
徳
川
本［
上
4
］

と
④
昌
運
本［
上
4
］の
懶
瓚
の
蛤
焼（
挿
図
13
）を
比
較
し
て
み
る
と
、
懸
崖
周
辺
の
描

写
に
違
い
が
見
ら
れ
る
。
①
徳
川
本
で
は
、
懶
瓚
の
奥
に
そ
び
え
る
巌
壁
と
そ
の
手
前

の
岩
は
、
懶
瓚
が
自
分
の
世
界
を
作
り
込
む
の
に
ふ
さ
わ
し
い
奥
行
き
を
作
り
出
し
て

い
る
が
、
④
昌
運
本
で
は
、
岩
が
巌
壁
の
下
に
潜
り
込
み
、
結
果
と
し
て
奥
行
き
の
な

い
平
面
的
で
や
や
窮
屈
な
空
間
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
①
徳
川
本［
上
12
］と
④
昌

運
本
［
上
8
］の
白
衣
観
音
の
射
撃（
挿
図
14
）で
は
、
①
徳
川
本
で
は
白
衣
観
音
の
後

ろ
で
龍
女
が
火
縄
の
火
を
保
と
う
と
し
て
い
る
が
、
④
昌
運
本
で
は
龍
女
は
姿
勢
を
変

え
、
何
の
為
に
火
縄
を
持
っ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
徳
川
本
は
先
に
述
べ
た
と
お
り
粉
本
で
あ
る
た
め
、
当
然
祖
本
か
ら
の

写
し
崩
れ
や
欠
失
が
存
在
す
る
。［
上
17
］阿
難
た
ち
の
酒
宴
で
、
右
膝
を
立
て
る
親
鸞

挿図12　武蔵美本　上3　蛙の舞楽　部分
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を
見
れ
ば
、
そ
の
膝
が
隣
の
阿
難
の
左
膝
で
あ
る
か
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
ま

た
、
先
述
の
と
お
り［
下
8
］乙
御
前
の
行
列
で
は
、
拾
得
の
持
つ
長
刀
の
柄
先
が
紙
継

と
と
も
に
切
れ
て
し
ま
い
、
続
く
登
場
人
物（
お
そ
ら
く
は
の
ろ
ま
）が
除
か
れ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
事
態
も
生
じ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
①
徳
川
本
は
④
昌
運
本
よ
り
も
描
写
内
容

に
先
行
性
を
有
す
る
が
、
粉
本
で
あ
る
が
故
に
欠
失
し
て
し
ま
っ
た
情
報
が
④
昌
運
本

に
留
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
関
係
と
な
る
。

⑤
暁
斎
本
は
、
香
雪
美
術
館
に
お
い
て
平
成
二
十
四
年
五
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
開

催
さ
れ
た
「
狩
野
派
の
絵
画　

室
町
か
ら
明
治
ま
で
」
で
初
め
て
公
開
さ
れ
た
、
河
鍋

暁
斎（
一
八
三
一
〜
八
九
）旧
蔵
本
で
あ
る
。
落
款
・
印
章
は
な
く
、
箱
蓋
表
に
「
探
幽
狂

画
」、
下
巻
末
の
軸
付
紙
に
付
さ
れ
た
暁
斎
に
よ
る
墨
書
中
に
「
探
幽
狂
画
」
と
あ
り
、

筆
者
を
狩
野
探
幽
と
伝
え
る
。
し
か
し
、
筆
致
は
筆
の
緩
急
の
抑
制
が
あ
ま
り
利
い
て

お
ら
ず
精
細
さ
に
か
け
、
著
彩
も
や
や
粗
雑
で
あ
り
、
探
幽
の
筆
致
か
ら
は
ほ
ど
遠
い
。

（
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収
録
さ
れ
る
場
面
内
容
は
、
⑥
永
納
本
に
収
録
さ
れ
る［
上
1
］鷲
に
運
ば
れ
る
風
神

が
含
ま
れ
る
一
方
で
、
①
徳
川
本
に
収
録
さ
れ
る［
下
4
］隠
元
の
蜘
蛛
舞
が
含
ま
れ
て

お
り
、
複
数
の
系
統
が
混
じ
っ
た
印
象
を
受
け
る
。
ま
た
、
①
徳
川
本
や
③
昌
運
本
と

比
較
す
る
と
、
徳
川
本
に
描
か
れ
る
人
物
の
表
現
が
江
戸
初
期
の
狩
野
派
絵
画
の
人
物

図
に
近
し
い
一
方
で
、
⑤
暁
斎
本
は
人
物
表
現
が
よ
り
自
由
に
な
り
、
結
果
「
酒
飯
論

絵
巻
」
を
基
に
描
か
れ
た［
下
5
］阿
難
た
ち
の
酒
宴
な
ど
は
、「
酒
飯
論
絵
巻
」
が
源

泉
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
去
っ
た
よ
う
な
描
写
と
な
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
郷
司
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
明
和
六
年（
一
七
六
九
）刊
『
狂
画
苑
』
と

は
二
十
四
図
が
共
通
し
、
⑤
暁
斎
本
も
し
く
は
同
内
容
の
作
品
が
、
図
様
と
し
て
普
及

し
た
よ
う
で
あ
る
。

⑥
永
納
本
は
、
①
徳
川
本
に
近
い
内
容
を
持
っ
て
い
る
が
、
徳
川
本［
上
6
］で
鷲
に

運
ば
れ
て
い
た
風
神
が
、
鷲
に
腰
帯
を
掴
ま
れ
う
な
だ
れ
る
よ
う
に
身
を
折
り
た
た

み
、
両
手
は
風
袋
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
風
神
に
続
い
て
富
士
の
麓
に

開
い
た
穴
か
ら
そ
の
様
子
を
見
上
げ
る
武
士
を
描
く
と
い
う
、
同
様
の
場
面
に
独
特
の

追
加
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、［
上
7
］陸
上
の
辨
慶
が
海
中
の
岩
の
上
の
蛸
に
薙
刀

を
取
ら
れ
る
、
と
い
う
①
徳
川
本
や
④
昌
運
本
に
は
見
ら
れ
な
い
場
面
が
描
か
れ
て
い

る
。
た
だ
し
、
登
場
人
物
の
選
択
や
そ
の
配
置
が
、
①
徳
川
本
や
④
昌
運
本
と
近
似
す

る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
の
祖
本
と
考
え
ら
れ
る
作
品
の
影
響
を
受
け
ず
に
成
立
し
た
と

は
考
え
ら
れ
な
い
。
①
〜
⑤
の
諸
本
が
各
登
場
人
物
の
横
に
人
物
名
を
添
書
さ
れ
る
の

に
対
し
て
、
添
書
を
一
切
し
な
い
と
い
う
特
徴
も
見
ら
れ
る
。

な
お
、
五
十
嵐
公
一
氏
に
よ
る
狩
野
永
納
使
用
印
の
編
年
を
参
考
に
す
る
と
、
慶
安

四
年（
一
六
五
一
）以
降
、
永
納
の
歿
年
で
あ
る
元
禄
十
年（
一
六
九
七
）以
前
の
製
作
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

⑦
為
信
本
は
、
芝
金
杉
片
町
狩
野
家
初
代
の
狩
野
梅
雲
為
信（
一
六
五
七
〜
一
七
一
五
）を

（
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挿図13　昌運本　上4　懶瓚の蛤焼

挿図14　昌運本　上8　白衣観音の射撃　部分



狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

四
八

筆
者
と
す
る
。
部
分
図
版
の
み
の
紹
介
に
留
ま
っ
て
お
り
、
全
容
は
未
詳
で
あ
る
。
既

に
紹
介
さ
れ
た
図
版
を
見
る
と
、
⑥
永
納
本［
上
9
］と
同
様
の
捷
疾
鬼
が
糸
巻
き
を
持

ち
手
伝
う
韋
駄
天
の
凧
揚
げ
、
①
徳
川
本［
上
9
］の
蜘
蛛
の
巣
に
か
か
る
費
長
房
、
①

徳
川
本［
下
9
］の
内
の
太
公
望
の
蜻
蛉
釣
、
と
い
う
三
場
面
が
確
認
で
き
る
。
ど
の
場

面
も
人
物
を
紙
幅
に
対
し
て
や
や
小
さ
く
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
視
点
の
安
定
し
た
画

面
展
開
が
保
た
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
は
⑥
永
納
本
同
様
、
人
物
名
の
添
書
は
確
認
で

き
な
い
よ
う
だ
。

⑧
周
信
本
は
、
木
挽
町
狩
野
家
三
代
目
狩
野
如
川
周
信（
一
六
六
〇
〜
一
七
二
八
）を
筆

者
と
す
る
。［
上
2
］琴
高
仙
人
が
鯉
を
離
れ
陸
に
上
が
り
、
代
わ
っ
て
陸
に
酒
壺
を
置

い
た
猩
々
が
水
中
で
鯉
の
世
話
を
す
る
場
面
で
は
、
琴
高
仙
人
の
典
拠
を
転
じ
た
作
画

と
な
っ
て
お
り
、「
戯
画
図
巻
」
と
全
く
の
無
関
係
で
は
な
い
こ
と
が
判
る
。
た
だ
し
、

［
表
2
］の
と
お
り
、
収
録
場
面
は
、
①
〜
⑦
と
共
通
す
る
場
面
が
全
く
な
い
。

な
お
、
宝
永
六
年（
一
七
〇
九
）頃
に
刊
行
さ
れ
た
大
津
絵
画
題
集
の
絵
俳
書
『
大
津

追
和
気
』（
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
図
書
館
蔵
）に
は
、
周
信
本
に
描
か
れ
る
題
材
に
共
通
す

る
「
猫
に
三
味
線
」・「
狸
の
腹
太
鼓
」・「（
猿
に
）瓢
簞
鯰
」
が
収
録
さ
れ
る
。

以
上
か
ら
、「
戯
画
図
巻
」
の
系
統
と
そ
の
順
序
を
仮
定
す
る
と
次
の
と
お
り
と
な

る
。
ま
ず
、
祖
本
と
同
じ
く
し
て
異
な
る
登
場
人
物
を
用
い
て
作
ら
れ
た
祖
本
別
本
な

る
も
の
が
存
在
し
、
登
場
人
物
を
重
複
さ
せ
な
が
ら
も
両
本
の
内
容
を
粉
本
と
し
て
引

き
継
い
だ
の
が
①
徳
川
本
で
、
そ
の
更
な
る
模
本
と
い
う
三
次
的
位
置
と
な
る
の
が
②

東
京
藝
大
本
・
③
武
蔵
美
本
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
と
は
反
対
に
、
祖
本
及
び
祖
本
別
本

両
本
の
登
場
人
物
の
重
複
を
避
け
場
面
の
選
択
を
行
な
っ
た
結
果
、
対
と
し
て
収
録

さ
れ
る
べ
き
登
場
人
物（
風
神
・
雷
神
、
文
殊
・
普
賢
菩
薩
な
ど
）の
片
方
を
漏
ら
し
な
が

ら
製
作
さ
れ
た
の
が
④
昌
運
本
で
あ
る
。
同
じ
こ
ろ
、
祖
本
に
独
特
の
ア
レ
ン
ジ
を
加

え
て
製
作
さ
れ
た
の
が
⑥
永
納
本
と
な
る
。
こ
れ
ら
が
、
祖
本
に
近
し
い
内
容
と
な
る

が
、
時
代
が
下
り
祖
本
が
普
及
す
る
に
随
っ
て
製
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
、
⑤

暁
斎
本
・
⑦
為
信
本
で
あ
り
、
登
場
人
物
の
配
置
や
風
景
・
構
図
の
変
更
に
よ
っ
て
、

新
た
な
画
趣
の
獲
得
を
目
指
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
動
き
の
中
で
、
そ
れ
ま

で
の
主
題
や
登
場
人
物
を
刷
新
し
、
新
た
な
戯
画
表
現
を
目
指
し
た
の
が
、
⑧
周
信
本

と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　

四　

戯
画
図
巻
の
祖
本
筆
者
と
製
作
時
期
に
つ
い
て

で
は
、「
戯
画
図
巻
」
の
祖
本
は
、
誰
に
よ
っ
て
、
い
つ
製
作
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
祖
本
の
筆
者
は
、
狩
野
昌
運
に
強
い
影
響
を
与
え
る
存
在
で
あ
り
、
先
に
見
た
よ

う
に
狩
野
派
内
の
諸
家
に
よ
っ
て
学
習
さ
れ
る
祖
本
を
作
る
存
在
で
あ
る
。
こ
れ
を
考

え
る
上
で
、
一
つ
の
基
点
と
な
る
の
が
、
徳
川
本
の
原
本
筆
者
と
暁
斎
本
の
伝
称
筆
者

で
あ
る
狩
野
探
幽
で
あ
る
。

す
で
に
昌
運
本
に
お
い
て
、
空
間
表
現
が
余
白
を
活
か
し
た
探
幽
様
式
に
拠
っ
て
い

る
こ
と
や
画
中
に
見
ら
れ
る
七
福
神
が
戯
れ
る
図
が
探
幽
周
辺
で
祝
言
的
画
題
と
し
て

重
要
な
位
置
に
あ
っ
た
こ
と
を
石
田
氏
は
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
時
点
で
は
、
探
幽
に

関
わ
る
「
戯
画
図
巻
」
が
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
や
、
昌
運
本
と
寛
文
六
年
の
年
紀

を
伴
う
「
卜
養
狂
歌
絵
巻
」
の
密
接
な
関
係
を
見
出
し
た
こ
と
か
ら
、
祖
本
の
筆
者

を
探
幽
と
し
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
石
田
氏
は
、「
卜
養
狂
歌
絵

巻
」
の
製
作
手
順
を
、
卜
養
の
狂
歌
製
作
→
昌
運
に
よ
る
絵
画
化
→
卜
養
に
よ
る
狂

歌
書
付
、
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
卜
養
に
よ
る
「
右
之
画
図
者
狩
野
季
信
筆
也　

慶
友
法
師
自
詠
自
筆
書
之
寛
文
六
年
午
霜
月
十
一
日（
花
押
）」
と
い
う
奥
書
か
ら
は
必

ず
し
も
そ
の
よ
う
に
読
み
取
れ
な
い
。
石
田
氏
が
紹
介
す
る
よ
う
に
、
半
井
卜
養
に
絵

を
題
材
に
し
た
狂
歌
の
作
例
が
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
祖
本
を
元
と
し
た
昌
運
の
絵
画
製

（
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）

（
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）

（
103
）

（
104
）



狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

四
九

作
→
加
賛
と
し
て
の
卜
養
に
よ
る
狂
歌
書
付
、
の
手
順
も
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
卜

養
自
身
は
、
探
幽
と
の
密
接
な
交
友
で
も
知
ら
れ
る
大
徳
寺
僧
江
月
宗
玩（
一
五
七
四
〜

一
六
四
三
）が
母
方
の
叔
父
に
あ
た
り
、
そ
の
法
嗣
江
雪
宗
立（
一
五
九
五
〜
一
六
六
六
）と

の
交
友
も
確
認
で
き
る
。
卜
養
の
「
戯
画
図
巻
」
へ
の
積
極
的
な
影
響
あ
る
い
は
関
与

を
認
め
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
探
幽
の
時
点
に
既
に
あ
っ
た
こ
と
を
否
定
出
来
な
い
。

ま
た
、
探
幽
に
先
行
す
る
松
花
堂
昭
乗（
一
五
八
二
〜
一
六
三
九
）に
は
、
布
袋
が
足
を

上
げ
て
踊
る
玉
室
宗
珀
・
澤
庵
宗
彭
賛
「
踊
布
袋
図
」（
個
人
蔵
）や
江
月
宗
玩
賛
「
布

袋
弾
琴
図
」（
遠
山
記
念
館
蔵
）と
い
っ
た
典
拠
に
な
い
諧
謔
性
を
加
味
し
た
作
品
が
伝
存

し
て
い
る
。
ま
た
、
探
幽
に
絵
を
学
ん
だ
と
も
伝
え
ら
れ
る
雛
屋
立
圃（
一
五
九
五
〜

一
六
六
九
）に
は
歌
仙
を
く
つ
ろ
い
だ
姿
で
描
い
た
「
休
息
三
十
六
歌
仙
絵
巻
」（
諸
家
蔵
）

が
知
ら
れ
る
。

探
幽
の
絵
画
作
品
で
は
、
寛
文
十
年（
一
六
七
〇
）製
作
の
「
僧
正
遍
照
落
馬
図
」（
個

人
蔵
）に
お
い
て
、
遍
照
の
和
歌
「
名
に
め
で
て
折
れ
る
ば
か
り
ぞ
女
郎
花
わ
れ
お
ち

に
き
と
人
に
か
た
る
な
」
の
歌
意
を
描
い
た
軽
快
な
筆
遣
い
で
女
郎
花
に
溺
れ
る
遍
照

の
様
子
を
描
い
て
お
り
、
元
の
文
学
的
趣
意
を
違
え
た
表
現
で
は
な
い
も
の
の
、
諧
謔

性
の
高
い
絵
画
表
現
を
行
っ
て
い
る
。

さ
ら
に「
戯
画
図
巻
」に
お
い
て
参
照
さ
れ
た
可
能
性
の
高
い「
鳥
獣
人
物
戯
画
」は
、

「
探
幽
縮
図
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）に
そ
の
模
写
が
お
さ
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
図
様
が

探
幽
の
画
嚢
に
納
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。「
探
幽
縮
図
」
に
代
表
さ
れ
る

大
量
の
粉
本
が
集
成
さ
れ
て
い
た
探
幽
の
頃
に
「
戯
画
図
巻
」
は
成
立
し
え
た
と
言
え

る
。祖

本
に
近
し
い
模
本
で
あ
る
徳
川
本
の
筆
致
や
画
風
を
見
て
み
れ
ば
、
探
幽
風
の

表
現
が
色
濃
く
遺
さ
れ
て
い
る
。
徳
川
本［
上
13
］福
禄
寿
の
龍
釣
で
は
、
龍
の
周
り

を
渦
巻
き
状
に
取
り
巻
く
黒
雲
の
表
現
が
、
原
本
狩
野
探
幽
筆
「
玉
取
姫
図
模
本
」（
東

（
105
）

（
106
）

京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
蔵　

挿
図
15
）や
狩
野
益

信
筆
「
玉
取
姫
図
」（
泉
屋
博
古
館
蔵
）と
の
高
い

近
似
性
を
も
つ
。
徳
川
本［
上
9
］鶯
と
蛙
の
歌

合
で
は
、
蒼
頡
が
背
を
向
け
る
襖
絵
に
描
か
れ

た
山
水
図
中
の
松
の
様
態
は
、
幹
が
頂
点
で
ク

の
字
型
に
屈
曲
し
、
幹
の
途
中
か
ら
伸
び
た
枝

が
下
り
な
が
ら
他
の
枝
を
跨
ぐ
な
ど
の
点
で
、

明
暦
三
年（
一
六
五
七
）竣
工
の
西
本
願
寺
黒
書

院
二
之
間
北
側
壁
貼
付
の
「
滝
山
水
図
」
に
描

（
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）

挿図15　原本狩野探幽筆
挿図15　玉取姫図

挿図16　畫筌　巻四

か
れ
た
松
の
表
現
に
近
し
い
。
ま
た
、［
上
8
］モ
グ
ラ
が
吹
き
出
す
虹
と
そ
の
表
現
に

は
、
狩
野
探
幽
筆
「
虹
山
水
図
」（
個
人
蔵
）が
想
起
さ
れ
る
。
各
人
物
の
や
や
腫
れ
ぼ
っ

た
い
瞼
と
垂
れ
た
目
の
表
現
も
探
幽
に
よ
る
顔
貌
表
現
の
特
色
の
一
つ
で
あ
る
。

さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
徳
川
本［
下
2
］の
カ
ル
タ
博
奕
は
、
享
保
六
年（
一
七
二
一
）

刊
行
の
『
畫
筌
』
巻
四
に
も
同
様
の
図（
挿
図
16
）が
あ
る
。
人
物
の
密
度
が
異
な
り
一

見
同
じ
に
は
見
え
な
い
が
、「
小
兒
樗
蒲
之
戯（
せ
う
に
か
る
た
の
た
は
む
れ
）」
と
題
さ

れ
た
図
の
中
央
左
に
寄
っ
た
三
人
の
唐
子
と
、
徳
川
本
の
文
殊
・
神
農
・
六
方
の
三
者

は
、
位
置
と
姿
が
近
似
し
て
お
り
、
本
場
面
が
狩
野
派
の
粉
本
と
し
て
受
け
継
が
れ
て

い
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（
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狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

五
〇

［
上
9
］蜘
蛛
の
巣
に
か
か
る
費
長
房
が
、
既
に
石
田
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
る
英
一

蝶
筆
「
仙
人
図
」（
個
人
蔵
）の
基
と
な
っ
て
い
る
の
に
加
え
、［
下
13
］に
見
た
風
流
行

列
中
の
鉄
枴
・
張
良
・
明
恵
は
、
英
一
蝶
筆
「
四
季
日
待
図
巻
」（
重
要
文
化
財　

出
光
美

術
館
蔵
）第
四
段
の
風
流
踊
に
描
か
れ
る
、
太
鼓
・
横
笛
・
小
鼓
を
持
つ
人
物
の
表
現
に

近
し
い
。
同
じ
人
物
の
姿
態
が
確
認
で
き
る
「
南
蛮
人
交
易
図
屏
風
模
本
」（
神
戸
市
立

博
物
館
蔵
）に
つ
い
て
は
、
石
沢
俊
氏
に
よ
っ
て
探
幽
が
製
作
し
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。「
戯
画
図
巻
」
の
影
響
力
の
高
さ
に
は
、
や
は
り
狩
野
派
内
に
て
影
響
力
が

高
か
っ
た
人
物
を
想
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

一
方
、
探
幽
に
お
い
て
、「
戯
画
図
巻
」
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
風
俗
的
な
画
題
の
作

品
が
あ
る
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。
探
幽
周
辺
に
よ
る
月
次
絵
あ
る
い
は
風
俗
画
に

つ
い
て
は
、
本
画
と
し
て
描
か
れ
た
作
品
は
「
若
衆
観
楓
図
」（
特
種
東
海
製
紙
株
式
会
社

蔵
）・「
若
衆
観
梅
図
」（
個
人
蔵
）以
外
に
、
残
念
な
が
ら
未
だ
管
見
に
入
っ
て
い
な
い
。

た
だ
、『
畫
筌
』
巻
五
に
は
探
幽
筆
の
「
萬
歳
」
と
柳
栄
筆
の
「
放
下
」
が
収
録
さ
れ

て
お
り
、ま
た
武
田
恒
夫
氏
に
よ
っ
て
原
本
筆
者
を
狩
野
探
幽
と
す
る
「
月
次
風
俗
図
」

十
二
幅
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
探
幽
が
同
時
代
の
風
俗
を
描
い
た
可
能
性
は
高
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、「
戯
画
図
巻
」
の
祖
本
筆
者
を
探
幽
も
し
く
は
狩
野
派
内
で
探

幽
と
ほ
ぼ
同
等
の
地
位
に
あ
っ
た
人
物
と
推
定
す
る
妥
当
性
は
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
祖
本
と
な
る
作
品
の
出
現
を
待
た
ず
に
現
段
階
で
即
断
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。「

戯
画
図
巻
」
に
描
か
れ
た
曲
技
や
浄
瑠
璃
・
説
教
節
と
い
っ
た
市
井
の
庶
民
芸
能

が
、
探
幽
周
辺
に
と
っ
て
近
し
い
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
付
言
し
て
お
き
た

い
。
探
幽
や
安
信
が
頻
繁
に
登
場
す
る
こ
と
で
も
有
名
な
松
平
直
矩（
一
六
四
二
〜
九
五
）

著
『
松
平
大
和
守
日
記
』
万
治
三
年（
一
六
六
〇
）十
二
月
三
日
条
に
、
松
平
上
野
守
の

邸
に
天
満
八
太
夫
が
呼
ば
れ
、『
小
栗
』
六
段
を
語
っ
て
い
る
。
寛
文
元
年（
一
六
六
一
）

（
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八
月
上
旬
の
条
に
は
、
堺
町
で
浄
瑠
璃
の
ほ
か
説
経
と
し
て
、
同
じ
く
八
太
夫
に
よ
る

『
目
連
記
』
と
七
太
夫
に
よ
る
『
小
栗
』
が
上
演
さ
れ
て
い
る
。
日
記
の
著
者
で
あ
る
松

平
直
矩
が
通
っ
て
い
た
堺
町
は
、
江
戸
三
座
の
一
つ
中
村
座
の
地
と
し
て
も
著
名
だ

が
、
先
に
見
た
放
下
の
芸
も
盛
ん
で
あ
っ
た
。
貞
享
四
年（
一
六
八
七
）刊
の
『
江
戸
総

鹿
子
』
巻
五
に
は
、
堺
町
で
操
り
見
世
物
や
狂
言
づ
く
し
と
と
も
に
放
下
の
芸
が
人
気

を
博
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
放
下
は
同
様
に
徳
川
将
軍
の
前

で
も
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、「
玉
露
叢
」
巻
三
十
七
、
延
宝
八
年

（
一
六
八
〇
）四
月
に
、
稲
葉
正
則
が
江
戸
城
二
之
丸
で
献
茶
を
し
た
際
、
能
に
続
い
て

放
下
の
芸
が
供
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
『
隔
蓂
記
』
に
は
、
寛
永
十
九
年（
一
六
四
二
）正
月
二
十
八
日
条
で
鳳
林
承
章

が
四
条
河
原
へ
蜘
蛛
舞
見
物
に
行
っ
て
い
る
こ
と
が
、
岩
橋
小
彌
太
氏
に
よ
っ
て
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
寛
文
四
年（
一
六
六
四
）正
月
二
十
九
日
条
に
は
、
御
所
で
人
形
操
を
は

じ
め
、
少
年
の
踊
・
蜘
蛛
舞
・
狂
言
な
ど
、
近
世
初
期
に
人
気
を
あ
つ
め
た
新
興
諸
芸

能
が
一
堂
に
会
し
て
い
る
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
探
幽
周
辺
の
交
友
圏
に
お
い
て
、

「
戯
画
図
巻
」
に
描
か
れ
る
題
材
が
親
し
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。

で
は
、
い
つ
「
戯
画
図
巻
」
の
祖
本
は
描
か
れ
た
の
か
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
徳
川

本［
下
4
］隠
元
の
蜘
蛛
舞
で
明
暦
三
年（
一
六
五
七
）に
来
日
し
た
即
非
如
一
が
描
か
れ

て
い
る
こ
と
、
萬
治
元
年（
一
六
五
八
）に
日
本
に
渡
っ
た
と
い
う
駝
鳥
が
描
か
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
上
限
は
萬
治
元
年
と
考
え
ら
れ
る
。
下
限
に
つ
い
て
は
、「
戯
画
図
巻
」

に
関
連
す
る
「
卜
養
狂
歌
絵
巻
」
が
寛
文
六
年
の
製
作
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
寛
文
年
間

（
一
六
六
一
〜
一
六
七
二
）を
想
定
し
た
い
。
出
現
を
待
つ
現
段
階
で
は
、
萬
治
元
年
か

ら
寛
文
十
二
年
ま
で
の
成
立
と
み
る
の
が
限
界
で
あ
る
。 （
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狩
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語

本
稿
で
は
、
原
本
筆
者
を
狩
野
探
幽
と
伝
え
る
徳
川
本
を
中
心
に
、
江
戸
初
期
狩
野

派
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
「
戯
画
図
巻
」
の
収
録
場
面
内
容
お
よ
び
諸
本
間
の
関
係
を

考
察
し
た
。

狩
野
探
幽
周
辺
で
製
作
さ
れ
た
「
戯
画
図
巻
」
は
、
狩
野
派
内
の
古
画
学
習
と
各
画

題
に
お
け
る
図
様
・
表
現
の
定
着
や
、
支
配
者
層
が
共
有
し
て
い
た
教
養
文
化
の
様
相

の
み
を
映
す
の
で
は
な
く
、『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』
な
ど
に
記
さ
れ
る
、
十
七
世
紀
中
後

期
の
風
俗
が
反
映
さ
れ
て
い
た
。

十
七
世
紀
に
は
、
岩
佐
又
兵
衛
筆
「
職
人
尽
図
巻
」（
個
人
蔵
）や
「
大
黒
舞
絵
巻
」（
英

勝
寺
蔵
）ほ
か
、
七
福
神
を
中
心
に
古
典
画
題
の
人
物
を
自
由
な
絵
画
空
間
に
描
く
作

品
が
多
数
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
中
の
登
場
人
物
が
近
世
以
前
の
風
俗
や
物
語
の

題
材
の
内
に
収
斂
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、「
戯
画
図
巻
」
の
登
場
人
物
た
ち
は
同

じ
古
典
画
題
の
パ
ロ
デ
ィ
で
あ
り
な
が
ら
も
、
近
世
に
お
け
る
当
世
風
俗
に
身
を
溶
け

込
ま
せ
て
い
る
。
こ
の
点
で
「
戯
画
図
巻
」
は
、
同
時
代
の
絵
画
表
現
に
お
い
て
新
た

な
試
み
を
摸
索
し
た
作
品
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

「
戯
画
図
巻
」
は
、
狩
野
派
以
外
の
絵
画
作
品
と
の
関
連
性
も
う
か
が
え
る
。
徳
川

本［
下
1
］仁
王
と
地
蔵
菩
薩
の
相
撲
で
見
ら
れ
た
「
か
わ
ず
が
け
」
は
、
興
味
深
い
こ

と
に
、
大
津
絵
「
奴
の
相
撲
」（
個
人
蔵
）に
同
様
の
姿
態
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
周
信
本
で
参
照
さ
れ
て
い
た
『
大
津
追
和
気
』
に
も
、
同
じ
く
「
奴
の
相
撲
」
が

お
さ
め
ら
れ
、［
下
11
］蟹
に
挟
ま
れ
る
雷
神
に
似
た
姿
態
の
雷
神
を
「
鬼
柊
鼠
」
に
見

る
こ
と
が
で
き
る
。『
大
津
追
和
気
』
が
俳
絵
書
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
石
田
氏
が
指
摘

し
た
狂
歌
や
俳
諧
と
の
関
係
も
含
め
た
、
幅
広
い
視
野
で
の
「
戯
画
図
巻
」
の
成
立
背

（
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（
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（
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景
に
関
す
る
考
察
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、「
戯
画
図
巻
」
が
成
立
し
た
十
七
世
紀
後
半
と
い
う
時
期
に
は
、
朝
尾

直
弘
氏
に
よ
っ
て
、「
町
人
身
分
と
か
百
姓
身
分
と
い
う
も
の
が
非
常
に
安
定
し
て
再

生
産
さ
れ（
中
略
）賤
民
に
対
す
る
差
別
、
規
制
も
一
層
強
ま
っ
」
た
と
い
う
指
摘
が
な

さ
れ
て
い
る
。
横
田
冬
彦
氏
に
よ
る
と
『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』
に
は
、「
芸
能
」「
職
人
」

な
ど
中
世
に
お
い
て
非
農
業
民
で
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
技
能
・
職
業（
人
）一
般
を
指
し
て

い
た
言
葉
が
、
近
世
に
お
い
て
狭
義
の
芸
能
や
手
工
業
職
人
に
限
定
さ
れ
て
い
く
変
化

の
様
子
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』
の
七
巻
は
、
五
百
種
以
上
の
職
種

や
諸
身
分
を
巻
別
に
分
け
、
巻
一
に
公
卿
・
武
家
・
僧
、
巻
二
に
能
芸
部（
貴
顕
に
仕

え
る
諸
師
諸
芸
）、
巻
三
に
作
業
部（
農
村
・
山
村
・
漁
村
な
ど
の
生
業
）、
巻
四
に
商
人
部
、

巻
五
に
細
工
人
部（
工
芸
職
人
）、
巻
六
に
職
之
部（
生
活
実
用
品
に
関
す
る
職
人
）、
巻
七

に
勧
進
餬
部（
大
道
芸
や
門
附
け
芸
な
ど
）と
分
類
し
て
い
る
。

考
え
て
み
れ
ば
、「
戯
画
図
巻
」
に
は
、「
月
次
絵
」
や
「
近
世
初
期
風
俗
画
」
に
時

折
描
か
れ
る
商
人
や
手
工
業
の
職
人
は
一
切
参
照
さ
れ
て
い
な
い
。
徳
川
本
で
は
、
描

か
れ
る
風
俗
の
ほ
と
ん
ど
の
題
材
が
巻
二（［
上
12
］鉄
炮
や［
下
7
］能
な
ど
）、
巻
三（［
上

13
〜
16
］漁
や［
下
12
］鳥
さ
し
な
ど
）、
巻
七（［
上
1
］萬
歳
や［
上
2
］放
下
、［
下
14
］浄
瑠
璃
な

ど
）に
集
中
す
る
。
一
方
「
戯
画
図
巻
」
で
の
収
録
を
避
け
ら
れ
た
か
の
よ
う
に
見
え

る
残
り
の
巻
の
内
、
身
分
に
関
す
る
巻
一
以
外
の
、
巻
四
・
五
・
六
は
、
中
世
の
「
職

人
歌
合
」
の
伝
統
を
ひ
く
項
が
目
立
つ
。
余
力
な
く
本
稿
で
は
追
究
す
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
が
、
今
後
、
近
世
史
に
お
け
る
身
分
と
職
能
の
秩
序
の
観
点
か
ら
「
戯
画
図

巻
」
に
考
察
が
加
え
ら
れ
る
必
要
も
あ
る
だ
ろ
う
。

（
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註（
1
）　

石
田
佳
也
「
御
用
絵
師
の
戯
画�

狩
野
昌
運
筆
「
異
代
同
戯
図
巻
」
に
つ
い
て
」（『
サ
ン
ト



狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

五
二

・
守
屋
毅
「
第
二
章
第
一
節　

近
世
初
期
の
歌
舞
伎
と
放
下
」（『
近
世
芸
能
興
行
史
の
研
究
』

弘
文
堂　

昭
和
六
十
年
九
月
十
日
）。

（
10
）　

浅
見
和
彦
「
一
寸
法
師
」（『
お
伽
草
子
事
典
』　

東
京
堂
出
版　

平
成
十
四
年
九
月
十
日
）。

（
11
）　

前
掲
註（
8
）版
本
。
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

（
前
略
）近
─

頃
延
寶
年
中

ニ
有

リ二
一
侏
僡
一
名

ヲ
曰

フ二
甫
春

ト一
年
齢
可バ

カ
リ二

三
十
一�

頭
─

面
肥

ヘ
テ

大
ク�

鬢
─

髪
音
─

聲
共
相
─

應
ナ
リ

唯
手
─

足
短
─

小
ナ
ル
ヿ

如
シ二

三
─

四
─

歳
ノ
兒

ノ一
長

ケ
不
レ
過

二
二
─

尺
ニ一（

後
略
）

（
12
）　

前
掲
註（
9
）朝
倉
氏
単
行
本
。

（
13
）　

松
島
仁
氏
に
よ
っ
て
、
寛
文
五
年（
一
六
六
五
）五
月
十
九
日
に
四
代
将
軍
家
綱
の
下
、
江

戸
城
で
行
な
わ
れ
た
舞
楽
「
青
海
波
」
の
記
録
が
「
探
幽
縮
図
」（
東
京
藝
術
大
学
蔵
）に
み

ら
れ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
同
氏
『
徳
川
将
軍
権
力
と
狩
野
派
絵
画
─
徳
川
王
権
の
樹
立

と
王
朝
絵
画
の
創
生
』　

星
雲
社　

平
成
二
十
三
年
二
月
十
日
。

（
14
）　

入
矢
義
高
・
末
木
文
美
士
・
溝
口
雄
三
・
伊
藤
文
生
訳
注
『
碧
巌
録（
中
）』（
岩
波
書
店　

平
成
六
年
五
月
十
六
日
）に
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

懶
瓚
和
尚
、
隱
居
衡
山
石
室
中
。
唐
粛
宗
聞
其
名
、
遣
使
召
之
。
使
者
至
其
室
宣
言
、

天
子
有
詔
、
尊
者
當
起
謝
恩
。
瓚
方
撥
牛
糞
火
、
尋
煨
芋
而
食
、
寒
涕
垂
頤
、
未
甞

答
。
使
者
笑
曰
、
且
勸
尊
者
拭
涕
。
瓚
曰
、
我
豈
有
工
夫
為
俗
人
拭
涕
耶
。
竟
不
起
。

使
回
奏
、
粛
宗
甚
欽
嘆
之
。（
後
略
）�

（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）

（
15
）　

北
野
良
恵
「
狩
野
一
渓
著
『
後
素
集
』
の
校
訂
」（『
鹿
島
美
術
研
究
』
年
報
第
十
五
号
別

冊　

鹿
島
美
術
財
団　

平
成
十
年
十
一
月
十
五
日
）、
山
崎
誠
「
後
素
集
と
そ
の
研
究（
上
）」

（『
調
査
研
究
報
告
』
第
十
八
号　

国
文
学
研
究
資
料
館
文
献
資
料
部　

平
成
九
年
六
月
三
十

日
）。

（
16
）　
『
狩
野
永
納
─
そ
の
多
彩
な
る
画
業
─
』（
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館　

平
成
十
一
年
七
月

十
七
日
）、
五
十
嵐
公
一
氏
作
品
解
説
46
「
滑
稽
図
絵
巻
」。

（
17
）　

江
戸
時
代
ま
で
西
行
の
著
作
と
し
て
信
じ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
『
撰
集
抄
』
巻
五
に
は
、

第
十
五
「
西
行
於
高
野
奥
造
人
事
」
と
し
て
、
西
行
が
広
野
で
死
人
の
骨
を
集
め
人
を
作
ろ

う
と
し
た
話
が
収
録
さ
れ
る
。
本
場
面
に
は
こ
の
よ
う
な
俗
説
が
影
響
し
た
可
能
性
も
否
定

出
来
な
い
。
原
文
は
次
の
と
お
り
。

（
前
略
）情
な
く
ふ
り
捨
て
登
り
し
か
ば
、
何
と
な
う
、
お
な
じ
憂
き
世
を
厭
ひ
し
花
月

リ
ー
美
術
館
論
集
』
六
号　

サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館　

平
成
十
四
年
五
月
一
日
）。

（
2
）　

山
本
泰
一
「
研
究
ノ
ー
ト�

尾
張
徳
川
家
の
幕
末
期
に
お
け
る
什
宝（
収
蔵
品
）の
種
類
と

数
量
に
つ
い
て（
一
）─
絵
画
・
書
跡
編
─
」（『
金
鯱
叢
書
』
第
三
十
一
輯　

徳
川
黎
明
会　

平
成
十
六
年
十
二
月
一
日
）。

（
3
）　
『
尾
張
徳
川
家
初
代
義
直
襲
封
四
〇
〇
年
記
念　

尾
張
の
殿
様
物
語
』　

徳
川
美
術
館　

平

成
十
九
年
四
月
十
四
日
。

　

異
形
の
者
を
描
い
た
絵
巻
と
い
う
観
点
で
は
、
大
徳
寺
真
珠
庵
蔵
本（
重
要
文
化
財
）と
同

系
統
の
模
本
「
百
鬼
夜
行
絵
巻
」
や
京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館
蔵
本
と
同
系
統
の
模

本
「
百
鬼
夜
行
絵
巻
」、
稲
生
物
怪
録
絵
巻（
個
人
蔵　

三
次
市
教
育
委
員
会
寄
託
）の
類
本

で
あ
る
「
武
大
夫
物
語
絵
巻
」
が
、
尾
張
徳
川
家
に
伝
来
し
徳
川
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い

る
点
も
注
目
さ
れ
る
。「
百
鬼
夜
行
絵
巻
」
の
系
統
分
類
に
つ
い
て
は
、
小
松
和
彦
『
百
鬼

夜
行
絵
巻
の
謎
』（
集
英
社　

平
成
二
十
年
十
二
月
二
十
一
日
）参
照
。

（
4
）　

前
掲
註（
1
）石
田
氏
論
文
。
な
お
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
特
に
記
さ
な
い
限
り
、
石
田
氏

に
よ
る
指
摘
に
つ
い
て
は
こ
の
論
文
で
の
指
摘
を
意
味
す
る
。

（
5
）　

郷
司
泰
仁
「
暁
斎
旧
蔵�

狩
野
探
幽
筆
「
戯
画
図
巻
」
に
つ
い
て
」（『
暁
斎
』
第
一
一
〇
号

河
鍋
暁
斎
記
念
美
術
館　

平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
）。
な
お
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
特

に
記
さ
な
い
限
り
、
郷
司
氏
に
よ
る
指
摘
に
つ
い
て
は
こ
の
論
文
で
の
指
摘
を
意
味
す
る
。

（
6
）　

狩
野
博
幸
・
山
路
興
造
・
藤
井
健
三
『
近
世
祭
礼
・
月
次
風
俗
絵
巻
』　

東
方
出
版　

平

成
十
七
年
十
二
月
二
十
日
。

（
7
）　

柴
田
實
「
京
風
俗
十
二
ヵ
月
図
巻
」（『
近
世
風
俗
図
巻　

第
二
巻　

諸
国
風
俗
』　

毎
日
新

聞
社　

昭
和
四
十
九
年
五
月
三
十
日
）。

（
8
）　

国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
。
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

（
前
略
）一
─

種
有
二
弄
枕
一
以
二
木
─

枕
十
箇

ヲ一
竪

ニ
相
─

重
捧

クレ
之�

恰
モ

如
二
一
─

柱
ノ一

中
抜
─二

去
所

ノレ
好
枕

ヲ一
數
次
皆
然

リ
焉�

有
二
數
─

品
ノ

弄
─

枕
一

（
9
）　

放
下
や
近
世
初
期
見
世
物
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
詳
し
い
。

・
朝
倉
亀
三
『
見
世
物
研
究
』　

春
陽
堂　

昭
和
三
年
四
月
三
十
日
、（
覆
刻
版
）朝
倉
無
声

『
見
世
物
研
究
』　

筑
摩
書
房　

平
成
十
四
年
二
月
六
日
。

・
盛
田
嘉
徳
『
中
世
賤
民
と
雑
芸
能
の
研
究
』　

雄
山
閣
出
版　

昭
和
四
十
九
年
十
月
二
十

日
。



狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

五
三

の
情
を
も
わ
き
ま
へ
ら
ん
友
こ
ひ
し
く
侍
り
し
か
ば
、
思
は
ざ
る
ほ
か
に
、
鬼
の
、
人

の
骨
を
取
集
め
て
人
に
作
り
な
す
例
、
信
ず
べ
き
人
の
お
ろ
〳
〵
語
り
侍
り
し
か
ば
、

そ
の
ま
ゝ
に
し
て
、
ひ
ろ
き
野
に
出
て
、
骨
を
あ
み
連
ら
ね
て
つ
く
り
て
侍
り
し
は
、

人
の
姿
に
は
似
侍
れ
ど
も
、
色
も
悪
く
、
す
へ
て
心
も
侍
ら
ざ
り
き
。（
後
略
）

（
18
）　

国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
。
乾
隆
二
十
年（
一
七
五
五
）刊
。
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

（
前
略
）果
常
乘
一
白
驢
日
行
數
萬
里
休
則
重
疊
之
其
厚
如
紙
置
於
巾
箱
中
乘
則
以
水
噀

之
還
成
驢
矣（
後
略
）

（
19
）　

前
掲
註（
8
）版
本
。
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

（
前
略
）天
─

文
書
云�

虹
─

蜺
ハ

日
ノ
氣
下

リ─

埀
テ

吸
─二
動
テ

地
─

下
ノ

之
熱
─

氣
一ヲ
則
旋
─

涌
而
起

ル

其
處
或
値
レ
井

ニ
或
値
レ
池

ニ
見
レ
之
人
以
為

ラ
ク

虹
能

ク
吸
レフ

ト
水

ヲ
也
實

ハ
非
レナ

リ
吸
レニ
水
ヲ
虹

映
二ス

ル
ノ

日
─

光
ニ一

之
色
為
二
紅
─

緑ミ
ド
リ

ト一
也
紅
─ナ

ル
者
ハ
火
緑
─ナ

ル
者
ハ
水
─

氣
ニ
テ

而
為
二
水
火
之

交
ヲ一

故
必
向
日

ノ
方
一
也（
中
略
）

霏
雪
─

録
云�

越
ノ

中
ニ

有
二
道
士
陸
國
─

賓
ト
云
者
一�
乘
レ
舟

ニ
出
見
二
白
─

虹
跨一レシ

オ
水

ニ
甚
近

ツ
キ

及
テレ

至
二
其
所
ニ一

見
ル三

蝦
蟇
如
二ナ

ル
ヲ

箬
タ
ケ
ノ
コ
カ
サ

笠
ノ

大
一サ
ノ�

白
氣
從
二
口
─

中
一
出

ツ
即
跳

テ
入
レ

水
ニ

虹
亦
不
レ
見�

予
疑

ラ
ク
ハ

此
非
レ
虹

ニ
老
蝦
蟇

ノ
之
氣
息
也

（
20
）　

前
掲
註（
8
）版
本
。
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

（
前
略
）常

ニ
穿

テ二
地
中

ヲ一
而
行

キ
能
壅

シレ
土
成
レ
坌

ヲ
見
二ル

レ
ハ

日
月

ヲ一
則
死

ス（
後
略
）

（
21
）　

な
お
、
李
時
珍
に
よ
っ
て
萬
暦
十
八
年（
一
五
九
六
）に
編
ま
れ
た
『
本
草
綱
目
』
を
、
寛

永
十
四
年（
一
六
三
七
）に
京
都
で
版
刻
・
刊
行
さ
れ
た
同
書
に
も
、
同
じ
内
容
が
含
ま
れ
て

い
る
。

（
22
）　

中
本
大
「
鶴
に
乗
る
「
費
長
房
」
─
本
邦
に
お
け
る
漢
画
系
画
題
受
容
の
一
側
面
─
」（『
立

命
館
文
學
』
第
五
九
八
号　

立
命
館
大
学
人
文
学
会　

平
成
十
九
年
二
月
）。

（
23
）　

前
掲
註（
22
）中
本
氏
論
文
。

（
24
）　

石
田
氏
は
、
蛙
と
鶯
の
向
か
い
合
う
様
子
を
「
鳴
合
」
の
よ
う
に
と
示
唆
的
な
指
摘
を
し

て
い
る
。
鳴
合
と
い
う
の
は
、
平
安
時
代
か
ら
続
く
物
合
わ
せ
の
内
の
、
飼
っ
て
い
る
鶯
を

持
ち
寄
り
そ
の
鳴
き
声
の
優
劣
を
競
う
「
鶯
合
」
の
類
と
考
え
ら
れ
る
。
幕
末
の
国
学
者
速

水
行
道
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
「
物
合
考
」（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）巻
五
、「
鶯
合
」
の
項
に
は
、

鶯
合
の
事
を
□
之
物
々
見
え
ず
唯
尺
素
往
来
に
五
月
五
日
賀
茂
ノ
競
馬
幷
ニ
深
草
祭
上

下
之
見
学
鶯
鵯
之
闘ト

リ
ア
ハ
セ鳥

可
有
此
時
歟
と
あ
り
是
ノ
事
は
や
く
よ
り
有
リ
し
と
知
べ
し

と
あ
り
、
鶯
合
が
室
町
時
代
後
期
に
は
既
に
成
立
し
て
い
た
と
い
う
説
が
出
さ
れ
て
い
る
。

絵
画
作
品
で
は
、「
洛
中
洛
外
図
屏
風（
歴
博
甲
本
）」（
重
要
文
化
財　

国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
蔵
）の
右
隻
第
六
扇
ほ
か
江
戸
初
期
に
か
け
て
数
例
確
認
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

絵
画
で
も
、
鳴
合
に
用
い
ら
れ
る
鳥
は
籠
に
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
本
場
面
に
は
籠
が
描
か
れ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
鳴
合
と
し
て
蛙
と
鶯
を
描
い
た
可
能
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
25
）　

市
古
貞
次
・
大
島
建
彦
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
88�

曽
我
物
語
』（
岩
波
書
店　

昭
和

四
十
二
年
二
月
十
五
日
第
二
刷
）に
、
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

歌
に
は
、
神
も
佛
も
納
受
し
、
慈
悲
を
た
れ
た
ま
ふ
。
さ
れ
ば
、
花
に
な
く
鶯
、
水
に

す
む
蛙
だ
に
も
、
歌
を
ば
よ
む
ぞ
か
し
。
い
は
ん
や
、
人
と
し
て
、
い
か
で
か
こ
れ
を

は
ぢ
ざ
る
べ
き
。

（
26
）　

佐
伯
梅
友
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
8�

古
今
和
歌
集
』　

岩
波
書
店　

昭
和
四
十
二
年

四
月
十
五
日
第
九
刷
。

（
27
）　

前
掲
註（
25
）『
日
本
古
典
文
学
大
系
88�

曽
我
物
語
』。

（
28
）　

慶
長
年
間
に
摸
刻
さ
れ
た
『
歴
代
君
臣
圖
像
』（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）で
は
、
蒼
頡
は
四

つ
の
眼
を
持
ち
木
の
葉
を
編
み
つ
け
た
衣
を
着
た
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
が
、「
戯
画

図
巻
」
諸
本
に
お
い
て
は
衣
の
表
現
の
み
が
類
似
す
る
。

（
29
）　
『
大
正
新
修
大
藏
經　

第
十
二
巻　

宝
積
部
下
涅
槃
部
全
』（
大
正
新
修
大
藏
經
刊
行
会　

大
正
十
四
年
六
月
十
五
日
）に
、
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

爾
時
帝
釋
。
七
寶
瓶
及
供
養
具
至
茶
毘
所
。
其
火
一
時
自
然
滅
盡
。
帝
釋
即
開
如
來
寶

棺
欲
請
佛
牙
。
樓
逗
即
問
。
汝
何
為
耶
。
答
言
。
欲
請
佛
牙
還
天
供
養
。
樓
逗
言
。
莫

輒
自
取
。
可
待
大
衆
爾
乃
共
分
。
釋
言
。
佛
先
與
我
一
牙
舍
利
。
是
以
我
來
火
即
自

滅
。
帝
釋
説
是
語
已
即
開
寶
棺
。
於
佛
口
中
右
畔
上
頷
取
牙
舍
利
。
即
還
天
上
起
塔
供

養
。
爾
時
有
二
捷
疾
羅
刹
。
隱
身
隨
釋
。
衆
皆
不
見
。
盜
取
一
雙
佛
牙
舍
利
。（
後
略
）

（
30
）　

小
林
責
・
西
哲
生
・
羽
田
昶
『
能
楽
大
事
典
』　

筑
摩
書
房　

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十

日
。

（
31
）　

前
掲
註（
8
）版
本
。
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

（
前
略
）春
─

月
小
兒
多
弄

スレ
之
至
二テ

ハ
大
ナ
ル
者

ニ一
大
人
以
為
レ
戯

ト

（
32
）　

安
斎
実
『
江
戸
時
代�

砲
術
家
の
生
活
─
砲
術
・
そ
の
秘
伝
と
達
人
─
』　

雄
山
閤
出
版　

昭
和
四
十
四
年
八
月
十
五
日
。



狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

五
四

（
33
）　

国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
。

（
34
）　

前
掲
註（
33
）版
本
。
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

（
前
略
）罪
も
報
も
わ
す
れ
は
て
た
る
あ
り
さ
ま
は
あ
は
れ
は
か
な
き
罪
業
な
り（
後
略
）

（
35
）　

近
世
初
期
狩
野
派
に
よ
る
目
連
の
絵
画
と
い
う
の
を
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。
十
七
世
紀

の
諸
芸
能
に
お
い
て
、
目
連
が
題
材
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
説
教
節
の
「
目
連
尊
者
」
や

「
目
連
記
」
程
度
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
36
）　

原
田
信
男
「
中
世
に
お
け
る
殺
生
観
の
展
開
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第

六
十
一
集　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館　

平
成
七
年
一
月
二
十
日
）。

（
37
）　
『
続
々
日
本
絵
巻
大
成�

伝
記
・
縁
起
篇
5　

清
水
寺
縁
起�

真
如
堂
縁
起
』　

中
央
公
論
社

　

平
成
六
年
五
月
二
十
日
。

（
38
）　

前
掲
註（
33
）版
本
。
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

（
前
略
）皆
和
哥
に
も
是
を
詠
ず
ま
こ
と
に
く
る
し
き
業
な
り

（
39
）　

山
村
の
生
活
実
態
に
つ
い
て
は
、
江
戸
後
期
に
至
る
ま
で
絵
画
史
料
が
存
在
し
な
い
た

め
、
現
状
で
は
比
較
検
討
が
困
難
で
あ
る
。

（
40
）　
並
木
誠
士
『
絵
画
の
変
─
日
本
美
術
の
絢
爛
た
る
開
花
』　

中
央
公
論
新
社　

平
成

二
十
一
年
二
月
二
十
五
日
。

（
41
）　

鬼
原
俊
枝
「
第
一
章
第
二
節�

三�

大
御
堂
寺
蔵
「
義
朝
最
期
図
」・「
頼
朝
先
考
供
養
図
」」

『
幽
微
の
探
究　

狩
野
探
幽
論
』
大
阪
大
学
出
版
会　

平
成
十
年
二
月
二
十
七
日
。

・
並
木
誠
士
「
義
朝
最
後
図
・
頼
朝
先
考
供
養
図
」（『
愛
知
県
史�

別
編�

文
化
財
2�

絵
画
』

愛
知
県　

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
）。

（
42
）　

狩
野
博
幸
『
近
世
風
俗
画
1　

遊
び
』　

淡
交
社　

平
成
三
年
五
月
二
十
七
日
。

・
並
木
誠
士
「
近
世
初
期
風
俗
画
の
源
流
と
し
て
の
酒
飯
論
絵
巻
」（『
藝
術
研
究
』
十
二
号

広
島
芸
術
学
会　

平
成
十
一
年
七
月
十
一
日
）。

・
同
「《
厳
島
・
和
歌
浦
図
》（
個
人
蔵
）に
つ
い
て
─
「
酒
飯
論
絵
巻
」
の
応
用
」（『
美
術

フ
ォ
ー
ラ
ム
21
』
第
三
三
号　

醍
醐
書
房　

平
成
二
十
八
年
五
月
三
十
日
）。

（
43
）　
『
天
狗
推
参
！
』　

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館　

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
四
日
。

（
44
）　

前
掲
註（
43
）古
川
氏
解
説
。

（
45
）　

恵
比
寿
と
布
袋
が
こ
の
場
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
は
、
当
時
狩
野
派
を
中
心
に
画
壇
で
七

福
神
の
遊
戯
図
が
流
行
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
の
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
ぞ
れ
釣
り
竿
と
柱
杖
を

持
物
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、
槍
や
長
刀
を
持
た
せ
る
の
に
適
し
て
い
た
こ
と
も
理

由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

（
46
）　

三
橋
健
『
日
本
人
と
福
の
神�

七
福
神
と
幸
福
論
』　

丸
善　

平
成
十
四
年
三
月
三
十
日
。

（
47
）　

青
木
進
三
朗
編
『
肉
筆
浮
世
絵
集
成
』　

毎
日
新
聞
社　

昭
和
五
十
二
年
二
月
。

（
48
）　
『
相
撲
の
歴
史
─
堺
・
相
撲
展
記
念
図
録
─
』　

堺
市
博
物
館　

一
九
九
八
年
三
月
一
日
。

（
49
）　

前
掲
註（
25
）『
日
本
古
典
文
学
大
系
88�

曽
我
物
語
』
に
、
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

（
前
略
）「
御
相
撲
に
参
ら
ん
。
俣
野
殿
」
と
言
ふ
。
景
久
き
い
て
、
腹
を
立
て
、「
相

撲
は
是
に
候
ふ
ぞ
。
出
で
合
は
せ
候
へ
と
言
ふ
は
、
常
の
事
。
総
じ
て
、
相
撲
の
座
敷

に
て
、
左
右
無
く
相
手
の
名
字
呼
ぶ
事
無
し
。
氏
と
言
ひ
器
量
と
言
ひ
、
河
津
に
や
ま

く
べ
き
。
小
腕
押
し
を
り
捨
つ
べ
き
物
を
」
と
、
笑
ひ
て
出
づ
る
を
見
れ
ば
、
菩
薩
な

り
に
し
て
、
色
あ
さ
ぐ
ろ
く
、
丈
は
六
尺
二
分
、
年
は
三
十
一
に
ぞ
な
り
に
け
る
。

俣
野
が
姿
は
、
さ
し
肩
に
し
て
、
か
を
骨
あ
れ
て
、
首
太
く
、
頭
少
し
、
裾
ふ
く
ら

に
、
後
ろ
の
折
骨
、
臍
の
下
へ
差
し
こ
み
、
力
士
な
り
に
し
て
、
丈
は
五
尺
八
分
、
年

は
三
十
二
な
り
。
差
し
寄
り
、
つ
ま
ど
り
、
ひ
し
ひ
し
と
し
て
、
押
し
離
れ
、（
中
略
）

猶
も
出
で
ん
と
す
る
所
を
、
し
ば
し
止
め
て
言
ひ
け
る
は
、「
河
津
が
手
合
を
よ
く
見

れ
ば
、
御
分
に
み
ぎ
わ
勝
り
の
力
な
り
。
彼
体
の
相
撲
を
ば
、
左
右
の
手
を
上
げ
、
爪

先
を
立
て
て
、
上
手
に
掛
け
て
待
ち
給
へ
。
敵
も
上
手
に
目
を
懸
け
て
、
の
さ
の
さ
と

よ
る
所
を
、
小
臂
を
打
ち
上
げ
、
違
ひ
様
に
よ
つ
い
を
取
り
、
足
を
抜
き
て
は
ね
ま
は

れ
。
大
力
も
、
は
ね
ら
れ
て
、
足
の
立
て
ど
の
う
く
所
を
、
捨
て
て
足
を
取
り
て
見

よ
。
組
み
て
は
適
ふ
ま
じ
き
ぞ
。
も
し
又
、
く
ま
で
適
は
ず
は
、
う
ち
が
ら
み
に
、
し

は
と
掛
け
て
、
髻
を
お
ち
を
は
か
せ
、
一
は
ね
は
ね
て
、
し
と
と
打
て
。
な
ん
で
ふ
七

は
な
れ
八
は
な
れ
は
、
見
苦
し
き
ぞ
。
侍
相
撲
と
申
す
は
、
よ
る
か
と
す
れ
ば
、
勝
負

有
り
。
余
り
に
は
や
き
も
、
見
分
け
ら
れ
ず
。
又
、
斯
様
の
ひ
ね
物
を
ば
、
わ
づ
ら
ひ

無
く
の
し
寄
り
て
、
小
首
ぜ
め
に
攻
め
て
、
背
を
こ
ご
め
て
、
ま
は
る
所
を
、
大
さ
か

手
に
入
れ
て
、
か
い
ひ
ね
つ
て
、
け
捨
て
て
見
よ
。
真
逆
様
に
負
け
ぬ
べ
し
」
と
、
こ

ま
ご
ま
と
教
へ
け
れ
ば
、「
心
得
た
り
」
と
て
出
で
合
ひ
け
り
。
教
へ
の
如
く
、
爪
先

を
立
て
て
、
腕
を
上
げ
、
隙
あ
ら
ば
と
狙
ひ
け
り
。
河
津
は
、
前
後
相
撲
は
、
是
が
始

め
な
れ
ば
、
や
う
も
無
く
、
す
る
す
る
と
歩
み
寄
り
、
俣
野
が
、
ぬ
け
ん
と
相
し
ら
ふ

所
を
、
右
の
腕
を
つ
つ
と
延
べ
、
又
野
が
前
ほ
ろ
を
つ
か
ん
で
差
し
の
け
、
あ
ら
く
も



狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

五
五

（
54
）　

江
橋
崇
『
も
の
と
人
間
の
文
化
史　

173
・
か
る
た
』　

法
政
大
学
出
版
局　

平
成
二
十
七

年
十
一
月
十
日
。
カ
ル
タ
に
つ
い
て
は
、
特
に
出
典
を
示
さ
な
い
限
り
本
書
に
拠
っ
た
。

（
55
）　

前
掲
註（
54
）江
橋
氏
単
行
本
。

（
56
）　

前
掲
註（
30
）単
行
本
。

（
57
）　

中
野
玄
三
「
不
動
明
王
」（『
日
本
の
美
術
』
第
二
三
八
号　

至
文
堂　

昭
和
六
十
一
年
三

月
十
五
日
）。

（
58
）　
『
日
本
大
蔵
経�

第
四
十
八
巻�

宗
典
部�

天
台
宗
密
教
章
疏
三
』（
藏
經
書
院　

大
正
九
年
八

月
三
十
一
日
）に
、
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

一
此
尊
大
日
化
身
、
二
明
中
有
阿
路
唅
四
字
、
三
常
住
火
生
三
昧
、
四
現
童
子
形
身
卑

肥
満
、
五
頂
有
七
沙
髻
、
六
左
垂
一
辮
髪
、
七
額
有
皺
文
形
如
水
波
、
八
閉
左
一
目

開
右
一
目
、
九
下
歯
喫
上
右
唇
。
下
左
唇
外
翻
出
、
十
緘
閉
其
口
、
十
一
右
手
執
剣
、

十
二
左
手
持
索
、
十
三
喫
行
人
残
食
、
十
四
安
坐
大
盤
石
、
十
五
色
醜
青
黒
、
十
六
奮

迅
忿
怒
、
十
七
遍
身
迦
楼
羅
炎
、
十
八
變
成
倶
利
迦
羅
大
龍
纏
剣
、
十
九
變
作
二
童
子

給
仕�

（
訓
点
お
よ
び
割
注
を
省
略
。
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）

（
59
）　

前
掲
註（
58
）『
日
本
大
蔵
経�

第
四
十
八
巻�

宗
典
部�

天
台
宗
密
教
章
疏
三
』「
十
四
安
坐

大
盤
石
」
の
割
注
に
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

表
下
鎮
二
衆
生
重
障
一
令
レ
不
二
復
動
一
成
中
淨
菩
提
心
妙
高
山
王

ニ上（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）

（
60
）・
前
掲
註（
9
）朝
倉
氏
単
行
本
。

・
岩
橋
小
彌
太
『
芸
能
史
叢
説
』　

吉
川
弘
文
館　

昭
和
五
十
年
七
月
十
日
。

・
守
屋
毅
「
第
二
章
第
一
節　

近
世
初
期
の
歌
舞
伎
と
放
下
」（『
近
世
芸
能
興
行
史
の
研
究
』

弘
文
堂　

昭
和
六
十
年
九
月
十
日
）。

（
61
）　
『
特
別
展　

隠
元
禅
師
生
誕
四
〇
〇
年
記
念　

黄
檗
─
禅
と
芸
術
─
』　

岐
阜
市
歴
史
博
物

館　

平
成
四
年
九
月
二
十
二
日
、
ほ
か
。

（
62
）　

笠
と
杖
が
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
能
の
曲
中
、
小
町
が
女
笠
と
杖
を
身
に
付
け
都
を
出
る

さ
ま
が
演
出
さ
れ
る
こ
と
に
拠
る
の
だ
ろ
う
。

（
63
）　

島
津
久
基
校
訂
『
義
経
記
』　

岩
波
文
庫　

昭
和
十
四
年
三
月
十
五
日
。

（
64
）　

前
掲
註（
30
）単
行
本
。

（
65
）　
『
新
訂
増
補�
國
史
大
系�

第
四
十
一
巻�

德
川
實
紀
』（
吉
川
弘
文
館　

昭
和
四
十
年
二
月

働
か
ば
、
た
づ
な
も
腰
も
き
れ
ぬ
べ
し
。
暫
く
有
て
、
む
ず
と
引
き
寄
せ
、
目
よ
り
高

く
差
し
上
げ
、
半
時
ば
か
り
有
り
て
、
横
様
に
片
手
を
は
な
ち
て
、
し
と
と
打
つ
。

（
後
略
）

（
50
）　

増
川
宏
一
『
も
の
と
人
間
の
文
化
史　

79
─

1
・
す
ご
ろ
く
Ⅰ
』　

法
政
大
学
出
版
局　

平

成
七
年
七
月
七
日
。
雙
六
に
つ
い
て
は
、
特
に
出
典
を
示
さ
な
い
限
り
本
書
に
拠
っ
た
。

（
51
）　
『
隔
蓂
記
』
中
に
は
、
盤
の
「
双
六
」（
雙
六
）お
よ
び
「
繪
双
六
」
が
合
わ
せ
て
五
十
件
近

く
登
場
す
る
。
そ
の
内
の
一
部
で
は
、
赤
松
俊
秀
編
『
隔
蓂
記　

巻
二
』（
思
文
閣
出
版　

平

成
九
年
三
月
二
十
日
復
刻
）、
慶
安
三
年（
一
六
五
〇
）十
二
月
八
日
条
に
次
の
と
お
り
記
さ

れ
る
。（

前
略
）午
後
、
於　

仙
洞
、
而
有
御
振
舞
。（
中
略
）御
茶
濟
、
有
御
双
六
也
。
予
亦
與

妙
門
主
、
打
双
六
也
。
有
十
炷（
香
）、
御
振
舞
之
御
勝
負
也
。
有
繪
双
六
、
有
加
留
多
、

種
々
御
遊
興
也
。（
後
略
）

　

ま
た
、『
隔
蓂
記　

巻
三
』（
思
文
閣
出
版　

平
成
九
年
三
月
二
十
日
復
刻
）、
慶
安
四
年

十
一
月
九
日
条
に
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

（
前
略
）今
日
於　

仙
洞
、
御
勝
負
振
舞
有
之
。（
中
略
）御
勝
負
有
之
、
小
蠟
燭
三
百
挺

被
出
之
。
御
双
六
有
之
、
勝
者
令
拝
領
之
也
。（
後
略
）

（
52
）　

前
掲
註（
50
）増
川
氏
単
行
本
。

（
53
）　
『
大
日
本
續
藏
經　

第
一
輯
第
二
編
乙
第
二
十
三
套
第
四
冊
』（
藏
經
書
院　

大
正
元
年

十
一
月
）に
、
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

第
二
初
江
王
宮�

釋
迦
如
來

葬
頭
河
曲
於
二
初
江
邊
一
官
廳
相
連
承
所
渡
二
前
大
河
一
即
是
葬
頭
見
レ
渡
二
亡
人
名
二
奈

河
津
一
所
レ
渡
有
レ
三
一
山
水
瀨
二
江
深
淵
三
有
二
橋
渡
一
官
前
有
二
大
樹
一
名
二
衣
領
樹
一

影
住
二
二
鬼
一
名
二
奪
衣
婆
二
名
二
懸
衣
翁
一
婆
鬼
警
二
盜
業
一
折
二
兩
手
指
一
翁
鬼
惡
二
無

義
逼
一
頭
足
一
所
尋
初
開
男
負
二
其
女
人
一
牛
頭
銕
棒
挾
二
二
人
肩
一
追
二
渡
疾
瀨
一
悉
集
二

樹
下
一
婆
鬼
脱
レ
衣
翁
鬼
懸
レ
枝
顯
二
罪
低
昂
一
與
二
後
王
廳
一
爾
時
天
尊
説
二
是
偈
一
言

　

な
お
、
日
本
に
お
け
る
「
十
王
経
」
の
受
容
に
つ
い
て
は
、
主
に
次
に
依
っ
た
。

・
本
井
牧
子
「
十
王
経
と
そ
の
享
受（
上
）・（
下
）─
逆
修
・
追
善
仏
事
に
お
け
る
唱
導
を
中

心
に
」（『
国
語
国
文
』
第
六
十
七
巻
第
六
・
七
号　

中
央
図
書
出
版
社　

平
成
十
年
六
月

二
十
五
日
・
七
月
二
十
五
日
）。



狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

五
六

二
十
八
日
）萬
治
元
年
正
月
十
五
日
・
十
六
日
条
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

○
十
五
日（
中
略
）蘭
人
御
覧
あ
り
。
貢
物
は
大
鳥
幷
羽
珊
瑚
。
琥
珀
。
玻
璨
鏡
。（
後

略
）

○
十
六
日
阿
蘭
よ
り
進
貢
の
大
鳥
ほ
う
よ
ろ
す
て
れ
い
す
と
い
ふ
御
覧
あ
り
。
小
十
人

組
番
所
の
庭
上
に
て
な
り
。（
後
略
）

（
66
）　

磯
野
直
秀
「
明
治
前
動
物
渡
来
年
表
」（『
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
紀
要�

自
然
科
学
』
№
41　

慶
應
義
塾
大
学　

平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日
）。

（
67
）　

松
田
清
「
駝
鳥
考
」（『
日
蘭
学
会
通
信
』
昭
和
六
十
二
年
度
№
1　

日
蘭
学
会　

昭
和

六
十
二
年
四
月
十
五
日
）。

　

松
田
氏
に
よ
る
と
、「
駝
鳥
図
」（
縦
一
三
九
糎
、
横
一
〇
五
糎
）に
は
、
墨
書
で
「
万
治
元

年
正
月
十
五
日
／
お
う
ら
ん
た
人
／
御
城
え
上
申
大
鳥
／
鳥
の
名
ほ
う
ご
ろ
う
と
ろ
い
し
／

せ
の
高
さ
地
よ
り
五
尺
計
／
せ
な
み
よ
り
首
の
長
さ
五
尺
余
／
鳥
の
ゑ
／
な
／
せ
り
／
こ
め

／
右
之
鳥
一
覧
仕
写
指
上
申
候
」
と
あ
る
と
い
う
。

（
68
）　

狩
野
常
信
筆
「
鳥
写
生
図
巻
」
八
巻（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）に
は
、
寛
文
四
年（
一
六
六
四
）

か
ら
正
徳
二
年（
一
七
一
二
）ま
で
の
一
五
七
点
の
写
生
図
が
お
さ
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
内

に
は
延
宝
三
年（
一
六
七
五
）に
現
在
の
小
笠
原
諸
島
を
調
査
し
た
際
に
持
ち
帰
ら
れ
た
メ
グ

ロ
の
写
生
図
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。
実
態
は
未
詳
で
あ
る
が
、
十
七
世
紀
後
半
に
、
い

わ
ゆ
る
御
用
絵
師
が
幕
府
の
下
鳥
類
の
写
生
を
行
っ
て
い
た
事
実
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
を
付

記
し
て
お
く
。「
鳥
写
生
図
巻
」
に
つ
い
て
は
、
磯
野
直
秀
「
博
物
誌
資
料
と
し
て
の
『
鳥

写
生
図
巻
』」（『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
第
五
八
四
号　

東
京
国
立
博
物
館　

平
成
十
五
年
六
月

十
五
日
）参
照
。

（
69
）　
『
景
德
傳
燈
録
』（
貞
和
四
年
［
一
三
四
八
］
刊
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）巻
十
七
、
次
の
と

お
り
記
さ
れ
る
。

京
兆
蜆
子
和
尚
不
知
何
許
人
也
事
迹
頗
異
居
無
定
所
自
印
心
於
洞
山
混
俗
於
閩
川
不
畜

道
具
不
循
律
儀
常
日　

江
岸
採
掇
蝦
蜆
以
充
腹
暮
即
卧
東
山
白
馬
廟
紙
錢
中
居
民
目
為

蜆
子
和
尚
華
嚴
靜
師
聞
之
欲
決
眞
假
先
潛
入
紙
錢
中
深
夜
師
歸
靜
把
住
問
曰
如
何
是
祖

師
西
來
意
師
遽
荅
曰
神
前
酒
臺
盤
靜
竒
之
懴
謝
而
退
後
靜
師
化
行
京
都
師
亦
至
焉
竟
不

聚
徒
演
法
惟
佯
狂
而
已�

（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）

（
70
）　

前
掲
註（
69
）『
景
德
傳
燈
録
』
巻
二
十
七
、
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

天
台
豐
千
禪
師
者
不
知
何
許
人
也
居
天
台
山
國
淸
寺
剪
髮
齊
眉
衣
布
裘
人
或
問
佛
理
上

荅
隨
時
二
字
甞
誦
唱
道
歌
乗
虎
入
松
門
衆
僧
驚
畏（
後
略
）�

（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）

（
71
）　

寒
山
と
拾
得
は
、
像
主
を
明
示
す
る
画
賛
に
お
い
て
も
、
し
ば
し
ば
混
同
さ
れ
る
。
本
来
、

拾
得
が
箒
を
、
寒
山
が
経
巻
を
持
つ
。
主
な
典
拠
は
次
の
と
お
り
。

　

能
仁
晃
道
訓
読
『
訓
読�

五
灯
会
元
』（
耕
文
社　

平
成
十
八
年
十
二
月
八
日
）巻
二
、
次
の

と
お
り
記
さ
れ
る
。

天
臺
山
拾
得
子
。
一
日
掃
地
。
寺
主
問
、
汝
名
拾
得
、
因
豐
干
拾
得
汝
歸
。
汝
畢
竟
姓

個
甚
麼
。
拾
得
放
下
掃
帚
、
叉
手
而
立
。
主
再
問
。
拾
得
拈
掃
帚
掃
地
而
去
。（
後
略
）

�

（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）

前
掲
註（
69
）『
景
德
傳
燈
録
』
巻
二
十
七
、
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

（
前
略
）師
尋
獨
入
五
臺
山
巡
禮
逢
一
老
翁
師
問
莫
是
文
殊
否
曰
豈
可
有
二
文
殊
師
作
禮

未
起
忽
然
不
見（
後
略
）�

（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）

（
72
）　

前
掲
註（
69
）『
景
德
傳
燈
録
』
巻
八
、
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

（
前
略
）元
和
中
北
遊
襄
漢
隨
處
而
居
或
鳳
嶺
鹿
門
或
鄽
肆
閭
巷
初
住
東
巖
後
居
郭
西
小

舍
一
女
名
靈
照
常
隨
製
竹
漉
籬
令
鬻
之
以
供
朝
夕（
後
略
）�

（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）

（
73
）　
『
武
王
伐
紂
平
話　

呂
望
興
周
』中
國
古
典
文
學
出
版
社　

中
華
民
国
暦
四
十
四
年
三
月
。

姜
尚
因
命
守
時
直
鉤
釣
渭
水
之
魚
不
用
香
餌
之
食
離
水
面
三
尺
尚
自
言
曰
負
命
者
上
鉤

來�

（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）

（
74
）　

前
掲
註（
8
）版
本
。
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

（
前
略
）小
─

兒
維ツ

ナ
ギ

テレ
雌

ヲ
釣
レ
雄

ヲ
以
テ
為
レ

戯
タ
ハ
フ
ルト

（
75
）　

香
雪
美
術
館
学
芸
員
郷
司
泰
仁
氏
の
御
教
示
に
拠
る
。

（
76
）　

前
掲
註（
30
）単
行
本
。

（
77
）　

桑
田
忠
親
『
信
長
公
記
』（『
戦
国
史
料
叢
書
2　

信
長
公
記
』
人
物
往
来
社　

昭
和
四
十

年
四
月
三
十
日
）巻
十
二
「
法
花
・
浄
土
宗
論
の
事
」
に
、
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

（
前
略
）法
花
宗
は
、
生
便
敷
結
構
に
出
立
ち
、
長
命
寺
日
光
、
浄
光
院
、
九
音
院
、
堺

の
油
屋
弟
坊
主
、
妙
国
寺
不
伝
、
妙
顕
寺
の
大
蔵
坊
。
筆
執
り
に
て
、
法
花
八
軸
に

硯
・
料
紙
を
取
り
持
ち
、
出
で
ら
れ
侯
。
浄
土
宗
は
、
墨
衣
に
て
、
如
何
に
も
左
道
な

る
仕
立
、
関
東
の
長
老
、
安
土
・
田
中
の
貞
安
長
老
二
人
、
是
れ
も
硯
・
料
紙
を
持
ち

侯
て
、
出
で
ら
る
。



狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

五
七

付
け
た
り
。

（
83
）　

前
掲
註（
33
）版
本
。
本
文
に
は
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

（
前
略
）縦
は
鼻
の
上
に
立
物
を
し
枕
を
か
さ
ね
て
自
由
に
つ
か
い（
後
略
）

（
84
）　
『
を
く
り
─
伝
岩
佐
又
兵
衛
の
小
栗
判
官
絵
巻
─
』　

宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館　

平
成
七
年

七
月
八
日
。

（
85
）　

信
多
純
一
「
近
世
初
期
の
語
り
物
」（『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
九
〇�

古
浄
瑠
璃�

説
経
集
』

岩
波
書
店　

平
成
十
一
年
十
二
月
十
五
日
）。

（
86
）　

王
世
貞
輯
『
有
象
列
仙
全
傳
』（
慶
安
五
年
［
一
六
五
〇
］
刊
、国
立
国
会
図
書
館
蔵
）巻
一
、

次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

琴
─

高
ハ

趙
人

ナ
リ

。
能
─

鼓
琴

ヲ
。
為
二タ

リ
宋

ノ
康
王

ノ
舍
人
一。
行

テ二
涓
彭

カ
之
術
一。
浮
二
游

冀
ス
ル
コ
ト

州
涿
郡

ノ
間
一。
二
百
餘
年
。
後
入

テ二
涿
水

ニ一
取
二
龍

ノ
子

ヲ一
。
與
二
諸
弟
子
一
期

ス
。

某
曰
當

ニ
返
諸
弟
子
日

ニ
齋
潔
シ
テ
ハ
待

テ二
于
水
傍

ニ一
。
設
─

祠
ス

果
シ
テ

乘
レ
鯉
ニ
而
來

ル
。
觀

ル
者

ノ
萬
餘
人
。
留

コ
ト

一
─

月
シ
テ

復
入
レ
水

ニ
去

ル�

（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）

（
87
）　

国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
、
寛
政
九
年（
一
七
九
七
）再
版
本
。
同
書
は
、
鯉
が
川
魚
の
第
一

で
あ
り
特
に
山
城
国
淀
産
を
名
物
と
し
て
紹
介
し
て
お
り
、
同
様
に
鯉
の
名
産
を
淀
川
と

す
る
記
述
は
、
元
禄
十
年（
一
六
九
七
）刊
の
『
本
朝
食
鑑
』（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）巻
七
、

「
鯉
」
に
既
に
見
ら
れ
る
。

（
88
）　
［
表
2
］か
ら
、
昌
運
本
の
傾
向
を
見
て
も
、
各
主
題
分
類
か
ら
万
遍
な
く
選
出
さ
れ
て
お

り
、
主
題
分
類
の
内
で
全
く
含
ま
れ
な
い
の
は
、「
古
絵
巻
の
図
様
」
の
み
で
あ
る
。

（
89
）　
『
昔
の
絵
師
は
ど
ん
な
勉
強
を
し
て
い
た
か
』（
武
蔵
野
美
術
大
学
美
術
資
料
図
書
館　

平

成
十
年
五
月
十
八
日
）に
部
分
図
掲
載
。
こ
こ
で
は
、
便
宜
上
「
上
下
巻
」
と
し
た
が
、
そ

の
区
別
は
な
く
、
現
在
別
々
の
箱
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。

（
90
）　

前
掲
註（
1
）石
田
氏
論
文
。
平
成
十
四
年
に
福
岡
市
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
た
。

（
91
）　

前
掲
註（
5
）郷
司
氏
論
文
。

（
92
）　
『
日
本
の
戯
画
』（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館　

昭
和
六
十
一
年
二
月
二
十
五
日
）に
部
分
図
掲

載
、
お
よ
び
前
掲
註（
16
）『
狩
野
永
納
─
そ
の
多
彩
な
る
画
業
─
』
に
全
図
掲
載
。

（
93
）　

文
化
財
保
存
修
復
学
会
『
海
外
所
在
日
本
美
術
品
調
査
報
告�

6　

パ
リ�

国
立
ギ
メ
東
洋

美
術
館�

絵
画
』（
文
化
財
保
存
修
復
学
会　

平
成
八
年
三
月
三
十
日
）に
部
分
図
掲
載
。

（
94
）　
『
秘
蔵
日
本
美
術
大
観　

二　

大
英
博
物
館
Ⅱ
』（
講
談
社　

平
成
二
年
八
月
二
十
五
日
）に

（
中
略
）其
ノ
時
、
判
者
ヲ
始
メ
、
満
座
一
同
ニ
焜
と
笑
て
、
袈
裟
ヲ
剥
ギ
坂
ル
。
天
正

七
己
卯
年
五
月
廿
七
日
、辰
の
亥
関
東
ノ
長
老
、扇
を
披
き
立
て
、一
舞
ま
は
れ
な
り
。

長
命
寺
日
光
、
妙
ノ
一
字
に
槞
、
打
擲
せ
ら
れ
、
八
軸
の
経
文
も
見
物
の
者
ど
も
、
手

貼
に
破
り
取
り
、
法
花
衆
、
四
方
へ
、
ば
つ
と
逃
げ
散
り
候
。（
後
略
）

�

（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）

（
78
）　

前
掲
註（
29
）『
大
正
新
修
大
藏
經　

第
十
二
巻　

宝
積
部
下
涅
槃
部
全
』
に
、
次
の
と
お

り
記
さ
れ
る
。

彼
國
常
有
二�

種
種
奇
妙
雜
色
之
鳥
一。
白
鵠
孔
雀�

鸚
鵡
舍
利�

迦
陵
頻
伽�

共
命
之
鳥
。

是
諸
衆
鳥�

晝
夜
六
時
出
二
和
雅
音
一。
其
音
演
二
暢�

五
根
五
力�

七
菩
提
分�

八
聖
道
分�

如
レ

是
等
法
一。
其
土
衆
生
、
聞
二
是
音
一
已
。
皆
悉
念
レ
佛
念
レ
法
念
僧
。

（
79
）　

前
掲
註（
33
）版
本
。
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

狩
人
と
も
い
へ
り
鹿
を
追
猟
師
山
を
登
と
い
へ
り
ま
こ
と
に
身
を
た
つ
る
わ
ざ
と
と
て

若
干
の
罪
を
な
す
は
人
界
の
な
ら
ひ
ぞ
か
し
あ
る
が
中
に
狩
人
の
わ
さ
は
殺
生
を
こ

と
ゝ
と
す
れ
ば
そ
の
む
く
ひ
何
と
て
の
か
れ
ん
や
一
切
の
有
生
は
み
な
こ
れ
世
ゝ
の
親

類
な
れ
ば
み
し

（
80
）　

前
掲
註（
69
）
『
景
德
傳
燈
録
』
巻
三
「
第
三
十
二
祖
弘
忍
大
師
」
に
、
次
の
と
お
り
記

さ
れ
る
。

（
前
略
）於
破
頭
山
咸
亨
中
有
一
居
士
姓
盧
名
慧
能
自
新
舊
本
誤

作
鄲
字
州
來
參
謁
師
問
曰
汝
自

何
來
曰
嶺
南
師
曰
欲
須
何
事
曰
唯
求
作
佛
師
曰
嶺
南
人
無
佛
性
若
為
得
佛
曰
人
即
有
南

北
佛
性
豈
然
師
知
是
異
人
乃
訶
曰
著
槽
厰
去
能
禮
足
而
退
便
入
碓
坊
服
勞
於
杵
臼
之
間

晝
夜
不
息
經
八
月�

（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）

（
81
）　
『
石
門
洪
覺
範
林
間
録
』（
康
暦
二
年［
一
三
八
〇
］刊
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）巻
上
、
次
の

と
お
り
記
さ
れ
る
。

四
祖
大
師
居
破
頭
山
山
中
有
無
名
老
僧
唯
栽
松
人
呼
為
栽
松
道
者（
後
略
）

（
82
）　

磯
貝
正
義
・
服
部
治
則
校
注
『
戦
国
史
料
叢
書
3　

甲
陽
軍
艦�

上
』（
人
物
往
来
社　

昭

和
四
十
年
七
月
三
十
日
）に
、
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

放
下
と
云
者
は
、
矢
の
箆
を
二
丈
も
三
丈
も
つ
ぎ
、「
第
」
一
の
上
に
茶
碗
を
置
、
己

が
鼻
の
さ
き
に
の
せ
、
く
る
〳
〵
と
ま
は
せ
ど
も
、
其
茶
碗
落
ざ
る
や
う
に
す
る
、
是

奇
特
な
れ
ど
も
、
本
意
に
達
せ
ね
ば
、
何
の
用
に
も
た
ヽ
ぬ
を
も
っ
て
、
放
下
と
は
名



狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

五
八

全
図
掲
載
。

（
95
）　

松
嶋
雅
人
「
江
戸
狩
野
・
表
絵
師
と
そ
の
御
用
─
東
京
藝
術
大
学
所
蔵　

麻
布
一
本
松
狩

野
家
資
料
を
め
ぐ
っ
て
─
」（『
東
京
藝
術
大
学
美
術
学
部
紀
要
』
第
三
十
四
号　

平
成
十
一

年
五
月
三
十
一
日
）。

（
96
）　

武
蔵
野
美
術
大
学
美
術
館
・
図
書
館
学
芸
員�

佐
伯
聡
子
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。
な
お
現

在
、
両
巻
に
「
聖
賢
漫
画
」
と
書
か
れ
た
題
簽
が
貼
ら
れ
て
お
り
、
片
方
は
そ
の
際
に
新
造

さ
れ
、
も
う
片
方
は
元
々
あ
っ
た
題
簽
を
付
し
た
と
の
こ
と
で
あ
り
、「
戯
画
図
巻
」
の
名

称
を
考
え
る
上
で
参
考
と
な
る
。

（
97
）　
『
日
本
古
典
文
学
影
印
叢
刊�
三
〇�

卜
養
狂
歌
絵
巻
』　

貴
重
本
刊
行
会　

昭
和
六
十
年
五

月
二
十
日
。

（
98
）　

な
お
、
本
節
で
掲
げ
た
八
点
の
ほ
か
に
、『
松
風
閣
蔵
品
展
観
図
録
』（
東
京
美
術
倶
楽
部

昭
和
十
五
年
）に
「
八
二�

尚
信
道
化
絵
巻�
二
巻
」
が
掲
載
さ
れ
、
石
田
氏
に
よ
っ
て
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
部
分
図
の
み
で
あ
る
が
、
徳
川
本［
上
14
］か
ら［
上
16
］の
独
立
性
易
ま
で
、

［
下
2
］カ
ル
タ
博
奕
か
ら［
下
4
］隠
元
の
蜘
蛛
舞
の
梯
子
ま
で
が
確
認
で
き
る
。
興
味
深
い

の
は
、
徳
川
本
と
こ
の
図
版
を
比
較
す
る
と
、
人
物
の
配
置
の
み
な
ら
ず
、
流
水
や
土
坡
・

遠
山
、
樹
木
や
岩
石
の
配
置
や
筆
致
が
極
め
て
似
通
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
狩
野
尚
信

（
一
六
〇
七
〜
五
〇
）の
真
筆
か
ど
う
か
は
判
断
出
来
な
い
が
、
徳
川
本
の
原
本
の
強
い
影
響

力
を
思
わ
せ
る
。

（
99
）　

五
十
嵐
公
一
「
永
納
作
品
の
制
作
年
代
」（『
塵
界
』
第
一
一
号　

兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館

　

平
成
十
一
年
三
月
三
十
日
）。

（
100
）　

山
下
善
也
「
決
定
版
・
狩
野
派
系
図
」（『
別
冊
太
陽
一
三
一　

狩
野
派
決
定
版
』
平
凡
社

　

平
成
十
六
年
十
月
十
三
日
）。

（
101
）　

前
掲
註（
100
）山
下
氏
論
文
。

（
102
）　
『
大
津
絵
の
世
界
』　

大
津
市
歴
史
博
物
館　

平
成
十
八
年
三
月
四
日
。

（
103
）　

狩
野
探
幽
筆
「
雑
画
巻
」（
大
英
博
物
館
蔵
）中
の
「
五
福
神
図
」
や
『
古
画
備
考
』
に
記

載
さ
れ
る
作
品
が
参
照
さ
れ
て
い
る
。

（
104
）　

前
掲
註（
97
）『
日
本
古
典
文
学
影
印
叢
刊�

三
〇�

卜
養
狂
歌
絵
巻
』。

（
105
）　
『
松
花
堂
昭
乗
─
茶
湯
の
心
と
筆
墨
─
』　

大
和
文
華
館　

平
成
五
年
十
月
一
日
。

（
106
）　

京
都
国
立
博
物
館
編
『
探
幽
縮
図�

上
』　

同
朋
舎
出
版　

昭
和
五
十
五
年
五
月
十
五
日
。

（
107
）　
『
障
壁
画
全
集�

西
本
願
寺
』　

美
術
出
版
社　

昭
和
四
十
三
年
三
月
十
日
。

（
108
）　
『
生
誕
四
〇
〇
年
記
念　

狩
野
探
幽
展
』　

日
本
経
済
新
聞
社　

平
成
十
四
年
。
同
図
録
の

安
村
敏
信
氏
の
解
説
に
よ
る
と
、
探
幽
以
前
に
虹
を
描
い
た
作
品
は
い
ま
だ
確
認
さ
れ
て
い

な
い
と
い
う
。
な
お
、「
戯
画
図
巻
」
も
「
虹
山
水
図
」
も
虹
の
向
か
っ
て
左
端
を
地
面
に

近
づ
け
、
右
端
は
空
中
に
伸
び
消
え
て
い
く
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
構
図
の
先

例
に
は
、
明
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
『
山
海
經
』（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）の
巻
九
「
第
五
十
一

圖
」
に
掲
げ
ら
れ
る
挿
絵
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

（
109
）　

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
。

（
110
）　

小
林
忠
・
榊
原
悟
『
日
本
美
術
絵
画
全
集　

第
十
六
巻　

守
景
・
一
蝶
』　

集
英
社　

昭

和
五
十
三
年
十
月
二
十
五
日
。

（
111
）　
『
江
戸
文
化
シ
リ
ー
ズ
二
五　

一
蝶
リ
タ
ー
ン
ズ　

元
禄
風
流
子�

英
一
蝶
の
画
業
』　

板

橋
区
立
美
術
館　

平
成
二
十
一
年
九
月
五
日
ほ
か
。

（
112
）　

石
沢
俊
「
南
蛮
人
交
易
図
屏
風
─
探
幽
に
よ
る
南
蛮
屏
風
の
変
容
」（『
神
戸
市
立
博
物
館

研
究
紀
要
』
第
二
七
号　

神
戸
市
立
博
物
館　

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
）。

（
113
）　

前
掲
註（
109
）版
本
。

（
114
）　

武
田
恒
夫
「〈
資
料
紹
介
〉
狩
野
探
幽
筆
「
月
次
風
俗
図
」
模
本
に
つ
い
て
」（『
大
手
前
女

子
大
学
論
集
』
第
二
五
号　

大
手
前
女
子
大
学　

平
成
三
年
十
二
月
二
十
日
）。
各
月
の
主

題
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

正
月
：
千
秋
万
歳
、
二
月
：
念
仏
踊
、
三
月
：
鶏
合
、
四
月
：
夏
安
居
、
五
月
：
尚
武

の
節
供
、
六
月
：
氷
室
の
節
供
、
七
月
：
孟
蘭
盆
会
、
八
月
：
観
月
、
九
月
：
重
陽
の

節
供
、
十
月
：
夷
講
、
十
一
月
：
お
火
焚
、
十
二
月
：
節
季
候

（
115
）　
『
松
平
大
和
守
日
記
』（『
日
本
庶
民
文
化
資
料
集
成　

第
十
二
巻　

芸
能
記
録（
一
）』　

三

一
書
房　

昭
和
五
十
二
年
十
月
三
十
一
日
）に
、
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

同
三
日　

上
野
介
殿
へ
振
舞
ニ
行
、
是
は
祝
儀
也

同
日　

天
満
八
太
夫
来

一
せ
つ
き
や
う
番
組

○
お
く
り　
（
後
略
）

（
116
）　

室
木
弥
太
郎
『
中
世
近
世
日
本
芸
能
史
の
研
究
』　

風
間
書
房　

平
成
四
年
十
二
月
二
十
八

日
。



狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て

五
九

成
九
年
三
月
二
十
日
復
刻
）に
、
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

赴
于
西
川
忠
味
振
舞
也
。（
中
略
）振
舞
以
後
、
赴
四
条
河
原
、
蜘
舞
遂
見
物
也
。

（
120
）　
『
隔
蓂
記　

巻
五
』（
思
文
閣
出
版　

平
成
九
年
三
月
二
十
日
復
刻
）に
、
次
の
と
お
り
記
さ

れ
る
。於　

法
皇
御
所
、
術
師
来
、
種
々
之
人
形
之
術
仕
、
其
外
少
年
之
者
羅
漢
跳
仕
也
。

（
蜘
）蛛
舞
・
狂
言
仕
也
。

（
121
）　

楢
崎
宗
重
「
職
人
尽
図
巻
」（『
近
世
風
俗
図
巻　

第
三
巻　

芸
能
・
諸
職
』　

毎
日
新
聞
社

　

昭
和
四
十
九
年
十
月
十
日
）。

（
122
）　
『
甦
る
絵
巻
・
絵
本　

鎌
倉
英
勝
寺
所
蔵　

大
黒
舞
絵
巻
』　

勉
誠
出
版　

平
成
十
八
年
十

月
二
十
日
。
同
書
の
中
の
木
村
千
鶴
子
「
英
勝
寺
蔵
本　

大
こ
く
ま
ひ
」
に
よ
る
と
、
慶
安

元
年（
一
六
四
九
）以
前
に
製
作
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
。

（
123
）　

前
掲
註（
102
）『
大
津
絵
の
世
界
』、
作
品
番
号
62
。

（
124
）　

朝
尾
直
弘
「「
身
分
」
社
会
の
理
解
」（『
日
本
歴
史
の
中
の
被
差
別
民
』　

新
人
物
往
来
社

平
成
十
二
年
二
月
、『
朝
尾
直
弘
著
作
集　

第
七
巻
』
再
収　

岩
波
書
店　

平
成
十
六
年
二

月
五
日
）。

（
125
）　

横
田
冬
彦
「
芸
能
・
文
化
と〈
身
分
的
周
縁
〉」（『
シ
リ
ー
ズ　

近
世
の
身
分
的
周
縁
6　

身
分
を
問
い
直
す
』
吉
川
弘
文
館　

平
成
十
二
年
十
一
月
一
日
）。
ま
た
、
朝
倉
治
彦
氏
は
、

本
書
の
特
色
は
巻
三
以
降
に
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
同
氏
「
解
説
」（『
東
洋
文
庫
五
一
九

人
倫
訓
蒙
図
彙
』　

平
凡
社　

平
成
二
年
六
月
二
十
五
日
）。

［
付
記
］　

本
稿
の
執
筆
お
よ
び
写
真
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、
武
蔵
野
美
術
大
学
美
術
館
・
図
書
館�

蟹
沢
真
弓
・
佐
伯
聡
子
氏
、
東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館�

伊
藤
寿
実
氏
、
香
雪
美
術
館�

郷
司

泰
仁
氏
、
高
知
県
立
高
知
城
歴
史
博
物
館�

宮
本
い
づ
み
氏
、
福
岡
市
美
術
館
、
サ
ン
ト
リ
ー

美
術
館
、
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
、
相
撲
博
物
館
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
国
立
国
会
図

書
館
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
、
真
正
極
楽
寺
ほ
か
多
く
の
方
々
に
過
分
た
る
ご
高
配
お
よ
び
ご

教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
謝
い
た
し
ま
す
。�

（
美
術
館　

學
藝
員
）

　

前
掲
註（
115
）『
松
平
大
和
守
日
記
』
に
、
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

八
月
上
旬　

堺
町
番
組
の
覚
、
越
前
屋
喜
右
衛
門
所
よ
り
□
水
長
助
処
迄
、
申
来
趣
江

戸　

筑
後
掾
上
る
り

ゆ
り
若
大
臣　

狂
言　

大
小　

小
ベ
に
や
ち
ほ
□

　

杉
山
丹
後
上
る
り

ひ
し
や
も
ん
の
本
地　

狂
言
替
事
無
之

　
　

外
記
座
上
る
り

北
条
八
代
記

　

源
太
夫
上
る
り

有
時

　

八
太
夫
せ
つ
き
や
う

も
く
れ
ん
記

　

七
太
夫
せ
つ
き
や
う

お
く
り

　

い
に
し
へ
都
伝
内　

日
向
太
夫　
（
後
略
）

（
117
）　

慶
應
義
塾
大
学
蔵
。
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

堺
町
ふ
き
や
町
の
二
町
は
古
し
へ
よ
り
操
り
見
せ
物
又
は
狂
言
つ
く
し�

あ
る
は
放
下

の
品
玉
綱
切
の
曲
を
業
と
す
る
者
と
も
寄
あ
つ
ま
り�

終
日
の
歓
楽
を
な
す
地
な
り
、

（
118
）　

山
本
武
夫
校
注
『
江
戸
史
料
叢
書　

玉
露
叢�

下
』（
新
人
物
往
来
社　

昭
和
四
十
二
年
九

月
二
十
五
日
）に
、
次
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。

一
、
同
十
八
日
に
、
稲
葉
美
濃
守
二
の
丸
に
於
て
、
将
軍
家
へ
御
茶
献
ぜ
ら
る
。
辰
の

下
刻
、
二
の
九
へ
渡
御
。（
略
）巳
の
下
刻
、
御
能
始
ま
る
。（
略
）右
終
て
、
都
右
近
放

下
を
上
覧
、

三
本
松
、
毬
の
曲
、
枕
返
し
、
生
鴨
籠
よ
り
二
つ
出
る
、
山
の
薯
鰻
に
な
る
、
緒

よ
け
の
放
下
、
玉
子
の
曲
、
籠
よ
り
小
鳥
出
る
曲
、
絵
雀
に
成
る
放
下
、

右
畢
り
て
、
申
の
下
刻
還
御
。

（
119
）　

前
掲
註（
60
）岩
橋
氏
単
行
本
、
守
屋
氏
単
行
本
。『
隔
蓂
記　

巻
一
』（
思
文
閣
出
版　

平
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狩
野
典
信
に
み
る
江
戸
狩
野
派
の
探
幽
学
習

六
一

狩
野
典
信
に
み
る
江
戸
狩
野
派
の
探
幽
学
習

薄
　
田
　
大
　
輔

─
狩
野
典
信
筆
「
西
湖
図
」
を
中
心
に

─

　

緒　
　
　

言

一　

狩
野
典
信
筆
「
西
湖
図
」
に
つ
い
て

二　

前
期
江
戸
狩
野
派
の
西
湖
図

　
　

㈠
狩
野
探
幽
と
西
湖
図

　
　

㈡
狩
野
常
信
と
西
湖
図

三　

狩
野
典
信
筆
「
西
湖
図
」
の
絵
画
的
特
質

四　

狩
野
典
信
と
探
幽
様
式

　
　

㈠
図
様
の
引
用

　
　

㈡
様
式
の
引
用

　

結　
　
　

語

　
　
　

緒　
　
　

言

二
百
五
十
年
に
も
及
ぶ
江
戸
狩
野
派
の
長
い
歴
史
の
中
で
、
一
つ
の
大
き
な
転
換
期

を
迎
え
た
の
が
、
十
八
世
紀
中
葉
で
あ
る
。
江
戸
絵
画
史
の
劈
頭
を
飾
る
狩
野
探
幽

（
一
六
〇
二
〜
七
四
）以
降
、
順
調
に
勢
力
を
維
持
し
続
け
て
い
た
江
戸
狩
野
派
で
あ
っ

た
が
、
探
幽
の
弟
狩
野
尚
信（
一
六
〇
七
〜
五
〇
）に
始
ま
る
木
挽
町
家
は
、
四
代
狩

野
古
信（
一
六
九
六
〜
一
七
三
一
）が
数
え
三
十
六
歳
で
歿
し
た
の
に
続
き
、
五
代
狩
野

玄
信（
一
七
一
六
〜
三
一
）も
同
年
に
短
い
生
涯
を
閉
じ
た
。
こ
の
時
、
六
代
狩
野
典
信

（
一
七
三
〇
〜
九
〇
）は
僅
か
二
歳
、
狩
野
派
宗
家
の
中
橋
家
四
代
狩
野
英
信（
一
七
一
七
〜

六
三
）は
十
五
歳
で
あ
っ
た
。
英
信
の
父
狩
野
主
信（
一
六
七
五
〜
一
七
二
四
）も
す
で
に

な
く
、
兄
狩
野
憲
信（
一
六
九
二
〜
一
七
三
一
）も
古
信
ら
と
同
年
に
世
を
去
っ
て
い
る（
表

1
）。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
宝
暦
十
二
年（
一
七
六
二
）、
英
信
が
四
十
六
歳
で
法
印

に
、
典
信
が
三
十
三
歳
で
法
眼
に
叙
さ
れ
た
。
従
来
と
比
べ
、
異
例
の
若
さ
で
の
叙
位

で
あ
り
、
こ
の
背
景
に
は
予
期
せ
ぬ
形
で
狩
野
派
の
若
年
化
が
進
ん
で
し
ま
っ
た
た
め

の
、
幕
府
の
焦
り
が
あ
っ
た
と
も
推
測
さ
れ
て
い
る
。
真
意
は
定
か
で
は
な
い
が
、
江

戸
狩
野
派
の
歴
史
の
中
期
に
起
き
た
急
速
な
世
代
交
代
に
よ
り
、
狩
野
派
は
一
つ
の
岐

路
に
立
た
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
転
換
期
に
英
信
ら
と
狩
野
派
を
率
い
、
の
ち
に
一
大
画

派
の
頂
点
に
立
っ
た
の
が
典
信
で
あ
っ
た
。

本
稿
で
は
、
狩
野
典
信
筆
「
西
湖
図
」（
徳
川
美
術
館
蔵
／
図
1
）を
中
心
に
、
典
信
の

（
1
）
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画
業
を
考
察
す
る
。
ま
ず
、
探
幽
と
木
挽
町
家
二
代
狩
野
常
信（
一
六
三
六
〜
一
七
一
三
）

の
西
湖
図
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
と
様
式
を
確
認
し
、
次
い
で
典
信
筆
「
西
湖

図
」
を
前
期
江
戸
狩
野
派
の
西
湖
図
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
典
信
画
の
特
徴
と
探
幽
か

ら
の
影
響
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
同
時
に
、
西
湖
図
の
製
作
背
景
に
つ
い
て
推
測
を

試
み
る
。
最
後
に
、
江
戸
狩
野
派
に
お
け
る
探
幽
学
習
を
再
確
認
し
、
典
信
の
探
幽
様

式
の
学
習
と
自
己
様
式
へ
の
影
響
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
て
い
き
た
い
。

　
　
　

一　

狩
野
典
信
筆
「
西
湖
図
」
に
つ
い
て

ま
ず
は
本
稿
で
中
心
に
扱
う
典
信
筆
「
西
湖
図
」（
以
下
、「
本
図
」
と
略
称
）の
基
本
情

報
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
本
図
は
画
題
の
通
り
、
中
国
・
浙
江
省
杭
州
臨
安
に
あ
る
三

方
を
山
に
囲
ま
れ
た
名
勝
・
西
湖
を
描
く
。
中
心
に
広
が
る
湖
が
西
湖
で
あ
り
、
画
面

下
方
に
杭
州
市
街
の
城
壁
が
描
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
東
の
杭
州
市
街
の
上
空
か
ら
西
方

を
眺
め
る
構
図
で
あ
る
。
多
く
の
西
湖
図
の
場
合
、
中
央
の
湖
と
そ
れ
を
囲
む
よ
う
に

山
々
や
寺
院
な
ど
が
描
か
れ
る
が
、
本
図
で
は
大
部
分
が
霞
に
覆
わ
れ
、
数
少
な
い
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
画
面
右
遠
景
の
雲
間
か
ら
頂
き
を
み
せ
る
の

は
北
高
峰
、
そ
の
左
下
の
湖
上
に
浮
か
ぶ
山
は
林
和
靖（
九
六
七
〜
一
〇
二
三
）が
梅
を

妻
、
鶴
を
子
と
見
做
し
て
隠
棲
し
た
孤
山
で
あ
る
。
孤
山
と
北
岸
を
つ
な
ぐ
堤
は
、
杭

州
刺
史
と
し
て
赴
任
し
た
白
居
易（
七
七
二
〜
八
四
六
）が
築
い
た
白
堤
、
画
面
左
方
に

幽
か
に
描
か
れ
る
の
が
、
蘇
軾（
一
〇
三
六
〜
一
一
〇
一
）が
刺
史
と
し
て
治
水
工
事
の
際

に
築
い
た
蘇
堤
で
、
西
湖
の
南
北
を
結
び
六
橋
を
連
ね
た
。
遠
景
左
方
に
は
雪
を
被
っ

た
南
高
峰
が
聳
え
、
そ
の
下
方
に
は
円
筒
状
の
城
壁
が
確
認
で
き
る
。

法
量
は
本
紙
縦
八
八
・
五
糎
、
本
紙
横
一
一
九
・
七
糎
、
総
縦
二
〇
六
・
六
糎
、
総

横
一
四
一
・
八
糎
と
い
う
大
幅
で
あ
る
。
形
態
材
質
は
軸
装
、
絹
本
墨
画
淡
彩
、
表
具

は
一
文
字
・
風
帯
が
茶
地
桐
唐
草
文
銀
襴
、
中
廻
が
薄
萌
黄
地
菊
唐
草
文
緞
子
、
上
下

が
茶
地
寿
字
に
宝
尽
文
緞
子
、軸
首
が
象
牙
寸
切
で
あ
る
。
落
款
は
「
法
眼
榮
川
画
」・

「
白
玉
斎
」
白
文
方
印（
挿
図
1
）。
箱
蓋
表
に
は
「
四
季
山
水
之
圖　

榮
川
筆
」
と
墨

書
さ
れ
、蓋
裏
に
は
「
人
二
拾
四
号
」
と
朱
書
き
さ
れ
た
紙
札
が
貼
ら
れ
て
い
る
。「
四

季
山
水
図
」
と
あ
る
が
、
近
代
に
ま
と
め
ら
れ
た
尾
張
徳
川
家
の
蔵
帳
『
道
具
目
録�

上
』
に
は
「
廿
四
号　

一�

西
湖
之
圖　

一
幅　

養
川
院
筆
」
と
あ
る
。「
養
川
院
」
は

典
信
の
息
子
狩
野
惟
信
の
号
で
あ
り
、「
栄
川
院
」
の
誤
記
で
あ
る
。
製
作
年
は
落
款

に
「
法
眼
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
宝
暦
十
二
年（
一
七
六
二
）か
ら
法
印
に
叙
さ
れ
る
安

永
九
年（
一
七
八
〇
）ま
で
に
絞
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
尾
張
徳
川
家
の
注
文
に
よ
る
製
作

挿図1　本図
落款部分

表１　本稿で扱う主な江戸狩野派絵師　
表１　略系図

【中橋家】 【木挽町家】 【鍛冶橋家】

憲信

英信

主信

安信 尚信

常信

周信

古信

玄信

典信

惟信

栄信

養信

探幽

探淵



狩
野
典
信
に
み
る
江
戸
狩
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か
、
贈
答
品
か
な
ど
に
つ
い
て
は
記
録
に
残
さ
れ
て
い
な
い
。

次
に
典
信
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。
近
年
、
狩
野
典
信
は
、
中
谷
伸
生
氏
の
妙
心
寺

聖
澤
院
書
院
の
障
壁
画
を
考
察
し
た
論
稿
や
、
平
成
二
十
五
年
に
徳
島
城
博
物
館
で
開

催
さ
れ
た
「
狩
野
栄
川
院
と
徳
島
藩
の
画
人
た
ち
」
展
な
ど
で
、
大
き
く
取
り
上
げ
ら

れ
た
。
ま
ず
は
、
典
信
の
生
涯
を
こ
れ
ら
先
学
に
よ
り
つ
つ
、
簡
単
に
紐
解
こ
う
。

幼
名
は
庄
三
郎
、
号
は
白
玉
斎
・
栄
川
院
な
ど
、
享
保
十
五
年（
一
七
三
〇
）十
一
月

十
一
日
、
木
挽
町（
当
時
は
竹
川
町
）家
四
代
古
信
の
息
子
と
し
て
誕
生
す
る
が
、
冒
頭

で
述
べ
た
通
り
、
古
信
は
こ
の
翌
年
の
正
月
九
日
に
他
界
す
る
。
同
年
四
月
に
浜
町
家

か
ら
受
川
玄
信
を
養
子
に
迎
え
る
も
十
月
に
病
死
す
る
と
、
典
信
は
二
歳
で
木
挽
町
家

六
代
と
し
て
家
を
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。
波
瀾
に
富
ん
だ
幼
年
期
を
送
っ
た
と
思
わ
れ

る
典
信
で
あ
っ
た
が
、
寛
保
元
年（
一
七
四
一
）、
八
代
将
軍
吉
宗
に
御
目
見
を
果
た
し
、

吉
宗
・
十
代
将
軍
家
治
・
老
中
田
沼
意
次
ら
時
の
権
力
者
た
ち
に
寵
愛
さ
れ
、
十
八
世

紀
狩
野
派
を
代
表
す
る
絵
師
と
な
っ
て
い
く
。
宝
暦
十
二
年
二
月
十
六
日
に
は
法
眼
、

翌
年
七
月
に
御
絵
師
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
、
中
務
卿
を
名
乗
る
。
安
永
二
年（
一
七
七
三
）

御
医
師
並
、
二
百
石
取
と
な
り
、
同
六
年
に
木
挽
町
に
屋
敷
地
八
百
三
十
八
坪
を
拝

領
、
以
後
こ
こ
に
移
り
住
み
木
挽
町
家
と
称
さ
れ
る
。
宗
家
英
信
の
歿
後
は
、
典
信
が

狩
野
派
を
率
い
、
木
挽
町
家
繁
栄
の
礎
を
築
い
た
。
そ
し
て
、
安
永
九
年
十
二
月
十
八

日
に
、
木
挽
町
家
と
し
て
は
曾
祖
父
常
信
以
来
の
法
印
に
上
り
つ
め
る
。
寛
政
度
の
御

所
障
壁
画
製
作
で
は
、
典
信
が
最
も
重
要
で
あ
る
紫
宸
殿
の
賢
聖
障
子
を
任
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
典
信
は
賢
聖
障
子
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
寛
政
二
年（
一
七
九
〇
）

八
月
十
六
日
に
歿
し
た
。

小
川
裕
久
氏
が
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
通
り
、
典
信
に
対
す
る
こ
れ
ま
で
の
評
価

は
、
江
戸
時
代
か
ら
近
代
に
至
る
ま
で
様
々
に
あ
る
。
な
か
で
も
、
狩
野
派
の
歴
史
の

中
で
典
信
の
位
置
付
け
を
試
み
た
岡
倉
天
心
に
よ
る
評
価
は
興
味
深
い
。
天
心
は
「
祐

勢
、
元
信
ノ
骨
法
ハ
永
徳
、
山
楽
ニ
至
テ
一
変
シ
渾
厚
蒼
古
ニ
換
フ
ル
ニ
豪
健
奇
壮
ヲ

以
テ
シ
興
以
、
探
幽
ノ
出
ツ
ル
ニ
及
ン
テ
再
変
シ
テ
瀟
洒
雄
抜
ニ
転
化
シ
タ
リ
周
信
、

岑
信
ニ
及
ン
テ
気
力
消
磨
シ
殆
ン
ト
父
祖
ノ
衣
鉢
ヲ
伝
フ
ル
能
ハ
サ
ル
ニ
至
リ
栄
川
ノ

巧
緻
ヲ
以
テ
第
三
変
ヲ
試
ミ
タ
レ
ト
モ
其
余
勢
長
大
ナ
ラ
ス
」
と
、
典
信
を
永
徳
や
山

楽
、
探
幽
に
次
ぐ
狩
野
派
「
第
三
変
」
と
し
て
評
価
し
て
い
る
。
で
は
、
狩
野
派
に
変

化
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
典
信
は
、
中
世
か
ら
描
き
継
が
れ
た
西
湖
図
を
ど
の
よ
う
に

製
作
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
図
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
る
前
に
、
ま
ず
は
狩
野
派
に

お
け
る
西
湖
図
の
流
れ
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

　
　
　

二　

前
期
江
戸
狩
野
派
の
西
湖
図

㈠
狩
野
探
幽
と
西
湖
図

西
湖
は
、
単
に
風
光
明
媚
な
景
観
の
み
が
好
ま
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
僧
や
文
人
墨

客
が
集
い
、
詩
作
に
耽
り
愛
し
た
名
勝
と
し
て
親
し
ま
れ
た
。
特
に
、
こ
の
地
に
赴
任

し
て
き
た
二
大
詩
人
白
居
易
・
蘇
軾
の
詠
じ
た
詩
は
人
々
を
魅
了
し
、
脱
俗
の
文
人
林

和
靖
が
隠
棲
し
た
地
と
し
て
も
広
く
知
ら
れ
た
。
禅
僧
ら
に
よ
っ
て
林
和
靖
や
蘇
軾
が

尊
ば
れ
て
い
た
日
本
に
お
い
て
も
、
彼
ら
に
ま
つ
わ
る
故
事
や
詩
な
ど
を
通
じ
て
、
西

湖
は
人
々
の
憧
憬
を
集
め
、
賞
で
ら
れ
て
き
た
。
い
わ
ば
、
文
人
・
文
学
イ
メ
ー
ジ
に

支
え
ら
れ
た
聖
地
で
あ
っ
た
。

西
湖
の
絵
画
化
は
、
中
国
で
は
十
一
世
紀
頃
に
は
す
で
に
行
わ
れ
、
禅
僧
を
は
じ
め
、

杭
州
が
国
都
と
な
っ
た
南
宋
時
代
に
は
画
院
画
家
に
も
好
ま
れ
て
盛
ん
と
な
っ
た
。
ま

た
、
祝
穆
撰
『
方
輿
勝
覧
』（
嘉
煕
三
年
・
一
二
三
九
）に
は
、
西
湖
十
景
─
平
湖
秋
月
・

蘇
堤
春
暁
・
断
橋
残
雪
・
雷
峯
落
照
・
南
屏
晩
鐘
・
麯
院
風
荷
・
花
港
観
魚
・
柳
浪
聞

鶯
・
三
潭
印
月
・
両
峯
挿
雲
─
が
記
さ
れ
、
西
湖
の
中
に
も
名
勝
が
設
け
ら
れ
て
い
た

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）
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こ
と
が
わ
か
る
。

日
本
に
お
い
て
西
湖
図
は
、
禅
僧
を
中
心
に
享
受
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

延
文
四
年（
一
三
五
九
）成
立
の
頓
阿（
一
一
二
九
〜
一
三
七
二
）の
歌
集
『
草
菴
集
』
か
ら
、

藤
原
有
範
の
邸
宅
の
障
子
絵
に
西
湖
十
景
が
描
か
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
て
お
り
、

こ
の
記
事
が
日
本
の
文
献
上
の
初
出
と
な
る
。
現
存
作
例
で
は
、
弘
治
九
年（
明
応
五

年
・
一
四
九
六
）に
北
京
で
描
い
た
と
書
入
れ
の
あ
る
秋
月
等
観
筆
「
西
湖
図
」（
石
川
県

立
美
術
館
蔵
）が
早
い
時
期
の
作
例
と
さ
れ
、
そ
の
後
は
狩
野
派
・
雲
谷
派
ら
漢
画
派
の

絵
師
を
中
心
に
描
き
継
が
れ
て
い
く
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
初
期
か
ら
西
湖
図
の
多
く

で
、
本
図
と
同
じ
く
西
湖
東
側
の
杭
州
市
街
か
ら
湖
を
見
渡
す
構
図
が
用
い
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
構
図
の
源
泉
を
辿
れ
ば
、
現
存
最
古
と
さ
れ
る
南
宋
・
李
嵩（
款
）「
西
湖
図

巻
」（
上
海
博
物
館
蔵
）や
南
宋
・
潜
説
友
編
『
咸
淳
臨
安
志
』（
咸
淳
八
年〈
一
二
七
二
〉刊
）も

湖
東
か
ら
の
視
点
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
南
宋
時
代
に
は
す
で
に
用
い
ら
れ
て
い
た
伝
統

的
構
図
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
殆
ど
の
絵
師
が
西
湖
を
実
見
し
て
お
ら
ず
、

舶
来
の
図
様
や
型
が
用
い
ら
れ
、
継
承
さ
れ
た
の
は
必
然
で
も
あ
る
。

さ
て
、
十
七
世
紀
前
期
頃
ま
で
の
狩
野
派
の
主
な
西
湖
図
は
、
狩
野
元
信
筆
「
西
湖

図
」（
石
川
県
立
美
術
館
蔵
）・
伝
狩
野
元
信
筆
「
西
湖
図
屏
風
」（
出
光
美
術
館
蔵
）・
伝
狩

野
元
信
筆
「
西
湖
図
襖
絵
」（
大
徳
寺
真
珠
庵
通
僊
院
蔵
）・
狩
野
興
以
筆
「
西
湖
図
」（
石
川

県
立
美
術
館
蔵
）・
狩
野
山
楽
筆
「
西
湖
図
襖
」（
個
人
蔵
）な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、

「
西
湖
図
屏
風
」（
広
島
県
立
美
術
館
蔵
）・「
西
湖
図
屏
風
」（
ベ
ル
リ
ン
東
洋
美
術
館
蔵
）・「
西

湖
図
扇
面
」（「
扇
面
貼
交
屏
風
」〈
個
人
蔵
〉の
う
ち
）も
、
作
風
か
ら
狩
野
派
の
作
と
み
ら
れ

て
い
る
。
や
は
り
、
狩
野
派
の
西
湖
図
も
伝
統
的
構
図
を
用
い
る
図
が
多
い
。
様
式
は

伝
元
信
筆
「
西
湖
図
屏
風
」
の
真
体（
楷
体
山
水
）、
あ
る
い
は
「
西
湖
図
屏
風
」（
広
島

県
立
美
術
館
蔵
）の
相
阿
弥
風
の
行
体
山
水
な
ど
多
様
で
あ
る
が
、
西
湖
の
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
や
風
景
を
説
明
的
に
描
き
込
ん
で
い
く
た
め
、
伝
統
的
構
図
に
お
い
て
は
瀟
湘
八
景

（
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図
の
よ
う
な
破
墨
・
草
体
の
作
例
は
基
本
的
に
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
瀟
湘
八
景
図
と

の
表
現
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
太
田
孝
彦
氏
が
興
味
深
い
指
摘
を
さ
れ
て
い
る
。
瀟
湘

八
景
図
が
実
景
よ
り
も
精
神
を
臥
遊
さ
せ
る
観
念
的
・
抽
象
的
な
心
象
風
景
で
表
さ
れ

る
の
に
対
し
、
西
湖
図
に
は
現
実
の
姿
が
求
め
ら
れ
た
と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
敬
愛

す
る
文
人
た
ち
の
活
躍
し
た
西
湖
の
地
勢
を
正
確
に
捉
え
る
こ
と
で
、
鑑
賞
者
が
彼
ら

の
住
ま
う
憧
憬
の
地
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
即

ち
、
西
湖
図
で
は
林
和
靖
の
隠
遁
し
た
孤
山
、
蘇
軾
や
白
居
易
ゆ
か
り
の
堤
な
ど
、
実

在
す
る
「
場
」
を
画
上
に
再
現
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
瀟
湘
八
景
が
、

必
ず
し
も
特
定
の
場
所
を
指
さ
な
い
の
に
対
し
、
西
湖
十
景
が
特
定
の
場
所
を
指
し
て

い
る
こ
と
か
ら
も
、
求
め
ら
れ
た
性
格
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

さ
て
、
西
湖
図
の
表
現
を
大
き
く
変
え
た
の
が
探
幽
で
あ
っ
た
。
探
幽
描
く
西
湖
図

は
、
伝
承
作
品
も
含
め
れ
ば
何
点
も
現
存
し
て
い
る
。
特
に
、「
西
湖
図
」（
石
川
県
立
美

術
館
蔵
・
以
下
「
石
川
県
美
本
」
と
略
称
／
図
2
）、「
西
湖
・
金
山
寺
図
」（「
雑
画
巻
」〈
大
英

博
物
館
蔵
〉の
う
ち
）は
代
表
作
と
し
て
知
ら
れ
る
。
細
部
の
図
様
や
景
観
の
取
捨
は
画

に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
湖
を
東
か
ら
眺
め
る
伝
統
的
構
図
を
踏
襲
す

る
。
な
か
で
も
石
川
県
美
本
は
狩
野
派
に
お
け
る
西
湖
図
の
変
遷
、
そ
し
て
本
図
を
考

え
る
上
で
注
目
す
べ
き
作
例
で
あ
る
た
め
、
詳
述
し
よ
う
。

石
川
県
美
本
も
、
画
面
中
央
に
湖
が
広
が
り
、
右
方
の
宝
石
山
の
頂
に
保
俶
塔
が
建

ち
、
奥
に
は
北
高
峰
が
聳
え
、
そ
の
手
前
に
は
孤
山
が
浮
か
ぶ
。
左
方
に
は
南
高
峰
、

雷
峰
塔
な
ど
、
手
前
に
は
霞
の
合
間
に
城
壁
と
柳
な
ど
が
描
か
れ
る
伝
統
的
構
図
が
用

い
ら
れ
て
い
る
。
先
述
の
ご
と
く
実
景
に
基
づ
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
西
湖
図
は
、
真

体
画
と
の
相
性
が
最
も
よ
く
、
行
体
で
あ
っ
て
も
景
観
の
省
略
は
基
本
的
に
避
け
ら
れ

る
。
狩
野
尚
信
筆
「
西
湖
図
屏
風
」（
静
岡
県
立
博
物
館
蔵
）も
、
尚
信
に
は
非
常
に
珍
し

い
真
体
山
水
画
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
探
幽
も
こ
の
西
湖
図
の
性
格
を
理
解
し
て
お
り

（
8
）



狩
野
典
信
に
み
る
江
戸
狩
野
派
の
探
幽
学
習

六
五

倣
古
的
、
絵
手
本
的
性
格
の
強
い
「
雑
画
巻
」（
大
英
博
物
館
蔵
）に
お
い
て
、「
西
湖
図
」

を
真
体
で
、「
瀟
湘
八
景
図
」
を
草
体
で
描
き
分
け
て
い
る
。
石
川
県
美
本
で
は
狩
野

元
信
の
真
体
山
水
画
と
比
べ
る
と
、
余
白
が
画
面
を
支
配
し
、
筆
法
も
簡
略
化
さ
れ
て

い
る
が
、
空
間
は
比
較
的
合
理
的
に
構
築
さ
れ
、
山
肌
な
ど
の
皴
は
細
部
ま
で
描
き
込

ん
で
い
る
。
敢
え
て
真
・
行
・
草
に
当
て
は
め
る
な
ら
ば
、
探
幽
様
式
の
中
で
は
真
体
、

も
し
く
は
真
体
と
行
体
の
間
で
あ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
探
幽
は
画
題
の
性
格
に
反
し
て
、
北
高
峰
の
麓
や
遠
景
中
央
に
あ
る
飛
來

峰
や
霊
隠
寺
な
ど
、
西
湖
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の
多
く
を
余
白
に
よ
っ
て
省
略
し
て
い

る
。
太
田
氏
は
、
西
湖
図
と
は
鑑
賞
者
が
視
覚
化
さ
れ
た
画
中
で
林
和
靖
の
庵
を
訪
れ

る
よ
う
に
、
憧
れ
の
隠
逸
の
文
人
た
ち
を
追
憶
す
る
た
め
に
描
か
れ
た
の
で
あ
り
、
西

湖
の
風
光
の
美
し
さ
を
愛
で
る
目
的
の
み
で
描
か
れ
た
の
で
は
な
い
と
も
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
景
観
の
再
現
性
を
重
視
す
る
西
湖
図
の
性
格
に
反
し
て
、
探
幽
が
そ
の
省

略
を
行
っ
た
の
は
、
西
湖
図
の
型
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
美
し
き
景
観
を
備
え
た
湖

水
図
と
し
て
西
湖
を
描
き
上
げ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
探
幽
は
、

従
来
の
狩
野
派
の
西
湖
図
の
構
図
と
筆
法
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
、
自
己
の
様
式
で
西

湖
図
を
描
い
た
の
で
あ
る
。

ま
ず
構
図
で
は
、
遠
景
の
中
央
の
山
は
、
霞
の
奥
に
朧
げ
に
存
在
が
暗
示
さ
れ
る
の

み
で
、
左
右
に
対
比
的
に
置
か
れ
た
北
高
峰
と
南
高
峰
以
外
は
省
略
さ
れ
る
。
つ
ま

り
、
山
水
図
な
ど
で
定
番
で
あ
る
両
端
に
重
心
を
置
き
、
中
央
は
モ
チ
ー
フ
を
省
い
て

軽
く
す
る
Ｖ
字
構
図
で
西
湖
を
描
い
て
い
る
。
湖
上
に
独
立
し
て
浮
か
ぶ
孤
山
は
、
通

常
中
央
寄
り
に
描
か
れ
る
た
め
に
際
立
つ
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
が
、
石
川
県
美
本
で
は
中

腹
を
霞
で
隠
し
て
、
頂
を
遠
山
の
一
部
と
し
て
溶
け
込
ま
せ
る
こ
と
で
、
Ｖ
字
構
図
上

に
巧
み
に
配
し
て
い
る
。
ま
た
、
南
高
峰
を
雪
山
に
す
る
こ
と
で
、
四
季
山
水
図
の
構

造
も
組
み
込
ん
で
い
る
。
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次
に
探
幽
の
筆
法
を
確
認
し
よ
う
。
探
幽
の
筆
墨
は
元
信
以
来
の
筆
触
が
制
限
さ
れ

た
筆
で
は
な
く
、
自
然
発
生
的
な
筆
割
れ
や
掠
れ
、
墨
の
滲
み
と
い
っ
た
原
初
的
な
筆

墨
技
法
を
積
極
的
に
選
ん
で
い
る
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
西
湖
図
と
い
う
画

題
の
性
格
上
、
真
体
で
表
さ
れ
た
石
川
県
美
本
は
、
他
の
探
幽
画
と
比
べ
れ
ば
、
原
初

的
筆
墨
の
変
化
は
抑
え
ら
れ
て
い
る
が
、
基
本
的
に
水
を
多
く
含
ん
だ
丸
み
の
あ
る
墨

線
を
用
い
、
濃
淡
の
変
化
を
以
っ
て
墨
に
様
々
な
表
情
を
与
え
て
い
る
。
特
に
輪
郭
線

で
は
、
雪
景
部
分
は
整
っ
た
線
で
山
な
ど
を
描
く
が
、
画
面
右
方
で
は
一
群
の
山
を
描

く
の
に
実
に
多
彩
な
墨
色
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
一
筆
の
中
に
も
緩
急
や
肥
痩
、
濃
淡

の
変
化
を
つ
け
、
場
所
に
よ
っ
て
は
線
を
暈
し
て
山
肌
に
刷
か
れ
た
淡
墨
と
同
化
し
て

い
く
よ
う
に
、
柔
ら
か
な
墨
面
へ
と
変
え
て
い
る（
挿
図
2
）。
ま
た
、
中
景
の
土
坡
に

は
輪
郭
線
を
付
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
右
下
近
景
の
土
坡
を
遠
山
の
よ
う
に
淡
墨

の
面
の
み
で
表
し
、
孤
山
へ
と
続
く
径
の
脇
の
岩
で
は
、
近
景
に
な
る
に
つ
れ
淡
彩
化

（
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挿図2　石川県美本　部分

挿図3　石川県美本　部分
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が
起
き
て
い
る（
挿
図
3
）。
遠
景
に
向
か
っ
て
線
や
彩
色
が
簡
略
化
さ
れ
る
絵
画
空
間

の
約
束
事
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
自
由
に
筆
が
運
ば
れ
、
墨
色
が
移
り
変
わ
る
。

彩
色
で
は
山
や
土
坡
、
樹
幹
の
内
側
に
は
、
全
面
的
に
淡
墨
を
刷
き
、
僅
か
に
賦
彩

を
す
る
。
た
だ
し
、
淡
墨
は
一
様
に
刷
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
繊
細
に
濃
淡
の
変

化
を
つ
け
た
美
し
い
墨
の
階
調
に
よ
っ
て
湧
き
上
が
る
濃
密
な
靄
が
山
肌
に
か
か
る
よ

う
な
、
高
湿
な
大
気
を
も
感
じ
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
皴
法
は
狩
野
派
本
来
の
力
強
い
線

で
は
な
く
、
淡
墨
の
短
い
線
で
施
さ
れ
、
画
面
か
ら
離
れ
れ
ば
殆
ど
線
の
主
張
は
な

く
、
岩
肌
に
浸
透
し
て
い
き
、
墨
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
一
部
に
な
る
。
ま
た
、
孤
山

の
下
の
岩
で
は
輪
郭
線
の
墨
と
黄
色
の
彩
色
面
が
溶
け
合
う
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
、
自
在
な
筆
運
び
と
淡
墨
を
主
と
す
る
柔
和
な
描
写
に
よ
っ
て
、
モ

チ
ー
フ
は
広
大
な
余
白
に
溶
け
込
み
調
和
し
て
い
く
。
変
化
が
抑
え
ら
れ
均
質
化
、
あ

る
い
は
筆
触
が
制
限
さ
れ
た
筆
墨
で
は
、
描
か
れ
た
モ
チ
ー
フ
は
画
上
に
明
瞭
に
浮
か

び
上
が
っ
て
余
白
と
分
離
し
て
し
ま
う
。
石
川
県
美
本
の
景
観
は
、
既
存
の
西
湖
図
の

型
を
墨
守
し
な
い
構
図
と
、
探
幽
の
筆
法
が
相
ま
っ
て
、
一
つ
一
つ
が
西
湖
図
で
あ
る

こ
と
を
積
極
的
に
示
す
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
い
う
よ
り
も
、
あ
く
ま
で
も
山
水
図
を
構
成

す
る
モ
チ
ー
フ
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
石
川
県
美
本
は
版
本
挿
絵
の
記
憶

か
ら
見
事
に
脱
却
し
て
い
る
と
も
指
摘
さ
れ
る
通
り
、
景
観
が
説
明
的
に
は
っ
き
り
と

描
き
こ
ま
れ
る
従
来
の
西
湖
図
と
大
き
く
距
離
が
あ
る
。
北
高
峰
に
は
孔
が
空
き
、
そ

こ
か
ら
瀑
布
を
覗
か
せ
る
と
い
う
、
西
湖
図
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
は
大
き
く
異
な
っ
た

山
に
改
変
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
、
探
幽
が
単
に
西
湖
の
景
観
に
沿
っ
て
石
川
県
美
本

を
描
い
た
の
で
は
な
い
こ
と
が
窺
え
る
。

た
だ
し
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
石
川
県
美
本
が
あ
く
ま
で
も
西
湖
の
イ
メ
ー
ジ
を
保

持
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
北
岸
と
孤
山
を
繋
ぐ
径
に
描
か
れ
た
高
士
は
、
連
れ
て
い
る

鶴
、
脇
に
植
え
ら
れ
た
梅
か
ら
明
ら
か
に
林
和
靖
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
西
湖
図
に

（
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四
季
を
取
り
込
む
際
、
秋
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
画
面
左
に
位
置
す
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い

月
を
、
探
幽
が
孤
山
上
部
に
描
い
た
の
は
、
林
和
靖
の
『
山
園
小
梅
』
の
詩
句
「
疎
影

横
斜
水
清
浅　

暗
香
浮
動
月
黄
昏
」
を
意
識
し
た
た
め
と
も
考
え
ら
れ
る
。

石
川
県
美
本
で
は
西
湖
の
イ
メ
ー
ジ
を
保
持
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
主
張
し
な
い
新

た
な
西
湖
の
景
観
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。
む
ろ
ん
、
探
幽
が
こ
の
よ
う
な
西
湖
図
を
一

か
ら
生
み
出
し
た
わ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
屏
風
装
な
ど
の
大
画
面
に
描
か
れ
る
西

湖
図
で
は
、
山
水
図
や
花
鳥
図
に
用
い
ら
れ
る
定
番
の
Ｖ
字
構
図
で
西
湖
を
描
く
図
も

あ
る
。
特
に
、
Ｖ
字
構
図
に
四
季
を
取
り
込
み
、
行
体
の
柔
ら
か
な
筆
致
で
西
湖
の
情

景
を
描
き
出
し
た
「
西
湖
図
屏
風
」（
広
島
県
立
美
術
館
蔵
）は
、
山
水
図
と
し
て
も
高
い

完
成
度
を
み
せ
る
。
探
幽
は
、
こ
の
よ
う
な
作
例
か
ら
も
着
想
を
得
て
い
た
の
で
は
な

い
か
。

で
は
、
探
幽
様
式
を
ひ
た
す
ら
墨
守
す
る
の
み
で
創
造
性
を
失
っ
た
と
従
来
批
判
さ

れ
て
き
た
江
戸
狩
野
派
は
、
探
幽
の
西
湖
図
を
写
し
続
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

㈡
狩
野
常
信
と
西
湖
図

本
図
の
ほ
か
、
江
戸
狩
野
派
の
西
湖
図
と
し
て
既
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

①
探
幽
周
辺
「
西
湖
図
襖
」（
醍
醐
寺
三
宝
院
蔵
）四
面

②
狩
野
尚
信
筆
「
西
湖
図
屏
風
」（
静
岡
県
立
美
術
館
蔵
）六
曲
一
双

③
中
橋
家
初
代
狩
野
安
信（
一
六
一
三
〜
八
五
）筆
「
西
湖
八
景
図
巻
」（
現
在
所
在
不
明
）

④
狩
野
常
信
筆
「
西
湖
図
」（
立
花
家
史
料
館
蔵
・
以
下
「
立
花
家
本
」
と
略
称
）一
幅

⑤
狩
野
常
信
筆
「
西
湖
図
屏
風
」（
現
在
所
在
不
明
）六
曲
一
双

⑥
狩
野
常
信
筆
「
西
湖
図
」（
岐
阜
市
歴
史
博
物
館
蔵
）一
幅

⑦
狩
野
常
真
宗
信（
安
信
門
人
）筆
「
西
湖
図
屏
風
」（
ア
シ
ュ
モ
リ
ア
ン
美
術
館
蔵
）六
曲
一
双
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六
七

⑧
深
川
水
場
家
三
代
狩
野
梅
笑（
一
七
二
八
〜
一
八
〇
七
）筆
「
西
湖
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）六

曲
一
双

⑨
木
挽
町
家
九
代
狩
野
養
信（
一
七
九
六
〜
一
八
四
六
）筆
「
雪
舟
模　

西
湖
図
」（「
和
画
巻
」

〈
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
〉一
巻
の
う
ち
）

⑩
狩
野
養
信
筆
「
西
湖
図
」（
新
宿
歴
史
博
物
館
蔵
）一
幅

ま
ず
、
こ
れ
ら
の
西
湖
図
は
三
つ
に
大
別
で
き
る
。
一
つ
目
は
伝
統
的
構
図
を
用
い

た
図
で
、
②
尚
信
・
④
⑤
⑥
常
信
・
⑦
常
真
・
⑨
養
信
筆
の
西
湖
図
が
該
当
す
る
。

二
つ
目
は
全
景
図
で
は
な
く
堤
や
孤
山
な
ど
西
湖
の
一
部
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の
み
を

描
い
た
図
で
、
①
三
宝
院
宸
殿
襖
絵
と
③
安
信
、
⑩
養
信
筆
の
西
湖
図
で
あ
る
。
西
湖

の
一
辺
を
抜
き
出
し
た
こ
れ
ら
の
図
は
全
景
図
と
は
異
な
り
、
墨
画
で
簡
略
に
描
か
れ

て
い
る
。
探
幽
に
も
簡
略
な
筆
致
で
湖
と
堤
な
ど
一
部
に
焦
点
を
あ
て
た
「
西
湖
図
」

（
高
津
古
文
化
会
館
蔵
）が
あ
る
。

そ
し
て
三
つ
目
と
な
る
⑧
梅
笑
筆
「
西
湖
図
屏
風
」
は
、
伝
統
的
構
図
と
は
大
き
く

異
な
り
、
図
像
だ
け
で
は
西
湖
図
と
判
断
す
る
の
が
難
し
い
作
で
あ
る
。
梅
笑
筆
「
西

湖
図
屏
風
」
は
堤
と
孤
山
ら
し
き
山
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
で
は
西
湖

の
地
理
的
特
徴
は
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
。
実
は
、
一
部
に
堤
な
ど
西
湖
の
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
と
共
通
す
る
図
様
を
描
く
湖
山
図
は
、
狩
野
興
以
筆
「
山
水
図
」（
東
京
国
立
博
物
館

蔵
）・
狩
野
探
幽
筆
「
山
水
図
屏
風
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）・
木
挽
町
家
三
代
狩
野
周
信

（
一
六
六
〇
〜
一
七
二
八
）筆
「
山
水
図
」（
栃
木
県
立
博
物
館
蔵
）な
ど
、
狩
野
派
に
何
点
か

現
存
す
る
。
こ
れ
ら
が
西
湖
図
と
し
て
製
作
・
鑑
賞
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
定
か
で
は

な
い
が
、
そ
も
そ
も
必
ず
し
も
西
湖
の
景
観
に
固
執
せ
ず
、
モ
チ
ー
フ
に
よ
っ
て
西

湖
を
暗
示
す
る
画
は
作
ら
れ
て
い
た
。
伝
周
文
筆
「
四
季
山
水
図
屏
風
」（
真
宗
大
谷
派

名
古
屋
別
院
蔵
）は
西
湖
の
地
勢
を
全
く
捉
え
ず
、
一
見
楼
閣
山
水
図
に
し
か
み
え
な
い

が
、
描
か
れ
る
モ
チ
ー
フ
か
ら
西
湖
図
と
し
て
構
想
さ
れ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
狩

（
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野
山
雪（
一
五
九
〇
〜
一
六
五
一
）筆
「
西
湖
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）も
、
西
湖
十
景
を
表
す
モ

チ
ー
フ
を
湖
山
図
の
中
に
配
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
西
湖
図
に
仕
立
て
よ
う
と
し
て

い
る
と
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
、
狩
野
山
雪
筆
「
林
和
靖
・
夏
冬
山
水
図
」（
東
京
国
立
博
物

館
蔵
）は
、
中
幅
に
林
和
靖
、
左
右
幅
に
は
湖
山
水
が
描
か
れ
る
三
幅
対
で
あ
る
。
林

和
靖
と
右
幅
の
堤
か
ら
、
西
湖
が
舞
台
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
わ
か
る
。
こ
の
よ
う

に
伝
統
的
構
図
以
外
の
西
湖
図
で
は
、
西
湖
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
人
物
や
モ
チ
ー
フ
を

描
き
込
む
こ
と
で
、
伝
統
的
構
図
か
ら
乖
離
し
た
西
湖
図
の
製
作
、
あ
る
い
は
西
湖
の

見
立
て
が
行
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
遡
れ
ば
、
す
で
に
室
町
時
代
の
詩
画
軸
に
も
山
水

図
に
西
湖
の
イ
メ
ー
ジ
を
み
る
趣
向
の
画
賛
が
散
見
で
き
る
と
い
う
。

さ
て
、
江
戸
狩
野
派
の
西
湖
図
を
一
覧
す
る
と
、
探
幽
以
降
も
探
幽
の
筆
法
や
彩
色

法
な
ど
を
受
け
継
い
だ
西
湖
図
が
製
作
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
常
信
筆
の
④
立

花
家
本（
図
3
）は
、
広
大
な
余
白
、
水
分
を
含
ん
だ
丸
み
を
帯
び
た
輪
郭
線
、
朴
訥
と

し
た
樹
木
や
耳
の
よ
う
な
瘤
の
あ
る
山
の
形
状
な
ど
、
探
幽
以
来
、
江
戸
狩
野
派
に
広

く
用
い
ら
れ
る
画
法
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
遠
景
は
前
後
関
係
が
不
明
瞭
な
ま
ま
モ

チ
ー
フ
が
余
白
に
放
り
込
ま
れ
て
い
る
な
ど
、
非
合
理
的
な
空
間
構
成
に
も
、
探
幽

の
影
響
が
看
取
で
き
る
。
一
方
、
筆
法
や
彩
色
は
、
石
川
県
美
本
よ
り
も
簡
略
化
さ
れ

て
い
る
。
筆
数
を
減
ら
し
て
粗
放
な
筆
致
で
描
か
れ
た
画
面
は
、
全
体
を
通
し
て
み
れ

ば
、
墨
の
変
化
に
富
ん
で
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
淡
墨
の
暈
し
を
用
い
た
弧

山
や
左
方
の
塔
の
下
の
土
坡
な
ど
を
除
き
、
多
く
の
山
や
土
坡
に
勢
い
よ
く
引
か
れ
た

輪
郭
線
な
ど
の
一
つ
一
つ
は
、
荒
々
し
い
筆
で
殆
ど
変
化
が
な
く
、
山
肌
に
刷
か
れ
た

墨
色
も
単
一
で
あ
る（
挿
図
4
）。
こ
の
よ
う
な
筆
墨
の
単
調
化
は
、筆
数
の
減
少
に
よ
っ

て
引
き
起
こ
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
石
川
県
美
本
よ
り
も
減
筆
で
描
か
れ
た
探
幽
の

山
水
図
、
例
え
ば
狩
野
探
幽
筆
「
山
水
図
」（
高
松
松
平
家
歴
史
資
料
・
香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
保
管
）や
同
「
瀟
湘
八
景
図
巻
」（
静
岡
県
立
美
術
館
蔵
）な
ど
を
み
て
も
、
探
幽
で
は
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八

潤
っ
た
墨
の
面
が
余
白
や
輪
郭
線
な
ど
と
溶
け
合
い
な
が
ら
画
面
を
作
っ
て
お
り
、
立

花
家
本
の
よ
う
に
筆
線
を
強
く
残
す
画
風
と
は
異
な
る
。
そ
も
そ
も
、
立
花
家
本
と
石

川
県
美
本
の
西
湖
の
表
現
は
一
致
し
て
い
な
い
。
筆
法
が
簡
略
化
さ
れ
る
の
で
あ
れ

ば
、
景
観
も
省
略
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
常
信
は
遠
景
中
央
の
飛
來
峰
や
麓
の
寺
院

（
屋
根
）、
孤
山
と
北
岸
を
繋
ぐ
奥
の
堤
も
復
活
さ
せ
、
西
湖
の
地
理
を
再
び
説
明
的
に

描
き
加
え
る
。
弧
山
も
隠
す
こ
と
な
く
全
容
を
み
せ
、
探
幽
に
み
た
Ｖ
字
構
図
は
影
を

潜
め
て
い
る
。
こ
の
探
幽
と
常
信
の
西
湖
図
の
相
違
点
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
に
、

常
信
様
式
に
つ
い
て
再
確
認
し
て
お
こ
う
。

常
信
様
式
に
つ
い
て
は
、
松
嶋
雅
人
氏
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
常
信
は
画
面
全
体
に

曖
昧
な
部
分
を
残
さ
ず
、
モ
チ
ー
フ
と
背
景
な
ど
を
構
築
的
に
描
写
し
、
空
間
に
合
理

性
を
求
め
た
と
い
う
。
ま
た
、「
法
眼
」
お
よ
び
「
法
印
」
の
款
記
を
も
つ
画
に
合
理

的
な
画
面
配
置
が
顕
著
で
あ
る
と
い
う
。
か
つ
て
拙
稿
で
は
探
幽
と
常
信
の
桐
鳳
凰
図

（
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の
樹
法
の
比
較
に
よ
っ
て
、
常
信
が
線
描
で
モ
チ
ー
フ
を
把
握
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
た
。
探
幽
が
曖
昧
な
空
間
に
墨
の
面
で
画
を
表
す
の
に
対
し
、
常
信
は
合
理
的
な
空

間
に
均
質
に
整
え
ら
れ
た
筆
線
で
画
を
築
く
。
ち
な
み
に
、
安
信
が
筆
線
を
強
調
し
た

表
現
へ
転
向
し
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
拙
稿
で
も
探
幽
の
次
世
代
の
江
戸
狩
野

派
の
一
部
が
墨
線
に
よ
る
形
態
把
握
へ
画
風
を
変
え
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

立
花
家
本
も
筆
墨
は
抑
制
、
均
一
化
し
、
モ
チ
ー
フ
を
復
活
さ
せ
構
築
的
な
空
間
を

模
索
し
て
い
る
点
に
、
探
幽
様
式
と
の
隔
た
り
が
認
め
ら
れ
、
常
信
様
式
の
萌
芽
を
見

出
せ
る
。
そ
し
て
、
常
信
が
自
ら
の
様
式
を
確
立
す
る
と
、
西
湖
図
に
お
い
て
も
線
描

主
体
で
、
構
築
的
な
画
面
が
模
索
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
所
在
不
明
だ

が
、『
國
華
』
第
三
六
〇
号
に
掲
載
さ
れ
た
⑤
常
信
筆
「
西
湖
図
屏
風
」（
以
下
、「
國
華

本
」
と
略
称
／
挿
図
5
）は
、
常
信
の
代
表
作
「
山
水
図
屏
風
」（
弘
前
市
立
博
物
館
蔵
）の
よ

う
に
近
景
の
城
壁
、
中
景
の
湖
上
の
景
観
、
遠
景
の
山
々
と
空
間
が
合
理
的
に
整
理
さ

れ
、
描
法
も
硬
い
線
描
が
主
体
と
な
っ
て
モ
チ
ー
フ
を
象
っ
て
い
る
。
常
信
は
落
款
に

年
齢
な
ど
を
入
れ
ず
、
法
眼
・
法
印
に
叙
さ
れ
た
の
も
晩
年
で
あ
る
た
め
、
製
作
年
が

わ
か
る
作
品
は
少
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
挙
げ
た
二
つ
の
西
湖
図
は
画
風
か
ら
み
て

も
、
常
信
様
式
の
顕
著
な
國
華
本
が
立
花
家
本
よ
り
も
時
代
は
下
り
、
西
湖
図
に
お
い

て
も
常
信
様
式
が
適
用
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

で
は
、
常
信
の
後
、
江
戸
狩
野
派
は
ど
の
よ
う
な
西
湖
図
を
製
作
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
の
考
察
を
進
め
る
に
あ
た
り
大
き
な
問
題
が
立
ち
は
だ
か
る
。
常
信
以
降
の
西

湖
図
の
現
存
例
は
、
常
信
と
同
時
代
と
思
わ
れ
る
常
真
、
典
信
と
同
時
代
の
梅
笑
の
西

湖
図
以
外
で
は
、
殆
ど
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
単
に
江
戸
狩
野
派
の
研
究
途
次

で
あ
る
た
め
か
、
あ
る
い
は
西
湖
図
の
需
要
が
減
っ
て
き
た
か
ら
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
は
次
章
で
再
び
触
れ
る
こ
と
と
す
る
が
、
ま
ず
は
西
湖
図
の
需
要
低
下
が
思

い
浮
か
ぶ
。

（
24
）

（
25
）
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六
九

一
方
、
も
し
西
湖
図
が
描
き
継
が
れ
て
い
っ
た
と
考
え
る
な

ら
ば
、
探
幽
と
常
信
、
ど
ち
ら
の
様
式
に
拠
っ
た
の
か
。
あ
る

い
は
新
様
式
が
生
ま
れ
た
の
か
。
本
図
の
特
質
を
明
ら
か
に
す

る
に
は
、
避
け
ら
れ
な
い
問
題
で
あ
る
。
性
急
な
推
論
か
も
し

れ
な
い
が
、
恐
ら
く
、
元
来
真
体
と
の
相
性
が
良
い
西
湖
図

は
、
江
戸
狩
野
派
に
お
い
て
再
び
常
信
の
よ
う
な
線
描
主
体
で

合
理
的
空
間
構
成
の
画
を
中
心
に
描
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

探
幽
次
世
代
に
よ
る
江
戸
狩
野
派
様
式
の
成
立
に
つ
い
て
は
、

い
ず
れ
別
稿
を
用
意
し
た
い
が
、
こ
こ
で
簡
単
に
示
し
て
お

く
。
名
古
屋
城
御
成
書
院
の
う
ち
最
も
格
式
の
高
い
上
段
之
間

の
帝
鑑
図
は
真
体
が
ふ
さ
わ
し
い
画
題
で
あ
っ
た
が
、
探
幽
が

減
筆
を
主
と
し
真
・
行
・
草
体
を
混
交
し
た
新
画
風
を
用
い

た
こ
と
は
、
も
は
や
言
を
俟
た
な
い
。
そ
の
後
、
探
幽
の
帝
鑑

図
は
規
範
と
な
り
、
図
様
は
江
戸
後
期
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
る

が
、
狩
野
常
信
筆
「
帝
鑑
図
屏
風
」（
瑞
龍
寺
蔵
）や
、
木
挽
町
家

八
代
狩
野
栄
信（
一
七
七
五
〜
一
八
二
八
）筆
「
両
帝
図
屏
風
」（
宇

和
島
伊
達
文
化
保
存
会
蔵
）、
狩
野
養
信
筆
「
江
戸
城
障
壁
画
絵

様　

本
丸�

白
書
院
上
段
の
間
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）な
ど
、
様

式
で
は
殆
ど
が
真
体
あ
る
い
は
真
体
に
近
い
表
現
に
戻
さ
れ

て
い
る
。
他
に
も
、
為
政
者
の
鑑
戒
画
で
あ
る
耕
作
図
も
狩
野

探
幽
筆
「
耕
穫
図
屏
風
」（
徳
川
美
術
館
蔵
／
挿
図
6
）で
は
、
草

体
に
近
い
ほ
ど
の
減
筆
が
一
部
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ

の
後
は
探
幽
の
養
子
で
駿
河
台
家
初
代
狩
野
益
信（
一
六
二
五
〜

九
四
）筆
「
四
季
耕
作
図
屏
風
」（
聖
衆
来
迎
寺
蔵
）な
ど
一
部
を
除

（
26
）

（
27
）

挿図5　狩野常信筆　西湖図屏風　（現在所在不明）
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幽
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七
〇

き
、
狩
野
常
信
筆
「
春
秋
耕
作
図
屏
風
」（
馬
の
博
物
館
蔵
）・
山
下
家
三
代
狩
野
春
笑
宜

信（
一
七
三
〇
〜
一
七
九
七
）筆
「
四
季
耕
作
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）・
木
挽
町
家
七
代
狩
野
惟

信（
一
七
五
三
〜
一
八
〇
八
）筆
「
四
季
耕
作
図
屏
風
」（
下
関
市
立
美
術
館
蔵
）・
狩
野
養
信

筆
「
四
季
耕
作
図
屏
風
」（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
）・
鍛
冶
橋
家
八
代
探
淵
守
真（
一
八
〇
五

〜
五
三
）筆
「
耕
作
図
衝
立
」（
徳
川
美
術
館
蔵
／
挿
図
7
）な
ど
、
和
漢
の
関
係
な
く
探
幽

の
余
白
は
す
っ
か
り
解
消
さ
れ
、
合
理
的
空
間
に
な
り
、
彩
色
、
筆
法
に
お
い
て
も
重

厚
な
画
風
へ
と
変
貌
し
て
い
る
。
軸
装
の
耕
作
図
も
同
様
で
あ
り
、
も
は
や
様
式
の
点

（
28
）

挿図6　狩野探幽筆　耕穫図屏風　徳川美術館蔵

で
は
探
幽
の
行
体
・
草
体
耕
作
図
の
面
影
は
な
い
。
こ
れ
は
他
の
画
題
で
も
し
ば
し
ば

認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
真
体
と
の
相
性
が
い
い
西
湖
図
も
同
様
に
、
常
信
の
國
華

本
の
よ
う
な
合
理
的
な
画
面
で
描
き
継
が
れ
た
と
い
う
一
つ
の
仮
説
を
立
て
る
こ
と
は

で
き
よ
う
。『
画
筌
』（
享
保
六
年
刊
・
一
七
二
一
）に
収
録
さ
れ
、
世
に
出
回
っ
た
探
幽
筆

「
杭
州
西
湖
」
も
真
体
画
で
あ
っ
た
。
現
状
で
は
徴
す
べ
き
資
料
も
な
い
た
め
、
新
た

な
作
品
の
出
現
を
俟
ち
た
い
。

　
　
　

三　

狩
野
典
信
筆
「
西
湖
図
」
の
絵
画
的
特
質

本
図
は
多
く
の
景
物
が
余
白
に
よ
っ
て
か
き
消
さ
れ
、
合
理
的
な
空
間
で
は
な
い
。

前
章
で
の
推
測
を
裏
切
る
か
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
が
、
ま
ず
は
本
図
の
特
質
を
明
ら

か
に
し
よ
う
。
本
図
も
ま
た
湖
東
か
ら
の
視
点
で
描
か
れ
た
西
湖
図
で
あ
る
。
と
は
い

え
、
伝
統
的
構
図
を
用
い
た
狩
野
派
の
西
湖
図
が
、
す
べ
て
同
一
の
構
図
、
図
様
で
描

（
29
）

挿図7　狩野探淵守真筆
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幽
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七
一

か
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
図
様
に
は
相
違
点
が
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
立
花
家
本
と
國

華
本
に
は
遠
景
の
中
央
付
近
の
山
腹
に
洞
窟
の
あ
る
低
い
山
・
飛
來
峰
が
確
認
で
き
、

探
幽
筆
「
西
湖
図
」（
大
英
博
物
館
所
蔵
）・
尚
信
筆
「
西
湖
図
屏
風
」・
常
真
筆
「
西
湖

図
屏
風
」
に
も
確
認
で
き
る
。
一
方
、
江
戸
狩
野
派
の
西
湖
図
で
飛
來
峰
が
描
か
れ
て

い
な
い
の
は
、
本
図
と
石
川
県
美
本
で
あ
る
。
ま
た
、
孤
山
と
北
岸
を
つ
な
ぐ
堤
が
手

前
に
一
基
、
蘇
堤
も
一
基
と
い
う
構
図
も
江
戸
狩
野
派
で
は
、
本
図
と
石
川
県
美
本
の

み
で
あ
る
。
そ
の
孤
山
か
ら
橋
へ
向
か
う
途
次
で
童
子
が
や
や
前
傾
姿
勢
で
高
士
に
向

か
い
、
先
を
行
く
高
士
が
そ
の
童
子
に
視
線
を
送
る
本
図
の
図
様
も
石
川
県
美
本
に
共

通
す
る（
図
1
─

2
）。
近
景
の
城
壁
に
平
行
し
て
植
え
ら
れ
た
柳
で
も
、
薄
墨
と
緑
の
細

く
し
な
や
か
な
線
を
幾
重
も
引
い
て
垂
れ
る
葉
を
表
す
の
は
、
意
外
な
こ
と
に
本
図
と

石
川
県
美
本
の
み
で
あ
る（
挿
図
8
）。
さ
ら
に
、
探
幽
六
十
一
歳
の
時
の
石
川
県
美
本

と
そ
れ
以
前
に
描
か
れ
た
元
信
・
興
以
・
尚
信
の
西
湖
図
で
は
、
孤
山
下
方
の
城
壁
上

の
建
造
物
が
左
か
ら
の
視
点
で
描
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
探
幽
六
十
五
歳
の
時
の
大

英
博
物
館
蔵
「
西
湖
図
」
と
、
常
信
の
立
花
家
本
と
國
華
本
、
常
真
の
「
西
湖
図
」
で

は
右
か
ら
の
視
点
に
変
え
ら
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
、
伝
統
的
に
孤
山
を
右
か
ら
、
城
壁

の
建
造
物
を
左
か
ら
の
視
点
で
捉
え
る
視
覚
的
矛
盾
を
、
探
幽
が
大
英
博
物
館
蔵
「
西

湖
図
」
で
修
正
し
、
そ
の
図
様
が
常
信
ら
に
受
け
継
が
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
探
幽
は
石

川
県
美
本
で
も
、
こ
の
矛
盾
に
気
づ
き
、
城
壁
上
の
建
造
物
と
同
じ
く
、
孤
山
下
部
の

楼
門
も
左
か
ら
の
視
点
で
描
く
が
、
そ
の
楼
門
自
体
が
右
側
の
岩
に
隠
れ
た
り
、
孤
山

上
部
の
屋
根
も
右
か
ら
の
視
点
で
描
か
れ
て
い
た
り
と
、
孤
山
自
体
が
伝
統
的
な
右
か

ら
の
視
点
で
描
か
れ
て
い
る
た
め
、
視
点
設
定
に
違
和
感
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
反

省
を
踏
ま
え
て
か
、
四
年
後
の
大
英
博
物
館
蔵
「
西
湖
図
」
で
は
、
こ
の
一
帯
の
建
物

を
右
か
ら
の
視
点
に
統
一
し
、
安
定
し
た
構
図
を
生
ん
で
い
る
。
た
だ
し
、
橋
の
視
点

は
各
々
で
統
一
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
は
残
さ
れ
て
い
る
。
本
図
で
は
左
か
ら
の

視
点
で
城
壁
上
の
建
造
物
、
右
か
ら
の
視
点
で
孤
山
を
描
い
た
た
め
、
再
び
矛
盾
が
生

じ
て
お
り
、
石
川
県
美
本
以
前
の
型
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

さ
ら
に
、
本
図
も
石
川
県
美
本
と
同
じ
く
、
西
湖
を
山
水
図
の
型
に
は
め
て
構
成
し

直
し
て
い
る
。
霞
な
ど
で
作
ら
れ
る
余
白
に
よ
っ
て
西
湖
を
表
す
山
や
寺
院
な
ど
が
尽

く
省
略
さ
れ
て
お
り
、
伝
統
的
構
図
の
西
湖
図
で
は
最
も
余
白
化
が
進
ん
で
い
る
。
そ

も
そ
も
、
景
観
の
再
現
性
を
重
視
す
る
西
湖
図
に
お
い
て
、
こ
こ
ま
で
濃
厚
な
霞
で
景

観
を
覆
い
隠
す
の
は
、
石
川
県
美
本
と
本
図
に
特
異
な
表
現
で
あ
る
。
そ
し
て
、
石
川

県
美
本
と
同
様
に
、
遠
景
中
央
の
飛
來
峰
な
ど
を
省
略
、
孤
山
も
厚
い
霞
で
分
断
し
、

典
型
的
な
Ｖ
字
構
図
で
西
湖
図
を
描
い
て
い
る
。
ま
た
、
本
図
右
端
の
宝
石
山
に
は
保

俶
塔
が
描
か
れ
ず
、
単
な
る
懸
崖
の
表
現
に
な
っ
て
お
り
、
石
川
県
美
本
同
様
に
一
部

の
景
観
は
明
ら
か
に
西
湖
を
表
す
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
本
図

も
ま
た
、
単
に
西
湖
の
景
観
に
沿
っ
て
製
作
さ
れ
た
西
湖
図
で
は
な
い
。

挿図8　本図　部分
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以
上
の
よ
う
に
、
本
図
は
諸
本
の
う
ち
石
川
県
美
本
の
構
図
や
表
現
に
最
も
類
似
し

て
い
る
。
た
だ
し
、
右
下
に
巨
石
と
松
を
配
し
、
対
す
る
左
下
は
霞
で
景
観
を
覆
い
余

白
と
す
る
構
図
は
、
立
花
家
本
の
構
図
と
類
似
す
る
。
手
元
に
あ
っ
た
何
通
り
か
の
西

湖
図
の
粉
本
を
参
照
し
つ
つ
、
本
図
を
製
作
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
典
信
が
石
川
県
美
本

を
主
に
参
考
に
し
た
理
由
は
定
か
で
は
な
い
が
、
本
図
の
形
態
が
大
幅
で
あ
る
こ
と
以

上
に
、
縦
横
比
が
他
の
西
湖
図
と
は
異
な
り
、
縦
が
長
く
横
が
詰
ま
っ
た
特
異
な
形
態

を
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
よ
う
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
画
面
形
態
に
従
来
通
り
西
湖

の
モ
チ
ー
フ
を
布
置
し
て
い
く
と
、
モ
チ
ー
フ
を
小
さ
く
し
た
り
、
縦
に
引
き
延
ば
し

た
り
、
あ
る
い
は
余
白
の
拡
大
と
い
っ
た
構
図
の
改
変
が
必
要
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

そ
こ
で
典
信
は
中
間
部
の
モ
チ
ー
フ
を
余
白
で
隠
し
、
Ｖ
字
構
図
を
用
い
た
石
川
県
美

本
を
参
考
に
し
た
の
で
は
な
い
か
。
次
章
で
詳
述
す
る
が
、
こ
の
選
択
は
典
信
の
探
幽

学
習
の
成
果
で
も
あ
っ
た
。

一
方
、
本
図
が
石
川
県
美
本
と
大
き
く
異
な
る
点
は
、
省
略
さ
れ
た
モ
チ
ー
フ
で
あ

る
。
本
図
で
は
孤
山
に
描
か
れ
る
鶴
と
梅
が
消
さ
れ
、
城
壁
や
蘇
堤
も
一
見
気
づ
か
な

い
ほ
ど
に
霞
の
奥
に
薄
く
姿
が
描
か
れ
る
。
蘇
堤
は
古
来
西
湖
を
代
表
す
る
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
で
あ
り
、
鶴
や
梅
は
林
和
靖
を
暗
示
す
る
重
要
な
モ
チ
ー
フ
で
あ
っ
た
。
本
図

の
箱
書
に
「
四
季
山
水
図
」
と
墨
書
さ
れ
た
の
は
、
西
湖
イ
メ
ー
ジ
が
希
薄
で
あ
っ
た

た
め
画
題
が
認
識
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
典
信
は
西
湖
図
の
性
格
に
反
し

て
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
希
薄
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
明
確
な
答
え
は
持
ち
合
わ
せ
て
い

な
い
が
、
こ
こ
で
西
湖
図
の
受
容
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。

先
述
の
通
り
、
狩
野
派
の
西
湖
図
は
江
戸
中
期
以
降
、
現
存
作
例
は
少
な
く
な
っ
て

い
る
。
絵
師
の
数
も
増
え
て
い
く
江
戸
狩
野
派
に
お
い
て
西
湖
図
の
数
が
減
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
需
要
の
低
下
が
ま
ず
考
え
ら
れ
よ
う
。
加
え
て
西
湖
の
み
な
ら
ず
、

管
見
の
限
り
で
は
、
探
幽
以
降
の
阿
育
王
山
や
径
山
と
い
っ
た
画
題
も
現
存
作
例
が
少

（
30
）

な
く
な
っ
て
い
る
の
も
、
偶
然
の
一
致
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
江
戸
中
期
以
降
で
は
必

ず
し
も
特
定
の
場
所
を
表
わ
さ
な
い
楼
閣
山
水
図
な
ど
が
多
く
な
り
、
西
湖
図
な
ど
は

古
様
な
画
題
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
方
、
円
山
応
挙
や
池
大
雅
な

ど
が
次
々
と
西
湖
図
を
製
作
し
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
入
る
と
、
舶
来
の
版
本
な
ど
に

よ
っ
て
上
流
階
級
の
み
な
ら
ず
、
一
般
の
人
々
も
西
湖
の
情
報
を
入
手
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
そ
の
風
景
や
文
化
は
広
く
浸
透
し
た
と
い
わ
れ
る
。

し
か
し
、
西
湖
が
大
名
ら
上
流
層
に
と
っ
て
遠
い
存
在
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

江
戸
城
黒
書
院
下
段
の
間
に
続
く
部
屋
が
「
西
湖
の
間
」
で
あ
り
、
二
条
城
二
の
丸
御

殿
白
書
院
二
の
間
の
襖
に
描
か
れ
た
山
水
図
も
「
西
湖
図
」
と
い
わ
れ
る
。
城
内
な

ど
、
伝
統
的
に
西
湖
図
が
必
要
と
さ
れ
た
場
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ち
な
み
に
、

江
戸
城
の
黒
書
院
は
公
的
儀
式
に
用
い
ら
れ
た
が
、
や
や
内
向
き
の
対
面
な
ど
が
行
わ

れ
た
と
考
え
ら
れ
、
二
条
城
二
の
丸
御
殿
白
書
院
は
将
軍
の
居
間
や
寝
室
と
し
て
作
ら

れ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
ろ
江
戸
前
期
ま
で
の
よ
う
に
西
湖
図
と
い
う
画

題
が
積
極
的
に
描
か
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
江
戸
時
代
の
大
名
た
ち
が
、
西
湖
の
イ
メ
ー
ジ
を
盛
ん
に
利
用
し
た
の
が
、

大
名
庭
園
で
あ
っ
た
。
権
力
者
の
庭
に
設
け
ら
れ
た
広
大
な
池
を
西
湖
に
見
立
て
る
こ

と
は
南
宋
時
代
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
大
名
庭
園
で
は
、
基
本
的
に
西
湖

の
全
景
を
借
景
す
る
の
で
は
な
く
、
堤
な
ど
一
部
が
庭
園
の
中
に
表
現
さ
れ
た
。
そ
の

代
表
的
な
庭
園
は
、
水
戸
徳
川
家
の
小
石
川
後
楽
園
・
大
久
保
家
の
楽
寿
園（
旧
芝
離
宮

庭
園
）・
浅
野
家
の
縮
景
園
・
紀
伊
徳
川
家
の
養
翠
園
な
ど
で
あ
る
。
李
偉
氏
に
よ
れ

ば
大
名
庭
園
に
お
け
る
西
湖
の
取
り
込
み
は
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
蘇
堤
を
模
し
た

堤
が
庭
園
の
中
で
重
要
な
構
成
要
素
に
な
っ
て
い
き
、
紀
伊
徳
川
家
十
代
治
宝
に
よ
り

文
政
二
年（
一
八
一
九
）か
ら
八
年
か
け
て
作
ら
れ
た
養
翠
園
で
は
、
西
湖
全
体
の
雰
囲

気
を
考
慮
し
な
が
ら
庭
園
の
景
観
構
成
が
行
わ
れ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
る
。と
は
い
え
、

（
31
）

（
32
）

（
33
）

（
34
）



狩
野
典
信
に
み
る
江
戸
狩
野
派
の
探
幽
学
習

七
三

堤
な
ど
一
部
の
景
観
を
取
り
込
む
だ
け
の
庭
園
も
少
な
く
な
く
、
西
湖
は
よ
り
単
純
化

さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。
中
世
の
西
湖
図
が
景
観
全
体
を
説
明
的
に
描

き
込
み
、
鑑
賞
者
を
憧
憬
の
地
へ
と
導
い
た
の
と
比
べ
る
と
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
西

湖
イ
メ
ー
ジ
の
活
用
方
法
は
異
な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
庭
園
と
絵
画
と
い
う

形
態
の
差
は
大
き
い
が
、
絵
画
で
も
す
で
に
十
六
世
紀
後
半
に
は
絵
画
か
ら
五
山
文
学

の
イ
メ
ー
ジ
が
薄
れ
つ
つ
あ
り
、「
西
湖
と
い
え
ば
、
蘇
軾
と
林
逋
」
と
い
う
ほ
ど
に
、

単
純
化
さ
れ
た
文
学
イ
メ
ー
ジ
が
流
通
し
て
い
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
西
湖
図

の
需
要
の
低
下
、
西
湖
イ
メ
ー
ジ
の
簡
略
化
と
い
う
変
化
に
よ
っ
て
、
伝
統
的
構
図
に

お
い
て
も
西
湖
の
希
薄
化
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
典
信
が
積
極

的
に
行
っ
た
結
果
な
の
か
、
さ
ら
な
る
考
察
が
必
要
で
あ
る
。

で
は
、
本
図
と
探
幽
画
と
の
類
似
を
指
摘
し
て
き
た
が
、
次
に
典
信
を
中
心
に
江
戸

狩
野
派
に
よ
る
探
幽
学
習
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
　
　

四　

狩
野
典
信
と
探
幽
様
式

㈠
図
様
の
引
用

典
信
が
そ
の
画
業
の
中
で
、
探
幽
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
う
指
摘
は
こ
れ
ま
で

に
も
行
わ
れ
て
い
る
。
小
川
裕
久
氏
は
現
存
し
て
な
い
寛
延
元
年（
一
七
四
八
）第
十
回

朝
鮮
通
信
使
の
際
に
製
作
し
た
贈
朝
屏
風
「
源
氏�

初
音�

藤
の
裏
葉
」
が
「
探
幽
画
を

粉
本
と
し
た
本
画
制
作
」
で
あ
っ
た
こ
と
、「
源
氏
物
語　

篝
火
・
若
菜
上
図
」（
個
人
蔵
）

は
探
幽
筆
「
源
氏
物
語
図
屏
風
」（
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）の
図
様
を
引
用
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、「
探
幽
の
源
氏
絵
の
完
全
な
影
響
下
に
あ
る
」
と
さ
れ
る
。
ま
た
、「
唐
子

遊
図
屏
風
」（
板
橋
区
立
美
術
館
蔵
）・「
麒
麟
・
鳳
凰
図
」（
白
鶴
美
術
館
蔵
）・「
井
出
玉
川

図
」（
個
人
蔵
）な
ど
も
「
探
幽
画
の
リ
メ
イ
ク
と
い
っ
た
趣
が
あ
る
」
と
し
、
典
信
の

画
は
「
探
幽
の
模
倣
が
目
に
つ
く
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

典
信
の
み
な
ら
ず
江
戸
狩
野
派
に
は
、
探
幽
画
と
図
様
が
類
似
す
る
作
例
が
多
く
残

る
。
粉
本
主
義
と
し
て
批
判
さ
れ
て
き
た
通
り
、
粉
本
に
描
き
留
め
ら
れ
た
図
様
を
繰

り
返
し
用
い
て
き
た
当
然
の
結
果
で
あ
る
。
無
論
、
影
響
を
受
け
て
図
様
を
引
用
し
た

場
合
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
量
産
さ
れ
た
画
題
に
お
い
て
、
図
様
の
類
似
の
み
で
特

定
の
先
人
の
模
倣
や
影
響
と
言
い
切
れ
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。
ま
た
、
狩
野
典
信
筆

「
寿
老
人
・
松
竹
鶴
亀
図
」（
毛
利
博
物
館
蔵
）と
狩
野
養
信
筆
「
寿
老
人
・
竹
鶴
・
梅
亀
図
」

（
個
人
蔵
）の
図
様
が
類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
典
信
が
後
世
の
狩
野
派
に
も
影
響
を

与
え
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
る
が
、
影
響
関
係
を
語
る
の
で
あ
れ
ば
描
法
な
ど
の
考
察
も

行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
十
九
世
紀
半
ば
に
描
か
れ
た
狩
野
派
・
住

吉
派
・
板
谷
派
合
作
「
竹
林
七
賢
図
」（
大
英
博
物
館
蔵
）が
、
広
い
余
白
、
簡
略
な
描
線
、

探
幽
画
と
の
図
様
の
類
似
か
ら
、
探
幽
本
の
系
譜
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
が
、
こ

の
特
徴
を
逸
脱
す
る
江
戸
狩
野
派
の
竹
林
七
賢
図
は
そ
う
多
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
図

様
の
類
似
な
ど
の
み
か
ら
、
影
響
や
系
譜
と
位
置
付
け
る
の
が
、
江
戸
狩
野
派
研
究
に

お
い
て
ど
れ
ほ
ど
有
効
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

で
は
、
明
確
に
先
人
の
画
を
意
識
し
て
製
作
さ
れ
た
画
に
は
、「
影
響
」
や
「
回
帰
」

は
み
ら
れ
る
の
か
。
榊
原
悟
氏
は
狩
野
探
幽
筆
「
桐
鳳
凰
図
屏
風
」（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術

館
蔵
）と
、
そ
の
図
様
を
受
け
継
ぐ
一
連
の
江
戸
狩
野
派
の
桐
鳳
凰
図
を
例
に
、
儀
礼

用
に
製
作
さ
れ
た
画
は
先
例
が
重
ん
じ
ら
れ
大
幅
な
改
変
は
認
め
ら
れ
ず
、
も
し
変
え

ら
れ
た
な
ら
ば
そ
の
画
の
儀
礼
を
演
出
す
る
機
能
は
失
わ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
見
過

せ
な
い
の
は
、
作
品
解
説
な
ど
で
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
て
い
る
通
り
、
桐
鳳
凰
図
を
は

じ
め
同
様
の
性
格
の
画
で
は
図
様
の
一
部
が
変
え
ら
れ
、
筆
法
や
彩
色
な
ど
に
つ
い
て

は
各
自
の
様
式
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
図
様
を
引
い
て
、
筆
墨
や
構
図
も

そ
の
ま
ま
写
し
て
は
た
だ
の
模
写
で
あ
り
、
原
画
と
異
な
る
様
式
で
描
く
の
も
当
然
の

（
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こ
と
で
あ
る
。
従
来
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
変
更
点
に
つ
い
て
、
絵
師
の
工
夫
な
ど
と
言
及

さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
狩
野
探
幽
筆
「
唐
子
遊
図
屏
風
」（
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）

と
ほ
ぼ
同
図
様
、
同
構
図
の
典
信
筆
「
唐
子
遊
図
屏
風
」
で
は
、
探
幽
画
の
模
写
、
あ

る
い
は
細
部
の
図
様
の
違
い
か
ら
粉
本
に
拠
る
製
作
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
面
貌
表
現

や
彩
色
法
の
違
い
が
繰
り
返
し
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
近
年
、
石
田
智
子
氏
も
典
信
画
で

は
装
束
の
色
と
柄
を
変
え
、
色
合
い
に
お
い
て
左
右
隻
の
調
和
を
取
っ
て
い
る
こ
と
、

唐
子
も
大
き
く
描
き
、
表
情
や
衣
文
線
に
「
典
信
風
の
変
化
」
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
指
摘
さ
れ
、「
典
信
は
図
様
の
み
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
線
や
構
図
に
つ
い
て
は

典
信
な
り
の
解
釈
で
描
い
て
い
る
」
と
い
う
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
指
摘
に
よ
っ
て
典
信
様
式
の
何
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
典
信
は
探
幽
様
式
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
か
。
そ
も
そ
も
、
本
当
に
典

信
の
解
釈
、
独
自
の
画
風
に
よ
る
改
変
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
最
近
で
は
父
古
信
が
探
幽

筆
「
唐
子
遊
図
屏
風
」
の
図
様
を
用
い
て
製
作
し
た
屏
風
の
写
し
も
報
告
さ
れ
て
い

る
。
図
様
や
構
図
を
探
幽
画
か
ら
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
よ
う
が
、
線
描
や
彩
色
法
な

ど
に
は
、
古
信
あ
る
い
は
別
の
絵
師
の
影
響
が
あ
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

こ
こ
で
図
様
の
引
用
で
興
味
深
い
問
題
を
示
し
て
く
れ
る
の
が
、
後
世
の
例
と
な

る
が
狩
野
栄
信
筆
「
牛
若
丸
像
」（
個
人
蔵
／
図
4
）で
あ
る
。
こ
の
図
は
、
昭
和
十
八
年

十
一
月
一
日
に
根
津
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
故
根
津
嘉
一
郎
翁
蔵
品
の
入
札
目
録
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
画
で
あ
る
。
狩
野
派
の
牛
若
丸
像
は
狩
野
探
幽
筆
「
牛
若
丸
像
」（
個
人

蔵
）を
規
範
と
し
、
朽
木
綱
貞
・
狩
野
典
信
合
筆
「
牛
若
・
天
狗
図
」（
敦
賀
市
立
博
物
館

蔵
）・
狩
野
養
信
筆
「
牛
若
丸
像
」（
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）と
、
図
様
が
受
け
継
が
れ
、

狩
野
派
正
系
以
外
の
絵
師
の
粉
本
中
に
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
栄
信
筆
「
牛
若
丸
像
」

に
は
模
本
が
折
り
た
た
ま
れ
た
状
態
で
附
属
し（
挿
図
9
）、
右
下
に
「
探
幽
法
眼
以
土

佐
圖
書
之
」、
裏
面
に
は
や
や
拙
い
字
で
あ
る
が
「
榮
信
臨
摸
」
と
あ
る
。
栄
信
が
ど
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の
よ
う
な
意
図
、
注
文
で
探
幽
の
「
牛
若
丸
像
」
を
模
写
し
製
作
し
た
の
か
不
明
で
あ

る
が
、
こ
の
模
本
の
製
作
態
度
を
み
て
い
こ
う
。

模
本
で
は
装
束
や
鎧
、
槍
拵
の
螺
鈿
の
文
様
な
ど
を
簡
略
化
、
省
略
さ
え
し
て
い

る
。
襟
の
四
菱
文
な
ど
、
省
か
ず
描
い
て
い
る
部
分
で
も
描
写
は
粗
い
。
一
方
、
探
幽

「
牛
若
丸
像
」
最
大
の
魅
力
で
あ
る
生
々
し
い
若
武
者
の
面
貌
表
現
は
、
ぴ
っ
た
り
と

は
重
な
り
合
わ
な
い
が
、
髪
の
毛
一
本
一
本
ま
で
繊
細
な
筆
致
で
精
緻
に
写
し
取
ら
れ

て
お
り
、
栄
信
の
関
心
が
装
束
な
ど
の
描
写
で
は
な
く
、
面
貌
表
現
に
向
け
ら
れ
て
い

た
の
は
明
ら
か
で
あ
る（
挿
図
10
）。
だ
が
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
栄
信
は
本
画
で
そ
の

挿図9　狩野栄信模写
牛若丸像 模本　個人蔵

挿図10　牛若丸像 模本　部分

挿図11　牛若丸像 模本　部分
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以
上
の
よ
う
に
、
栄
信
の
「
牛
若
丸
像
」
は
、
型
の
み
探
幽
画
を
引
用
し
な
が
ら

も
、
牛
若
丸
像
の
命
と
も
い
え
る
面
貌
表
現
を
は
じ
め
、
描
法
は
様
々
に
変
更
さ
れ
て

い
る
。
探
幽
画
と
栄
信
様
式
の
調
和
と
い
う
よ
り
も
、
一
部
に
木
挽
町
家
の
先
代
た
ち

の
画
風
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
や
は
り
自
己
の
様
式
を
高
ら
か
に
主
張
し
て
、
自
ら
の

牛
若
丸
像
を
作
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
息
子
の
養
信
筆
「
牛
若
丸
像
」
は
、

面
貌
表
現
を
中
性
的
に
改
め
、
背
景
の
木
立
を
新
た
に
加
え
鞍
馬
山
中
の
ご
と
き
趣
に

変
更
し
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
探
幽
で
は
な
く
栄
信
の
改
変
を
受
け
継
い
だ
こ
と

が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
谷
文
晁
筆
「
牛
若
丸
像
」
も
背
景
に
木
立
を
描
く
図
様
を
用
い

て
お
り
、
探
幽
が
作
り
上
げ
た
規
範
は
、
栄
信
に
よ
っ
て
翻
案
さ
れ
、
そ
れ
が
新
た
な

規
範
と
な
っ
て
伝
播
し
て
い
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
む
ろ
ん
、
養
信
筆
「
牛
若
丸
像
」

に
つ
い
て
も
、
栄
信
の
図
様
を
受
け
継
い
で
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
し
も
そ
の
影

響
を
受
け
て
い
る
と
は
断
定
で
き
な
い
。
面
貌
表
現
は
再
び
一
新
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

ほ
か
画
風
の
変
化
も
多
く
、
詳
細
に
比
較
し
て
考
察
し
な
け
れ
ば
養
信
の
意
図
を
汲
み

取
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
単
な
る
模
倣
作
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
は
先
人
の
画
を
意
識
的
に
受
け
継
い
だ
作
例
に
つ
い
て
、
図
様
の
相
違
点

の
み
か
ら
各
々
の
絵
師
の
意
図
が
読
み
取
ら
れ
、
画
風
に
つ
い
て
は
、
両
者
の
異
な
る

描
写
や
彩
色
法
な
ど
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
師
の
工
夫
と
し
て
挙
げ
る
の
み
に
留
ま
っ
て

い
る
。
そ
の
画
風
の
相
違
点
に
つ
い
て
多
角
度
的
に
考
察
を
経
な
け
れ
ば
、
絵
師
と
そ

の
画
の
特
質
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

本
図
で
は
、
全
く
同
一
の
西
湖
図
が
探
幽
に
確
認
で
き
な
い
が
、
図
様
や
表
現
か

ら
、
探
幽
画
と
の
類
似
を
指
摘
し
た
。
し
か
し
、
本
図
と
石
川
県
美
本
の
間
に
は
本

図
と
よ
り
近
似
す
る
西
湖
図
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
で
は
、
次
に
も
う
一
つ
の

重
要
な
要
素
で
あ
る
画
風
や
様
式
か
ら
本
図
を
考
察
し
て
み
た
い
。

（
44
）

（
45
）

面
貌
表
現
も
変
え
て
い
る（
図
4
─

1
）。
輪
郭
は
よ
り
丸
み
を
持
ち
、
鼻
も
丸
く
大
き

く
、
唇
は
小
さ
く
、
眉
は
薄
く
、
よ
り
童
顔
で
子
供
ら
し
い
顔
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い

る
。
鞍
馬
山
に
預
け
ら
れ
た
少
年
義
経
を
、
よ
り
幼
い
容
貌
で
表
現
し
た
の
で
あ
ろ

う
。再

び
附
属
の
模
本
を
み
れ
ば
、
既
に
鼻
は
や
や
大
き
く
張
っ
て
お
り
、
ま
た
下
唇
を

中
央
で
へ
の
字
型
に
曲
げ
る
形
状
な
ど
、
栄
信
の
本
画
と
同
じ
改
変
が
あ
る
程
度
確
認

で
き
る
。
装
束
の
描
写
で
も
、
本
画
と
模
本
と
も
に
大
鎧
の
胸
板
の
文
様
も
同
じ
よ
う

な
簡
略
化
が
認
め
ら
れ
る（
挿
図
11
）。
模
本
は
探
幽
画
に
依
拠
し
な
が
ら
も
、
探
幽
画

と
異
な
る
描
写
が
あ
り
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
栄
信
の
本
画
に
適
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
も
、
模
本
も
栄
信
筆
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
が
、
模
本
裏
面
に
記
さ
れ
た
「
臨
摸
」
に

つ
い
て
は
検
討
の
余
地
が
残
る
。
そ
し
て
、
本
画
の
面
貌
表
現
で
は
、
さ
ら
に
幼
い
表

情
に
し
て
い
る
も
の
の
、
一
方
で
童
顔
に
似
つ
か
わ
し
く
な
い
鋭
い
ま
な
ざ
し
へ
と
大

幅
な
改
変
を
行
っ
て
い
る
。
妖
艶
さ
を
も
感
じ
ら
れ
る
こ
の
面
貌
表
現
は
、
栄
信
の
代

表
作
で
あ
る
静
岡
浅
間
神
社
拝
殿
天
井
画
「
天
女
図
」
に
よ
く
似
通
っ
て
お
り
、
探
幽

が
生
々
し
い
ほ
ど
の
命
を
吹
き
込
ん
だ
牛
若
丸
像
は
、
栄
信
特
有
の
女
性
像
の
面
貌
表

現
へ
と
変
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
栄
信
の
様
式
を
追
え
ば
、
樹
木
の
幹
に
輪
郭

線
を
用
い
ず
に
細
か
い
墨
線
を
入
れ
て
樹
皮
の
硬
い
質
感
を
的
確
に
表
現
し
て
い
く
描

写
も
、
栄
信
の
他
の
画
に
も
み
ら
れ
る
描
写
で
あ
る
。
一
方
、
後
述
す
る
が
墨
で
背
景

に
表
さ
れ
た
重
厚
な
大
気
の
表
現
は
、
典
信
が
好
ん
で
用
い
、
惟
信
以
降
引
き
継
が
れ

て
い
く
江
戸
中
期
以
降
の
江
戸
狩
野
派
に
お
け
る
時
代
的
な
様
式
で
も
あ
る
。
ま
た
、

長
刀
の
柄
の
螺
鈿
の
青
貝
は
、
薄
紅
色
や
薄
緑
で
反
射
す
る
光
を
再
現
す
る
と
い
っ
た

細
や
か
な
描
写
も
加
え
て
お
り（
図
4
―

2
）、
こ
の
表
現
は
狩
野
古
信
筆
「
草
木
鳥
獣
虫

魚
写
生
」（
東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
蔵
）に
お
い
て
、
写
生
図
ら
し
く
淡
彩
で
は
あ
る

が
、
鮑
の
貝
の
彩
色
法
に
も
み
ら
れ
る
。



狩
野
典
信
に
み
る
江
戸
狩
野
派
の
探
幽
学
習

七
六

㈡
様
式
の
引
用

本
図
の
特
徴
は
、
石
川
県
美
本
と
同
じ
く
墨
の
表
現
に
あ
る
。
モ
チ
ー
フ
は
多
分
に

水
を
含
ん
だ
丸
み
の
あ
る
線
で
ゆ
っ
た
り
と
象
ら
れ
て
い
く
。
石
川
県
美
本
よ
り
も
一

筆
が
太
く
、
よ
り
少
な
い
筆
致
で
描
か
れ
る
が
、
み
ず
み
ず
し
い
輪
郭
線
に
は
、
墨
の

掠
れ
や
滲
み
が
積
極
的
に
残
さ
れ
、
時
に
暈
し
た
線
が
面
へ
と
溶
け
出
す
な
ど
、
表
現

が
実
に
多
彩
で
あ
る（
図
1
─

2
）。
ま
た
、
山
の
頂
は
濃
墨
の
輪
郭
線
で
、
中
腹
以
下

は
淡
墨
の
面
と
な
っ
て
山
肌
と
同
化
し
て
い
く
描
法（
挿
図
12
）、
モ
チ
ー
フ
の
内
側
は

淡
墨
で
さ
ら
に
濃
淡
を
変
化
さ
せ
な
が
ら
面
的
に
刷
き
、
そ
の
上
に
淡
く
短
い
墨
線
で

皴
を
細
か
く
描
い
て
、
画
面
よ
り
離
れ
れ
ば
墨
線
が
モ
チ
ー
フ
の
面
へ
と
混
ざ
り
あ
う

描
法
も
石
川
県
美
本
と
親
近
性
が
あ
る
。
孤
山
か
ら
近
景
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
岩
な
ど

が
淡
墨
化
す
る
表
現
は
、
空
間
の
合
理
性
よ
り
も
、
筆
墨
の
自
由
な
動
き
が
優
先
さ
れ

て
い
る
先
述
し
た
石
川
県
美
本
の
特
徴
と
類
似
す
る
。

そ
し
て
、
広
大
な
余
白
の
中
に
こ
の
よ
う
な
筆
墨
を
用
い
て
、
淡
彩
が
施
さ
れ
る
画

面
は
、
や
は
り
探
幽
様
式
と
通
じ
る
。
た
だ
し
、
本
図
で
筆
致
が
簡
略
化
さ
れ
、
原
初

的
な
筆
が
よ
り
積
極
的
に
画
面
に
残
さ
れ
て
い
る
の
は
、
典
信
が
習
得
し
た
探
幽
様
式

挿図13　本図　部分

挿図12　本図　部分
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を
必
要
以
上
に
顕
示
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
み
え
る
。
つ
ま
り
、
探
幽
が
あ
く
ま
で
も

筆
墨
の
自
然
な
動
き
の
中
で
発
生
し
た
墨
や
線
の
変
化
を
生
か
し
た
の
に
対
し
、
本
図

で
は
む
し
ろ
そ
れ
を
意
図
的
に
再
現
し
よ
う
と
す
る
た
め
、
作
為
的
表
現
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
一
つ
の
モ
チ
ー
フ
の
中
に
肥
痩
・
濃
淡
・
滲
み
や

掠
れ
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
墨
の
表
現
を
盛
り
込
ん
で
い
る（
図
1
─

2
／
挿
図
13
）。
こ
れ
は
、

画
面
に
満
ち
た
余
白
が
原
初
的
な
筆
墨
を
用
い
て
描
か
れ
た
モ
チ
ー
フ
と
融
和
し
な
が

ら
、
非
合
理
的
に
築
か
れ
た
絵
画
空
間
を
つ
な
い
で
い
く
探
幽
様
式
の
本
質
で
は
な

い
。
原
初
的
な
筆
墨
技
法
を
強
調
し
て
描
か
れ
た
モ
チ
ー
フ
は
余
白
の
中
で
際
立
っ
て

し
ま
う
。
表
面
上
の
筆
法
の
み
を
取
り
込
ん
だ
結
果
で
あ
り
、
批
判
的
に
み
れ
ば
探
幽

様
式
の
亜
流
と
さ
れ
る
様
式
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
な
探
幽
様

式
の
追
随
は
、
典
信
の
表
現
の
幅
を
広
げ
る
の
に
非
常
に
役
立
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

先
述
し
た
通
り
、
図
様
や
構
図
、
さ
ら
に
筆
法
ま
で
回
帰
す
る
の
み
で
は
単
な
る
模

写
で
あ
り
、
独
立
し
た
絵
画
で
は
な
い
。
本
図
に
お
け
る
典
信
の
筆
法
の
独
自
性
は
ど

こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
図
は
探
幽
様
式
を
追
い
、
典
信
様
式
を
積
極
的
に
用
い
た

画
で
は
な
い
が
、
モ
チ
ー
フ
の
把
握
の
方
法
は
石
川
県
美
本
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
石

川
県
美
本
は
、
雪
景
表
現
以
外
で
は
殆
ど
全
面
に
淡
墨
を
刷
い
て
い
る
一
方
、
本
図
で

は
山
肌
や
岩
な
ど
の
内
側
に
は
、
墨
を
さ
ら
に
淡
く
し
て
白
く
み
え
る
部
分
を
よ
り
多

く
残
し
て
い
る
。
こ
れ
は
物
体
の
一
部
を
明
る
く
、
ハ
イ
ラ
イ
ト
を
入
れ
る
こ
と
で
、

岩
な
ど
の
モ
チ
ー
フ
に
立
体
感
や
奥
行
き
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
探
幽
も
墨
の
グ

ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
中
に
白
く
淡
い
部
分
を
一
部
に
残
し
て
い
る
が
、
典
信
の
よ
う
に
、

自
然
景
物
の
立
体
的
な
見
え
方
を
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
は
み
え
な
い
。
そ
し
て
、
典

信
様
式
で
は
、
彩
色
や
墨
の
濃
淡
に
よ
っ
て
物
体
の
形
状
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
意
識

が
強
く
な
っ
て
い
く
。
で
は
、
最
後
に
典
信
様
式
が
完
成
し
た
墨
画
の
作
品
を
一
つ
紹

介
し
て
、
典
信
の
墨
の
表
現
を
追
っ
て
み
た
い
。

狩
野
典
信
筆
「
黄
石
公
・
鯉
・
竹
鶴
図
」（
個
人
蔵
／
図
5
）は
、
落
款
「
榮
川
院
法
印

筆
」
か
ら
、
安
永
九
年
以
降
の
晩
年
の
作
と
わ
か
る
。
中
幅
は
黄
石
公
が
故
意
に
落
と

し
た
沓
を
張
良
に
拾
わ
せ
、
後
日
兵
書
を
授
け
た
と
い
う
有
名
な
故
事
の
一
場
面
で
あ

る
。
右
幅
は
波
濤
か
ら
鯉
が
水
飛
沫
を
あ
げ
飛
び
出
す
鯉
の
滝
登
り
の
故
事
を
表
し
て

い
る
。
面
白
い
こ
と
に
、
鯉
の
顔
に
眉
が
描
か
れ
角
ら
し
き
突
起
物
も
み
ら
れ
、
龍
へ

変
化
し
て
い
く
一
瞬
を
捉
え
る
。
左
幅
は
空
に
向
か
っ
て
鳴
く
鶴
が
描
か
れ
る
。
や
や

フ
ォ
ル
ム
が
崩
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
の
は
、
羽
を
広
げ
た
胴
を
真
上
か
ら
み
る
よ

う
な
珍
し
い
視
点
で
描
か
れ
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
鯉
が
龍
を
暗
示
し
、
竹
藪
を
背

に
翼
を
広
げ
空
に
向
か
っ
て
咆
哮
す
る
鶴
は
虎
を
思
わ
せ
る
。

さ
て
、
三
幅
い
ず
れ
も
目
を
引
く
の
は
、
そ
の
余
白
と
溶
け
合
う
よ
う
な
柔
ら
か
な

墨
の
表
現
で
あ
り
、
も
く
も
く
と
湧
き
上
が
る
靄
に
覆
わ
れ
た
湿
潤
で
濃
密
な
大
気

や
、
動
植
物
を
描
出
す
る
墨
の
濃
淡
の
階
調
も
滑
ら
か
で
美
し
い
。
特
に
中
幅
で
は
、

右
下
の
岩
の
一
部
に
は
粗
放
な
濃
墨
の
線
が
大
胆
に
引
か
れ
、
残
る
岩
や
土
坡
に
は
淡

墨
を
主
に
、
殆
ど
筆
線
を
露
わ
に
せ
ず
、
た
っ
ぷ
り
と
水
分
を
含
ん
だ
墨
を
広
げ
て
、

淡
い
墨
の
面
と
余
白
が
混
ざ
り
あ
う
よ
う
に
モ
チ
ー
フ
を
表
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
や

は
り
土
坡
や
岩
の
表
面
の
一
部
は
、
墨
を
刷
か
な
い
、
あ
る
い
は
極
め
て
薄
く
墨
を
刷

い
た
部
分
を
ハ
イ
ラ
イ
ト
と
し
て
残
し
、
モ
チ
ー
フ
に
量
感
を
加
え
る
と
同
時
に
、
画

面
に
奥
行
き
も
与
え
て
い
る
。
ま
た
、
松
の
樹
幹
に
も
滲
み
や
暈
し
を
多
用
し
、
樹
皮

を
巧
み
に
表
し
、
そ
の
複
雑
な
墨
の
変
化
の
中
で
さ
ら
に
幹
の
中
央
を
淡
く
し
て
い
く

こ
と
で
、
丸
み
の
あ
る
立
体
的
な
幹
を
描
い
て
い
る（
挿
図
14
）。
淡
墨
の
暈
し
の
部
分

も
仔
細
に
見
れ
ば
、
所
々
白
く
残
し
て
丁
寧
に
樹
皮
の
模
様
を
描
い
て
お
り
、
典
信
は

墨
の
広
が
り
を
計
算
し
て
樹
幹
の
質
感
を
表
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
探
幽
も
「
漢

武
帝
・
西
王
母
・
林
和
靖
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）な
ど
で
同
様
に
墨
の
面
的
な
広
が

り
を
利
用
し
て
樹
皮
を
描
い
て
い
る
が
、
幹
中
央
部
の
樹
皮
の
表
現
は
、
典
信
の
よ
う

（
46
）
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な
作
為
的
な
樹
法
と
は
大
き
く
異
な
る
。

以
上
の
ご
と
く
、
典
信
は
探
幽
と
同
じ
く
墨
の
高
い
表
現
力
を
追
求
し
て
い
る
が
、

探
幽
と
は
異
な
り
墨
の
変
化
を
巧
み
に
利
用
し
て
モ
チ
ー
フ
を
捉
え
て
お
り
、
特
に
法

印
時
代
の
作
に
こ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。
典
信
の
筆
墨
に
つ
い
て
は
、
従
来
「
大
黒

図
」（
板
橋
区
立
美
術
館
蔵
）な
ど
を
例
に
、
漢
画
本
来
の
骨
太
の
輪
郭
線
を
復
活
さ
せ
た

と
評
価
さ
れ
、
ま
た
、
中
谷
氏
も
典
信
筆
「
竹
林
七
賢
図
」
で
の
竹
の
描
写
で
は
「
曲

線
の
妙
を
活
か
し
て
洗
練
の
度
を
増
し
て
い
る
」
こ
と
、
衣
文
線
も
「
肥
痩
の
線
描
に

よ
っ
て
、
大
胆
か
つ
流
れ
る
よ
う
な
筆
さ
ば
き
で
描
き
出
さ
れ
、
実
に
爽
快
で
あ
る
」

と
そ
の
筆
技
を
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
典
信
が
描
い
た
画
は
現
存
し
て
い

な
い
が
、
典
信
画
の
模
本
で
あ
る
沢
崎
右
門
筆
「
兼
好
法
師
行
状
絵
巻
」（
神
奈
川
県
立

金
沢
文
庫
蔵
）、
長
谷
川
雪
旦
筆
「
関
ヶ
原
合
戦
絵
巻
」（
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
）を
み
る
と
、

典
信
が
勢
い
あ
る
筆
跡
を
露
わ
に
残
す
物
語
絵
巻
を
作
り
上
げ
て
い
た
こ
と
を
垣
間
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
に
は
父
狩
野
古
信
筆
「
安
部
貞
任
・
宗
任
図
」（
福
島
美
術
館

蔵
）な
ど
の
影
響
も
考
え
ら
れ
、
典
信
の
画
風
形
成
を
追
う
点
で
も
重
要
な
問
題
と
し

て
残
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
典
信
様
式
形
成
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
47
）

（
48
）

小
林
法
子
氏
は
、
永
徳
の
巨
木
表
現
を
想
起
さ
せ
る
典
信
筆
「
墨
松
墨
梅
図
屏

風
」（
石
橋
美
術
館
蔵
）を
紹
介
さ
れ
、
典
信
時
代
に
は
八
代
将
軍
吉
宗
と
そ
の
周

辺
に
桃
山
時
代
絵
画
の
愛
好
が
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
た
。
一
方
、
典
信
の

探
幽
追
慕
に
も
同
じ
く
吉
宗
と
御
坊
主
御
絵
番
岡
本
善
悦
の
影
響
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
畑
麗
氏
も
吉
宗
が
探
幽
様
式
を
追
想
し
て
い
た
こ
と
を
『
有
徳
院
殿

御
実
紀
附
録
』
に
記
さ
れ
る
吉
宗
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
読
み
解
か
れ
て
い
る
。

本
稿
で
も
典
信
筆
「
西
湖
図
」
に
つ
い
て
、
探
幽
様
式
か
ら
の
影
響
を
指
摘

し
た
。
た
だ
し
、
享
保
の
名
画
狩
り
と
も
い
わ
れ
る
吉
宗
と
典
信
の
父
古
信
に

（
49
）

（
50
）

（
51
）

よ
る
古
画
の
模
写
事
業
に
よ
っ
て
、
名
画
の
粉
本
は
木
挽
町
家
に
蓄
積
さ
れ
て
い
た
は

ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
典
信
の
身
近
に
は
探
幽
以
外
の
様
々
な
名
画
の
粉
本
が
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
力
強
い
桃
山
絵
画
の
影
響
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
筆
墨
技
法

は
探
幽
以
外
に
も
、
例
え
ば
南
宋
絵
画
や
雪
舟
ら
日
本
の
中
世
漢
画
も
学
習
し
て
い
た

で
あ
ろ
う
。
比
較
し
検
討
す
べ
き
問
題
は
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
課
題
と
し
た
い
。
し

か
し
、
先
述
の
ご
と
く
、
本
図
の
西
湖
図
と
い
う
江
戸
中
期
以
降
で
は
や
や
特
殊
な
画

題
に
、
図
様
や
構
図
、
表
現
ま
で
探
幽
画
と
の
類
似
を
指
摘
で
き
る
こ
と
か
ら
も
、
本

図
の
様
式
の
原
点
に
探
幽
を
想
定
す
る
こ
と
は
、
穏
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　

結　
　
　

語

本
稿
で
は
、
ま
ず
典
信
が
探
幽
様
式
を
用
い
て
「
西
湖
図
」
を
製
作
し
た
こ
と
を
指

摘
し
た
が
、
こ
こ
で
一
つ
附
言
し
て
お
く
と
、
探
幽
様
式
の
引
用
は
江
戸
狩
野
派
で
は

し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
江
戸
狩
野
派
の
定
番
画
題
で
あ
る
富
士
図
で
は
、

狩
野
養
信
筆
「
富
士
図
」（
徳
川
美
術
館
蔵
／
挿
図
15
）を
み
る
と
、
淡
墨
の
面
で
土
坡
や

富
士
の
麓
の
山
々
を
大
ら
か
に
捉
え
、
そ
の
山
肌
に
濃
墨
を
渗
ま
せ
る
表
現
な
ど
に
、

（
52
）

挿図14　狩野典信筆
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探
幽
の
富
士
図
の
描
法
を
継
い
で
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
大
和
絵
以
外
で
も
、
減

筆
を
主
と
す
る
墨
画
山
水
図
な
ど
で
は
、
探
幽
や
そ
の
周
辺
の
山
水
図
を
そ
の
ま
ま
継

承
し
た
か
の
よ
う
な
画
も
散
見
す
る
。
先
に
引
用
し
た
が
、
簡
略
な
筆
致
で
描
か
れ
る

墨
画
の
竹
林
七
賢
図
な
ど
も
こ
の
例
で
あ
ろ
う
。
量
産
さ
れ
た
画
題
な
ど
に
つ
い
て

は
、
描
法
が
図
様
と
結
び
つ
い
て
継
承
さ
れ
て
お
り
、
探
幽
と
い
う
江
戸
狩
野
派
の
始

祖
の
影
響
の
大
き
さ
を
物
語
る
が
、
こ
の
よ
う
な
作
例
を
挙
げ
、
単
に
探
幽
の
模
倣
や

影
響
な
ど
と
論
じ
る
の
み
で
は
、
そ
の
絵
師
の
本
質
に
迫
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
常
信
様
式
に
み
た
通
り
、
基
本
的
に
探
幽
様
式
は
、
時
代
と
と
も
に
絶
え

ず
変
容
し
、
そ
れ
が
各
時
代
の
江
戸
狩
野
派
様
式
に
な
っ
て
い
く
。
同
画
題
、
同
構
図

の
画
で
あ
っ
て
も
、
狩
野
派
の
絵
画
は
写
真
の
よ
う
に
焼
き
増
し
さ
れ
て
い
く
世
界
で

は
な
く
、
絵
師
一
人
一
人
の
様
式
や
時
代
的
特
徴
に
よ
っ
て
描
か
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

中
に
お
い
て
、
探
幽
の
筆
墨
に
向
き
合
い
、
そ
こ
か
ら
自
己
様
式
で
も
墨
の
高
い
表
現

力
を
活
か
し
た
画
を
模
索
し
た
典
信
は
、
江
戸
狩
野
派
に
お
け
る
中
興
の
祖
と
位
置
付

け
る
こ
と
が
可
能
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

岡
倉
天
心
が
典
信
を
狩
野
派
第
三
の
変
と
位
置
付
け
た
よ
う
に
、
江
戸
狩
野
派
の
長

い
歴
史
を
展
観
し
た
と
き
、
典
信
で
新
た
に
見
い
だ
さ
れ
る
描
法
は
後
世
に
引
き
継
が

れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、「
黄
石
公
・
鯉
・
竹
鶴
図
」
に
み
た
、
墨
の

濃
淡
の
み
に
よ
る
濃
密
な
大
気
の
表
現
、
樹
木
な
ど
の
質
感
を
柔
ら
か
な
墨
の
描
写
で

捉
え
て
い
く
描
法
は
、
息
子
の
狩
野
惟
信
、
そ
し
て
栄
信
や
養
信
ま
で
学
習
さ
れ
継
承

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
も
、
典
信
は
江
戸
狩
野
派
研
究
に
と
っ
て
非
常
に
大
き

く
、
看
過
で
き
な
い
存
在
と
い
え
る
。

挿図15　狩野養信筆　富士図　徳川美術館蔵

註（
1
）　
『
別
冊
太
陽　

狩
野
派
決
定
版
』　

平
凡
社　

平
成
十
六
年
十
月
十
三
日　

一
二
五
頁
。

（
2
）・
中
谷
伸
生
「
再
考
・
妙
心
寺
聖
澤
院
書
院
障
壁
画
─
狩
野
典
信
筆
「
山
水
・
麒
麟
図
」
及

び
「
竹
林
七
賢
図
」
─
」（『
関
西
大
学
博
物
館
紀
要
』第
十
二
号　

関
西
大
学
博
物
館　

平
成

十
八
年
三
月
三
十
一
日
）。

・『
狩
野
栄
川
院
と
徳
島
藩
の
画
人
た
ち
』　

徳
島
城
博
物
館　

平
成
二
十
五
年
十
月
十
九

日
。

・
小
川
裕
久
「
狩
野
栄
川
院
典
信
の
や
ま
と
絵
」（『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
』第
二
九
号　

美
術

フ
ォ
ー
ラ
ム
21　

平
成
二
十
六
年
五
月
三
十
日
）。

・
安
藤
昌
就
「
木
挽
町
狩
野
家
に
お
け
る
法
華
信
仰
と
絵
画
に
つ
い
て
─
「
日
蓮
聖
人
縁
起

絵
巻
」
を
中
心
に
─
」（『
鹿
島
美
術
研
究
』
年
報
第
三
二
号
別
冊　

鹿
島
美
術
財
団　

平
成

二
十
八
年
十
一
月
十
五
日
）。

（
3
）　

小
川
裕
久
「
狩
野
栄
川
院
典
信
雑
考
」（『
狩
野
栄
川
院
と
徳
島
藩
の
画
人
た
ち
』　

徳
島
城

博
物
館　

平
成
二
十
五
年
十
月
十
九
日
）。
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（
4
）　

岡
倉
覚
三
「
狩
野
芳
崖
」（『
國
華
』第
二
号　

國
華
社　

明
治
二
十
二
年
十
一
月
二
十
五

日
）。

（
5
）　

太
田
孝
彦
「
如
寄
筆
「
西
湖
図
」
に
つ
い
て
」（『
帝
塚
山
学
院
大
学
研
究
論
集
』
第
二
一

集　

帝
塚
山
学
院
大
学　

昭
和
六
十
一
年
十
二
月
一
日
）一
二
九
頁
。

（
6
）・
宮
崎
法
子
「
西
湖
を
め
ぐ
る
絵
画
─
南
宋
絵
画
史
初
探
」（『
中
国
近
世
の
都
市
と
文
化
』

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所　

昭
和
五
十
九
年
三
月
十
七
日
）。

・
鈴
木
忍
「
室
町
後
期
に
お
け
る
西
湖
図
形
成
に
関
す
る
研
究
」（『
鹿
島
美
術
研
究
』
年
報

第
二
八
号
別
冊　

鹿
島
美
術
財
団　

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
五
日
）一
六
七
頁
。

・
板
倉
聖
哲
「
憧
憬
の
西
湖
─
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
西
湖
図
の
展
開
」（『
描
か
れ
た
都　

開

封
・
杭
州
・
京
都
・
江
戸
』　

東
京
大
学
出
版
会　

平
成
二
十
五
年
十
月
五
日
）一
五
三
頁
。

（
7
）　
「
西
湖
図
屏
風
」（
広
島
県
立
美
術
館
蔵
）に
つ
い
て
は
、
以
下
に
詳
し
い
。

・『
室
町
時
代
の
屏
風
絵
』　

朝
日
新
聞
社　

平
成
元
年
三
月
二
十
八
日　

作
品
解
説
№
五
六
・

二
四
二
頁
。

・
城
市
真
理
子
「
室
町
時
代
の
水
墨
画
に
お
け
る
中
国
イ
メ
ー
ジ　

─
広
島
県
立
美
術
館　

西
湖
図
屏
風
を
め
ぐ
っ
て
─
」（『
広
島
国
際
研
究
』
第
一
九
号　

広
島
市
立
大
学
国
際
学
部

　

平
成
二
十
五
年
十
一
月
三
十
日
）。

　
「
西
湖
図
扇
面
」（「
扇
面
貼
交
屏
風
」〈
個
人
蔵
〉の
う
ち
）に
つ
い
て
は
、
佐
野
み
ど
り　

他
「
新
出
扇
面
貼
交
屏
風
に
つ
い
て
」（『
國
華
』
第
一
三
四
一
号　

國
華
社　

平
成
十
九
年

七
月
二
十
日
）に
詳
し
い
。

　
「
西
湖
図
屏
風
」（
ベ
ル
リ
ン
東
洋
美
術
館
蔵
）に
つ
い
て
は
、『
日
本
美
術
秘
蔵
大
観
七　

ベ
ル
リ
ン
東
洋
美
術
館
』（
講
談
社　

平
成
四
年
二
月
二
十
六
日
）作
品
解
説
№
二
九
・
三
〇
・

二
四
一
頁
に
詳
し
い
。

（
8
）　

太
田
孝
彦
「
瀟
湘
八
景
図
と
西
湖
図
─
「
情
」
と
「
知
」
の
世
界
─
」（『
文
化
学
年
報
』

第
五
四
輯　

同
志
社
大
学
文
化
学
会　

平
成
十
七
年
三
月
一
五
日
）。

（
9
）　

河
野
元
昭
「
探
幽
と
瀟
湘
八
景
」（『
秘
蔵
日
本
美
術
大
観
二　

大
英
博
物
館
Ⅱ
』　

講
談
社�

平
成
四
年
八
月
二
十
五
日
）二
七
〇
頁
、
及
び
同
書
作
品
解
説
№
三
六
・
二
六
九
頁
。

（
10
）　

探
幽
の
画
体
に
つ
い
て
は
河
野
元
昭
『
日
本
の
美
術　

第
一
九
四
号�

狩
野
探
幽
』（
至
文

堂　

昭
和
五
十
七
年
七
月
十
五
日　

三
六
〜
四
〇
頁
）に
詳
し
い
。

（
11
）　

前
掲
註（
8
）太
田
氏
論
文
。

（
12
）　

前
掲
註（
7
）城
市
氏
論
文
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
、「
西
湖
図
屏
風
」（
広
島
県
立
美
術

館
蔵
）に
も
季
節
の
表
現
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

（
13
）　

前
掲
註（
10
）河
野
氏
単
行
本　

二
六
〜
二
九
頁
。

（
14
）　
『
中
国
憧
憬
─
日
本
美
術
の
秘
密
を
探
れ
─
』　

町
田
市
立
国
際
版
画
美
術
館　

平
成
十
九

年
四
月
十
四
日　

作
品
解
説
№
三
六
・
一
九
七
頁
。

（
15
）　

武
田
恒
夫
「
三
宝
院
宸
殿
の
障
壁
画
」（『
障
壁
画
全
集　

醍
醐
寺
三
宝
院
』
美
術
出
版
社

　

昭
和
四
十
七
年
四
月
一
日
）。

（
16
）　
『
美
術
画
報
』二
十
五
編
巻
十　

画
報
社　

明
治
四
十
二
年
六
月
二
十
日
。

（
17
）　

蒿
目
子「
常
信
筆
西
湖
図
解
」（『
國
華
』
第
三
六
〇
号　

國
華
社　

大
正
九
年
五
月
一
日
）。

（
18
）　

狩
野
梅
笑
筆
「
西
湖
図
屏
風
」
は
以
下
に
詳
し
い
。

・『
朝
鮮
王
朝
の
絵
画
と
日
本
〜
宗
達
、
大
雅
、
若
冲
も
学
ん
だ
隣
国
の
美
〜
』　

読
売
新
聞

大
阪
本
社　

平
成
二
十
年
十
一
月
二
日　

作
品
解
説
№
二
一
七
・
二
五
六
頁
。

・
前
掲
註（
6
）『
描
か
れ
た
都　

開
封
・
杭
州
・
京
都
・
江
戸
』

　

特
に
『
描
か
れ
た
都　

開
封
・
杭
州
・
京
都
・
江
戸
』
作
品
解
説
№
一
二
・
一
三
二
頁
に

て
、「
当
初
か
ら
西
湖
図
と
し
て
製
作
さ
れ
た
か
は
微
妙
だ
が
、
湖
を
中
心
に
楼
閣
を
配
し
、

安
定
感
を
も
た
せ
る
べ
く
各
隻
中
央
よ
り
や
や
外
側
に
山
塊
を
置
い
た
景
観
構
成
が
西
湖
を

想
起
さ
せ
、
い
つ
し
か
そ
の
よ
う
に
名
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
推
測
さ
れ
て
い
る

が
、
白
堤
と
孤
山
、
左
隻
近
景
の
壁
な
ど
は
明
ら
か
に
西
湖
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
描
か
れ
て

い
る
。

（
19
）　

城
市
眞
理
子
「
伝
周
文
筆
「
四
季
山
水
図
屏
風
」」（『
國
華
』
第
一
〇
四
二
号　

國
華
社　

平
成
二
十
四
年
八
月
二
十
日
）。

（
20
）　

北
野
良
枝
「
狩
野
山
雪
筆　

西
湖
圖
屏
風
」（『
國
華
』
第
一
二
二
七
号　

國
華
社　

平
成

十
年
一
月
二
十
日
）。

（
21
）　

狩
野
派
以
外
で
も
例
え
ば
独
自
の
図
様
を
持
つ
漢
画
系
山
水
画
の
曾
我
蕭
白
筆
「
月
夜
山

水
図
屏
風
」（
近
江
神
宮
蔵
）も
、
左
隻
の
画
題
を
巡
っ
て
は
議
論
が
あ
る
が
、
そ
の
図
様
か

ら
西
湖
を
描
い
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。

・
伊
藤
詩
織
「
曾
我
蕭
白
に
お
け
る
山
水
画
の
画
題
と
そ
の
意
味
─
「
月
夜
山
水
図
屏
風
」

（
近
江
神
宮
）を
中
心
に
」（『
美
術
史
家
、
大
い
に
笑
う
─
河
野
元
昭
先
生
の
た
め
の
日
本
美

術
史
論
集
』　

ブ
リ
ュ
ッ
ケ　

平
成
十
八
年
四
月
二
十
日
）。



狩
野
典
信
に
み
る
江
戸
狩
野
派
の
探
幽
学
習

八
一

・
松
岡
ま
り
江
「
曾
我
蕭
白
筆
「
月
夜
山
水
図
屏
風
」
再
考
─
西
湖
・
廬
山
の
イ
メ
ー
ジ

─
」（『
美
術
史
研
究
』第
五
〇
冊　

早
稲
田
大
学
美
術
史
学
会　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
三
十

日
）。

（
22
）　

前
掲
註（
7
）城
市
氏
論
文　

一
六
頁
。

（
23
）・
松
嶋
雅
人
「
狩
野
常
信
と
そ
の
画
業
に
関
す
る
研
究
」（『
鹿
島
美
術
研
究
』
年
報
第
一
三

号
別
冊　

鹿
島
美
術
財
団　

平
成
八
年
十
一
月
十
五
日
）。

・
松
嶋
雅
人
『
日
本
の
美
術　

第
四
八
九
号　

久
隅
守
景
』　

至
文
堂　

平
成
十
九
年
二
月

十
五
日　

四
〇
〜
四
一
頁
。

（
24
）　

拙
稿
「
鍛
冶
橋
狩
野
家
七
代
目
狩
野
探
信
守
道
に
み
る
江
戸
狩
野
派
と
風
俗
画
」（『
美
術

史
』
第
一
七
三
冊　

美
術
史
学
会　

平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
九
日
）三
四
・
三
五
頁
。

（
25
）・
拙
稿
「
江
戸
前
期
狩
野
派
の
歌
絵
に
つ
い
て
─
狩
野
探
信
守
政
筆
「
井
出
玉
川
図
屏
風
」

を
中
心
に
─
」（『
國
華
』
第
一
三
九
五
号　

國
華
社　

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
日
）。

・
野
田
麻
美
「
探
幽
三
兄
弟
の
画
風
形
成
に
関
す
る
一
考
察
─
父
・
孝
信
、
師
・
興
以
を
め

ぐ
る
諸
問
題
」（『
探
幽
3
兄
弟
─
狩
野
探
幽
・
尚
信
・
安
信
』　

板
橋
区
立
美
術
館
・
群
馬
県

立
近
代
美
術
館
・
読
売
新
聞
社
・
美
術
館
連
絡
協
議
会　

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
二
日
）。

・
門
脇
む
つ
み
『
巨
匠　

狩
野
探
幽
の
誕
生　

江
戸
初
期
、
将
軍
も
天
皇
も
愛
し
た
画
家
の

才
能
と
境
遇
』　

朝
日
新
聞
出
版　

平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
五
日　

九
二
〜
一
〇
一
頁
。

（
26
）　

前
掲
註（
10
）河
野
氏
単
行
本　

三
六
〜
四
〇
頁
。

（
27
）　

狩
野
派
の
帝
鑑
図
に
つ
い
て
は
『
王
と
王
妃
の
物
語　

帝
鑑
図
大
集
合
』（
名
古
屋
城
特
別

展
開
催
委
員
会　

平
成
二
十
三
年
九
月
十
五
日
）に
て
ま
と
ま
っ
て
紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
、

栄
信
筆
「
両
帝
図
屏
風
」
は
、
探
幽
筆
「
両
帝
図
屏
風
」（
根
津
美
術
館
蔵
）と
ほ
ぼ
同
構
図
、

同
図
様
の
作
例
で
あ
る
が
、
や
は
り
彩
色
や
描
法
は
重
厚
な
画
風
へ
と
変
更
さ
れ
て
い
る
。

（
28
）　
『
特
別
図
録　

狩
野
派
の
絵
画
』　

第
一
法
規
出
版
株
式
会
社　

昭
和
五
十
四
年
十
月
三
日

　

作
品
番
号
№
一
五
一
に
掲
載
。

（
29
）　

こ
の
ほ
か
、
例
え
ば
狩
野
常
信
筆
「
波
濤
図
屏
風
」（
出
光
美
術
館
蔵
）や
狩
野
柳
雪
秀
信

（
一
六
四
七
〜
一
七
一
二
）筆
「
春
日
若
宮
御
祭
図
屏
風
」（
エ
ツ
コ
＆
ジ
ョ
ー
・
プ
ラ
イ
ス
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
）な
ど
は
、
探
幽
、
あ
る
い
は
探
幽
周
辺
と
み
ら
れ
る
同
主
題
画
に
比
べ
線
描

も
彩
色
も
重
厚
な
画
風
へ
と
変
更
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
江
戸
城
本
丸
御
殿
に
設
え
ら
れ
て

い
た
探
幽
の
野
馬
図
の
模
本
が
国
立
コ
ル
フ
・
ア
ジ
ア
美
術
館
な
ど
に
残
さ
れ
て
お
り
、
や

は
り
原
本
は
行
体
主
体
の
墨
画
淡
彩
と
推
測
で
き
る
が
、
ほ
ぼ
同
構
図
の
狩
野
探
信
守
政
筆

「
牧
場
図
屏
風
」（
永
青
文
庫
蔵
）で
は
金
地
の
極
彩
色
屏
風
へ
と
変
貌
を
遂
げ
て
い
る
。
む
ろ

ん
、
製
作
背
景
な
ど
に
よ
っ
て
画
体
の
選
択
は
異
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
様
々
な
画
題
で
こ
の

よ
う
な
流
れ
が
確
認
で
き
る
。

（
30
）　

曾
我
蕭
白
筆
「
林
和
靖
図
」（
千
葉
市
美
術
館
蔵
）も
、
高
士
と
梅
と
鶴
、
湖
か
ら
西
湖
に

隠
棲
す
る
林
和
靖
を
描
い
た
図
で
あ
る
と
読
み
解
か
れ
て
い
る
。
前
掲
註（
21
）伊
藤
氏
論
文�

一
一
〇
〜
一
一
一
頁
。

（
31
）・
楊
舒
淇
・
進
士
五
十
八
「
日
本
に
お
け
る
中
国
杭
州
西
湖
の
風
景
イ
メ
ー
ジ
の
定
着
化
に

つ
い
て
の
考
察
」（『
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
研
究
：
日
本
造
園
学
会
誌
』第
六
二
巻
第
五
号　

日
本

造
園
学
会　

平
成
十
一
年
三
月
三
十
日
）四
七
一
頁
。

・
李
偉
「
江
戸
時
代
庭
園
に
お
け
る
西
湖
景
観
の
表
象
と
表
現
─
漢
詩
文
史
料
の
考
察
を
通

し
て
─
」（『
第
30
回　

国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
会
議
録
』　

人
間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研

究
資
料
館　

平
成
十
九
年
三
月
三
十
日
）。

（
32
）　

江
戸
城
障
壁
画
に
つ
い
て
は
千
野
香
織
「
江
戸
城
障
壁
画
の
下
絵
」（『
将
軍
の
御
殿
─
江

戸
城
障
壁
画
の
下
絵
─
』　

徳
川
美
術
館　

昭
和
六
十
三
年
十
月
二
十
九
日
）一
一
六
頁
に
詳

し
い
。

　

二
条
城
に
つ
い
て
は
『
二
条
城
展
』（
京
都
市
・
読
売
新
聞
社
・
博
報
堂
Ｄ
Ｙ
メ
デ
ィ
ア

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ　

平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
八
日
）　

作
品
解
説
№
七
三
・
一
九
四
頁
に
詳

し
い
。

（
33
）　

前
掲
註（
6
）板
倉
氏
論
文　

一
五
三
頁
。

（
34
）　

前
掲
註（
31
）李
氏
論
文　

五
六
頁
。

（
35
）　

前
掲
註（
7
）城
市
氏
論
文　

四
三
・
四
四
頁
。

（
36
）・
前
掲
註（
3
）小
川
氏
論
文　

七
頁
、
お
よ
び
同
図
録
の
各
作
品
解
説
。

・
前
掲
註（
2
）小
川
氏
論
文　

一
二
一
頁
。

（
37
）　

前
掲
註（
2
）『
狩
野
栄
川
院
と
徳
島
藩
の
画
人
た
ち
』
作
品
解
説
№
六
・
二
〇
頁
。

（
38
）　

下
原
美
保
「
狩
野
派
・
住
吉
派
・
板
谷
派
合
作
の
大
英
博
物
館
蔵
「
竹
林
七
賢
図
」
に
つ

い
て
」（『
鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要　

人
文
・
社
会　

科
学
編
』
第
六
十
二
巻　

鹿

児
島
大
学
教
育
学
部　

平
成
二
十
三
年
三
月
十
四
日
）。

（
39
）　

榊
原
悟
「
狩
野
探
幽
筆
「
桐
鳳
凰
図
屏
風
」」（『
國
華
』
第
一
二
五
八
号　

國
華
社　

平
成



狩
野
典
信
に
み
る
江
戸
狩
野
派
の
探
幽
学
習

八
二

十
二
年
八
月
二
十
日
）。

（
40
）・『
皇
室
の
名
宝
2　

御
物　

絵
画
Ⅱ
』　

毎
日
新
聞
社　

平
成
三
年
五
月
三
十
日　

作
品
解

説
№
九
・
二
〇
八
頁
。

・
前
掲
註（
1
）『
狩
野
派
決
定
版
』
一
二
五
頁
。

・『
狩
野
派
全
図
録
』　

板
橋
区
立
美
術
館　

平
成
十
八
年
四
月
十
五
日　

一
三
三
頁
、
な
ど
。

（
41
）　

石
田
智
子
『
近
世
日
本
美
術
史
と
狩
野
派
研
究
─
探
幽
か
ら
芳
崖
ま
で
─
』（
平
成
二
十
七

年
三
月
期
関
西
大
学
審
査
学
位
論
文
）　

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
。

（
42
）　
『
徳
島
藩
絵
師
の
す
が
お
─
伝
え
ら
れ
た
絵
手
本
や
写
し
か
ら
─
』
徳
島
県
立
博
物
館　

平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
二
日
。

（
43
）・『
彩
〜
鶴
沢
派
か
ら
応
挙
ま
で
〜
』　
「
彩
」
実
行
員
会　

平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
六
日

　

作
品
解
説
№
五
八
・
一
五
三
・
一
五
四
頁
。

・
榊
原
悟
『
狩
野
探
幽　

御
用
絵
師
の
肖
像
』
臨
川
書
店　

平
成
二
十
六
年
六
月
三
十
日　

六
二
七
〜
六
三
七
頁
。

（
44
）・『
雅
・
美
・
巧　

収
蔵
名
品
300
選
』　

宮
内
庁　

平
成
十
五
年
三
月
三
十
一
日　

作
品
解
説

№
一
〇
一
・
一
〇
六
頁
。

・
山
下
善
也
「
模
写
さ
れ
た
狩
野
探
幽
の
絵
画
─
当
館
蔵
探
幽
画
に
関
連
す
る
東
京
芸
大
蔵

模
本
の
紹
介
と
展
開
─
」（『
静
岡
県
立
美
術
館
紀
要
』
第
二
〇
号　

静
岡
県
立
美
術
館　

平

成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
）二
九
・
三
〇
頁
。

（
45
）　

大
正
十
四
年
六
月
一
日
に
行
わ
れ
た
波
多
野
古
渓
氏
所
蔵
品
入
札
目
録
に
掲
載
さ
れ
る
。

他
に
も
、
紀
伊
徳
川
家
伝
来
の
栄
信
筆
「
牛
若
丸
・
桜
図
」
が
昭
和
二
年
四
月
四
日
の
同
家

入
札
目
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
46
）　

探
幽
様
式
に
つ
い
て
は
以
下
に
詳
し
い
。

・
前
掲
註（
10
）河
野
氏
単
行
本
。

・
畑
麗
「
東
照
宮
縁
起
絵
巻
の
成
立
─
狩
野
探
幽
の
大
和
絵
制
作
─
」（『
國
華
』
第

一
〇
七
二
号　

國
華
社　

昭
和
五
十
九
年
三
月
八
日
）。

・
鬼
原
俊
枝
「
狩
野
探
幽
の
水
墨
画
に
お
け
る
ふ
た
つ
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
」（『
美
術
史
』
第

一
三
七
冊　

美
術
史
学
会　

平
成
七
年
三
月
五
日
）。

・
鬼
原
俊
枝
『
幽
微
の
探
求　

狩
野
探
幽
論
』　

大
阪
大
学
出
版
会　

平
成
十
年
二
月
二
十
七

日
。

（
47
）・
前
掲
註（
1
）『
狩
野
派
決
定
版
』
一
二
五
頁
。

・
前
掲
註（
40
）『
狩
野
派
全
図
録
』
一
三
三
頁
、
な
ど
。

（
48
）　

前
掲
註（
2
）中
谷
氏
論
文
。

（
49
）　

小
林
法
子
「
狩
野
典
信　

墨
松
墨
梅
図
屏
風
」（『
國
華
』
第
一
三
三
三
号　

國
華
社　

平

成
十
八
年
十
一
月
二
十
日
）。

（
50
）　

前
掲
註（
3
）小
川
氏
論
文　

五
・
六
頁
。

（
51
）　

畑
麗
「
将
軍
吉
宗
の
美
術
志
向
」（『
狩
野
派
の
十
九
世
紀
〜
江
戸
城
を
彩
る
〜
』
東
京
都

歴
史
文
化
財
団
・
江
戸
東
京
博
物
館　

平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
）二
一
〜
二
二
頁
。

（
52
）　

前
掲
註（
51
）畑
氏
論
文　

二
一
〜
二
四
頁
。

［
付
記
］　

本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
作
品
調
査
お
よ
び
画
像
掲
載
に
つ
き
ま
し
て
は
、
石
川
県
立
美

術
館
・
岐
阜
市
歴
史
博
物
館
・
新
宿
歴
史
博
物
館
・
立
花
家
史
料
館
・
個
人
の
御
所
蔵
家
よ

り
、
格
別
の
御
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
謝
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
挿
図
5
の

狩
野
常
信
筆
「
西
湖
図
」
の
図
版
は
、『
國
華
』
第
三
六
〇
号
よ
り
転
写
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。�

（
美
術
館　

學
藝
員
）
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は　

じ　

め　

に

一　

徳
川
美
術
館
の
教
育
普
及
活
動

二　

小
・
中
学
生
を
対
象
に
し
た
教
育
普
及
活
動

三　

教
育
普
及
事
業
に
関
わ
る
連
携

　
（
一
）　

愛
知
県
博
物
館
協
会
「
子
ど
も
と
博
物
館
研
究
会
」

　
（
二
）　

文
化
庁
「
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
研
修
」

四　

徳
川
美
術
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
と
教
育
普
及

お　

わ　

り　

に

　
　
　

は　

じ　

め　

に

徳
川
美
術
館
を
運
営
す
る
公
益
財
団
法
人
徳
川
黎
明
会
は
、
昭
和
六
年（
一
九
三
一
）

に
尾
張
徳
川
家
十
九
代
義
親（
一
八
八
六
〜
一
九
七
六
）に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。
設
立
当

時
は
「
財
團
法
人
尾
張
徳
川
黎
明
会
」
と
称
し
た
が
、
同
二
十
二
年
に
「
財
団
法
人
徳

川
黎
明
会
」
と
改
称
し
、
平
成
二
十
三
年（
二
〇
一
一
）に
現
名
称
と
な
っ
て
い
る
も
の

の
、
財
団
の
基
本
運
営
方
針
は
継
承
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
の
表
記
は
以
下
「
財

団
」
で
統
一
す
る
。

財
団
設
立
の
目
的
は
、
昭
和
六
年
十
二
月
三
日
付
の
「
財
團
法
人　

尾
張
徳
川
黎
明

會
設
立
趣
意
書
」
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

藩
祖
義
直
以
來
三
百
年
當
家
ニ
傳
來
セ
ル
多
數
ノ
什
寶
美
術
品
及
古
書
籍
ノ
内
美

術
工
藝
上
貴
重
ナ
ル
モ
ノ
若
ク
ハ
歷
史
上
珍
重
ス
ベ
キ
モ
ノ
又
ハ
古
書
籍
等
ニ
テ

稀
覯
ノ
モ
ノ
尠
シ
ト
セ
ズ
此
等
ノ
什
寶
珍
籍
等
ハ
永
ク
個
人
ト
シ
テ
死
藏
ス
ベ
キ

ニ
ア
ラ
ザ
ル
ヲ
以
テ
今
回
財
團
法
人
ヲ
設
立
シ
テ
舊
藩
地
名
古
屋
市
ニ
美
術
館
ヲ

建
設
シ（
中
略
）傳
來
ノ
什
寶
美
術
品
ヲ
永
遠
ニ
保
存
シ
且
世
ノ
美
術
家
工
藝
家
ノ

硏
究
參
考
資
料
ニ
供
シ（
以
下
略
）

ま
た
、「
財
団
法
人　

徳
川
黎
明
会
寄
附
行
為
」
に
お
い
て
も
、

本
会
ハ
美
術
並
ニ
史
学
ノ
研
究
ニ
資
ス
ル
為
尾
張
徳
川
伝
来
ノ
什
宝
ノ
保
存
其
ノ

他
美
術
品
ノ
蒐
集
保
管
公
開
ヲ
為
シ
且
ツ
之
ニ
関
ス
ル
指
導
奨
励
ヲ
為
ス
ヲ
以
テ

目
的
ト
ス

と
あ
り
、
美
術
館
活
動
の
根
幹
は
、「
研
究
ニ
資
ス
ル
為
」
で
あ
り
、
そ
の
延
長
線
上

加
　
藤
　
啓
　
子

徳
川
美
術
館
教
育
普
及
活
動
三
十
年
の
歩
み

〔
事
例
報
告
〕
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に
美
術
品
の
収
集
・
保
管
・
展
示
が
あ
っ
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
財
団
設
立
当
初

に
は
教
育
普
及
活
動
の
発
想
は
希
薄
で
あ
っ
た
。

財
団
設
立
か
ら
四
年
後
の
昭
和
十
年
十
一
月
十
日
に
徳
川
美
術
館
は
開
館
し
た
。

名
古
屋
の
文
化
発
展
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
な
が
ら
の
華
々
し
い
開

館
だ
っ
た
。
徳
川
美
術
館
は
開
館
当
初
、
一
ヶ
月
か
ら
一
ヶ
月
半
毎
に
展
示
替
え
を

す
る
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
所
蔵
品
を
観
覧
に
供
し
、
そ
の
他
に
年
二
〜
三
回
特
別
展

覧
会
を
開
催
し
、
同
十
年
か
ら
同
十
八
年
の
間
に
合
計
二
十
回
の
特
別
展
覧
会
を
実
施

し
た
。
特
別
展
覧
会
で
は
美
術
館
の
所
蔵
品
だ
け
で
は
な
く
他
所
の
所
蔵
品
も
借
用
し

て
、
特
定
の
テ
ー
マ
の
下
に
総
合
的
な
展
示
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
戦
況
の
悪
化

に
よ
り
、
同
十
八
年
十
月
か
ら
は
臨
時
休
館
と
な
り
、
同
二
十
年
五
月
十
四
日
の
空
襲

に
よ
る
爆
弾
の
弾
片
や
爆
風
に
よ
り
、
建
物
に
甚
大
な
被
害
を
被
っ
た
た
め
、
復
旧
工

事
を
終
え
て
再
開
館
し
た
の
は
、
同
二
十
二
年
十
一
月
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
再
開

館
後
も
戦
前
の
活
動
は
踏
襲
さ
れ
た
た
め
、
調
査
・
研
究
・
展
示
が
主
体
の
博
物
館
と

い
う
枠
に
と
ど
ま
っ
た
活
動
で
あ
っ
た
。

徳
川
美
術
館
の
活
動
が
大
き
く
展
開
し
た
の
は
、
開
館
半
世
紀
を
経
た
同
六
十
二
年

の
新
館
増
築
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
徳
川
美
術
館
本
館（
以
下
「
本
館
」
と
い
う
）で

の
展
覧
会
だ
け
で
は
な
く
、
新
館
に
お
い
て
常
時
所
蔵
品
を
紹
介
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
で
、「
大
名
文
化
」
を
あ
ま
ね
く
体
現
で
き
る
美
術
館
と
し
て
の
独
自
性
が
発

揮
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
調
査
・
研
究
・
展
示
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
ら
を
下
地
に
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
本
格
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
模
索
さ
れ
た
。
新
館
増

築
を
前
に
し
て
学
芸
部
内
に
普
及
課
を
設
け
、
教
育
普
及
を
担
当
す
る
事
務
職
員
を
置

き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
を
新
た
に
導
入
す
る
に
あ
た
り
、
筆
者
は
教
育
普
及
担
当
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
美
術
館
が
社
会
に
お
け
る
教
育
活
動

の
一
端
を
担
う
必
要
性
に
迫
ら
れ
な
が
ら
、
地
域
と
連
携
し
、
大
人
だ
け
で
は
な
く
子

ど
も
や
障
が
い
者
に
向
け
て
も
教
育
普
及
活
動
を
展
開
す
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。
以

後
、徳
川
美
術
館
で
は
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、「
大
名
文
化
と
は
何
か
？
」「
近

世
大
名
と
は
何
か
？
」
の
問
い
に
応
え
ら
れ
る
美
術
館
と
し
て
、
調
査
・
研
究
・
展
示

と
同
等
に
教
育
普
及
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て
き
た
。

本
稿
で
は
平
成
二
十
九
年（
二
〇
一
七
）に
新
館
開
館
三
十
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
、
徳
川
美
術
館
で
の
三
十
年
間
の
教
育
普
及
活
動
を
振
り
返
り
、
そ
の
経
緯
と
評

価
、
そ
し
て
問
題
点
・
課
題
を
示
し
、
今
後
の
私
立
美
術
館
と
し
て
の
教
育
普
及
活
動

の
展
開
に
つ
い
て
探
り
た
い
と
考
え
る
。

　
　
　

一　

徳
川
美
術
館
の
教
育
普
及
活
動

昭
和
二
十
七
年（
一
九
五
二
）に
教
育
基
本
法
が
制
定
さ
れ
、
そ
の
第
九
条
に
お
い
て

初
め
て
博
物
館
は
図
書
館
と
共
に
「
社
会
教
育
の
た
め
の
機
関
」
と
定
め
ら
れ
た
。
そ

し
て
、
同
法
に
基
づ
い
て
同
二
十
七
年
に
制
定
さ
れ
た
博
物
館
法
に
よ
っ
て
「
美
術

館
」
は
「
博
物
館
」
に
含
ま
れ
る
機
関
と
さ
れ
た
。
徳
川
美
術
館
も
、
博
物
館
法
に
基

づ
き
愛
知
県
下
の
登
録
博
物
館
第
一
号
の
認
定
を
受
け
て
社
会
教
育
機
関
と
し
て
の
責

任
を
負
う
こ
と
と
な
っ
た
も
の
の
、
先
述
の
通
り
活
動
の
主
体
は
、
従
前
の
調
査
・
研

究
・
展
示
の
他
に
、
同
二
十
四
年
に
開
始
さ
れ
た
所
蔵
品
を
茶
事
に
用
い
て
鑑
賞
す
る

茶
会
な
ど
に
留
ま
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
そ
れ
を
遡
る
同
二
十
二
年
十
一
月
の
徳
川
美
術
館
再
開
館
か
ら
は
名
古
屋

市
と
の
共
同
主
催
と
し
て
「
名
古
屋
市
文
化
史
教
室
」
展
を
開
催
し
た
こ
と
は
特
筆
さ

れ
る
。
こ
の
教
室
は
当
初
は
展
覧
会
の
み
で
あ
っ
た
が
、
平
成
十
七
年（
二
〇
〇
五
）以

降
は
「
夏
休
み
子
ど
も
歴
史
教
室
」
と
し
て
毎
年
継
続
実
施
す
る
事
業
に
発
展
し
た
。

こ
の
活
動
は
展
覧
会
と
し
て
の
活
動
を
含
め
て
平
成
二
十
八
年
ま
で
に
九
十
五
回
を
数
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え
る
。
こ
れ
が
徳
川
美
術
館
に
お
け
る
教
育
普
及
活
動
の
萌
芽
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

る
活
動
で
あ
る
。

そ
し
て
、
昭
和
五
十
一
年
に
尾
張
徳
川
家
二
十
代
義
宣（
一
九
三
三
〜
二
〇
〇
五
）が
館

長
に
就
任
し
、
同
五
十
八
年
に
学
芸
員
研
究
室
・
書
庫
お
よ
び
図
書
室
と
と
も
に
講
堂

を
増
設
し
た
こ
と
で
、
成
人
向
け
の
講
座
で
あ
る
土
曜
講
座
や
夏
期
講
座
が
定
期
的
に

開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
講
堂
の
増
築
と
あ
わ
せ
、
東
海
レ
デ
ィ
ス
・
プ
ラ
ザ
よ

り
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
の
寄
贈
を
う
け
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
名
曲
講
座
も
年
に
二
回
か
ら
三

回
開
催
し
、
美
術
と
音
楽
の
芸
術
共
演
が
実
現
し
た
。
こ
の
よ
う
に
教
育
普
及
活
動
が

定
期
的
に
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
、
こ
の
こ
ろ
の
年
間
入
館
者
数
は
約

四
万
か
ら
五
万
名
と
、
ま
だ
一
部
の
美
術
愛
好
家
が
訪
れ
る
程
度
の
知
名
度
の
高
く
な

い
美
術
館
で
あ
っ
た
。

当
館
の
在
り
方
が
大
き
く
変
わ
っ
た
の
は
、
先
述
の
通
り
同
六
十
二
年
十
月
の
新
装

開
館
か
ら
で
あ
る
。
地
元
市
民
や
経
済
界
お
よ
び
自
治
体
の
寄
附
に
よ
り
、
大
名
道
具

を
常
時
紹
介
で
き
る
新
館
が
増
設
さ
れ
た
こ
と
で
、
地
域
社
会
と
美
術
館
が
密
接
な
関

わ
り
を
持
っ
て
、
地
域
文
化
の
向
上
を
は
か
る
こ
と
が
重
要
な
使
命
と
な
っ
た
。
新
館

開
館
に
あ
た
り
、
職
員
数
も
二
倍
の
十
六
名
と
な
り
、
チ
ケ
ッ
ト
や
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

グ
ッ
ズ
を
販
売
す
る
雇
員
を
増
員
し
、
組
織
機
構
の
改
編
が
行
わ
れ
た
。
美
術
館
は
業

務
部
に
広
報
課
と
管
理
課
、
学
芸
部
に
学
芸
課
と
普
及
課
と
、
二
部
四
課
制
と
な
り
、

普
及
課
に
は
学
芸
員
だ
け
で
な
く
、
教
育
普
及
を
担
当
す
る
事
務
職
員
が
配
属
さ
れ
、

学
芸
員
と
と
も
に
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
お
、
平
成
十
五

年（
二
〇
〇
三
）に
は
学
芸
部
の
普
及
課
が
独
立
し
、
管
理
部
の
広
報
課
と
合
併
し
て
企

画
情
報
部
が
創
設
さ
れ
三
部
体
制
と
な
っ
た（
た
だ
し
、
企
画
情
報
部
は
平
成
二
十
五
年
に

企
画
推
進
部
と
改
称
さ
れ
た
。
現
在
、
広
報
事
業
は
管
理
部
、
教
育
普
及
事
業
は
学
芸
部
の
担
当

と
な
り
、
昭
和
六
十
二
年
の
体
制
に
戻
さ
れ
て
い
る
）。
ま
た
、
新
館
開
館
に
よ
っ
て
展
示

面
積
も
以
前
の
約
二
・
五
倍
と
な
っ
た
こ
と
で
、
職
員
だ
け
の
運
営
は
難
し
く
な
り
、

四
章
に
て
後
述
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
を
導
入
し
て
、
徳
川
美
術
館
を
応
援
す
る
外

部
の
人
々
や
、
地
域
と
の
連
携
が
本
格
化
し
た
。
同
六
十
二
年
度
の
入
館
者
総
数
は

二
十
七
万
五
千
二
百
七
十
三
名
と
飛
躍
的
に
拡
大
し
、
以
後
現
在
に
至
る
ま
で
年
間
の

入
館
者
数
は
二
十
万
名
前
後
で
推
移
す
る
よ
う
に
な
る
。

近
年
、
美
術
館
・
博
物
館
は
、
市
民
の
自
己
教
育
育
成
の
場
、
市
民
の
自
己
教
育
の

た
め
の
学
習
を
支
援
す
る
場
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
、
美
術
館
・
博
物
館
が
果
た

す
役
割
は
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
来
館
者
が
学
ぶ
た
め
の
資
料
提
供
、
講
演
会
や

講
座
の
開
催
、
質
問
へ
の
対
応
な
ど
博
物
館
の
活
動
は
多
様
化
し
て
お
り
、
徳
川
美
術

館
も
そ
の
要
請
に
積
極
的
に
応
え
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。
職
員
の
意
識
も
調

査
・
研
究
・
展
示
と
い
う
従
来
の
枠
か
ら
徐
々
に
変
化
し
、
教
育
普
及
活
動
は
、
徳
川

美
術
館
を
支
え
る
重
要
な
活
動
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

現
在
、
徳
川
美
術
館
で
は
土
曜
講
座
・
夏
期
講
座
・
能
楽
講
座
・
古
文
書
入
門
講

座
・
講
演
会
・
定
期
研
究
発
表
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
・
ガ
イ
ド

ツ
ア
ー
・
名
曲
講
座
・
見
学
会
・
聞
香
や
香
袋
づ
く
り
な
ど
の
体
験
教
室
と
い
っ
た
成

人
向
け
の
活
動
の
他
、
土
曜
子
ど
も
教
室
・
夏
休
み
子
ど
も
歷
史
教
室
・
体
験
学
習
と

い
っ
た
子
ど
も
向
け
の
活
動
な
ど
、
多
様
な
教
育
普
及
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
活
動
は
、
当
館
の
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
る
「
大
名
文
化
の
継
承
」
を
軸
と
し
た
独

自
の
活
動
で
あ
り
、
参
加
者
か
ら
の
意
見
・
苦
言
を
反
映
し
て
改
善
を
繰
り
返
し
な
が

ら
、
現
在
ま
で
継
続
的
か
つ
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る
。
次
章
で
は
、
こ
れ
ら
の
活
動

の
中
で
も
、
徳
川
美
術
館
教
育
普
及
活
動
の
柱
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
小
・
中
学
生

を
対
象
と
し
て
実
施
し
た
活
動
に
つ
い
て
検
証
を
試
み
る
。
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二　

小
・
中
学
生
を
対
象
に
し
た
教
育
普
及
活
動

平
成
元
年（
一
九
八
九
）に
社
会
科
の
学
習
指
導
要
領
の
一
部
が
、「（
小
学
校
）指
導
計

画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
博
物
館
や
郷
土
資
料
館
等
の
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
身

近
な
地
域
及
び
国
土
の
遺
跡
や
文
化
財
な
ど
の
観
察
や
調
査
を
行
い
、
そ
れ
に
基
づ
く

表
現
活
動
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
改
正
さ
れ
た
。
そ
れ
ま

で
、
学
校
現
場
に
お
い
て
美
術
館
・
博
物
館
を
活
用
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い

な
か
っ
た
が
、
改
正
後
、
当
館
で
は
小
・
中
学
生
の
来
館
者
が
増
え
た
。

徳
川
美
術
館
で
小
・
中
学
生
を
対
象
に
し
た
活
動
を
開
始
し
た
の
は
、
同
三
年
の
夏

か
ら
で
あ
る
。
新
館
開
館
以
来
、
小
・
中
学
生
の
来
館
者
数
は
増
え
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
子
ど
も
を
対
象
と
す
る
解
説
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
徳

川
美
術
館
の
場
合
、
子
ど
も
だ
け
で
来
館
す
る
こ
と
は
な
く
、
保
護
者
に
引
率
さ
れ
て

来
る
の
が
大
半
で
、
美
術
館
は
子
ど
も
に
と
っ
て
内
容
を
理
解
す
る
に
は
難
し
い
場
所

で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
ま
ず
は
夏
休
み
の
展
覧
会
で
「
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
」
を
実
施
し
、
子
ど
も
に

も
興
味
が
持
て
る
よ
う
に
し
た
。
割
引
券
の
つ
い
た
ク
イ
ズ
シ
ー
ト
を
名
古
屋
市
内
の

小
・
中
学
校
に
生
徒
人
数
分
の
枚
数
を
配
布
し
た
と
こ
ろ
、
同
三
年
七
月
二
十
一
日
か

ら
八
月
二
十
五
日
ま
で
の
約
二
ヶ
月
間
で
二
千
六
百
二
十
六
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
参
加
者
の
住
所
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
名
古
屋
市
内
各
区
の
参
加
率
を
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
、
少
な
く
と
も
名
古
屋
市
内
に
お
け
る
小
・
中
学
校
で
の
、
徳
川
美
術

館
の
認
知
度
が
把
握
で
き
た
た
め
、
次
回
以
降
の
広
報
・
周
知
の
参
考
と
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

翌
四
年
か
ら
は
、
先
述
の
「
夏
休
み
子
ど
も
歴
史
教
室
」
の
一
環
と
し
て
、
ク
イ
ズ

に
加
え
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
子
ど
も
向
け
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
解
説
「
歴
史
教
室
」
を

始
め
た
。
ク
イ
ズ
は
夏
休
み
中
、
毎
日
開
館
時
間
内
に
実
施
し
、
歴
史
教
室
は
毎
日
一

日
三
回
・
予
約
不
要
・
無
料
で
開
催
し
た
。
誰
で
も
夏
休
み
に
来
館
す
れ
ば
、
自
由
に

参
加
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
整
え
た
。
こ
の
体
制
は
現
在
ま
で
継
続
し
て
い
る（
表
1

／
挿
図
1
・
2
）。

同
十
一
年
か
ら
は
、
解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
一
方
的
に
解
説
す
る
の
で
は
な
く
、
体

験
を
伴
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
体
験
学
習
」
を
推
奨
し
、
徳
川
美
術
館
の
所
蔵
品
に
あ
る

貝
あ
わ
せ
の
遊
び
や
、
鎧
・
兜
づ
く
り
、
模
造
刀
の
解
体
・
組
立
や
火
縄
銃
に
ふ
れ

る
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
体
験
学
習
」
の
進
行
お
よ
び

指
導
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
担
当
し
、
同
十
六
年
か
ら
は
近
隣
の
大
学
に
も
声
を
掛
け
、

以
後
「
夏
休
み
子
ど
も
歴
史
教
室
」
で
は
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
導
入
し
て
い
る
。

同
十
四
年
の
学
校
五
日
制
の
実
施
に
伴
い
、
土
曜
日
に
は
小
・
中
・
高
校
生
の
入
館

挿図1　夏休み子ども歴史教室　ギャラリー・クイズ

挿図2　夏休み子ども歴史教室　ギャラリー解説
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表
1　
徳
川
美
術
館
　
夏
休
み
子
ど
も
歴
史
教
室
　
参
加
者
数

実
施

年
度

展
覧

会
名

展
覧

会
会

期
日

数
総

入
館

者
小

中
生

ク
イ

ズ
歴

史
教

室
貝

あ
わ

せ
実

施
日

数
子

ど
も

大
　

人
平

成
3

1991
波

濤
を

こ
え

て
1991年

7/6
〜

8/25
44

32,779
2,487

2,626
平

成
4

1992
信

長
の

時
代

1992年
7/25

〜
8/30

32
33,233

5,105
4,897

1,862
平

成
5

1993
鉄

砲
伝

来
450年

1993年
7/17

〜
8/29

38
30,395

3,819
3,585

1,994
平

成
6

1994
大

名
の

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
1994年

7/16
〜

8/28
38

25,424
3,122

2,964
1,570

平
成

7
1995

吉
宗

vs宗
春

1995年
7/22

〜
9/17

50
59,418

5,801
5,699

1,730
平

成
8

1996
秀

吉
の

時
代

1996年
7/27

〜
9/29

56
47,527

4,247
4,254

1,389
平

成
9

1997
名

古
屋

の
ま

つ
り

1997年
7/12

〜
8/31

44
25,085

1,808
1,715

531
平

成
10

1998
徳

川
慶

喜
1998年

7/18
〜

8/30
38

27,258
1,982

2,307
754

平
成

11
1999

信
長

・
秀

吉
・

家
康

　
戦

国
の

覇
者

　
三

英
傑

1999年
7/17

〜
8/29

38
36,773

3,897
5,047

1,421
1,522

平
成

12
2000

葵
　

徳
川

三
代

2000年
7/29

〜
9/17

44
38,134

3,291
4,238

1,310
1,294

平
成

13
2001

姫
君

の
華

麗
な

る
日

々
2001年

7/28
〜

9/30
56

32,120
1,595

1,879
662

875
平

成
14

2002
尾

張
の

戦
国

武
将

た
ち

2002年
7/20

〜
9/29

62
32,389

2,394
2,970

965
1,137

45
1,268

734
平

成
15

2003
の

ぞ
い

て
み

よ
う

江
戸

時
代

2003年
7/19

〜
9/28

62
34,174

3,002
2,982

1,359
1,583

45
1,116

708
平

成
16

2004
攘

夷
と

開
国

2004年
7/17

〜
9/26

62
28,732

2,093
2,036

789
864

44
1,237

797
平

成
17

2005
徳

川
美

術
館

の
名

品
2005年

7/30
〜

9/25
50

54,662
2,593

1,895
1,111

907
46

1,823
794

平
成

18
2006

天
下

人
た

ち
の

時
代

　─
信

長
・

秀
吉

・
家

康
─

2006年
7/22

〜
9/3

38
30,939

3,251
2,941

1,357
1,267

45
1,355

754
平

成
19

2007
天

下
取

り
へ

の
道

　
戦

国
の

武
将

た
ち

2007年
7/21

〜
9/2

39
28,086

2,388
2,101

990
919

45
1,031

542
平

成
20

2008
徳

川
家

康
と

戦
国

の
た

た
か

い
2008年

7/12
〜

8/31
45

34,251
3,484

2,146
886

855
44

1,090
606

平
成

21
2009

信
長

・
秀

吉
・

家
康

の
合

戦
2009年

7/18
〜

8/30
39

28,596
3,800

2,234
1,204

1,042
44

966
481

平
成

22
2010

大
名

古
屋

城
展

2010年
7/30

〜
9/26

51
29,912

2,384
1,335

1,204
497

45
936

407
平

成
23

2011
徳

川
の

姫
君

2011年
7/30

〜
9/19

46
29,505

2,050
1,241

920
496

46
853

446
平

成
24

2012
江

戸
絵

画
ふ

し
ぎ

探
検

2012年
7/28

〜
9/2

33
17,763

1,851
839

852
510

46
868

404
平

成
25

2013
徳

川
慶

勝
2013年

7/27
〜

9/23
52

30,365
1,598

890
731

422
46

591
330

平
成

26
2014

天
下

統
一

　─
信

長
か

ら
家

康
へ

─
2014年

7/26
〜

9/28
56

34,298
2,792

1,543
1,248

669
46

818
441

平
成

27
2015

徳
川

家
康

　─
天

下
人

の
遺

産
─

2015年
8/1

〜
9/13

38
34,404

2,909
1,730

1,256
511

44
824

430
平

成
28

2016
信

長
・

秀
吉

・
家

康
　─

そ
れ

ぞ
れ

の
天

下
取

り
─

2016年
7/14

〜
9/11

52
46,512

3,211
2,047

1,246
580

33
605

327
※

夏
休

み
子

ど
も

歴
史

教
室

は
展

覧
会

会
期

中
の

8月
中

開
催

。
28年

度
は

12月
ま

で
の

デ
ー

タ

土
曜
子
ど
も
教
室
　
参
加
者
数
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料
を
無
料
と
し
、
小
・
中
学
生
を
対
象
に
「
土
曜
子
ど
も
教
室
」
を
開
始
し
た
。
こ
の

活
動
も
、
土
曜
日
の
一
日
三
回
・
予
約
不
要
・
無
料
で
誰
で
も
開
始
時
間
に
会
場
に
行

け
ば
参
加
で
き
る
体
制
と
し
た
。
指
導
は
研
修
を
受
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
担
当
す

る
。
展
示
作
品
を
通
し
て
、
日
本
の
美
術
や
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
を
狙
い
と
し
、
ま
ず
は

展
示
室
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一
緒
に
展
示
作
品
を
鑑
賞
し
、
実
際
に
複
製
品
を
使
っ
て

体
験
を
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
刀
を
説
明
す
る
に
あ
た
り
、「
刀
と
太
刀　

刀
は
美
し
い
」
と
題
し
た
説

明
を
行
い
、「
刀
の
解
体
・
組
立
」
体
験
を
行
っ
て
も
ら
う
。
こ
の
時
、
解
体
で
き
る

模
造
刀
に
一
礼
後
、
鞘
を
払
い
、
目
釘
を
抜
き
、
柄
・
切
羽
・
鐔
・
切
羽
・
鎺
と
順
に

解
体
し
、
刀
身
を
持
っ
て
、
刀
の
姿
や
刃
文
を
よ
く
み
て
、
重
さ
を
体
感
す
る
。
火
縄

銃
を
説
明
す
る
場
合
に
は
、「
鉄
砲
伝
来
」
の
歴
史
を
解
説
し
、「
火
縄
銃
に
ふ
れ
る
」

体
験
と
し
て
火
縄
銃
を
解
体
し
、
尾
栓
や
か
ら
く
り
な
ど
の
構
造
を
理
解
し
、
先
込
式

の
火
縄
銃
の
扱
い
を
体
験
す
る
。
能
で
あ
れ
ば
能
楽
に
つ
い
て
説
明
し
「
能
面
・
小
鼓

に
ふ
れ
る
」
体
験
と
し
て
、
能
面
を
子
ど
も
同
士
で
着
け
あ
い
、
面
を
着
け
た
と
き
の

視
野
の
狭
さ
を
実
感
し
な
が
ら
歩
く
。
絵
巻
物
で
は
「
巻
物
─
源
氏
物
語
絵
巻
─
」
の

説
明
の
後
、
子
ど
も
達
が
複
製
の
巻
物
の
紐
を
解
き
、
表
紙
を
巻
き
込
み
な
が
ら
、
巻

物
を
左
に
開
い
た
ら
、
ま
た
右
か
ら
巻
き
込
む
動
作
を
繰
り
返
し
な
が
ら
鑑
賞
し
た
上

で
、「
ミ
ニ
源
氏
物
語
絵
巻
を
つ
く
る
」
体
験
も
行
う
と
い
っ
た
、
大
名
文
化
を
学
習

で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
実
際
に
模
造
刀
を
解
体
・
組
み
立
て
た
り
、
兜
を
着
け
て
体
感
し
た

り
、
陶
磁
器
に
触
れ
た
り
、
巻
物
を
扱
っ
た
り
と
、
自
分
で
体
験
し
、
確
か
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
印
象
が
強
く
な
り
、
視
野
が
広
が
り
、
作
品
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
る
わ
け

で
あ
る
。「
土
曜
子
ど
も
教
室
」
の
内
容
は
、
そ
の
時
に
実
施
し
て
い
る
展
覧
会
の
内

容
に
あ
わ
せ
て
月
毎
に
替
え
る
。
展
覧
会
が
そ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
テ
ー
マ
を
扱
う
場

合
に
は
、
新
た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
検
討
し
て
実
施
し
て
い
る
た
め
、
開
始
以
降
、
十
五

年
を
む
か
え
た
同
二
十
八
年
時
点
で
、
五
十
九
の
解
説
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
四
十
の
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る（
表
2
／
挿
図
3
）。

な
お
、
当
館
の
子
ど
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
子
ど
も
た
ち
は
親
子
で
来
館
し
、

子
ど
も
教
室
に
親
子
揃
っ
て
参
加
す
る
場
合
が
多
い
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
子
ど
も
中
心
だ

が
、
展
示
室
で
の
鑑
賞
は
親
も
参
加
す
る
。
体
験
後
、
親
子
で
も
う
一
度
展
示
室
を
ま

わ
る
場
面
を
よ
く
見
か
け
る
。
今
後
、
親
子
で
作
品
鑑
賞
が
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
必

要
と
考
え
る
。

こ
う
い
っ
た
活
動
を
通
じ
て
、
個
人
単
位
で
は
な
く
、
小
・
中
学
校
の
単
位
で
の
美

術
館
利
用
も
多
く
な
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
も
徳
川
美
術
館
に
来
館
し
た
小
・

中
学
生
を
対
象
と
し
た
受
け
身
の
活
動
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
言
う
な
れ
ば
た
だ
見
学
の

受
け
入
れ
を
す
る
だ
け
に
留
ま
っ
て
い
た
と
総
括
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
の
た
め
、

挿図3　土曜子ども教室
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平成14年（2002）
今月のポイント 体験内容 子ども 大人 小計

4月 家康と義直「こんにちは、私が義直です」 刀バラバラ体験 119 86 205
5月 刀と太刀　「刀は美しい！」 刀バラバラ体験 121 101 222
6月 鎧と兜　「武士の晴れ姿」 兜をかぶろう─忍緒の結び方─ 113 69 182
7月 鉄砲伝来！ 火縄銃にふれよう 181 95 276
9月 茶碗「僕たちのお茶碗とどう違うの？」 茶碗のいろいろ─陶器と磁器─ 103 56 159

10月 茶碗のいろいろ 茶碗のいろいろ─陶器と磁器─ 39 20 59
11月 日本の絵画「巻物」─源氏物語絵巻を中心に─ 源氏物語絵巻に色をつけよう 54 14 68
12月 日本の絵画「屏風」 源氏物語絵巻に色をつけよう 34 8 42
1月 お正月の遊び 子ども出世すごろく 70 27 97
2月 暮らしの道具・調度「お姫様の暮らし」 琴にふれる・貝あわせで遊ぼう 225 133 358
3月 お雛さま　「お雛様のいろいろ」 琴にふれる・貝あわせで遊ぼう 209 125 334

年間合計 1,268 734 2,002
平成15年（2003）
4月 家康と江戸幕府 兜をかぶろう─忍緒の結び方─ 74 57 131
5月 鎧と兜��「武士の晴れ姿」 鎧にふれる 88 64 152
6月 刀と太刀�「刀は美しい！」 刀バラバラ体験 120 106 226
7月 鉄砲伝来！ 火縄銃にふれる 119 78 197
9月 お茶碗 茶碗のいろいろ 78 43 121

10月 能面・鼓 能面・鼓 52 39 91
11月 日本の絵画「巻物」─源氏物語絵巻─ 源氏物語絵巻のぬりえ 62 21 83
12月 日本の絵画「屏風」 掛軸をかけてみよう 18 9 27
1月 お正月の遊び 子ども出世すごろく 43 28 71
2月 お雛さまのいろいろ お雛さまをつくる 200 121 321
3月 お姫さまの生活 琴にふれる・貝あわせで遊ぼう 262 142 404

年間合計 1,116 708 1,824
平成16年（2004）
4月 鎧と兜　「武士の晴れ姿」 兜・鎧にふれる 91 55 146
5月 刀と太刀　「刀は美しい！」 刀バラバラ体験 98 114 212
6月 鉄砲伝来！ 火縄銃にふれる 51 34 85
7月 昔の手紙 手紙を書こう 92 47 139
9月 おもてなしの心─茶の湯─ 茶碗のいろいろ 91 50 141

10月 能面・鼓 能面・鼓 198 124 322
11月 日本の絵画「巻物」─源氏物語絵巻─ 源氏物語絵巻のぬりえ 126 78 204
12月 日本の絵画「掛物」 掛軸をかけてみよう 28 15 43
1月 お正月の行事 子ども出世すごろく 63 41 104
2月 お雛さまのいろいろ お雛さまをつくる 213 120 333
3月 お姫さまの生活 琴にふれる・香木「伽羅」の香り 186 119 305

年間合計 1,237 797 2,034
平成17年（2005）
4月 鎧と兜��「武士の晴れ姿」 鎧・兜にふれる─忍緒の結び方─ 203 147 350
5月 刀と太刀�「刀は美しい！」 刀バラバラ体験 213 127 340
6月 鉄砲伝来！ �火縄銃にふれる 191 94 285
7月 茶碗のいろいろ─茶の湯─ 茶碗のいろいろ 114 52 166
9月 名古屋城地図さんぽ 掛軸をかけてみよう 95 42 137

10月 能面・小鼓 能面・小鼓 128 54 182
11月 日本の絵画「巻物」─源氏物語絵巻─ ミニ源氏物語絵巻づくり 223 34 257
12月 大名とお正月 子ども出世すぐろく 90 0 90
1月 お殿さまと学問 和綴で本を作ろう 121 42 163
2月 お雛さまのいろいろ お雛さまをつくる 235 97 332
3月 お姫さまのたしなみ 琴にふれる・貝あわせで遊ぼう 210 105 315

年間合計 1,823 794 2,617
平成18年（2006）
4月 鎧と兜　「武士の晴れ姿」 鎧・兜にふれる─忍び緒の結び方─ 163 99 262
5月 美術品の保存と収納 箱の紐のかけ方・包み方 110 58 168
6月 刀と太刀�「刀は美しい！」 刀バラバラ体験 159 138 297

表2　徳川美術館　土曜子ども教室　平成14年度（2002）〜平成28年度（2016）
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今月のポイント 体験内容 子ども 大人 小計
7月 名古屋�城下町とまつり 掛軸をかける 117 79 196
9月 茶碗のいろいろ─茶の湯─ 茶碗のいろいろ 115 62 177

10月 おとぎ草子と絵本 折本をつくろう 96 41 137
11月 日本の絵画「巻物」─源氏物語絵巻─ ミニ源氏物語絵巻づくり 114 43 157
12月 能面・小鼓 能面と小鼓 53 23 76
1月 大名とお正月 子ども出世すぐろく 86 31 117
2月 お雛さまのいろいろ 貝あわせで遊ぼう 141 82 223
3月 お姫さまのたしなみ 琴にふれる 201 98 299

年間合計 1,355 754 2,109
平成19年（2007）
4月 刀と太刀�「刀は美しい！」 刀バラバラ体験 150 72 222
5月 尾張徳川家の殿様 手紙と花押 111 59 170
6月 鉄砲伝来！ 火縄銃にふれる 106 81 187
7月 茶碗のいろいろ─茶の湯─ 茶碗のいろいろ 57 54 111
9月 能面・小鼓 能面・小鼓 99 52 151

10月 和紙の美しさ 美しい紙を作る 73 30 103
11月 巻物─源氏物語絵巻─ ミニ源氏物語絵巻づくり 122 43 165
12月 大名とお正月 子ども出世すぐろく 79 22 101
2月 お雛さまのいろいろ 貝あわせで遊ぼう 109 57 166
3月 お姫さまのよそおい 琴にふれる 125 72 197

年間合計 1,031 542 1,573
平成20年（2008）
4月 桃山・江戸の絵画 ぬりえ�江戸の絵 86 43 129
5月 鎧と兜　「武士の晴れ姿」 鎧・兜にふれる─忍び紐の結び方─ 157 99 256
6月 刀と太刀　「刀は美しい！」 刀バラバラ体験 137 67 204
7月 鉄砲伝来！ 火縄銃にふれる 110 89 199
9月 茶碗のいろいろ─茶の湯─ 茶碗をデザインする 83 39 122

10月 能面・小鼓 能面・小鼓 62 37 99
11月 巻物─源氏物語絵巻─ ミニ源氏物語絵巻づくり 92 42 134
12月 大名とお正月 子ども出世すごろく 45 16 61
1月 遊びながら学ぶ 江戸の遊び 59 25 84
2月 お雛さまのいろいろ 貝あわせ 144 75 219
3月 お姫さまのよそおい 琴にふれる 115 74 189

年間合計 1,090 606 1,696
平成21年（2009）
4月 鎧と兜　「武士の晴れ姿」 鎧・兜にふれる─忍び紐の結び方─ 129 63 192
5月 刀と太刀　「刀は美しい！」 刀バラバラ体験 137 73 210
6月 美術のなかの動物たち ぽち袋を作ろう 56 39 95
7月 鉄砲伝来！ 火縄銃にふれる 81 60 141
9月 茶碗のいろいろ─茶の湯─ 茶碗をデザインする 68 31 99

10月 能面・小鼓 能面・小鼓 90 29 119
11月 巻物─源氏物語絵巻─ ミニ源氏物語絵巻づくり 77 38 115
12月 大名とお正月 子ども出世すごろく 41 10 51
1月 蓬莱・めでたいデザイン 包む・結ぶ─水引と熨斗─ 51 14 65
2月 お雛さまのいろいろ 貝あわせ 120 61 181
3月 お姫さまの暮らし 琴にふれる 116 63 179

年間合計 966 481 1,447
平成22年（2010）
4月 牡丹をめでる 牡丹の絵を描こう 84 38 122
5月 鎧と兜　「武士の晴れ姿」 鎧・兜にふれる─忍び紐の結び方─ 99 73 172
6月 東照宮祭礼 東照宮祭礼の巻物を作る 80 25 105
7月 刀と太刀　「刀は美しい！」 刀バラバラ体験 139 69 208
9月 鉄砲伝来！ 火縄銃にふれる 84 31 115

10月 徳川美術館のお宝 掛物をかける 87 29 116
11月 初音の調度　千代姫のお嫁入道具 箱の紐のかけ方、包み方 63 24 87
12月 大名とお正月 子ども出世すごろく 48 14 62
1月 能面・能装束 能面・小鼓 52 24 76



徳
川
美
術
館
教
育
普
及
活
動
三
十
年
の
歩
み

九
一

今月のポイント 体験内容 子ども 大人 小計
2月 お雛さまのいろいろ 内裏雛をつくる 102 38 140
3月 お姫さまの暮らし 琴にふれる 101 42 143

年間合計 939 407 1,346
平成23年（2011）
4月 宮廷の雅 ひも結びで遊ぶ 80 37 117
5月 鎧と兜　「武士の晴れ姿」 鎧・兜にふれる─忍び紐の結び方─ 99 67 166
6月 やきものの色とかたち 茶碗をデザインする 61 22 83
7月 尾張徳川家のお寺�建中寺 箱の紐のかけ方、包み方 65 30 95
9月 鉄砲伝来！ 火縄銃にふれる 58 18 76

10月 おもてなしの心─しつらえ─ 掛物をかける 60 25 85
11月 巻物─源氏物語絵巻─ ミニ源氏物語絵巻づくり 91 38 129
12月 大名とお正月 子ども出世すごろく 41 13 54
1月 刀と太刀　「刀は美しい！」 刀バラバラ体験 88 52 140
2月 お雛さまのいろいろ 貝あわせ 102 69 171
3月 お姫さまの暮らし 琴にふれる 108 75 183

年間合計 853 446 1,299
平成24年（2012）
4月 刀と太刀　「刀は美しい！」 刀バラバラ体験 105 54 159
5月 鉄砲伝来！ 火縄銃にふれる 129 66 195
6月 徳川園の歴史 徳川園と蓬左文庫をめぐる 58 32 90
7月 能面・能装束 能面・小鼓 49 27 76
9月 織物のいろいろ─織り・縫い・染め─ 組紐体験 57 27 84

10月 おもてなしの心─しつらえ─ 掛物をかける 35 22 57
11月 源氏と平家 ミニ巻物づくり 211 28 239
12月 大名とお正月 子ども出世すごろく 31 22 53
1月 日本の神様─天神さん─ 天神さんづくり 44 29 73
2月 お雛さまのいろいろ 貝あわせ 52 32 84
3月 お姫さまの暮らし 琴にふれる 97 65 162

年間合計 868 404 1,272
平成25年（2013）
4月 漆・ジャパン 漆の模様に親しむ 68 41 109
5月 鉄砲伝来！ 火縄銃にふれる 104 68 172
6月 刀と太刀　「刀は美しい！」 刀バラバラ体験 81 47 128
7月 茶碗のいろいろ─茶の湯─ 茶碗をデザインする 42 20 62
9月 鎧と兜─武士の晴れ姿─ 鎧・兜にふれる─忍び紐の結び方─ 33 30 63

10月 和歌のアイドル─歌仙─ 百人一首で遊ぶ 31 12 43
11月 能面・能装束 能面・小鼓 39 16 55
12月 大名とお正月 子ども出世すごろく 26 4 30
1月 身近にあるめでたいデザイン 「総角」結び 29 13 42
2月 お雛さまのいろいろ 貝あわせ 31 18 49
3月 お姫さまの暮らし 琴にふれる 107 61 168

年間合計 591 330 921
平成26年（2014）
4月 刀と太刀─刀は美しい！─ 刀バラバラ体験 96 62 158
5月 鎧と兜─武士の晴れ姿─ 鎧・兜にふれる─忍び紐の結び方─ 104 66 170
6月 鉄砲伝来！ 火縄銃にふれる 80 51 131
7月 茶碗のいろいろ─茶の湯─ 茶碗をデザインする 68 42 110
9月 墨の世界 墨で描く 77 41 118

10月 やまと絵ってなに？ やまと絵にふれる 53 19 72
11月 能面・能装束 能面・小鼓 54 20 74
12月 大名とお正月 子ども出世すごろく 41 16 57
1月 身近にあるめでたいデザイン 「総角」結び 82 21 103
2月 お雛さまのいろいろ 貝あわせ 76 44 120
3月 お姫さまの暮らし 琴にふれる 87 59 146

年間合計 818 441 1,259
平成27年（2015）
4月 国宝�初音の調度 貝あわせで遊ぶ 71 31 102



徳
川
美
術
館
教
育
普
及
活
動
三
十
年
の
歩
み

九
二

今月のポイント 体験内容 子ども 大人 小計
5月 刀と太刀─刀は美しい！─ 刀バラバラ体験 126 91 217
6月 鎧と兜─武士の晴れ姿─ 鎧・兜にふれる─忍び紐の結び方─ 74 39 113
7月 鉄砲伝来！ 火縄銃にふれる 100 60 160
9月 能面・能装束 能面・小鼓 60 26 86

10月 徳川美術館のお茶道具 茶碗をデザインする 55 25 80
11月 国宝�源氏物語絵巻 ミニ源氏物語絵巻づくり 93 51 144
12月 大名とお正月 子ども出世すごろく 50 12 62
1月 身近にあるめでたいデザイン 「総角」結び 43 22 65
2月 ひなまつりを楽しむ ひなかざりをつくる 64 32 96
3月 お姫さまの暮らし 琴にふれる 88 41 129

年間合計 824 430 1,254
平成28年（2016）
4月 刀と太刀�「刀は美しい！」 刀バラバラ体験 91 70 161
5月 浮世絵を楽しむ 版画をする 94 44 138
6月 日本のデザイン 日本の文様を描いてみよう 65 26 91
7月 鎧と兜　「武士の晴れ姿」 鎧・兜にふれる─忍び紐の結び方─ 117 79 196
9月 鉄砲伝来！ 火縄銃にふれる 84 37 121

10月 茶道具 茶碗をデザインする 65 35 100
11月 やまと絵ってなに？ やまと絵を描いてみよう 48 21 69
12月 能面・能装束 能面・小鼓にふれる 41 15 56
1月 かな かな文字を筆で書いてみよう
2月 お雛さまを楽しむ お雛さまを作る
3月 さちぎみ様のお嫁入り道具 お琴をひいてみよう

年間合計 605 327 932
平成28年は12月までの集計

こ
う
い
っ
た
活
動
に
参
加
す
る
場
合
を
除
い
て
、
学
校
側
か
ら
特
に
解
説
や
体
験
の
依

頼
が
無
い
場
合
が
多
く
、
子
ど
も
達
は
足
早
に
展
示
室
を
通
り
抜
け
、
来
館
し
た
事
実

だ
け
で
、「
見
学
し
た
」
と
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
同
十
五
年
か
ら
「
土
曜
子
ど
も
教
室
」
で
実
績
と
経
験
を
積
み
上
げ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
校
内
・
校
外
学
習
で
も
活
用
で
き
る
よ
う
に
改
編
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
ち
ら
し
で
愛
知
県
内
の
小
・
中
学
校
に
紹
介
し
、「
出
張
教
室
」
の
実
施
や
学
校
の

団
体
受
入
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
二
十
三
年
か
ら
は
「
小
・
中
学
校
の
先
生
方
の

た
め
の
伝
統
文
化
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実
施
し
、
授
業
や
分
散
学
習
・
体

験
学
習
に
活
用
出
来
る
よ
う
、　

徳
川
美
術
館
の
小
・
中
学
生
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

紹
介
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
小
・
中
学
校
を
中
心
に
団
体
で
「
体
験
学
習
」
を
伴
っ
た
見
学
・
体

験
の
依
頼
が
増
え
る
よ
う
に
な
り
、
単
に
見
学
・
素
通
り
で
は
な
い
美
術
館
の
活
用

事
例
が
漸
増
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ち
な
み
に
同
二
十
七
年
度
の
体
験
学
習
は
、
貝

あ
わ
せ
・
刀
解
体
組
立
・
火
縄
銃
に
ふ
れ
る
・
甲
冑
着
装
・
子
ど
も
出
世
す
ご
ろ
く
な

ど
の
体
験
後
、
館
内
見
学
を
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
実
施
し
、
小
学
校
五
件
三
百
三
十
三

名
・
中
学
校
十
二
件
六
百
三
十
四
名
・
高
校
二
件
三
十
八
名
・
大
学（
留
学
生
含
む
）八

件
二
百
五
十
八
名
の
計
二
十
七
件
千
二
百
六
十
三
名
を
受
け
入
れ
た
。

な
お
、
体
験
を
伴
わ
な
い
徳
川
美
術
館
の
紹
介
と
作
品
解
説
を
依
頼
さ
れ
た
事
例

も
、
小
学
校
五
件
百
十
一
名
・
中
学
校
八
件
百
十
三
名
・
高
校
一
件
十
五
名
・
大
学
一

件
六
十
名
の
計
十
五
件
二
百
九
十
九
名
あ
り
、
着
実
に
学
校
現
場
の
利
用
は
増
加
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
が
当
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
対
応
し
て
い
る
。

ま
た
、
同
二
十
六
年
か
ら
は
夏
休
み
の
二
日
間
、
小
・
中
学
生
を
対
象
に
「
自
由
研

究
」
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
活
動
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
の
発
案
で
あ
る
。
展
覧
会

鑑
賞
後
、
研
究
テ
ー
マ
を
確
定
、
研
究
動
機
を
明
確
に
し
、
予
想
を
立
て
、
調
べ
る
。
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た
だ
し
、
こ
れ
は
参
加
す
る
小
・
中
学
生
に
個
別
に
対
応
・
補
助
す
る
内
容
で
あ
る

た
め
、
一
度
に
多
く
の
参
加
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
出
来
ず
、
実
施
時
期
も
限
定
的

で
あ
る
た
め
、
必
ず
し
も
徳
川
美
術
館
が
こ
の
教
育
方
針
を
普
遍
的
に
体
現
し
て
い
る

わ
け
で
は
無
い
こ
と
が
、
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
子
ど
も
達
と
展
示
室
で
展
示
作
品
を
鑑
賞
す
る
際
に
、
観
察
力
や
鑑
賞
力
を

高
め
る
た
め
の
一
助
と
し
て
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
導
入
し
て
い
る
が
、
改
善
の
余
地
は
少

な
く
な
い
。
徳
川
美
術
館
で
は
子
ど
も
向
け
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
と
銘
打
っ
て
い
る
も
の

の
、
内
容
は
説
明
的
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
発
見
を
す
る
た
め
の
工
夫
が
足
り
な
い
こ
と
が

課
題
で
あ
る
。

一
般
向
け
の
展
示
解
説
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
一
方
的
に
説
明
す
る
だ
け
に
終
わ
る

場
合
も
あ
り
、
教
育
普
及
活
動
に
携
わ
る
職
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
全
般
に
、
そ
の
理

念
が
行
き
渡
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
研
修
な
ど
を
通
し
て
今
後
も
絶
え
ず
改

善
を
模
索
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
言
う
に
及
ば
ず
、
対
話
型
鑑
賞
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
い
っ
た
近
年
開
発
さ
れ
た
事
例
を
参
考
に
、
徳
川
美
術
館
な
ら
で
は
の
日
本
の

古
美
術
品
を
鑑
賞
す
る
新
た
な
作
品
鑑
賞
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
と
い
っ
た
試
行
を
続
け

る
必
要
が
あ
ろ
う
。

実
の
と
こ
ろ
小
・
中
学
生
を
対
象
に
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
始
し
た
当
初
、
徳
川
美

術
館
内
で
は
小
・
中
学
生
は
徳
川
美
術
館
が
対
象
と
す
る
来
館
者
で
は
な
い
、
静
か
に

鑑
賞
す
る
空
間
の
妨
げ
に
な
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
必
ず
し
も
全
面
的
な
賛
同
を
得
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
教
育
普
及
活
動
を
継
続
し
実
績
が
目
に
見
え
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
で
、
自
然
に
職
員
の
意
識
も
変
化
し
、
今
で
は
徳
川
美
術
館
の
重
要
な
事

業
に
位
置
付
い
て
い
る
。
教
育
普
及
活
動
の
内
容
に
つ
い
て
議
論
の
余
地
は
あ
る
も
の

の
、
子
ど
も
た
ち
が
自
発
的
に
作
品
を
鑑
賞
し
、
作
品
の
背
景
に
あ
る
歴
史
に
関
心
を

持
ち
、
自
ら
学
べ
る
場
所
を
つ
く
り
、
将
来
の
徳
川
美
術
館
フ
ァ
ン
を
増
や
す
一
つ
の

挿図4　夏休み子ども歴史教室　自由研究

調
べ
た
結
果
を
予
想
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
ま
と
め
、
感
想
を
書
き
、
発
表
す
る
。

鑑
賞
だ
け
で
は
な
く
、
展
示
や
展
示
作
品
か
ら
疑
問
に
思
う
こ
と
を
発
見
し
、
予
想
し
、

答
え
を
導
く
方
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
場
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
で
あ
る

（
挿
図
4
）。

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
同
十
八
年
十
二
月
に
教
育
基
本
法
が
改
正
さ
れ
た
の
に
伴
い
、

改
正
さ
れ
た
学
習
指
導
要
領
の
基
本
的
な
ね
ら
い
を
具
体
化
す
る
こ
と
を
目
途
と
し
て

い
る
。
つ
ま
り
、
完
全
学
校
週
五
日
制
の
下
、
各
学
校
が
「
ゆ
と
り
教
育
」
の
中
で

「
特
色
あ
る
教
育
」
を
展
開
し
、
子
ど
も
た
ち
に
学
習
指
導
要
領
に
示
す
基
礎
的
・
基

本
的
な
内
容
を
確
実
に
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
自
ら
学
び
自
ら
考
え
る

力
な
ど
の
「
生
き
る
力
」
を
育
む
ね
ら
い
で
あ
る
。
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機
会
と
す
る
意
味
で
も
、
教
育
普
及
活
動
は
今
後
も
徳
川
美
術
館
の
重
要
な
活
動
の
一

つ
に
位
置
付
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

な
お
補
足
で
あ
る
が
、
徳
川
美
術
館
が
前
項
で
紹
介
し
た
小
・
中
学
生
中
心
の
さ
ま

ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
で
き
た
の
は
、
次
に
紹
介
す
る
文
部
科
学
省
お
よ
び
文
化

庁
か
ら
の
補
助
金
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
以
下
、
順
に
補
助
金
の
内
容
と
、
そ
れ

に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
徳
川
美
術
館
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
紹
介
す
る（
表
3
）。

（
一
）親
し
む
博
物
館
づ
く
り
事
業（
文
部
科
学
省
）

　

平
成
十
四
年
度
の
完
全
学
校
週
五
日
制
の
実
施
に
向
け
て
、
同
十
一
年
度
か
ら

十
三
年
度
ま
で
に
地
域
で
子
ど
も
を
育
て
る
環
境
を
整
備
し
、
親
と
子
ど
も
た
ち

の
活
動
を
振
興
す
る
体
制
を
整
備
す
る
た
め
の
「
全
国
子
ど
も
プ
ラ
ン
」
が
実
施

さ
れ
た
。
博
物
館
の
有
す
る
機
能
を
積
極
的
に
活
用
し
、
学
校
が
休
み
の
土
曜
日

を
中
心
に
青
少
年
が
楽
し
ん
で
遊
び
な
が
ら
自
然
科
学
の
原
理
、
参
加
体
験
型
の

展
示
の
開
発
や
ハ
ン
ズ
・
オ
ン（
自
ら
見
て
、
触
っ
て
、
試
し
て
、
考
え
る
こ
と
）手
法

を
用
い
た
活
動
を
導
入
す
る
こ
と
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
事
業
を
モ
デ
ル
的
に

実
施
し
、
そ
の
成
果
を
全
国
に
普
及
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　

こ
の
事
業
へ
の
参
加
に
よ
り
、「
夏
休
み
子
ど
も
教
室
」
の
貝
あ
わ
せ
、
甲
冑

づ
く
り
、
刀
剣
の
組
立
・
解
体
、
火
縄
銃
の
解
体
、
狂
言
、
す
ご
ろ
く
遊
び
な
ど

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
二
）芸
術
拠
点
形
成
事
業（
文
化
庁
）

　

平
成
十
四
年
度
か
ら
十
六
年
度
の
三
年
間
行
わ
れ
た
「
芸
術
拠
点
形
成
事
業
」

は
、
文
化
庁
が
美
術
館
・
博
物
館
等
の
行
う
展
覧
会
そ
の
他
の
事
業
に
対
す
る
支

援
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
わ
が
国
の
文
化
芸
術
拠
点
の
形
成
を
図
り
、
も
っ

て
わ
が
国
の
文
化
芸
術
水
準
の
一
層
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　

こ
の
事
業
で
同
十
四
年
に
体
験
型
教
育
普
及
「
大
名
文
化
」
教
材
開
発
と
し
て
、

組
立
・
解
体
の
出
来
る
模
造
刀
、
着
装
で
き
る
鎧
・
兜
、
能
面
、
小
鼓
、
香
道
具

を
揃
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
教
材
は
当
館
の
大
名
文
化
を
紹
介
す
る
主

要
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
現
在
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
同
十
五
年
に
は
「
長
篠
合
戦
図
屏
風
」
お
よ
び
「
長
久
手
合
戦
図
屏

風
」
の
原
寸
大
複
製
品
を
作
成
し
た
。「
長
篠
合
戦
図
屏
風
」
は
小
・
中
学
校
の

社
会
科
の
教
科
書
に
は
必
ず
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
の
関
心
が
高
い
。

実
際
の
大
き
さ
で
細
部
を
間
近
に
じ
っ
く
り
見
る
こ
と
で
、
屏
風
に
描
か
れ
た
多

く
の
出
来
事
を
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
三
）子
ど
も
ゆ
め
基
金
助
成
金（
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　

こ
の
基
金
は
、
未
来
を
担
う
夢
を
持
っ
た
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
の
一
層
の
推

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
民
間
団
体
が
実
施
す
る
特
色
あ
る
新
た
な
取
組
や
、

体
験
活
動
等
の
裾
野
を
広
げ
る
よ
う
な
活
動
を
中
心
に
、
様
々
な
体
験
活
動
や
読

書
活
動
等
に
支
援
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
助
成
で
、
平
成
十
四
年
に
「
江
戸
へ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ　

尾
張
の
殿
様
よ

し
な
お
く
ん
か
ら
の
手
紙（
メ
ー
ル
）」
を
開
発
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
し
た
。

（http://w
w

w
.yoshinao.net

）

　

当
時
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
子
ど
も
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
少
な
い
中
、
ア
ニ

メ
動
画
で
徳
川
家
康
や
江
戸
時
代
や
大
名
文
化
を
紹
介
す
る
画
期
的
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
だ
っ
た
。
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
す
る
と
十
通
の
手
紙（
メ
ー
ル
）が
毎
週
届

き
、
そ
れ
を
開
く
と
徳
川
家
康
、
鎧
兜
・
刀
・
茶
道
具
な
ど
が
紹
介
さ
れ
る（
挿

図
5
）。
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表
3　
徳
川
美
術
館
　
補
助
金
事
業

年
度

事
業

補
助

事
業

名
補

助
金

額
補

助
内

容
平

成
11年

1999
親

し
む

博
物

館
事

業（
文

部
科

学
省

）
2,547,116円

徳
川

美
術

館
�夏

休
み

子
ど

も
特

別
企

画「
歴

史
体

験
教

室
」

平
成

11年
7月

1日
か

ら
平

成
12年

3月
31日

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

作
成

、
ギ

ャ
ラ

リ
ー

・
ク

イ
ズ

、
小

中
学

生
の

歴
史

教
室「

三
英

傑
」、

歴
地

体
験

教
室「

作
っ

て
遊

ぼ
う

貝
あ

わ
せ

」、
親

と
子

の
甲

冑
手

作
り

教
室

平
成

12年
2000

親
し

む
博

物
館

事
業（

文
部

科
学

省
）

2,208,007円
歴

史
体

験
教

室「
み

て
、

ふ
れ

て
、

つ
く

っ
て

大
名

文
化

！
」

①
作

っ
て

遊
ぼ

う
貝

あ
わ

せ
　

8月
1日

〜
8月

31日
②

親
と

子
の

兜
手

作
り

教
室

　
8月

5日
・

6日
③

刀
・

火
縄

銃
バ

ラ
バ

ラ
事

件
！

　
8月

12日
・

13日
平

成
13年

2001
親

し
む

博
物

館
事

業（
文

部
科

学
省

）
1,803,256円

歴
史

体
験

教
室「

み
て

、
ふ

れ
て

、
つ

く
っ

て
大

名
文

化
！

」
作

っ
て

遊
ぼ

う
貝

あ
わ

せ
　

8月
1日

〜
8月

31日
親

と
子

の
兜

手
作

り
教

室
　

8月
11日

・
26日

大
名

の
娯

楽『
狂

言
』　

8月
12日

若
殿

様
が

遊
ん

だ『
す

ご
ろ

く
』　

平
成

13年
9月

〜
14年

3月
の

第
2・

4
土

曜
日

平
成

14年
2002

毎
週

土
曜

日
、「

土
曜

子
ど

も
教

室
」

が
ス

タ
ー

ト
Ⅰ

芸
術

拠
点

形
成

事
業（

展
覧

会
事

業
等

支
援

）
（

文
化

庁
）

Ⅱ
子

ど
も

ゆ
め

基
金

助
成

金（
国

立
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
記

念
青

少
年

総
合

セ
ン

タ
ー

）

芸
術

拠
点

形
成

事
業

　
3,989,085円

子
ど

も
ゆ

め
基

金
　

8,349,000円

Ⅰ
芸

術
拠

点
形

成
事

業
1．

土
曜

子
ど

も
教

室
　

平
成

15年
2月

1日
〜

15年
3月

31日
2．

体
験

型
教

育
普

及「
大

名
文

化
」教

材
開

発
①

刀
バ

ラ
バ

ラ
体

験
②

鎧
・

兜
体

験
③

能
面

・
和

楽
器

体
験

④
聞

香
体

験
Ⅱ

子
ど

も
ゆ

め
基

金
江

戸
へ

タ
イ

ム
ス

リ
ッ

プ
　

尾
張

の
殿

様
�よ

し
な

お
く

ん
か

ら
の

手
紙

（
メ

ー
ル

）
平

成
14年

2002
愛

知
県

博
物

館
協

会「
子

ど
も

と
博

物
館

研
究

会
」

6,100,000円
地

域
連

携
事

業「
伝

え
る

と
い

う
こ

と
は

？
学

芸
員

が
贈

る
子

ど
も

た
ち

へ
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
　

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
」

一
宮

市
博

物
館

・
愛

知
県

陶
磁

資
料

館
・

豊
橋

市
美

術
博

物
館

・
鳳

来
寺

山
自

然
科

学
博

物
館

各
館

で
の

10本
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

実
施

。
報

告
書

・
D

V
D

の
作

成
平

成
15年

2003
芸

術
拠

点
形

成
事

業（
展

覧
会

事
業

等
支

援
）

（
文

化
庁

）
3,952,485円

体
験

型
教

育
普

及「
大

名
文

化
」

教
材

開
発

1．
原

寸
大

複
製

の
作

成
①

長
篠

合
戦

図
屏

風
・

長
久

手
合

戦
図

屏
風

　
原

寸
大

複
製

②
本

多
平

八
郎

姿
絵

屏
風

　
原

寸
大

複
製

③
徳

川
家

康
三

方
ヶ

原
戦

役
画

像
　

原
寸

大
複

製
2．

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

活
動

の
た

め
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

研
修



徳
川
美
術
館
教
育
普
及
活
動
三
十
年
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歩
み

九
六

平
成

16年
2004

徳
川

園
・

蓬
左

文
庫

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

・
オ

ー
プ

ン
Ⅰ

芸
術

拠
点

形
成

事
業（

展
覧

会
事

業
等

支
援

）
（

文
化

庁
）「

尾
張

の
殿

さ
ま

　
よ

し
な

お
く

ん
と

大
名

文
化

体
験

」
Ⅱ

地
域

子
ど

も
教

室
推

進
事

業（
文

部
科

学
省

）

Ⅰ
7,715,800円

Ⅱ
2,526,000円

Ⅰ
尾

張
の

殿
さ

ま
　

よ
し

な
お

く
ん

と
大

名
文

化
体

験
！

　
オ

リ
ジ

ナ
ル

D
V

D
ソ

フ
ト

の
開

発
・

製
作

Ⅱ
土

曜
子

ど
も

教
室

　
平

成
16年

9月
1日

〜
平

成
17年

3月
31日

平
成

17年
2005

開
館

70周
年

地
域

教
育

力
再

生
プ

ラ
ン

　
地

域
子

ど
も

教
室

推
進

事
業（

文
部

科
学

省
）

1,339,005円
土

曜
子

ど
も

教
室

　
平

成
17年

9月
〜

平
成

18年
3月

31日
夏

休
み

子
ど

も
教

室
　

8月
2日

〜
31日

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

研
修

　
琴

・
小

鼓
・

子
ど

も
へ

の
話

し
方

・
接

し
方

平
成

18年
2006

地
域

教
育

力
再

生
プ

ラ
ン

　
地

域
子

ど
も

教
室

推
進

事
業（

文
部

科
学

省
）

2,324,640円
土

曜
子

ど
も

教
室

　
平

成
18年

4月
1日

〜
平

成
19年

3月
31日

夏
休

み
子

ど
も

教
室

　
8月

1日
〜

31日
平

成
19年

2007
新

館
開

館
20周

年
芸

術
拠

点
形

成
事

業（
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
タ

ウ
ン

構
想

の
推

進
）（

文
化

庁
）

4,370,319円
徳

川
美

術
館「

子
ど

も
の

た
め

の
大

名
文

化
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
①

子
ど

も
の

た
め

の
大

名
文

化
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

　
土

曜
子

ど
も

教
室

　
平

成
19年

9月
〜

20年
3月

末
　

夏
休

み
子

ど
も

教
室

　
8月

1日
〜

31日
②

子
ど

も
の

た
め

の
大

名
文

化
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
す

る
人

材
の

育
成

　
救

急
、

マ
ナ

ー
、

話
し

方
、

陶
磁

器
、

刀
剣

、
能

③
子

ど
も

の
た

め
の

大
名

文
化

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

の
作

成
平

成
20年

2008
芸

術
拠

点
形

成
事

業（
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
タ

ウ
ン

構
想

の
推

進
）（

文
化

庁
）

2,757,438円
徳

川
美

術
館「

大
名

文
化

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

─
地

域
伝

統
文

化
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
子

ど
も

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

継
続

と
拡

大
─

1．
地

域
伝

統
文

化
プ

ロ
グ

ラ
ム

①
雅

楽
②

琉
球

の
宮

廷
音

楽「
御

座
楽

」復
元

演
奏

2．
子

ど
も

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

　
土

曜
子

ど
も

教
室

　
平

成
20年

9月
〜

21年
3月

31日
　

夏
休

み
子

ど
も

教
室

　
8月

1日
〜

31日
3．

小
中

学
校

教
員

の
た

め
の

大
名

文
化

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
セ

ミ
ナ

ー
平

成
21年

2009
美

術
館

・
博

物
館

活
動

基
盤

整
備

支
援

事
業

239,720円
徳

川
美

術
館「

大
名

文
化

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

2009─
視

聴
覚

障
害

者
お

よ
び

教
員

へ
教

育
普

及
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
拡

大
─

」
平

成
22年

2010
美

術
館

・
博

物
館

活
動

基
盤

整
備

支
援

事
業

1,216,570円
徳

川
美

術
館

�地
域

密
着

型「
武

家
文

化
」

普
及

プ
ロ

グ
ラ

ム
①

小
・

中
学

生
の「

大
名

古
屋

城
展

」
セ

ミ
ナ

ー
　

平
成

22年
8月

1日
〜

30日
大

名
古

屋
城

展
ク

イ
ズ

、
歴

史
教

室「
名

古
屋

城
の

ひ
み

つ
」、

歴
史

体
験

教
室「

貝
あ

わ
せ

」・「
親

子
兜

づ
く

り
教

室
」、

親
子

名
古

屋
城

下
探

索
ツ

ア
ー

②
小

・
中

学
生

生
徒

の
た

め
の

ワ
ー

ク
シ

ー
ト「

徳
川

美
術

館
へ

よ
う

こ
そ

」
作

成
事

業
③

留
学

生
の

た
め

の
鑑

賞
会

　
平

成
23年

2月
12日

雛
ま

つ
り

展
の

解
説

、
講

座「
香

の
歴

史
と

文
化

」、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ「

香
袋

づ
く

り
体

験
」
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七

平
成

23年
2011

文
化

遺
産

を
活

か
し

た
観

光
振

興
・

地
域

活
性

化
事

業（
文

化
庁

）
2,175,000円

徳
川

美
術

館
�地

域
密

着
型「

武
家

文
化

」普
及

プ
ロ

グ
ラ

ム
─

徳
川

の
姫

君
　

大
研

究
─

　
平

成
23年

7月
1日

〜
8月

31日
①

姫
君

の
装

い「
結

髪
実

演
」

　
平

成
23年

8月
6日

②
夏

休
み

子
ど

も
特

別
企

画「
徳

川
の

姫
君

�大
研

究
」

　
平

成
23年

8月
2日

〜
8月

31日
ギ

ャ
ラ

リ
ー

・
ク

イ
ズ

、
手

引
書

の
配

布
、

鑑
賞

カ
ー

ド
の

配
布

小
中

生
の

歴
史

教
室「

徳
川

の
姫

君
」

姫
君

体
験「

貝
あ

わ
せ

」
和

歌
教

室
　

8月
20日

③
小

・
中

学
生

教
諭

を
対

象
と

し
た

伝
統

文
化

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
セ

ミ
ナ

ー
　

平
成

23年
8月

3日
平

成
24年

2012
文

化
遺

産
を

活
か

し
た

観
光

振
興

・
地

域
活

性
化

事
業（

文
化

庁
）

1,282,500円
①

子
ど

も
向

け
夏

休
み

講
座（

徳
川

美
術

館
・

名
古

屋
陶

磁
器

会
館

・
文

化
の

み
ち

橦
木

館
）

　
平

成
24年

8月
1日

〜
31日

夏
休

み
歴

史
講

座
体

験
コ

ー
ナ

ー（
相

応
寺

屏
風

を
楽

し
む

、
貝

あ
わ

せ
）ワ

ー
ク

シ
ー

ト
、

鑑
賞

シ
ー

ト
の

作
成

②
ガ

イ
ド

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

交
流

会（
講

演
会

）
平

成
25年

2013
平

成
26年

2014
文

化
芸

術
振

興
費

補
助

金（
伝

統
文

化
親

子
教

室
事

業
）（

文
化

庁
）

443,158円
大

名
の

歴
史

と
文

化
伝

承
プ

ロ
グ

ラ
ム

①
夏

休
み

子
ど

も
歴

史
教

室「
天

下
統

一
　

信
長

か
ら

家
康

へ
」

　
平

成
26年

8月
1日

〜
31日

ギ
ャ

ラ
リ

ー
・

ク
イ

ズ
、

歴
史

教
室

、
歴

史
体

験
教

室
、

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

の
配

布
、

自
由

研
究

②
土

曜
子

ど
も

教
室

　
平

成
26年

7月
1日

〜
平

成
27年

1月
31日

平
成

27年
2015

開
館

80周
年

文
化

芸
術

振
興

費
補

助
金（

文
化

遺
産

を
活

か
し

た
地

域
活

性
化

事
業

）（
文

化
庁

）
名

古
屋

文
化

遺
産

活
用

実
行

委
員

会

「
文

化
の

み
ち

�雛
巡

り
」ス

タ
ン

プ
ラ

リ
ー

名
古

屋
文

化
遺

産
活

用
実

行
委

員
会（

名
古

屋
城

・
名

古
屋

市
政

資
料

館
・

文
化

の
み

ち
橦

木
館

・
文

化
の

み
ち

二
葉

館
・

名
古

屋
陶

磁
器

会
館

・
名

古
屋

市
蓬

左
文

庫
・

徳
川

園
）

平
成

28年
2016

文
化

芸
術

振
興

費
補

助
金（

文
化

遺
産

を
活

か
し

た
地

域
活

性
化

事
業

）（
文

化
庁

）
名

古
屋

文
化

遺
産

活
用

実
行

委
員

会

「
文

化
の

み
ち

�雛
巡

り
」ス

タ
ン

プ
ラ

リ
ー

名
古

屋
文

化
遺

産
活

用
実

行
委

員
会（

名
古

屋
城

・
文

化
の

み
ち

橦
木

館
・

文
化

の
み

ち
二

葉
館

・
名

古
屋

陶
磁

器
会

館
・

名
古

屋
市

蓬
左

文
庫

・
徳

川
園

）
平

成
29年

2017
新

館
開

館
30周

年
文

化
芸

術
振

興
費

補
助

金（
文

化
遺

産
を

活
か

し
た

地
域

活
性

化
事

業
）（

文
化

庁
）

名
古

屋
文

化
遺

産
活

用
実

行
委

員
会

「
文

化
の

み
ち

�雛
巡

り
」ス

タ
ン

プ
ラ

リ
ー

名
古

屋
文

化
遺

産
活

用
実

行
委

員
会（

名
古

屋
城

・
文

化
の

み
ち

橦
木

館
・

文
化

の
み

ち
二

葉
館

・
名

古
屋

陶
磁

器
会

館
・

名
古

屋
市

蓬
左

文
庫

・
徳

川
園

）
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（
四
）地
域
教
育
力
再
生
プ
ラ
ン（
文
部
科
学
省
）

　

こ
の
プ
ラ
ン
は
、
近
隣
住
民
間
の
連
帯
感
の
希
薄
化
や
青
少
年
の
問
題
行
動
の

深
刻
化
な
ど
が
進
む
中
で
、
地
域
の
教
育
力
の
再
生
を
総
合
的
に
進
め
る
観
点
か

ら
、
地
域
に
根
ざ
し
た
多
様
な
活
動
機
会
を
提
供
す
る
事
業
で
あ
る
。

　

子
ど
も
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
進
行
・
指
導
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
美
術
館

周
辺
の
地
域
住
民
で
あ
る
。
そ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
資
質
向
上
を
図
る
目
的
で
、

徳
川
美
術
館
に
お
い
て
研
修
を
実
行
し
た
。

（
五
）芸
術
拠
点
形
成
事
業（
文
化
庁
）

　

こ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
平
成
十
九
年
に
『
子
ど
も
の
た
め
の
大
名
文
化
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
─
徳
川
美
術
館
『
土
曜
子
ど
も
教
室
』
実
施
手
引
き
─
』
を
作
成

挿図5　「江戸へタイムスリップ‼ 尾張の殿さま よしなお
挿図5　くんからの手紙（メール）」画面

し
た
。
こ
れ
は
徳
川
美
術
館
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
他
の
美
術
館
・
博
物
館
や
小
・
中

学
校
で
の
教
育
普
及
開
発
の
参
考
に
な
れ
ば
、
と
主
要
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
掲
載
・

紹
介
し
、
全
国
の
美
術
館
・
博
物
館
、
愛
知
県
内
の
図
書
館
、
小
・
中
学
校
に
配

布
し
た（
挿
図
6
）。

（
六
）美
術
館
・
博
物
館
活
動
基
盤
整
備
支
援
事
業（
文
化
庁
）

　

平
成
二
十
一
年
に
は
視
聴
覚
障
が
い
者
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

研
修
を
実
施
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
た
。
障
が
い
者
の
方
を
正
し
く
理
解

し
、
対
応
す
る
た
め
、
実
際
に
障
が
い
者
の
方
に
来
て
い
た
だ
き
、
鑑
賞
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
た
。
最
近
は
盲
学
校
の
修
学
旅
行
や
聾
学
校
の
見
学
を
受
け
入

れ
、
鑑
賞
や
体
験
を
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
二
十
二
年
に
は
国
際
交
流
の
ひ
と
つ
と
し
て
留
学
生
の
た
め
の
鑑
賞

会
を
開
催
し
た
。
以
後
、
市
内
の
大
学
や
高
校
の
留
学
生
の
体
験
を
受
け
入
れ
る

挿図6　『子どものための大名文化体験プログラム』
挿図6　表紙
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こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

三　

教
育
普
及
事
業
に
関
わ
る
連
携

　
　
　
　
（
一
）　

愛
知
県
博
物
館
協
会
「
子
ど
も
と
博
物
館
研
究
会
」

美
術
館
・
博
物
館
の
存
続
意
義
は
時
代
と
共
に
変
化
し
て
い
る
。
一
九
六
〇
年
代
末

ま
で
の
存
在
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
っ
た
時
代
か
ら
、
七
〇
年
代
に
は
博
物
館
と
そ
の

活
動
が
淘
汰
さ
れ
る
時
代
と
な
り
、
九
〇
年
代
は
博
物
館
の
も
つ
社
会
的
力
量
が
問
わ

れ
る
時
代
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

い
ず
れ
の
美
術
館
・
博
物
館
も
館
の
存
在
意
義
を
探
し
て
、
手
探
り
で
教
育
普
及
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
よ
う
に
な
る
な
か
、
徳
川
美
術
館
も
ま
た
同
様
に
前
項
に
掲

げ
た
諸
事
業
を
見
い
出
し
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
平
成
十
一

年（
一
九
九
九
）に
愛
知
県
博
物
館
協
会
内
に
お
い
て
「
子
ど
も
と
博
物
館
研
究
会
」
が

三
十
施
設
、
四
十
四
名
を
会
員
と
し
て
発
足
し
た
。
教
育
普
及
活
動
に
ま
だ
理
解
を
得

ら
れ
な
い
状
況
に
お
い
て
孤
軍
奮
闘
す
る
学
芸
員
が
集
ま
り
、
博
物
館
教
育
理
論
な
ど

の
勉
強
会
を
開
き
、
新
た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
践
し
て
い
る
施
設
の
見
学
等
の
活
動
が

実
践
さ
れ
た
。
そ
し
て
美
術
・
博
物
・
民
俗
・
自
然
な
ど
種
別
の
違
う
館
の
学
芸
員
が

集
ま
り
、
各
々
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
運
営
方
法
や
悩
み
を
共
有
し
、
自
館
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

作
り
の
参
考
に
し
て
「
あ
い
ち
子
ど
も
体
験
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
事
業
」
を
立
ち
上
げ
た
。

徳
川
美
術
館
も
こ
の
研
究
会
と
事
業
に
当
初
よ
り
参
加
し
て
い
る
。

翌
十
二
年
に
は
文
部
省
が
実
施
し
た
「
親
し
む
博
物
館
づ
く
り
事
業
」
に
、こ
の
「
あ

い
ち
子
ど
も
体
験
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
事
業
」
も
参
画
し
た
。
ま
ず
愛
知
県
博
物
館
協
会
加

盟
百
二
十
三
館
園
を
対
象
に
、
子
ど
も
向
け
事
業
に
関
す
る
現
在
ま
で
の
収
集
・
保

（
1
）

管
・
展
示
・
解
説
・
研
究
室
等
の
施
設
・
技
術
的
研
究
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
研
究
会
・

他
館
と
の
交
流
・
学
校
等
と
の
協
力
と
い
っ
た
事
業
実
績
、
将
来
の
予
定
な
ど
に
つ
い

て
ア
ン
ケ
ー
ト
で
意
見
集
約
を
行
い
、
そ
の
集
計
内
容
を
公
開
す
る
こ
と
で
、
各
館
の

現
状
や
抱
え
る
問
題
を
把
握
し
、
今
後
の
事
業
へ
の
糸
口
と
し
た
。

そ
し
て
、「
あ
い
ち
子
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
と
い
う
事
業
を
実
施
し
、

「
ど
ろ
ん
こ
や
き
も
の
探
検
隊
！
」「
わ
た
し
の
パ
リ
は
コ
レ
！
」「
漁
師
は
海
の
お
さ

か
な
博
士
」「
焼
く
・
煮
る
・
炊
く
は
食
の
基
本
！
」「
編
む
・
織
る
！
縄
文
・
弥
生
の

布
！
」
な
ど
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
博
物
館
が
実
施
す
る
教
育
普
及
活
動
を
一
連
の
活

動
と
し
て
広
報
活
動
を
共
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
博
物
館
単
体
の
事
業
と
し
て
終
わ
ら
せ

る
の
で
は
な
く
、
参
加
者
を
拡
散
さ
せ
る
工
夫
を
凝
ら
し
た
。
前
項
で
示
し
た
徳
川
美

術
館
の
活
動
も
、
こ
の
事
業
の
一
つ
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
こ
と
で
、
愛
知
県
下
で
の
周

知
・
集
客
に
役
立
っ
た
。

ま
た
、
平
成
十
四
年
度
文
化
庁
芸
術
拠
点
形
成
事
業
に
も
「
あ
い
ち
子
ど
も
体
験

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
事
業
」
が
参
画
し
、
一
宮
市
博
物
館
を
会
場
と
し
て
、
普
及
・
考
古
・

陶
芸
・
美
術
・
歴
史
・
民
俗
・
自
然
の
部
門
に
分
け
、「
伝
え
る
と
い
う
こ
と
は
？
─

学
芸
員
が
贈
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
テ
ー
マ
に
展
覧
会
を
開
催
、
各
部

門
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
て
、
報
告
書
に
ま
と
め
た
。
分
野
の
違
う
館
が
連
携

す
る
こ
と
で
、
新
た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
発
で
き
た
こ
と
は
、
こ
の
事
業
の
第
一
の
成

果
と
い
え
よ
う
。

徳
川
美
術
館
に
お
い
て
も
、
こ
の
「
子
ど
も
と
博
物
館
研
究
会
」
に
参
加
す
る
こ
と

で
、
教
育
普
及
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
徳
川
美
術
館
に
と
っ
て
な
ぜ
必
要
か
を
理
論
的
に
考

え
、
説
明
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
具
体
的
に
教
育
普
及
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組

み
立
て
る
の
に
参
考
に
な
っ
た
。

（
2
）

（
3
）
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文
化
庁
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
研
修
」

欧
米
諸
国
の
博
物
館
で
は
、
研
究
者
と
し
て
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
作
成
者
と
し
て
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
、
そ
し
て
教
育
活
動
を
担
当
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
い
っ
た
職
務
分
担
が
あ
る
。
さ
ら
に
作
品
・
資
料
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
も
整
理
・
管
理
・
利
用
担
当
者
な
ど
に
細
分
化
さ
れ
て
い
る
。
日
本
に
お
い
て

は
、
こ
う
い
っ
た
活
動
を
行
う
職
務
を
「
学
芸
員
」
と
総
称
し
、
作
品
・
資
料
の
収

集
・
整
理
・
保
管
・
展
示
・
研
究
と
い
っ
た
博
物
館
の
基
本
的
な
事
業
か
ら
、
事
業
を

計
画
・
主
催
し
た
り
、
博
物
館
利
用
者
に
対
面
し
、そ
の
質
問
に
答
え
、博
物
館
に
よ
っ

て
は
チ
ケ
ッ
ト
・
物
品
の
販
売
、
展
示
室
内
の
監
視
ま
で
行
う
場
合
も
あ
る
。
博
物
館

の
活
動
主
体
を
、
作
品
・
資
料
の
収
集
・
整
理
・
保
管
・
展
示
・
研
究
に
置
く
の
が
大

半
で
、
そ
れ
以
外
の
事
業
は
片
手
間
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
が
実
状
で
あ
る
。

そ
う
し
た
中
、
日
本
に
お
い
て
も
平
成
四
年（
一
九
九
二
）以
降
、
博
物
館
学
や
教
育

学
な
ど
の
分
野
の
教
育
を
受
け
、
学
芸
員
と
協
力
し
て
事
業
を
進
め
る
こ
と
を
専
門
と

す
る（
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
的
）職
員
が
現
れ
た
。
日
本
の
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
は
、
国
内
で

の
専
門
的
な
教
育
の
場
が
な
く
、
今
後
の
動
向
に
つ
い
て
も
不
透
明
な
部
分
が
あ
る
。

現
在
、
美
術
館
・
博
物
館
で
は
明
確
な
利
用
目
的
を
持
っ
た
来
館
者
を
対
象
に
事
業
を

行
っ
て
い
る
が
、
展
覧
会
を
漠
然
と
観
に
来
る
多
数
の
来
館
者
や
、
美
術
館
・
博
物
館

に
来
て
い
な
い
地
域
住
民
に
対
し
て
の
利
用
を
促
す
努
力
は
さ
れ
て
い
な
い
。
関
心
の

薄
い
人
に
来
館
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
博
物
館
の
役
割
を
理
解
し
、
利
用
者
に
対
応

で
き
る
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
と
い
う
専
門
員
が
必
要
で
あ
る
。

エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
に
は
学
芸
員
の
知
識
を
活
用
し
な
が
ら
、
博
物
館
で
の
学
び
を
デ

ザ
イ
ン
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
の
役
割
の

重
要
性
を
考
え
て
、
同
二
十
三
年
度
か
ら
文
化
庁
が
年
一
回
五
日
間
、
博
物
館
教
育
・

生
涯
学
習
・
地
域
連
携
に
関
す
る
座
学
や
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
な
ど
、
教
育
普
及

を
担
当
す
る
職
員
に
必
要
な
知
識
・
技
能
や
基
本
姿
勢
を
習
得
す
る
た
め
の
研
修
を

行
っ
て
い
る
。
第
六
回
で
あ
る
同
二
十
八
年
度
ま
で
に
延
べ
約
三
百
名
の
受
講
者
を
数

え
る
。
筆
者
も
企
画
運
営
委
員
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。

筆
者
を
徳
川
美
術
館
の
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
に
位
置
付
け
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
組

織
的
に
明
確
で
は
無
い
も
の
の
、
前
述
の
と
お
り
徳
川
美
術
館
新
館
が
開
館
し
て
以
来

本
格
化
し
た
教
育
普
及
活
動
に
一
貫
し
て
携
わ
っ
て
お
り
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
継
承
を
責
務
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
筆
者
自
身
の
資
質
向
上
と
、
徳
川
美

術
館
へ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
導
入
に
資
す
る
よ
う
に
、
よ
り
よ
い
博
物
館
教
育
の
運
営
に
日
々

試
行
錯
誤
し
て
い
る
。
我
田
引
水
で
は
あ
る
が
、
研
修
の
企
画
運
営
委
員
や
研
修
者
と

の
交
流
は
当
館
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
・
改
善
す
る
の
に
参
考
に
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
二
例
の
よ
う
に
、
徳
川
美
術
館
の
教
育
普
及
活
動
は
、
徳
川
美
術
館
単
体
で

実
施
す
る
に
留
ま
ら
ず
、
活
動
が
安
定
す
る
の
に
伴
い
、
他
館
や
外
部
機
関
と
の
連
携

も
視
野
に
入
れ
て
活
動
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
徳
川
美
術
館
の
活
動

自
体
が
、
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
見
な
さ
れ
る
事
例
も
あ
り
、
外
部
と
の
相
互
の
交
流
か
ら

徳
川
美
術
館
が
得
た
成
果
も
大
き
い
。

た
だ
し
、
徳
川
美
術
館
に
お
け
る
教
育
普
及
事
業
は
定
着
し
た
と
言
え
る
も
の
の
、

そ
れ
を
実
施
す
る
職
員
を
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
と
し
て
固
定
す
る
の
か
、
あ
く
ま
で
も
職

員
の
輪
番
と
す
る
か
の
議
論
は
、
な
お
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
筆
者
自
身
に
課
さ
れ
て

い
る
の
は
後
継
者
の
育
成
だ
が
、
作
品
の
保
存
・
管
理
・
調
査
・
研
究
、
展
示
業
務
を

主
務
と
す
る
学
芸
員
と
し
て
採
用
さ
れ
た
職
員
が
大
部
分
を
占
め
る
学
芸
部
内
、
ま
た

は
事
務
部
内
に
お
い
て
、
現
状
で
は
専
任
的
な
業
務
の
継
承
が
な
か
な
か
難
し
い
の
が

現
状
で
あ
る
。

（
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徳
川
美
術
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
と
教
育
普
及

徳
川
美
術
館
の
教
育
普
及
活
動
の
中
で
も
特
筆
す
べ
き
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

あ
る
。
徳
川
美
術
館
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
は
、
昭
和
六
十
二
年（
一
九
八
七
）十
月
の

新
館
開
館
に
あ
わ
せ
て
発
足
し
た
。
新
館
開
館
が
地
元
市
民
や
経
済
界
お
よ
び
自
治

体
の
寄
附
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
こ
と
で
、
新
館
開
館
後
も
地
域
社
会
と
徳
川
美
術
館
が

密
接
な
関
わ
り
を
持
っ
て
、
地
域
文
化
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
重
要
な
使
命
と
さ
れ
た

（
表
4
）。

展
示
空
間
の
拡
大
に
よ
っ
て
職
員
の
み
で
は
来
館
者
へ
の
対
応
が
充
分
出
来
な
い
と

い
う
事
情
も
含
め
、
地
域
と
の
連
携
策
と
し
て
検
討
さ
れ
た
の
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度

の
導
入
で
あ
る
。
徳
川
美
術
館
と
地
域
の
人
た
ち
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
地
域
の

生
の
声
を
徳
川
美
術
館
に
届
け
、
共
に
徳
川
美
術
館
の
情
報
を
地
域
に
拡
げ
る
こ
と
も

目
途
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
徳
川
美
術
館
の
運
営
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
徳
川

美
術
館
に
対
し
て
親
し
み
を
持
ち
、
徳
川
美
術
館
の
こ
と
を
我
が
事
の
よ
う
に
考
え
、

応
援
し
て
く
れ
る
人
が
一
人
で
も
多
く
な
る
願
い
も
含
ま
れ
る
。

当
時
の
国
内
の
美
術
館
・
博
物
館
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
を
導
入
し
て
い
る
館

は
少
な
か
っ
た
が
、
同
五
十
二
年
に
ア
メ
リ
カ
で
開
催
し
た
「T

he�T
okugaw

a�

Collection�N
ō�Robes�and�M

asks

」
や
同
五
十
八
年
か
ら
五
十
九
年
に
か
け
て
ア
メ

リ
カ
・
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
で
開
催
し
た
巡
回
展
「T

he�Shogun�A
ge�Exhibition

」

の
開
催
館
で
見
聞
し
た
経
験
が
活
か
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
と
に
ア
メ
リ
カ
で
は

専
任
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
活
躍
し
て
い
る
こ
と
、
あ
る
館
で
は
切
符
も
ぎ
り
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ウ
ェ
イ
ト

レ
ス
ま
で
も
担
当
し
て
お
り
、「
マ
イ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と
い
う
意
識
で
愛
情
が
溢

年度 美術館行事 ボランティア活動
昭和61年 1986 ボランティア募集
昭和62年 1987 新館開館（10月） 第1期生　活動開始日：10月1日　350名
平成 2 年 1990 第1期展示解説員　47名　活動開始
平成 3 年 1991 第2期生　活動開始日：4月1日　95名
平成 7 年 1995 開館60周年 第3期生　活動開始日：4月1日　95名
平成 9 年 1997 新館開館10周年
平成11年 1999 第2期展示解説員　13名　活動開始
平成14年 2002 第4期生　活動開始日：4月1日　61名

平成16年 2004 徳川園・蓬左文庫リニューアル・オープン
第5期生　活動開始日：4月1日　92名
受付応対ボランティア　活動開始日：4月1日
定年制度導入（77歳）

平成17年 2005 開館70周年
平成18年 2006 第3期展示解説員　16名　活動開始
平成19年 2007 新館開館20周年 第6期生　活動開始日：4月1日　72名
平成21年 2009 第7期生　活動開始日：4月1日　69名
平成22年 2010 交通費支給廃止
平成23年 2011 第8期生　活動開始日：4月1日　33名
平成25年 2013 第9期生　活動開始日：4月1日　90名
平成27年 2015 開館80周年
平成29年 2017 新館開館30周年 第10期生　活動開始日：4月1日（予定）

表4　徳川美術館　ボランティアの会



徳
川
美
術
館
教
育
普
及
活
動
三
十
年
の
歩
み

一
〇
二

れ
て
い
る
姿
に
接
し
た
こ
と
な
ど
が
現
地
へ
赴
い
た
ス
タ
ッ
フ
か
ら
驚
き
を
も
っ
て
報

告
さ
れ
た
。
新
館
開
館
に
当
た
っ
て
、
徳
川
義
宣
前
館
長
は
じ
め
館
員
一
同
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
を
決
め
た
の
は
自
然
な
成
り
行
き
だ
っ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
は
、
自
発
性
・
無
償
性
・
公
益
性
と
い
う
性
質
を
持
っ
た
活

動
で
あ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
動
機
は
日
常
生
活
を
充
実
さ
せ
る
と
い
っ
た
こ
と

で
あ
り
、
生
き
甲
斐
や
人
と
の
交
流
を
求
め
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
る
人
も
多

く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
学
習
や
成
長
を
す
る
。
人
や
社
会
に
よ
っ
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
意
義
や
価
値
を
ど
う
捉
え
る
か
は
変
化
し
、
そ
れ
ゆ
え
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
は
多
様
な
捉
え
方
が
で
き
る
。

社
会
教
育
施
設
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
一
九
七
〇
年
代
か
ら
少
し
ず
つ
登

場
し
、
八
〇
年
代
に
は
全
国
各
地
で
本
格
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
定
着
し
た
。
社

会
教
育
施
設
の
基
本
的
な
役
割
は
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
さ
ま
ざ
ま
な
利
用
者
の
学
習

活
動
を
支
援
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
社
会
教
育
施
設
に
お
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
も
ま
た
、
施
設
を
利
用
す
る
一
つ
の
形
態（
学
習
活
動
）で
あ
る
と
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
状
況
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
そ
の
活
動
の
意
味
を

常
に
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

徳
川
美
術
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
が
発
足
し
た
昭
和
六
十
一
年
の
会
則
に
は
、「
徳

川
美
術
館
と
協
力
し
、
無
償
の
奉
仕
活
動
を
通
じ
て
市
民
の
た
め
の
美
術
館
活
動
を
促

進
し
、
同
時
に
美
術
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
、
地
域
文
化
の
向
上
を
は
か
る
こ

と
を
目
的
と
し
ま
す
」
と
あ
る
。

　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
会
則

第
一
条　

本
会
は
そ
の
名
称
を
「
徳
川
美
術
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
」
と
し
、
事

務
局
を
徳
川
美
術
館（
名
古
屋
市
東
区
徳
川
町
一
〇
一
七
）業
務
部
内
に
お
き
ま
す
。

第
二
条　

本
会
は
徳
川
美
術
館
の
指
導
の
も
と
に
お
か
れ
ま
す
。

第
三
条　

本
会
は
徳
川
美
術
館
と
協
力
し
、
無
償
の
奉
仕
活
動
を
通
じ
て
市
民
の

た
め
の
美
術
館
活
動
を
促
進
し
、
同
時
に
美
術
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深

め
、
地
域
文
化
の
向
上
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

第
四
条　

本
会
会
員
の
期
間
は
四
月
一
日
よ
り
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
し
、

単
年
度
ご
と
の
更
新
と
し
ま
す
。

第
五
条　

本
会
は
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
次
の
活
動
を
行
な
い
ま
す
。

（
一
）来
館
者
に
対
す
る
案
内
・
誘
導

（
二
）展
示
室
内
の
監
視

（
三
）展
示
室
の
展
示
効
果
の
維
持
管
理
へ
の
協
力

（
四
）館
内
美
化

（
五
）美
術
館
関
係
資
料（
ポ
ス
タ
ー
・
ち
ら
し
）の
配
布
協
力

（
六
）会
員
相
互
の
研
修
活
動

（
七
）そ
の
他
必
要
な
事
業

第
六
条　

本
会
の
会
費
は
無
料
と
し
、
会
員
は
活
動
日
に
は
交
通
費
の
支
給
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

第
七
条　

会
員
は
徳
川
美
術
館
が
行
な
う
事
業
に
参
加
ま
た
は
優
待
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。�

（
昭
和
六
十
一
年
）

い
わ
ば
、
徳
川
美
術
館
の
応
援
団
と
い
っ
た
位
置
付
け
で
あ
る
。
新
館
開
館
を
前

に
、
地
域
の
連
携
と
い
う
こ
と
で
、
ま
ず
は
地
域
の
女
性
団
体
「
旭
丘
女
性
会
」
や

昭
和
四
十
四
年
に
徳
川
美
術
館
元
館
長
の
熊
沢
五
六（
一
八
九
六
〜
一
九
八
七
）に
よ
っ

て
創
設
さ
れ
た
、
仏
教
・
西
洋
・
日
本
・
東
洋
美
術
を
自
主
学
習
す
る
婦
人
グ
ル
ー

プ
「
葵
美
術
グ
ル
ー
プ
」、
同
四
十
八
年
設
立
の
社
会
貢
献
を
目
的
と
す
る
女
性
奉
仕

（
5
）



徳
川
美
術
館
教
育
普
及
活
動
三
十
年
の
歩
み

一
〇
三

団
体
「
東
海
レ
デ
ィ
ス
・
プ
ラ
ザ
」
に
声
を
か
け
た
。
さ
ら
に
人
員
を
確
保
す
る
た

め
、
十
八
歳
か
ら
七
十
歳
ま
で
の
月
三
回
以
上
活
動
出
来
る
方
を
条
件
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
を
広
く
一
般
か
ら
募
集
し
た
。
人
員
募
集
の
件
が
新
聞
に
紹
介
さ
れ
る

と
、
五
百
名
を
超
す
応
募
が
あ
り
、
予
想
以
上
に
市
民
の
注
目
が
高
い
こ
と
に
驚
か
さ

れ
た
。
な
お
、
三
分
の
二
以
上
は
五
十
代
以
上
の
女
性
で
あ
っ
た
。
学
芸
員
や
マ
ナ
ー

の
専
門
家
に
よ
る
五
日
間
の
研
修
全
日
参
加
を
採
用
条
件
と
し
て
研
修
を
実
施
し
、

三
百
五
十
名
が
一
期
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
員
と
し
て
誕
生
し
た
。

平
成
二
十
八
年（
二
〇
一
六
）現
在
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
男
女
比
率
は
、
男
性
二
十
九

名（
一
〇
％
）、
女
性
二
百
六
十
二
名（
九
〇
％
）で
、
圧
倒
的
に
女
性
が
多
い
。
年
代
の

分
布
は
、
二
十
代
二
名
、
三
十
代
一
名
、
四
十
代
六
名
、
五
十
代
二
十
三
名
、
六
十
代

百
三
十
四
名
、
七
十
代
百
二
十
五
名
で
あ
る
。
女
性
の
場
合
は
子
ど
も
の
独
立
後
、
男

性
の
場
合
は
定
年
退
職
後
に
携
わ
る
例
が
多
く
、
社
会
貢
献
と
い
う
意
識
は
も
と
よ

り
、
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
内
容
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
作
業
が
あ
る
が
、
ル
ー
テ
ィ

ン
で
行
う
活
動
は
①
〜
③
、
不
定
期
の
活
動
は
④
〜
⑨
で
あ
る
。
⑩
以
降
は
特
技
を

持
っ
て
い
る
方
々
が
独
自
に
協
力
す
る
活
動
で
、
当
該
者
が
退
会
し
た
場
合
、
休
止
す

る
こ
と
も
あ
る
。

①
館
内
に
お
け
る
来
館
者
案
内
誘
導
・
展
示
室
の
監
視

②
展
示
解
説（
通
常
・
団
体
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

③
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
業
務

④
子
ど
も
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
進
行
・
解
説

⑤
印
刷
物
の
発
送
作
業

⑥
職
員
用
図
書
室
の
図
書
整
理

⑦
新
聞
整
理（
博
物
館
・
文
化
関
連
記
事
の
切
り
抜
き
保
管
）

⑧
教
育
普
及
講
座
等
の
受
付

⑨
ポ
ス
タ
ー
貼
り
な
ど
の
広
報
補
助

⑩
古
文
書
の
読
解（
平
成
十
二
年
以
降
休
止
中
）

⑪
館
内
の
生
花
飾
り

⑫
点
字
に
よ
る
館
内
案
内
の
作
成

⑬
講
演
・
講
座
会
場
で
の
題
字
・
演
目
執
筆

⑭
展
示
補
助
具
作
成
・
修
復

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
始
ま
っ
た
当
初
は
、
職
員
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
全
て
が
初
め

て
の
こ
と
で
、
手
探
り
状
態
で
の
活
動
開
始
で
あ
っ
た
。
参
加
希
望
日
を
各
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
聞
き
、
担
当
職
員
が
二
ヶ
月
毎
の
シ
フ
ト
表
を
作
成
し
て
い
た
。
月
に
一
日

出
勤
し
、
新
館
内
の
第
一
〜
第
五
展
示
室
ま
で
の
五
ヶ
所
、
本
館
内
の
第
七
〜
第
九
展

示
室
ま
で
の
三
ヶ
所
と
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
に
各
一
名
の
計
九
名
を

配
置
し
、
約
一
時
間
ご
と
に
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
移
動
し
、
展
示
室
内
の
来
館
者
誘
導

や
来
館
者
応
対
に
あ
た
っ
た
。

平
成
十
七
年（
二
〇
〇
五
）
に
は
隣
接
す
る
徳
川
園
・
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
展
示
室
が
徳
川
美
術
館
の
展
示
室
と
渡
り
廊
下

で
行
き
来
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
名
古
屋
市
と
共
同
で
展
覧
会
を
実
施
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
展
示
ス
ペ
ー
ス
が
増
え
た
こ
と
で
、
現
在
は
一
日
に
展
示
室
対
応
十
二
名
、

受
付
二
名
、
解
説
一
名
で
運
営
し
て
い
る
。

毎
朝
、
九
時
四
十
分
に
徳
川
美
術
館
新
館
ロ
ビ
ー
に
当
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
全
員
が

集
ま
り
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
。
そ
こ
で
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
と
当
日
の
展
覧
会
や
催

事
・
団
体
受
入
予
定
・
連
絡
事
項
を
記
入
し
た
プ
リ
ン
ト
を
配
布
す
る
。
開
館
五
分
前



徳
川
美
術
館
教
育
普
及
活
動
三
十
年
の
歩
み

一
〇
四

に
は
各
展
示
室
に
ス
タ
ン
バ
イ
し
、
十
時
か
ら
の
来
館
者
に
備
え
る
。
昼
休
み
は
十
二

時
か
ら
十
四
時
の
間
に
二
ま
た
は
三
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
一
時
間
の
休
憩
を
と
る
。

同
じ
く
十
五
時
か
ら
十
六
時
の
間
に
三
十
分
の
休
憩
を
と
る
。
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

四
〜
五
名
を
一
グ
ル
ー
プ
と
し
、
三
グ
ル
ー
プ
が
新
館
の
名
品
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室

（
第
一
〜
第
五
展
示
室
）、
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
展
示
室（
展
示
室
一
・
二
）と
本
館（
第
七
〜

第
九
展
示
室
）の
三
ヶ
所
を
十
時
〜
十
二
時
・
十
二
時
〜
十
五
時
・
十
五
時
〜
十
七
時
の

時
間
で
、
順
番
に
会
場
を
替
わ
る
。
さ
ら
に
、
グ
ル
ー
プ
内
で
の
相
談
の
上
、
ロ
ー
テ

シ
ョ
ン
を
組
み
、
各
展
示
室
で
順
次
配
置
場
所
を
移
動
し
て
い
る
。

ま
た
、
展
覧
会
の
ポ
ス
タ
ー
・
ち
ら
し
の
発
送
準
備
な
ど
の
作
業
も
あ
り
、
作
業
日

当
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
中
か
ら
数
名
が
作
業
室
で
活
動
す
る
。
入
館
受
付
終
了
時
間

の
十
六
時
三
十
分
か
ら
は
来
館
者
が
減
る
の
で
、
ク
リ
ー
ン
タ
イ
ム
と
し
て
、
翌
日
の

た
め
に
展
示
ケ
ー
ス
の
ガ
ラ
ス
拭
き
を
す
る
。
十
七
時
閉
館
の
案
内
放
送
が
流
れ
る

と
、
来
館
者
の
退
出
を
確
認
し
、
控
え
室
で
帰
り
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
一
日
の

出
来
事
を
報
告
す
る
。
当
初
は
交
通
費
と
し
て
活
動
日
一
律
に
千
円
の
支
給
が
あ
っ
た

が
、
同
二
十
三
年
か
ら
は
交
通
費
の
支
給
が
な
く
な
り
、
代
わ
り
に
当
館
の
招
待
券
を

配
布
し
て
い
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
発
足
の
二
年
目
に
、
会
員
か
ら
解
説
員
の
希
望
者
を
募
り
、
研

修
後
、
筆
記
試
験
や
解
説
テ
ス
ト
に
合
格
し
た
解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
四
十
七
名
が
誕
生

し
た
。
当
時
、
学
芸
員
に
よ
る
徳
川
美
術
館
の
歴
史
、
各
展
示
室
の
特
色
な
ど
の
研
修

は
行
わ
れ
て
い
た
が
、
詳
細
な
展
示
解
説
ま
で
は
行
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
各
自
が
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
勉
強
会
を
開
い
て
い
た
。
こ
う
い
っ
た
方
々
を
正
規

の
「
解
説
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
位
置
付
け
、
運
営
す
る
た
め
、
学
芸
員
と
も
ど
も

研
修
を
実
施
し
、
来
館
者
案
内
用
の
台
本
を
作
成
し
て
い
っ
た
。

解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
は
、
平
日
は
十
一
時
・
十
三
時
三
十
分
・
十
五
時
か
ら

の
三
回
、
約
一
時
間
か
け
て
新
館
内
の
名
品
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室
を
同
伴
解
説
す
る

（
活
動
開
始
当
時
は
午
前
午
後
の
一
日
二
回
だ
っ
た
が
解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
随
時
話
し
合
い
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
）。
土
日
祝
日
は
玄
関
ロ
ビ
ー
で
一
日
五
回
、
各
回
約
十
五
分
間
、

美
術
館
概
要
を
紹
介
す
る
。
解
説
員
は
月
に
一
回
の
シ
フ
ト
だ
が
、
こ
れ
と
は
別
に
同

二
十
七
年
度
は
百
三
十
五
件
の
団
体
解
説
を
担
当
し
た
。
同
二
十
八
年
現
在
、
解
説
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
二
十
五
名
が
活
動
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
二
十
八
年
の
キ
ャ
リ
ア
を
も

つ
ベ
テ
ラ
ン
解
説
員
が
五
名
い
る
。
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
解
説
員
を
募
集
し
、
試

験
を
経
て
解
説
員
と
な
る
が
、
募
集
は
不
定
期
で
あ
る
。
現
在
、
解
説
員
四
期
生
を
選

考
し
て
お
り
、
同
二
十
九
年
度
よ
り
十
六
名
が
新
た
に
活
動
を
開
始
す
る
予
定
で
あ
る

（
挿
図
7
）。

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
に
は
、
展
示
室
内
の
来
館
者
誘
導
や
来
館
者
応
対
の
他

に
受
付
応
対
業
務
・
団
体
体
験
補
助
と
い
っ
た
活
動
が
あ
る
。
受
付
応
対
業
務
は
、
新

挿図7　解説ボランティア

挿図8　受付応対ボランティア



徳
川
美
術
館
教
育
普
及
活
動
三
十
年
の
歩
み

一
〇
五

館
入
口
脇
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
で
の
来
館
者
対
応
で
あ
る
が
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
制
度
発
足
当
初
は
展
示
室
内
配
置
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
組
み
込
ま
れ
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
全
員
が
担
当
し
て
い
た
。
し
か
し
、
交
通
案
内
な
ど
様
々
な
問
い
合
わ
せ

に
対
応
す
る
た
め
に
は
適
切
な
人
材
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
、
マ
ナ
ー
な
ど
の
研
修
を

経
た
受
付
応
対
専
門
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
平
成
十
六
年
に
誕
生
し
た
。
一
日
二
名
で
、

一
時
間
毎
に
交
代
で
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
に
座
り
、
カ
ウ
ン
タ
ー
に
い

な
い
時
は
新
聞
の
整
理
、
展
示
室
で
の
場
内
整
理
に
あ
た
っ
て
い
る（
挿
図
8
・
9
）。

ま
た
、
同
十
四
年
か
ら
十
五
名
以
上
の
団
体
を
対
象
に
体
験
講
座
「
箱
の
紐
の
か
け

方
」「
掛
け
軸
の
扱
い
方
」「
和
の
香
り
を
楽
し
む
─
聞
香
─
」「
貝
あ
わ
せ
」
を
有
料

で
開
始
し
、
こ
の
団
体
の
受
け
入
れ
か
ら
解
説
お
よ
び
体
験
の
進
行
す
べ
て
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
は
「
箱
の
紐
の
か
け
方
」「
掛
け
軸
の
扱
い
方
」

は
実
施
し
て
い
な
い
が
、「
和
の
香
り
を
楽
し
む
─
聞
香
─
」「
貝
あ
わ
せ
」
は
継
続
し

て
お
り
、
同
二
十
七
年
度
は
小
・
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
海
外
旅
行
者
な
ど
三
十
五
件
の

団
体
を
受
け
入
れ
た（
挿
図
10
）。

同
三
年
か
ら
の
夏
休
み
子
ど
も
教
室
の
運
営
、
同
十
四
年
か
ら
の
土
曜
子
ど
も
教
室

の
運
営
・
指
導
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
担
当
し
て
い
る
他
、
端
午
の
節
供
企
画
と
し
て
実

施
し
た
「
親
子
甲
冑
着
付
教
室
」
や
個
人
向
け
聞
香
体
験
な
ど
、
徳
川
美
術
館
で
実
施

す
る
企
画
や
行
事
の
手
伝
い
も
し
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
事
業
を
実
施
す
る
に
あ
た

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
何
度
も
研
修
や
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
、
内
容
や
進
行
方
法
を
確

認
し
、
台
本
を
作
り
上
げ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
活
動
実
施
の
参
考
と
す
る
た

め
に
、
他
の
美
術
館
・
博
物
館
を
見
学
し
た
り
、
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
に
通
う
な
ど
、

自
主
的
に
勉
強
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
多
数
い
る
。
ま
た
、
こ
う
い
っ
た
事
業
に

参
加
す
る
視
覚
・
聴
覚
障
が
い
者
に
対
し
て
も
適
切
な
案
内
が
で
き
る
よ
う
に
、
同

二
十
一
年
か
ら
視
覚
・
聴
覚
障
が
い
者
の
対
応
の
た
め
の
研
修
を
実
施
し
た
。

活
動
の
例
示
で
も
挙
げ
た
よ
う
に
、
徳
川
美
術
館
職
員
用
図
書
室
で
の
資
料
の
分

類
・
配
架
・
整
理
や
、
講
座
の
受
付
、
館
内
に
生
花
を
活
け
る
、
講
演
会
の
題
字
を
書

く
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
今
や
徳
川
美
術
館
の
運

営
に
お
い
て
、
必
要
不
可
欠
の
存
在
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
月
に
一
回
の
活
動
で
あ
る
が
、
こ
の
活
動
を
平
均
的
に
実
施
す
る

に
は
、
約
三
百
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
必
要
で
あ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
一
年
ご

と
の
更
新
で
、
年
間
約
十
名
が
様
々
な
事
情
で
退
会
す
る
。
登
録
人
数
が
三
百
名
を
切

る
と
、
新
た
に
募
集
を
行
い
、
三
十
年
間
で
九
回
の
募
集
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
延
べ

九
百
五
十
七
名
を
数
え
た
。
平
成
二
十
九
年
四
月
か
ら
は
十
期
生
六
十
三
名
が
活
動
を

開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。
平
成
十
六
年
か
ら
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
高
齢
化
問
題
か
ら

七
十
七
歳
の
定
年
退
職
制
度
を
設
け
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
第
一
期
生
が
活
躍
、
二
十

名
い
る
こ
と
は
特
筆
に
価
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う（
表
5
）。

挿図10　体験講座「和の香りを楽しむ─聞香─」の運営

挿図9　一般ボランティア



徳
川
美
術
館
教
育
普
及
活
動
三
十
年
の
歩
み

一
〇
六

な
お
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
自
主
学
習
と
し

て
、
解
説
に
関
す
る
勉
強
会
「
木
曜
会
」、
能
に
関
す
る
勉
強
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
国
際
化
に
つ
い
て
考
え
る
会
「
Ｔ
Ｏ
Ｆ
の
会
」
が
独
自
に
作
ら
れ
、
自
発
的
に
学

ん
で
き
た
。「
Ｔ
Ｏ
Ｆ
の
会
」
で
は
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
置
く
た
め
の
英
語
で
の

案
内
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い
る
。
そ
の
後
、「
木
曜
会
」
は
「
ぼ
た
ん
く
ら
ぶ
」

に
、「
Ｔ
Ｏ
Ｆ
の
会
」
は
「
マ
グ
ノ
リ
ア
」
と
名
称
を
変
え
、
現
在
も
月
に
一
回
勉
強

会
や
見
学
会
を
実
施
し
て
お
り
、
徳
川
美
術
館
は
会
議
室
な
ど
を
そ
の
活
動
の
場
と
し

て
提
供
し
て
い
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
開
始
し
て
か
ら
三
十
年
の
節
目
を
迎
え
る
が
、
こ
れ
ま
で
に

運
営
方
法
の
不
備
、
研
修
の
不
足
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
間
の
活
動
に
対
す
る
意
識
の
違

い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
士
の
人
間
関
係
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
生
じ
、
そ
の
都
度
、

問
題
を
解
決
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
未
だ
に
解
決
さ
れ
て
い
な
い
問
題
や
課
題
も

あ
る
。
し
か
し
、
発
足
当
時
は
美
術
館
運
営
の
補
助
と
し
て
の
役
割
が
多
か
っ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
今
で
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
積
極
的
に
美
術
館
の
事
業
に
参
加
し
、
美
術
館
が
個
人
個
人
の
自
発
的

な
生
涯
学
習
の
場
と
な
っ
て
い
る（
表
5
）。
徳
川
美
術
館
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
徳
川

美
術
館
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
っ
て
活
動
し
て
お
り
、
そ
の
熱
意

と
活
動
は
徳
川
美
術
館
が
誇
れ
る
宝
物
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
　
　

お　

わ　

り　

に

近
年
、
博
物
館
・
美
術
館
は
展
覧
会
だ
け
で
な
く
、
講
座
や
展
覧
会
企
画
、
小
・
中

学
校
の
受
け
入
れ
な
ど
の
活
動
に
よ
っ
て
親
し
ま
れ
る
場
所
と
な
る
よ
う
に
努
力
し
、

認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
が
、
徳
川
美
術
館
は
未
だ
に
高
尚
な
場
所
と
い
う
利

表5　ボランティア　教育普及　意識調査（平成28年8月6日〜 9月10日）
1�291名にアンケート（回答197名、回答率67％）

何期生ですか？
1期生 12 6.1％
2期生 9 4.6％
3期生 8 4.1％
4期生 21 10.7％
5期生 27 13.7％
6期生 19 9.6％
7期生 30 15.2％
8期生 17 8.6％
9期生 43 21.8％
無回答 11 5.6％

活動種別
一般 132 67.0％
受付 27 13.7％
解説 12 6.1％
その他 2 1.0％
一般・解説 1 0.5％
受付・解説 2 1.0％
無回答 21 10.7％

性別
男性 20 10.2％
女性 170 86.3％
無回答 7 3.6％

年代
20歳代 1 0.5％
30歳代 0 0.0％
40歳代 4 2.0％
50歳代 16 8.1％
60歳代 104 52.8％
70歳代 58 29.4％
無回答 14 7.1％

①ボランティア活動を通じて
ご自身が変わったと思いま
すか？

大変変わった 11 5.6％
変わった 58 29.4％
少し変わった 93 47.2％
変わっていない 29 14.7％
無回答 6 3.0％

②ボランティア活動がきっか
けで学び始めたこと、学ん
でいることはありますか？

ある 104 52.8％
ない 82 41.6％
無回答 11 5.6％



徳
川
美
術
館
教
育
普
及
活
動
三
十
年
の
歩
み

一
〇
七

120100806040200

日本の美術品に興味がある

自身の生涯学習

日本の歴史に興味がある

徳川美術館が好きだから

社会に参加する

徳川美術館の収蔵品が好きだから

美術館の活動を支える

友人に誘われた

社会に貢献する

その他

他のボランティア活動もしており…

人脈を広めたい

107

99

96

41

34

19

18

9

43

62

91

81

③�徳川美術館のボランティアに参加しようと思った理由（複数回答）

⑤　ボランティア活動を通して自身が変わったこと
（146件解答の中からの抜粋）
「歴史が好きになった、もっと歴史を知りたいと思うようになった、関連の書籍やテレビを見るようになった」
（27件）
「古美術・美術が好きになった」（14件）
「徳川美術館が好きになった。他の美術館・博物館へ行くようになった」（21件）
「興味や知識が広がった」（7件）と、ボランティア活動を通して歴史や美術に対する興味が深くなったという回
答や、知識の向上が大半を占めた。
その他に「人への思いやりが出来るようになった、来館者にやさしく対応できるようになった」（14件）「人と
の交流が広がった」（11件）と人間関係の広がりを示す意見もある。

④�現在、あなたがボランティア活動をする目的は何ですか？（複数回答）

120 140100806040200

自身の生涯学習

日本の美術品に興味がある

日本の歴史に興味がある

徳川美術館が好きだから

社会に参加する

徳川美術館の収蔵品が好きだから

美術館の活動を支える

友人との交流

社会に貢献する

人脈を広げる

その他

126

116

97

48

44

19

6

58

81

96

90



徳
川
美
術
館
教
育
普
及
活
動
三
十
年
の
歩
み

一
〇
八

用
者
側
の
固
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
残
っ
て
い
る
。
徳
川
美
術
館
は
、
尾
張
徳
川
家
伝
来

の
大
名
道
具
を
公
開
し
、
江
戸
時
代
の
大
名
文
化
を
当
時
の
ま
ま
に
鑑
賞
で
き
る
、
ほ

ぼ
唯
一
の
美
術
館
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
魅
力
を
広
く
紹
介
で
き
て
い
る
と

は
言
え
な
い
。
ま
だ
来
館
し
て
い
な
い
が
、
将
来
徳
川
美
術
館
を
利
用
す
る
可
能
性
の

あ
る
潜
在
的
来
館
者
に
向
け
て
、
徳
川
美
術
館
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も

教
育
普
及
活
動
は
必
要
で
あ
り
、
学
芸
員
に
よ
る
調
査
・
研
究
、
充
実
し
た
展
覧
会
の

実
施
を
元
に
、
徳
川
美
術
館
で
し
か
で
き
な
い
学
び
を
教
育
普
及
活
動
を
通
し
て
提
供

し
、
か
つ
来
館
者
に
満
足
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
努
力
は
続
け
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
展
示
・
教
育
・
出
版
な
ど
に
よ
る
教
育
的
情
報
の
発
信
や
資
料
の
提
供
だ
け
で
な

く
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
徳
川
美
術
館
の
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
も
美
術

館
を
よ
り
親
し
み
や
す
く
す
る
柔
軟
な
教
育
普
及
活
動
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
ま
で

に
様
々
な
事
業
を
試
行
錯
誤
の
上
に
展
開
し
て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
徳
川
美
術
館
が

社
会
人
・
主
婦
・
児
童
・
生
徒
・
学
生
・
高
齢
者
・
障
が
い
者
な
ど
す
べ
て
の
人
に

と
っ
て
の
自
発
的
な
学
び
の
場
と
な
る
よ
う
、
さ
ら
に
教
育
普
及
活
動
の
充
実
が
必
要

と
考
え
る
。

その他に「別の人生が広がった、世界が広がった、視野が広がった」（13件）、「社会に参加する、社会貢献する」
（5件）、「責任感が持てるようになった」（2件）

⑥　ボランティア活動をきっかけで学び始めたこと、学んでいること
（116件解答の中からの抜粋）
「歴史・郷土史・古文書、源氏物語、茶道・香道・能楽、英会話を文化センターや当館の講座で学ぶようになった」

⑦　徳川美術館のボランティア活動はあなたにとってどのような意味がありますか？
（176件解答の中のおおよその内容）
「月に一回の活動が日々の生活のメリハリであり、知識や人間関係で刺激を受けている」との回答の他に、
ライフワーク・仲間との交流・自己研鑽・自己啓発・社会貢献・社会との繋がりというキーワードが多数見う
けられた。

註（
1
）　

伊
藤
寿
朗
『
ひ
ら
け
、
博
物
館
』　

岩
波
新
書　

一
九
九
一
年
三
月
。

（
2
）　
『
あ
い
ち
子
ど
も
体
験
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
事
業
報
告
書
』　

愛
知
県
博
物
館
協
会　

二
〇
〇
一

年
三
月
。

（
3
）　
『
伝
え
る
と
い
う
こ
と
は
？
学
芸
員
が
贈
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』　

愛
知
県
博

物
館
協
会　

二
〇
〇
三
年
三
月
。

（
4
）　

黒
沢
浩
『
博
物
館
教
育
論
』
講
談
社　

二
〇
一
五
年
六
月
。

（
5
）　

田
中
壮
一
郎
監
修
、
鈴
木
眞
理
・
馬
場
祐
次
朗
・
松
村
純
子
『
入
門
子
供
の
活
動
支
援
と

青
少
年
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』　

学
文
社　

二
〇
一
六
年
三
月
。



徳
川
美
術
館
教
育
普
及
活
動
三
十
年
の
歩
み

一
〇
九

〈
参
考
資
料
〉

小
笠
原
喜
康
・
並
木
美
砂
子
・
矢
島
國
雄
『
博
物
館
教
育
論　

新
し
い
博
物
館
教
育
を
描
き
だ

す
』　

ぎ
ょ
う
せ
い　

二
〇
一
二
年
三
月
。

寺
島
洋
子
・
大
髙
幸
『
博
物
館
教
育
論
』　

財
団
法
人
放
送
大
学
教
育
振
興
会　

二
〇
一
二
年
三

月
。

布
谷
知
夫
『
博
物
館
の
理
念
と
運
営
─
利
用
者
主
体
の
博
物
館
学
─
』　

雄
山
閣　

二
〇
〇
五
年

八
月
。

金
山
喜
昭
『
博
物
館
学
：
入
門
地
域
博
物
館
学
の
提
唱
』　

慶
友
社　

二
〇
〇
三
年
四
月
。

伊
藤
寿
朗
『
市
民
の
な
か
の
博
物
館
』　

吉
川
弘
文
館　

一
九
九
三
年
四
月
。

伊
藤
寿
朗
『
博
物
館
概
論
』　

学
苑
社　

一
九
七
八
年
五
月
。

〔
付
記
〕　

新
館
開
館
か
ら
三
十
年
間
、
日
頃
よ
り
当
館
の
運
営
お
よ
び
教
育
普
及
活
動
を
支
え
て

い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
る
。
共
に
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
教
育

普
及
活
動
を
続
け
て
き
た
他
の
美
術
館
・
博
物
館
の
学
芸
員
、
文
化
庁
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
エ

デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
研
修
」
で
意
見
交
換
や
情
報
共
有
し
て
い
る
文
化
庁
の
担
当
者
お
よ
び
企
画
運

営
委
員
の
皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
青
山
学
院
大

学
の
鈴
木
眞
理
先
生
に
多
く
の
資
料
を
頂
戴
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
す
次
第
で
あ
る
。

（
美
術
館　

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
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use�of�blank�space�and�the�positioning�of�mountains�at�the�left�and�right�edges�of�the�frame�
as�well�as�the� imagery�of�the�figures�and�structures,�that�of�all�the�numerous�View of the 
Lake Xihu in�Edo-period�Kanō�School�paintings,�Michinobu’s�and�Tan’yū’s�View of the Lake 
Xihu�are�the�most�similar.�

The� fact� that�Edo-period�Kanō�School�painters�were� influenced�by�Tan’yū�has�been�
pointed�out�before,�but� in�none�of� these�cases�have� they�compared� technique�or�other�
stylistic� aspects.�Here,� the�painting� style� of�Michinobu’s�Scene of West Lake� is� further�
compared�to�Tan’yū’s�style.�Michinobu’s�View of the Lake Xihu�depicts�the�scenery�of�Lake�
Xihu�with�soft�brushstrokes�utilizing�both�puddling�of� ink�and�dry,�broken�ink�in�harmony�
with�grand�areas�of�blank�space.�This�kind�of�painting�style�was�certainly�a�new�style�that�
was�created�by�Tan’yū.�However,�Michinobu’s�innovation�was�in�the�apparently�intentional�
use�of�variations�in�ink,�which�Tan’yū�had�seemed�to�use�accidentally.�Michinobu�must�have�
studied�a�wide�range�of�older�paintings,�not�limited�to�Tan’yū’s�work.�Further�detailed�study�
of�Michinobu’s�style�offers�rich�ground�for�future�study.�

Report

Thirty Years of Educational Activities at the Tokugawa Art Museum
KATO�Keiko

Since� it� first� opened� in� 1935,� the�Tokugawa�Art�Museum�has� conducted�as� its� core�
functions�the�survey�and�research�as�well�as�public�exhibition�and�display�of�the�treasures�
of� the�Owari�Tokugawa� family.�With� the�expansion�of� its� facilities� in�1987,� the�museum�
was�able� to�affirm�its�unique�position�as�an� institution� that�could�embody�daimyō�culture�
on�a�wide-reaching�scale.�In�order�to�implement�not�only�surveys,�research,�and�exhibitions,�
but�also�the�various�kinds�of�educational�programs�for�which�these�served�as�a�foundation,�
a�new�volunteer�program�was� introduced�and�a�department�of�educational�activities�was�
established�within�the�curatorial�division�with�administrative�staff�responsible�for�educational�
activities.�Furthermore,� becoming�more� and�more� keenly� aware� of� the� necessity� for�
museums� to�bear� the�responsibility�of�an�educational� role� in�society,� the�Tokugawa�Art�
Museum�partnered�with�the�local�community�and�commenced�educational�activities�directed�
not�only� toward�adults�but�also� toward�children�and� the�disabled.� In� the�ensuing�years,�
through�repeated�trial�and�error,� the�museum�developed�an�active�educational�program�in�
parallel�to�its�survey,�research,�and�exhibition�activities,�becoming�a�museum�that�was�able�
to�answer�such�questions�as�“What�is�daimyō�culture?”�or�“What�were�daimyō�in�the�early�
modern�era?”�In�2017,�as�we�approach�the�30th�anniversary�of�the�opening�of�the�annex,�this�
study� looks�back�on� the�past� thirty�years�of�educational�activities�at� the�Tokugawa�Art�
Museum�through� its�educational�programming�for�elementary�and�middle�school�students,�
its�coordination�of�educational�activity�projects�and�volunteer�groups,�as�well�as�other�efforts,�
reporting�on�their�particulars�and�examining�their�successes�as�well�as�their�problems�and�
challenges.� It�also�discusses�the�Tokugawa�Art�Museum’s� future�prospects� for�educational�
activities�as�a�private�art�museum.�



carvings.�
As� for�Gakkai�Chōja�and�his�wife,� the�patrons�who�appear� in�almost�all�of� the�painted�

images,�they�are�included�as�a�minimal�motif�symbolizing�the�origin�of�the�legend�of�the�“first�
Buddhist�statue”�which�originated�in�India�and�was�transmitted�to�Korea�and�finally�to�Japan�
and�the�salvation�of�women�on�the�small�solicitation�slips�that�were�used�by�monks�soliciting�
funds�for�the�temple�and�the�author�argues�that�their�image�may�have�been�taken�from�here�
and�re-used�in�illustrated�legends�scrolls�and�painted�portraits.��

Caricatures by Kanō Tan’yū and his Circle-The Tokugawa Art Museum Version
KATO�Shōhei

This�article�addresses�a�group�of�works�known�collectively�as� the�Caricature Scrolls,�
which�depict� comical� subjects� from�a�variety� of� different� sources,� such�as�Daoist� and�
Buddhist�figures�and�poets�of�different�eras,�characters�from�tales�and�legends,�and�animals.�
Several�examples�of�works�containing�similar�contents�to�these�caricature�scrolls�have�been�
introduced�before�and�they�have�all�been�reexamined�multiple�times�since.�

This�article�reconsiders�the�subjects�and�original�artist�of� the�scenes�that�are�compiled�
in� these�caricature� scrolls�by� focusing�on� the�Pictorial Parodies� (copy)� (Tokugawa�Art�
Museum)�that�has�been�passed�down� in� the�Owari�Tokugawa�family,�which� is�attributed�
as�based�on�an�original�by�Kanō�Tan’yū.�First,� through�a�consideration�of� the�sources� for�
the�subjects�and�characters�appearing�in�the�scenes�collected�in�the�Pictorial Parodies,�it�is�
made�clear�that�although�it�does�include�scenes�based�on�elite�samurai�culture,�such�as�Noh�
and�Kyōgen�subjects,�as�had�previously�been�pointed�out,� it�also� includes�many�scenes�of�
contemporary�customs�of�the�day,�such�as�New�Year’s�scenes�and�acrobatic�feats.�

Also,� through�a�comparison�of�various�versions,� this� study�confirms� that� it� is�possible�
that� the�Pictorial Parodies�may�be� the�closest�of�all� the�various�versions� to� the�original�
scroll.�Furthermore,� it�proposes�that�the�artist�of�the�original�Caricature Scrolls�was�Kanō�
Tan’yū,�who�was�attributed�to�be�the�artist�of�the�original�Pictorial�Parodies,�or�else�another�
Kanō�School�artist�of�approximately�the�same�status�as�Tan’yū.�To�support�this�theory,�the�
author�presents�the�fact�that�the�Tan’yū shukuzu�(Miniature�Sketches�by�Tan’yū)� includes�
copies�of� the�National�Treasure�Chōjū jinbutsu giga� (Scrolls of Frolicking Animals and 
Humans,�Kōzanji�Temple),�which�is�considered�the�inspiration�for�the�Caricature Scrolls.�In�
addition,�he�highlights�the�commonalities�between�the�Pictorial�Parodies�and�the�brushwork�
of�Tan’yū’s� other�works�and� the� fact� that� the�common�entertainments�depicted� in� the�
Caricature Scrolls�were�familiar�among�Tan’yū’s�friends�and�social�sphere.

A Face of Study about Tan’yu by the Edo Kanō School as Seen through an Examination of 
Kanō Michinobu’s View of the Lake Xihu

USUDA�Daisuke
This�article�focuses�on�Kanō�Michinobu’s�View of the Lake Xihu�(Tokugawa�Art�Museum�

collection)�and�discusses�Michinobu’s�style�and�the� influence�of�Kanō�Tan’yū�on�his�work.�
First,�in�order�to�illuminate�the�salient�features�of�Michinobu’s�View of the Lake Xihu,�it�is�
contextualized�in�terms�of�the�composition�and�iconography�of�early�Edo-period�Kanō�School�
View of the Lake Xihu�paintings,�as�identified�in�the�View of the Lake Xihu�by�Kanō�Tan’yū�
(Ishikawa�Prefectural�Museum�of�Art).�Next,�it�is�made�clear�through�identifying�similarities�
in�the�composition,�such�as�the�abbreviation�of�the�Hiraihō�peak�at�the�center�through�the�



A renewed introduction of Yoshino-zōshi, a collection of gossip articles after the Kansei 
Reforms

HASHIMOTO�Saho�
Yoshino-zōshi� is� a� collection� of� gossip� articles� complied� by�Mizuno�Tamenaga,� a�

subordinate�to�Matsudaira�Sadanobu�during�the�year�1787�when�he�was�appointed�as�senior�
councilor�of�the�Tokugawa�shogunate�through�the�year�around�1793�when�he�was�resigned�
from�the�position.

This�article�introduces�the�gossips�collected�in�Yoshino-zōshi�after�the�resignation�of�Sadanobu�
as�Rōju,�a�senior�councilor,�and�an�assistant�to�the�shogun;�those�gossips�described�in�Zakki,�
one�of�the�hand-copy�owned�by�Keiō�University�Library�(hereafter,�referred�as�Keiō�version.)

Until� recently,� the�gossips� in�Yoshino-zōshi�were�considered� to�cover� the�years� from�
1787,�a� little�before�Sadanobu�was�appointed�as�senior�councilor�to�the�year�1793�when�he�
resigned�his�position�as�a�senior�councilor�and�an�assistant�to�the�shogun.�

This� is�based�on� the� fact� that�Yoshino-zōshi�described� in�Shukuō-zakki,� the�most�well-
known�hand-copy�of� the�Yoshino-zōshi,� (owned�by� the�National�Diet�Library,�hereafter,�
referred�as�Diet�version)�covers�the�gossips�of�that�period.

However,�Yoshino-zōshi�contains�the�gossips�after�the�resignation�of�Sadanobu�as�a�senior�
councilor,�the�gossips�continuous�to�the�Diet�version.

Thus,�this�article�republishes�the�gossips�only�found�in�the�Keiō�version,�which�were�not�
recognized�so�far,�and�the�article�clarifies�the�gossips�in�their�entirety�in�Yoshino-zōshi.

Articles

A Theory on the Zenkōji Amida Triad Painting Originating with the Tokugawa Version
ANDO�Kaori

The�secret�Amida�Triad,�which� is� the�principal�worship�object�of�Zenkōji�Temple� in�
Nagano,�has�been�devoutly�worshipped�since�the�Kamakura�period�and�close�to�600�carved�
copies�of�the�Zenkōji�idols�survive�throughout�Japan.�More�than�ten�paintings�of�the�figures�
are�also�known,�but�their�background�had�not�to�this�point�been�sufficiently�considered.�This�
essay�takes�up�one�painted�version�of�the�Zenkōji�Amida�Triad�that�has�been�passed�down�
in�the�Owari�Tokugawa�family�(hereafter,�the�Tokugawa�Version),�and�introduces�the�details�
of�its�style�and�subject�matter.�Also,�it�considers�the�iconography�and�lineages�of�surviving�
painted�images�of�the�Triad.�

Regarding� lineages� of� surviving� examples� of� paintings� from� the�medieval� period,�
differences�in�the�form�of�the�mudras�and�the�jeweled�crowns�of�the�flanking�bodhisattvas�
and�halos�allow�the�surviving�images�to�be�divided�into�two�groups,�the�Hongakuji�version�
lineage,�to�which�the�Tokugawa�version�belongs,�and�the�Zenkōji�Honbō�Daikanjin�Temple�
version� lineage.�Furthermore,� the� author� identifies� similarities�between� the�Hongakuji�
version�lineage�images�and�sculptural�versions�from�the�golden�age�of�sculpture�production.�
According�to�the�Zenkōji engi� (Legends of the Origins of Zenkōji Temple),� it�was�stressed�
that�copies�of� the�Zenkōji�main� icon�were�to�be�made� in�gilt�bronze�and�painted� images�
were�the�exception.�This�fact�would�suggest�that�the�Hongakuji�version�lineage�would�have�
considered�itself�as�producing�orthodox�copies�by�integrating�into�its�images�the�style�of�the�



Research Note

A study on Kōgen-in, Princess Haru, the legitimate wife of Tokugawa Yoshinao, who was 
the first head of the Owari Tokugawa family

TAKADA�Ayako
Kōgen-in�was�born� in�Wakayama�around�1602�as�a�daughter�of�Asano�Yoshinaga.�She�

married�to�Tokugawa�Yoshinao,�the�first�head�of�the�Owari�Tokugawa�clan,�in�1615�and�she�
died�in�Edo�in�1637.

The�most�well-known� facts� concerning�Kōgen-in�were� her�marriage� to�Tokugawa�
Yoshinao�and�her�dairy� in�her� trip� from�Nagoya� to�Edo�as�a�hostage�of� the�Tokugawa�
shogunate.�This�article�examines�her�entire� life�again�to�use�Genkeisama-godai-gokiroku,�a�
collection�from�the�Tokugawa�Institute�for�the�History�of�Forestry,�as�research�material�and�
clarifies�the�specific�details�of�the�very�end�of�her�life�and�her�funeral�service,�which�have�
been�hardly�mentioned�before.�In�addition,�this�article�examines�the�personality�of�Kōgen-in�
and�finds�that�she�was�a�sensitive�and�fragile�woman�based�on�the�notes�in�her�travel�diary�
to�Edo�and�the�memorial�writings�on�her�written�by�Hori�Seii,�a�Confucianinst�of�the�Owari�
Tokugawa�clan.

Introduction of Historical Materials

A republication and introduction of Tōbu-kantei-ki; a record written by a Confucian 
scholar of the Owari Tokugawa clan during his stay at the Toyama residence of the clan 
in Edo in the years 1778-80

SHIBUYA�Yōko
Tōbu-kantei-ki� is� one�of� the�historical� records�descended� to� the�Nakamura� family,� a�

retainer�of�the�Owari�Tokugawa�clan.�This�record�was�donated�by�the�Nakamura�family�to�
the�Owari�Tokugawa�family�and,�later,�it�became�a�possession�of�the�Tokugawa�Institute�for�
the�History�of�Forestry�founded�by�the�Owari�Tokugawa�family.

The�author�of�Tōbu-kantei-ki�was�Nakamura�Shūsai,�who�was� the�younger�brother�of�
Masamine,�the�6th�head�of�the�Nakamura�family�and�the�owner�of�the�record.

Shūsai� studied�Confucianism�and�became�a�great�scholar.�He�was�asked�by� the�Owari�
Tokugawa�clan�to�work�as�a�Confucianist�in�1777�when�he�was�59�years�old.�One�year�after�
he�started�to�work,�he�was�sent�to�Edo�by�the�clan’s�order�to� live�and�work� in�their�Edo�
residence.�Since�then,�he�spent�around�one�year�and�ten�months�in�the�Toyama�residence,�
one�of� the�Owari�Tokugawa�clan’s�residences� in�Edo.�Tōbu-kantei-ki�was�a�record�of�his�
experience�and�discoveries�during�those�days.

The�record�takes�a�form�of�a�diary,�but�the�dates�are�discontinuous.�The�contents�of�the�
record�were�not�about�his�daily� life�and�his�duties,�but�the�records�of�his�sightseeing�and�
Waka�poems.�The�sightseeing�means�walking�around�Edo�to�see�things�and�Waka�contains�
more�than�100�poems�among�which�some�were�made�by�him�and�by�others�as�well�as�some�
Waka�notes�he�exchanged�with�others.�He�engaged�in�these�activities� in�his�free�time�and�
wrote�Tōbu-kantei-ki�as�a�memory�of�his�days�in�Edo.

The�records�on�the�life�of�retainers�have�been�used�to�understand�the�city�of�Edo�and�the�
samurai�society�and�culture.�However,�the�number�of�records�is�limited�and�more�materials�
are�needed.�To�break�this�situation,�this�republication�will�be�important�for�further�studies.



A study of the personal relationships and political trends of Tokugawa Yoshikatsu, the 
14th head of the Owari Tokugawa clan, during Kaei and Ansei periods, 1848-59

FUJITA�Hideaki
This�study�examines�the�political� trends�of�Tokugawa�Yoshikatsu,� the�14th�head�of� the�

Owari�Tokugawa�clan,�during�Kaei� and�Ansei�periods,� 1848-59,� as�well� as�his�personal�
relationships�during�the�same�periods.

As�the�result�of�the�study,�the�following�six�findings�were�identified.
1.�Yoshikastu�had�blood�relationship�with�the�Mito�Tokugawa�family,�one�of�the�Gosanke 

families� (three� independent�branches� of�Tokugawa� families).�He�was�under� the�great�
influence�of�his�uncle�Tokugawa�Nariaki,� the�9th�head�of� the�Mito�Tokugawa� family.�He�
succeeded�his� uncle’s� thoughts� that� he� should� support� the� shogunate� family� (and� the�
government)�as�a�member�of�the�Gosanke�family�under�the�internal�and�external�crises.

2.�When�Yoshikatsu�submitted�political�proposals�to�Rōju,�a�senior�councilor,�he�contacted�
Endō�Taneo,�Wakadoshiyori,� a� junior� councilor.�That�was�because�Taneo�had�adopted�
Yoshikatsu’s� other�uncle�Tanesuke,�who�had� taught�Yoshikatsu�how� to�deal�with� the�
shogunate�officers�and�how�to�get�on�in�life.

3.�The�nonhereditary�and�local�feudal�lords�such�as�Shimazu�Nariakira�and�Date�Munenari�
were�not�allowed�to�directly�take�part�in�the�shogunate�politics�and�they�urged�those�who�
had� the�same�opinion�within� the�Tokugawa� families� to� submit�political�proposals� to� the�
government.�Yoshikastu,� the�head�of� the�Owari�Tokugawa�clan,�was� supposed� to�be�a�
leading�person�of� the�three� independent�branches�of�Tokugawa� families�with� the�hope�of�
senior�nonhereditary�lords.

4.�Yoshikastu,�who�was�conscious�of� supporting� the�Tokugawa� family�and�was�highly�
expected�by� the� feudal� lords� submitted�political�proposals� to� the� senior� councilors�and�
conducted�personal�interviews�with�them.�However,�since�he�acted�radically�and�he�severely�
blamed� the� senior� councilors,� he�was� avoided�by� the�government.� In� particular,�Abe�
Masahiro,�a�senior�councilor,�kept�away�from�him.�Eventually,�Yoshikatsu�was�admonished�
by�the�feudal�lords,�and�Uncle�Tanesuke�to�behave�himself�and�he�could�not�sufficiently�live�
up�to�their�expectations.

5.�Matsudaira�Yoshinaga,� the�head�of� the�Echizen�Matsudaira� family,� shared�the�same�
thoughts�with�Yoshikatsu�in�term�of�supporting�the�Tokugawa�family�as�a�member.�At�first,�
they�had�the�same� ideas�about� the� foreign�relations�to� insist�on�getting�rid�of� foreigners,�
but,�later,�Yoshinaga�changed�his�mind�to�open�the�country�to�the�world�and�stood�against�
Yoshikatsu.�However,�Yoshinaga�needed�the�support�of�Yoshikatsu�who�was�the�head�of�the�
Owari�Tokugawa�clan�in�the�political�conflicts�of�determining�the�successor�of�the�shogun;�so�
Yoshinaga�worked�with�Yoshikatsu�by�redressing�his�extreme�thoughts.

6.�Yoshikastu�was�the�most�royal�successor�of�Tokugawa�Nariaki’s�thoughts�as�Yoshikatsu�
put�the�first�priority�to�the�shogunate� family.�He�thought�that�the�Tokugawa�family�alone�
should�protect� the� Imperial�Court�and�kept�advocating�a�hardline� foreign�policy.�After�
Nariaki’s�death,�his�children�such�as�Ikeda�Yoshinori�and�Ikeda�Mochimasa,�well-known�hard-
liners,�united�strongly�to�place�Yoshikatsu�as�a�center.�On�the�other�hand,� the�shogunate�
ministers�and�Yoshinaga�avoided�and�opposed�Yoshikatsu�who�kept�advocating�a�hardline�
foreign�policy.



A study on mountain forest resources in the Hirosaki domain and hinoki (hiba) cypress 
craftsmen in the castle town of Hirosaki at the end of the Edo period

KAYABA�Masahito
This� study�examines�an� issue�about� the�mountain� forests�within� the�Hirosaki�domain�

at� the�end�of� the�Edo�period.�At�that�time,�a�conflict�developed�between�the�yamakata� (a�
government�department� in�charge�of� the�mountain� forest�administration)�of� the�domain�
that�was�trying�to�cope�with�an�issue�of�depletion�of�the�mountain�forests,�and�hinoki�(hiba)�
cypress�craftsmen�who�produced�Magemono�(a�type�of�rounded�wooden�chip�box).�Through�
this�study,�the�following�were�clarified:

First,� the�mountain� forest�resources� in�the�Hirosaki�domain�were�becoming�depleted�at�
the�end�of�Edo�period,�and�their�restoration�was�considered�an�important�issue�for�yamakata 
at�this�time.

Second,� in�Hirosaki,� the�wood� from�hiba� (a� species� of� cypress)�was�used� to�produce�
buckets,�ladles�and�chopsticks�utilized�in�daily�life�by�people�in�the�domain.�

Third,�the�yamakata�of�the�domain�placed�restrictions�on�the�use�of�the�hiba�in�the�castle�
town�for�so�that�the�mountain�forest�resources�could�regenerate.�The�type�of�lumber�most�
suitable�for�production�and�processing�of�Magemono�by�the�hinoki�(hiba)�cypress�craftsmen�
was�hiba.�These�craftsmen�from�time�to�time�filed�requests�to�use�hiba�to�an�office�of�the�
Hirosaki�domain�and�this�practice�continued�through�the�end�of�the�Edo�period.�

This�demonstrates� the�countervailing�differences� in� interests�concerning�utilization�of�
mountain�forest�resources� in�Hirosaki�between�the�yamakata�and�the�hinoki� (hiba)�cypress�
craftsmen,�which�led�to�disputes�between�the�two�parties�around�the�end�of�the�Edo�period.

A study of the ofuda-yama system in the Akita domain
HAGA�Kazuki

This� study�clarifies�characteristics�of� the�ofuda-yama�system� in� the�Akita�domain,�as�
described�below.

Ofuda-yama�refers�to�a�forested�mountain�area�whose�use�by�villagers�was�strictly�limited�
by� the�Akita�domain.�When�a�certain�mountain� forest�was�designated�as�ofuda-yama,�a�
wooden�signboard,�called�ofuda,�was�erected,�on�which� local�villagers�were� informed�of� its�
boundaries�and�reasons�for�limiting�its�use.�The�local�villages�posted�these�ofuda�issued�by�
the�Akita�domain�in�designated�mountain�forests.

The�ofuda-yama� system�was� initiated� from� the�early� 17th� century.�These�designated�
ofuda-yama�increased�in�number�from�the�middle�of�the�17th�century�and�rapidly�increased�
from�the�end�of�the�17th�century�to�around�the�beginning�of�the�18th�century.��Subsequently,�
designation�of�ofuda-yama�decreased,�but� increased�again� from�around�the�end�of� the�18th�

century�to�the�early�19th�century.�The�number�of�ofuda-yama�eventually�reached�about�1,000�
locations�by�the�early�19th�century.

By� that� time,�however,� the�designation�of� some�mountain� forests�as�ofuda-yama�was�
merely�nominal,� as� they�had�become�completely�deforested�by� the�villagers� and� these�
mountains�resembled�grassy�slopes.�To�rectify�the�situation,�the�Akita�domain�ordered�the�
local�villages�to�replant�trees.�



the�ingredient�of�processed�foods�such�as�miso�(fermented�soybean�paste),�was�an�important�
product;� rice�and�soybeans�accounted� for�a� large�portion�of� the�annual� tax,�called�nengu,�
paid� to� the�Owari�domain.�On� the�other�hand,� switch-farming�cultivation�was�utilized� to�
make�up�for�shortfalls�in�available�cultivated�land,�but�this�failed�to�achieve�any�substantial�
results.

Consequently,� it�became�a�customary�practice�in�the�Kiso�region�that�short�planks�were�
substituted�as�payment� for� the�nengu.�The�planks�could�be�used� for� roof�boards,�panel�
boards�and�so�on.�The�Owari�domain�supplied�rice,�which�was�paid�as�nengu,�in�return�for�
the� lumbering�allowance.�That� is,� the�Owari�domain�recommended�payment�of�nengu� in�
the� form�of� lumber�so� that� they�could�supply� food�aid� in� the� form�of�rice.�The�economic�
distribution�centered�around�lumber�products�was�already�established�in�the�Kiso�region�in�
the�17th�century.

However,� the�forest�development� for�which�the�Kiso�region�was�to�become�famous�was�
realized�by�elongated�lumber�which�were�used�for�square�logs,�round�logs�and�so�on,�but�not�
by�the�short�lumber.�This�issue�will�be�addressed�in�a�subsequent�report.

This study investigated conditions related to the restrictions on charcoal distribution, 
implemented through the establishment of a seisankata-yakusho (literally, a government 
office for production and/or sales) in the Odawara domain, and actions taken by local 
villagers to oppose such action

KIRYŪ�Kaisei
This�study�examines�the�distribution�policy� for�charcoal� in�the�Odawara�domain�around�

1870� (in�the�early�Meiji�period).� In�Odawara,�as�well�as� in�other�domains�at� this� time,� the�
governments�underwent�reorganization�and�a�seisankata-yakusho�was�established.�Among�its�
activities�was�to�control�the�distribution�of�charcoal�produced�in�the�domain.

As� a� result� of� the�new� setup,� charcoal� producers�were�denied� the� freedom� to� sell�
their�goods,�which� they�had�previously�enjoyed,�and� this�had�a�negative� impact�on� their�
livelihoods.�

The�producers,� under� the�name�of�Nishi-Yamaga�association�which�was� an�existing�
domain’s�administrative�unit,�petitioned�officials�of�the�Odawara�domain�to�request�that�the�
system�of�free�sale�of�charcoal�products�be�restored.�One�of�the�leaders�of�the�Nishi-Yamaga�
association,�a�man�in�Kaminawa�village�named�Sajibei,�demonstrated�an�understanding�of�the�
producers'�claims;�he�himself�also�submitted�a�petition�to�the�office�of�the�Odawara�domain.

These�moves�resulted�in�the�control�of�charcoal�distribution�by�the�seisankata-yakusho�of�
the�Odawara�domain�to�be�rescinded,�with�the�previous�system�of�free�distribution�and�sales�
of�charcoal�being�restored.�This,�however,�did�not�eliminate�ties�with�the�Odawara�domain�
after�that,�as�the�seisankata-yakusho�of�the�Odawara�domain�entrusted�the�management�of�
the�kaisho� (literally,�a�domain-run�commercial�organization)� for�charcoal� to�Sajibei�and�his�
associates.�

The� seisankata-yakusho�of� the�Odawara�domain� also�provided� loans� to� the�kaisho� of�
charcoal� that�was�managed�by�Sajibei�and�his�associates,� from�which� it�received�financial�
benefits.�The�charcoal�producers�assumed�responsibility� for�production�and�distribution�of�
charcoal�using�the�loan�from�the�Odawara�domain.�

This� serves� as� evidence� that� the�Odawara� domain� and� local� villages�were� able� to�
implement�production�and�distribution�policies�for�charcoal�in�a�mutually�beneficial�manner.��
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A study on the presentation and management of Ohayashi, the forests under the direct 
control of the Tokugawa shogunate, at Sanchū-ryō villages in Kōzuke province

SATŌ�Takayuki
Four�sites�at�Sanchū-ryō�villages�in�Kōzuke�province�were�set�up�as�Ohayashi,�the�forests�

under�the�direct�control�of�the�Tokugawa�shogunate,� in�1714�and�the�Yamamori,�manager�
of�Ohayashi,�was�appointed� in�1719.�At� first,� three�managers�were�appointed.�However,�
during� the�Hōreki�period,�1751-63,� the�management�system�was�changed;�one�Ohayashi-
mori,�manager�of�the�directly-controlled�forests�(the�change�of�title�from�Yamamori,�forest�
manager)�was� in�control�of� two�sites�and�other�two�sites�were�under�the�control�of�each�
village.�Later�in�1825,�a�new�official�post�called�Ohayashi-torishimariyaku,�managing�director�
of�the�directly-controlled�forests,�was�set�up;�yet,�the�management�system�of�Ohayashi�after�
1825�was�not�clear.

On�the�other�hand,�a�new�form�of�Ohayashi�at�Sanchū-ryō�villages�emerged�in�the� later�
Edo�era,�which�could�be�described�as�Kenjo-Ohayashi.�This�article� clarifies� some� facts�
about�Kenjō-Ohayashi�and�examines�the�management�system�of�Ohayashi�including�Kenjō-
Ohayashi�in�the�late�Edo�era.

As�a�result�of�the�study,�the�following�facts�were�clarified.�Kenjō-Ohayashi�was�developed�
by�influential� farmers�with�their�personal�funds�and�was�presented�to�the�shogunate.�Two�
Kenjō-Ohayashi�sites�were�established�during�the�Bunsei�period,�1818-29.�One�of� the� two�
Kenjō-Ohayashi�came�under�the�control�of�Ohayashi-mori,�while�the�other�was�controlled�by�
the�presenter�himself,�who�served�as�Ohayashi-mimamori,�guard�of� the�directly-controlled�
forests.�The�head�manager�supervised�all�of�the�six�Ohayashi�sites�and�each�Ohayashi-mori 
engaged�in�maintaining�Ohayashi�in�his�charge�under�the�supervision�of�the�head�manager.

A study of economic crises that occurred in mountain villages in the late Edo period, 
taking the case of Ōtaki village in Shinano province as an example

ŌSAKI�Akira
This� study� aims� to� clarify� historical� characteristics� of� the�Edo�period,� tracing� the�

development�status�of� the� forestry� industry�at� that� time,�and� the� lives�of� the�mountain�
villages� inhabitants�who�made�their� livelihood�from�forestry,� in�the�Kiso�region�of�Shinano�
province�which�was�one�of�Japan's�most�advanced�areas�for�forestry�during�the�Edo�period.�
The� first� report�of� this� study�covers� the�situation� in� the�17th� century,�during�relatively�
favorable�economic�conditions.

The�Kiso�region�was�unable�to�fulfill�demand�for�rice�from�its�inhabitants,�due�mainly�to�
limited�arable� land,�and�particularly�suitable�flat� land� for�paddy�cultivation.�Consequently,�
the�inhabitants�compensated�for�the�rice�shortfall�by�growing�such�minor�cereals�as�foxtail�
millet,� Japanese�millet,�buckwheat�and�also�soybeans.�Among�them,� the�soybean,�which� is�
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